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 挨  拶 
 

 国立大学法人 香川大学 
 学長  長 尾 省 吾 
 （事業総括責任者） 
 
 

 香川大学は、「地域に根ざした学生中心の 大学」の大学憲章にもとづき、第二期中期目標・

中期計画において「ジェンダーバランスを考慮した多様な人材の活用」をあげております。平

成 22年度より文部科学省による「女性研究者支援モデル育成」事業に採択され「香大発 地

域ぐるみ女性研究者支援の高波を」を推進してまいりました。 
女性たちがなお一層活躍できる大学をめざし、本事業を通して様々な取組を展開してきまし

た。そして、女性研究者の採用促進に向けた具体的な方策として、本年度から初の女性限定公

募を実現いたしました。また、女性研究者が着任した際、すぐにスムーズに研究を始められる

よう、スタートアップの研究経費も用意しております。 
女性研究者が意欲的に教育研究活動に取り組むことが、四国地域の今後の発展に大きく寄与

すると認識しております。女性が能動的に新たな分野へ参画することで、活躍の場が多様に広

がります。そのためにも、しっかり優秀な女子学生を育成し、そのロールモデルとなる女性研

究者を増やし、大学の教育・研究・就労環境を改善することで、全職員の負担軽減にもつなが

ると考えております。 
この度、本事業終了に伴い、女性研究者の積極的な採用促進を引き続き大きな方針として、

本学の独自の予算を確保し、男女共同参画を推進していくことにいたしました。香川大学は、

女性の力を育み、活き活きとした大学として、地域の様々な課題に貢献できる人材を育成して

まいります。 
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 女性研究者研究活動支援事業による 
 「香大発、地域ぐるみ女性研究者支援の高波を」事業をとおして 
 
 

   事業実施責任者 高木 健一郎 
   香川大学理事 
   男女共同参画推進室長 
 
 
   

平成 22年度から始まった女性研究者支援モデル育成事業「香大発 地域ぐるみ女性研究者

支援の高波を」もいよいよ最終年度のとりまとめ時期を迎えました。ご支援ご協力くださった

学内外の皆様に心よりお礼申し上げます。  
 この事業を通じて，女性研究者や女子学生の育成に資するため，これまで学内外において

様々な取組を行って参りました。併せて，学内外の関係者による評価・検証も行い様々な議論

がなされ，更に新たな取組への検討も始まっております。 
 また，他大学との連携につきましては，四国地区国立５大学による男女共同参画推進共同宣

言や四国女性研究者フォーラムの開催など，本学だけでは成し得ない成果に繋がりました。特

に，第４回中国四国男女共同参画シンポジウムを初めて四国の地で開催できましたことは，四

国地区の男女共同参画の機運を高める大きな契機となりました。 
 同様に，キャリアデザイン講座の開催や子育て支援事業などを通して，地域の企業や行政及

び民間団体の方々との連携を深められたことも大きな成果であります。 
本事業終了後も，男女が互いに人権を尊重しつつ，その個性と能力を十分に発揮できる環境

整備をするとともに，地域の男女共同参画の取組への波及を図り，更なる飛躍をめざしていく

所存です。 
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第Ⅰ部 

事業概要、計画達成状況および今後の取組 





１．計画の概要 
1-1 機関の現状 

（１）女性研究者に関する現状及び今後の見通し 

 本学は、学 部【学生定員5,070名：教育学部、法学部、経済学部、医学部、工学部、農学部】、大学院【学

生定員 776 名：教育学研究科（修士課程）、法学研究科（修士課程）、経済学研究科（修士課程）、医学系研

究科（修士課程、博士課程）、工学研究科（博士課程）、農学研究科（修士課程）、地域マネジメント研究科（専

門職学位課程）、連合法務研究科（専門職学位課程）】を設置し、役員、教職員数1,776人を擁する総合大学

として、香川大学憲章（平成19年3月制定）に基づいて、「地域の知の拠点」として教育、研究、社会貢献

に取組んでいるところである（人数は平成21年5月現在）。 
 以下、本学の女性研究者の状況、女性研究者支援を進める上での課題、女性研究者支援による効果の見通

しについて説明する。 
 

①女性研究者等の人数の状況 

 本学の女性研究者の状況は以下のとおりである。 
 ○女性研究者の比率 

  ・大学全体の女性教員比率 
    平成21 年度 17.1％、平成20 年度 16.5％、平成19 年度 15.5％ 
  ・自然科学系学部(医学部、工学部、農学部)の女性教員比率 
    平成21 年度 16.5％、平成20 年度 15.5％、平成19 年度 14.6％ 
 ○女性研究者の採用比率 

  ・大学全体の女性教員採用比率 
    平成21 年度 22.5％、平成20 年度 26.9％、平成19 年度 31.4％ 
  ・自然科学系学部(医学部、工学部、農学部)の女性教員採用比率 
    平成21 年度 28.0％、平成20 年度 29.6％、平成19 年度 29.4％ 
 ○本学大学院（医学、農学、工学研究科）の女子学生の在籍状況 

    平成21 年度 １２８人（全学生535 人の23.9％） 
    平成20 年度 １２９人（全学生541 人の23.8％） 
    平成19 年度 １２４人（全学生528 人の23.5％） 
 

②本学で女性研究者支援を進める上での課題等と考えられる点 

 女性研究者の育成、活動環境を整備していく上での本学の課題等は以下の事柄が存するところである。 
 ○本学でも平成 16 年より女性研究者支援の取組（次項(2)）に努めてきたところであるが、女性研究者の

環境整備の中核的な役割を担う者、女性研究者の相談・助言等の体制が明確に整備されていない。なお、

役員、部局長等の大学、部局での運営の意思決定者に現在は女性が就いていないため、女性研究者の意

見、要望等を把握し、大学運営に反映させる観点からも中核的な組織が望まれる。 
 ○女性研究者の視点から本学の現状や課題等を把握すべく、平成 22 年 1 月に学内の全女性研究者に対し

て、女性研究者の充実した教育研究活動のための環境整備のために必要と考えられる事項についてアン

ケートを行ったところ、主に下記のような要望、ニーズ、問題点等が示されたところである。 
  ・女性研究者に対する大学としての積極的な支援姿勢の明確化、学内の意識向上 
  ・学内における女性研究者支援の中核機関、コーディネートや各種相談等に対応できる適切な者、 
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    カウンセラーの配置、体制の整備 
  ・県外出身者であるため両親や親戚がいないこと、土地不案内な面があることへの配慮 
  ・産前、産後や育児中の期間での教育研究への支援措置（一般的に大学より県立高等学校等の方が女 
    性の育児等への支援の取組が進んでいて、女性が活動していく上ではそれらの学校に勤務した方が  
    有利との指摘もある） 
  ・育児休暇後の年度途中の復帰の場合の研究支援、保育所の確保・学内等の様々な資源を活用した平 
    日、夜間、土・日曜日・祝日の勤務の際の乳・幼児、児童の託児・保育（学童保育含む） 
  ・一時預かり体制の整備（病気の際の対応も含む） 
  ・女性研究者同士の部局を超えた交流 
  ・本学は女子学生が比較的多いことを踏まえた研究者を目指す女子学生と女性教員の交流等の取組 
  ・男性の意識啓発、父親の育児負担、家事負担参加促進 
  ・女性により負担がかかる現状になる介護関係での支援 
 ○本学の現時点での女性研究者の人数・割合では、上記の①のとおり、近隣の国立大学に比べては高い数

値となっているものと考えられるが、本学の平成 21 年度の科学研究費補助金（基盤研究、若手研究、

挑戦的萌芽研究）採択者数に占める女性研究者の割合は14.2％となっており、優秀な女性研究者がより

パフォーマンスを挙げること、それらを可能とする環境へと整備することが望まれる。 
 ○元来より香川県の高校を卒業後に他県の大学に進学した者で香川県に戻ってくる者が少ないこと、本学

が地方総合大学であること等から、本学に勤務する、採用応募がある女性研究者は県外出身者が多く、

育児・保育等で個々の者が孤立しがちである。 
 ○医学、工学、農学部の卒業者数（563 人）のうち 33.7％が女子学生であるが（平成 21 年 3 月卒業者）、

大学院への進学者数（187人）に占める女子学生の割合は20.3％であり、女性研究者の育成の点からは、

女子学生の研究活動への道をより拓いていく余地があると考えられる。 
 ○本学の物理的な独自の課題としては、本学のキャンパスは、本部、教育学部、法学部、経済学部（高松

市幸町キャンパス）、医学部（三木町医学部キャンパス）、工学部（高松市林町キャンパス）、農学部（三

木町農学部キャンパス）と４つのキャンパスに分散しており（幸町キャンパス（研究者が多く居住する

高松市街）と三木町キャンパスと林町キャンパスはそれぞれ車で 20～40 分程度を要する）、女性研究

者のための環境整備、保育・託児の場の確保、女性研究者の部局を超えた交流等の実施において、時間、

経費的な面を十分に考慮することが必要である。 
 ○地域の様々な女性の育児等の取組を十分に活用し切れていないが、香川県は小さい県であり各種取組が

活発であることから、地域全体の女性研究者支援の機運醸成、取組の充実と歩調を合わせていくことが

本学の取組の充実につながる。 
 ○本学は香川県内の研究機関として最大であり、四国の玄関口にある国立大学であることから、本学の姿

勢、取組が地域の他の大学、研究機関、企業等に影響を与える。 
 

③女性研究者の人数、活動に関する今後の見通し 

 本学では上記の通り女性研究者の比率は年々着実に上昇しているところであり、また、本学の平成 21 年

度科学研究費補助金若手研究の採択者数に占める女性研究者の割合は20.8％となっており、優秀な若手女性

研究者が育成、確保されてきているものと考えられる。このため、本事業により一気に学内の組織を確立し、

機運を醸成し、女性研究者支援の組織、取組を飛躍的に充実させていくことにより、女性研究者の教育研究

でのより一層の能力発揮が可能になり、優秀な女性研究者の応募者・採用者数の増加が見込まれ、女性研究
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者比率のさらなる向上は実現可能と考えられる。また、四国の玄関口に所在する本学が先導的に取組むこと

は、県内の他の大学のみならず、四国地域の各大学の女性研究者の環境整備への影響、波及効果をもたらす

ものと考えられ、地域の全体的な女性研究者のパフォーマンスの向上にも資するものと考える。 

 
（２）女性研究者支援に関する現在の取組状況 

 本学では、下記の通り、女性研究者支援に向けた取組を着実に行ってきたところであり、本事業を契機と

して、本学の女性研究者の環境整備を飛躍させ、継続的な取組としていきたい。 

 

①現在の取組 

 ○男女の出産・育児等の際の休暇制度をはじめとした諸制度の整備 

  諸制度の整備に努め、ホームページや冊子により各研究者に情報提供を行っている。 

 ○附属病院内に保育所を設置 

 「いちご保育園」（定員30人）を設置 

 ○子育て・介護応援企業認証 

  香川県から、育児・介護休業法に定める基準を上回る規定を備えている事業所として、子育て・介護応

援企業に認証されている。（平成16 年12 月24 日） 

 ○国立大学法人香川大学行動計画（第２期）の策定（計画期間：平成19 年4 月1 日～平成22 年3 月31 日） 

  次世代育成支援対策推進法に基づき、一般事業主行動計画を策定し、行動計画の目標の達成等に取組ん

でいるところである。 

 

②今後の取組予定 

 本学の第２期中期目標・中期計画の目標として、「ジェンダーバランスを考慮した多様な人材の登用によ

り、組織を活性化する」ことを掲げ、中期計画においては、「男女共同参画を推進するため、女性教職員の

採用及び管理的職種への登用を積極的に行う」こととしている。 

平成22 年度早々には、男女共同参画について更なる促進を目指して、委員会、推進室等の実施体制を立

ち上げ、男女共同参画目標の設定、それに基づくポジティブ・アクション等について具体化を図ることを目

指しており、機運の盛り上がった現在、本事業によって各種取組を展開していくことにより、一気呵成に女

性研究者が生き生きと活躍できる環境を整備してまいりたい。 

 

1-2 計画構想 

（１）女性研究者支援のための取組について 

 前項（1-1(1)）で掲げた課題等や本学を取り巻く諸状況、学内女性研究者の要望等を踏まえ、本事業によ

り女性研究者の各ライフステージに応じて、地域や学内の資源を総合的に活用した必要な支援の取組等を行

うことにより、女性研究者がより一層能力発揮できる魅力的な環境の整備、優秀な女性研究者の育成・確保

を図っていきたい。これらの取組は、本学の女性研究者支援の機運、体制整備の流れと軌を一にし、タイム

リーなものであることから、効果的に確実に実施していくことは、女性研究者のみならず本学全体の研究水

準、研究環境整備の飛躍に貢献するものと考えられ、本事業実施後も効果等の評価を経て各取組の定着が図

られるものと考える。 
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【本事業の柱】 

 （１）学内の女性研究者のための支援体制、組織の整備 

 （２）研究と出産、育児等の両立の支援など、女性研究者に負担がかかりがちな要因の軽減 

 （３）女性研究者支援に対する学内の意識の醸成、女性研究者を目指す者の拡大 

 （４）女性研究者が勤務する他大学や研究機関等との連携等 

【本事業の特色】 

○年々激しくなる大学間の教育研究にかかる競争においては、優れた女性研究者の育成と確保、十分な能力

の発揮が、大学のパフォーマンス向上の大きな鍵の一つと考える。このため、四国の玄関口にある国立大学

として、多数の優れた女性研究者が本学での勤務を希望し、研究成果を十分に挙げることができるよう、女

性であること故に生じる、負担がかかる事項についてはサポートを十二分に行うことを基本として取組み、

女性研究者が育児等で孤立することなく安心して研究と出産、育児等の両立を図ることができる環境の実現

を目指すこと。 

○本学は４カ所の分散キャンパスであり、各キャンパスも市街地（幸町キャンパス）、市街地郊外（工学部）、

町村部（農学部）、近隣民家が存しない場所（医学部）とそれぞれ立地条件も異なることから、各キャンパ

スの女性研究者のニーズや対応すべき取組の在り方に差異が生じる。このため、効率性を念頭に置きつつ、

これらの状況を踏まえた女性研究者の研究と出産・育児等の両立支援の取組の実施を目指すこと。 

○学内外には育児等支援に係る「資源」が多く存在する。それらの活用工夫、ちょっとした手助け次第では

大がかりな取組をしなくても女性研究者の支援の満足度を高めることができるものと考えられる。地域の資

源では、香川大学が所在する香川県では、少子化、若年女性層（25～39歳）の有業率の高さ、国の支部局、

企業の支社が多く転勤族も多いこと等から、孤立しがちな家庭等への子育て支援の取組が既に多く行われて

いること、本事業終了後も取組を安定的に継続して研究環境を確保していくことが必要であることを踏まえ、

地域の行政、関係機関、企業、病院、保育所、ＮＰＯ法人・団体・サークル等の既実施の取組の総合的な把

握、連携、活用に重点をおいて取組むこと。 

○香川県は日本一狭い面積の県であり、香川県や四国全体をみても大学数は少ない（四国全体で16 大学（国

立5、公立4、私立7大学））ことから、本学をはじめとした個々の取組では効率性や有効性から課題等が生じ

る。このため、県内の公私立大学、研究機関、企業等やそれらに所属する女性研究者、さらに四国内の国公

私立大学等との連携、協力により効率的・効果的な事業の展開を目指すとともに、地域全体の女性研究者へ

の支援の意識の醸成や支援環境整備に貢献していくこと（本学が震源となって、香川県各地域、四国全体へ

と女性研究者支援の波を起こしていくこと）を目指して取組んでいくこと。 

○本事業の企画等に際しても学内女性研究者への総括的なアンケートを実施したところであるが、本事業の

実施に際しても、学内女性研究者のネットワーク化、日常的な連絡相談体制を整備し、個別の取組の企画、

評価等に学内女性研究者の意見等を把握、反映させながら取組むこと。 

 
1-3 事業期間終了時における具体的な目標 

（１）計画上の達成目標 

  ① 学内女性研究者の比率を本事業終了時点で１９％以上とすること。 
  ② 自然科学系大学院の女子学生の比率を２５％以上とすること。 
  ③ 科学研究費補助金に自然科学系女性研究者が全員応募するとともに、採択率が全国平均と同等とな

るようにすること。 
  ④ 事業終了時の育児等を行う女性研究者への支援満足度調査で８割以上から良好な回答を得ること。 
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（２）期待される効果 

○これまでの本学の取組を基盤にして、本事業を展開することにより、 
 ・大学全体の支援体制が確立され、学内教職員の女性研究者の状況、支援の必要性等への認識が深まるこ

と。 
 ・継続性ある地に足のついた女性研究者の支援の取組が充実し、事業終了後も大学単独の支援の取組の基

盤づくりとなることが期待される。 
○全国から応募、採用される女性研究者が本学、香川県で心配なく、無理なく、気兼ねなく、研究と出産、

育児等を両立することができるものと期待される。 
○本学の女性研究者の研究能力の一層の発揮、出産、育児等のためにややもすると躊躇される科学研究費補

助金をはじめとした外部資金の申請拡大、獲得増加による研究水準の向上が期待される。 
○本学は香川県近隣における数少ない女性研究者の活動に触れる場であり、中学校や高等学校の女子生徒の

研究者を目指す意欲の増進に貢献し、長期的な観点から優秀な女性研究者の育成、確保につながることが期

待される。 
○一つの大学による点としての取組から、他の大学や研究機関等の取組との連携による面的な取組への広が

りにより（女性研究者支援の高波）、本学の研究環境整備に資するとともに地域全体の女性研究者のパフォー

マンスの向上が期待される。 
○大学のみならず地域の企業等関係者の女性研究者への認識を新たにするきっかけとなることが期待される。 

 
（３）機関全体としての将来的な構想 

 本事業を契機として、学内関係者の女性研究者への認識を深め、各事業の効果検証等を行うことにより、

女性研究者の支援の取組を他の研究水準向上等の取組とともに研究環境改善の重点的な取組としていく予定

である。本事業の個々の取組については、随時学内女性研究者の提案、評価の対象としていくことにより、

事業効果を高めていきつつ、一定の効果を発揮することが実証されるものは、本事業終了後も継続的に実施

していく。これらの努力により、優秀な女性研究者の増加、ひいては大学全体の教育研究の水準、内容の向

上を図っていきたい。 

 
（４）期待される波及効果 

○女性研究者の積極的・意欲的な教育研究活動の展開、パフォーマンス向上は女性研究者の研究水準向上、

科研費その他外部資金の獲得拡大のみならず、男性教員へも刺激となり大学全体の教育研究の活性化にも資

するものと考えられる。 
○前述のとおり、本学のみならず、地域の他大学等の女性研究者の活動の推進に貢献することが期待される。 
○本学で女性研究者が意欲的に勤務できる環境を整備することは、全国からの優秀な女性若手研究者の本学

への応募、採用につながることが期待されるとともに、連れ添う男性の若手研究者も全国から本学又は近隣

地域に勤務、住居を移すことが期待され、地域全体の研究活性化の一助となることも期待される。 
○本学のみならず、全国及び地域での研究活動の担い手となる優秀な女性研究者の量的、質的な育成・確保

をもたらすことができる。 
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２．取組の成果  
2-1 実施体制 

 
2-2 実施内容 

（１）学内の女性研究者のための支援体制、組織の整備 

女性研究者支援の取組の可否は大学運営を担う上層部の意欲、姿勢が強く影響を与えるものと考えられる

ことから、大学本部に、学長、担当理事の下に「男女共同参画推進室」を設置し、女性研究者支援の方針、

取組について、学長以下の関係者からなる「男女共同参画推進委員会」において検討等を行うとともに、支

援体制として以下の取組を行う。 
 

①学内本部における女性研究者支援の中核的な担い手、相談・助言等体制の整備 

 大学本部に「女性研究者支援コーディネータ」及び事務補佐員を配置して下記のような事項を担当する。 
 【女性研究者のためのワンストップサービス】 

 ・出産・育児、介護、研究活動等に関する学内の第一義的な相談、諸課題の解決支援 
 ・地域の病児保育、休日保育、一時預かり可能な機関の適時の情報収集、女性研究者への情報提供、仲介 
 ・学内の女性研究者の相談・助言者との連絡調整 
 ・女性研究者関係の競争的資金の情報の収集、提供 
 ・学内関係者、地域の行政、企業、関係機関、団体等との連携・調整等 
 ・学内外の女性研究者支援関係情報の日常的な収集、提供 
 ・女性研究者の交流会、中学校・高等学校の女子生徒への説明会等の開催 
 ・女性研究者同士をはじめとした部局を超えた共同研究のマッチング、連絡調整等 
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②各部局での連絡、支援体制の整備 

 各部局で「女性研究者支援員」を決定し（各部局教員を充てる）、本部、各部局との女性研究者支援の連絡、

情報提供の円滑な実施を図るとともに、部局内での女性研究者からの教育研究業務に係る相談等の中心的役

割を担う。 
 

③女性研究者支援関係者、女性研究者のネットワーク化 

 学内女性研究者支援関係者、女性研究者のメーリングリスト整備による日常的な連絡・相談体制を検討し、

整備する。 
 

④女性支援に係る学内関係者、学外の行政・関係機関・団体等との連絡調整、連携体制の整備 

 学内の研究企画センター、保健管理センター、教育学部、医学部等の女性研究者支援に係る関係者との連

携・協力体制を構築するとともに、地域の下記のような行政・関係機関・ＮＰＯ法人・団体・サークル等の

関係者を総合的に把握するとともに、これらとの日常的な連絡、紹介等の体制を整備することにより、女性

研究者が悩み等を専門家へ相談すること等が容易になるよう支援する。 
【子育て支援、社会教育・青少年教育関係】香川県健康福祉部ほか各市町の子育て支援課、子育てサークル、 
  香川県教育委員会ほか各市町教育委員会生涯学習・社会教育課 
【心と健康の相談関係】香川労災病院（勤労者心の電話相談）、香川県精神保健福祉センター、 
  高松市保健センター（心の健康相談） 
【幼児児童生徒の教育関係】香川県子ども女性相談センター、高松市少年育成センター 
【女性の様々な問題等の相談】香川県男女共同参画相談プラザ、高松市男女共同参画センター 
【高齢者、介護関係】高松市地域包括支援センター等 

 
（２）研究と出産、育児等の両立の支援など、女性研究者に負担がかかりがちな要因の軽減 

 学内外の資源を総合的に把握、活用することにより、出産、育児等で女性研究者に負担がかかりやすい事

柄を地域ぐるみで支援する。 
 

①弾力的な勤務時間、教育研究活動支援 

 研究と出産・育児等の両立のため、フレックスタイム勤務制度や時短勤務等の在り方の検討、改善を図る。 
 

②女性研究者への相談等の支援 

○本部で常時活用できる相談の場を整備、確保する。 
○下記のような各事項にわたる相談・助言を行う。 
 ・女性研究者支援コーディネータが第一義的な相談等に対応する。 
 ・各部局での「女性研究者支援員」が研究活動等に係る相談・助言等を行う。 
 ・カウンセラー配置、教育学部等の臨床心理士有資格教員、学内の保健管理センターの相談員の協力、活

用による心身、育児等の相談・助言等を行う。 
 ・教育学部の幼児教育関係研究者の協力を得て、育児・教育に係る相談・助言を行う。 
 ・必要に応じて女性研究者支援コーディネータが仲立ちとなって、前項（2-2(1)④）のネットワークの活

用により学外の専門家等への相談等を容易にする。 
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③出産、育児、乳幼児教育等の際の支援 

○冊子形式により着任時及び毎年度に女性研究者支援にかかる学内諸制度、取組等の総合的な情報提供を行

うとともに、ＨＰや学内メールを活用し、定期的な女性研究者支援情報等の提供を行う。 
○女性研究者の病児保育を本学内で行うことの有効性・必要性、運営の在り方等に係る調査・検討を行う。 
その際には、各分散キャンパスに応じた取組の在り方を検討し、医学部キャンパスについては、現在の施設

内保育所（いちご保育園）の機能充実の可否を中心に検討する。 
○保育、託児可能施設等の設置状況や受入れ、空き状況の把握を女性研究者個人のみに行わせるのではなく、

女性研究者支援コーディネータを中心にして、学外の資源の徹底活用を目途として、県内の保育・休日保育

実施機関（病児保育含む）、一時あずかり実施機関、子育て支援のＮＰＯ法人・団体・サークル等の利用に係

る適時適切な情報を東讃地域（医学部、農学部）、高松市内（教育・法学・経済学部）、市街地（工学部）周

辺ごとに一元的に収集し、女性研究者に提供・問い合わせ対応を行えるようにして、研究者の居住が多い高

松市や４カ所の各キャンパスに身近な箇所で保育、託児等が可能な機関を女性研究者が情報入手・利用しや

すくなるようにする。 
 また、女性研究者がより利用しやすい状況を確保するため、利用ニーズの取りまとめと関係施設やそれら

の団体等への要望、折衝、調整に一元的に取組む。 
○学内資源の徹底活用による学内での女性研究者の保育、託児支援機能の充実として、教育学部の幼児教育

関係研究者の育児・教育に係る相談・助言者としての活用、教育学部学生（保育士資格取得を目指す者）等

の乳幼児のシッターとしての育成と活用、附属幼稚園高松園舎等の保育等の場としての活用などを検討し、

実施に向けて取組む。 
○大学近隣に教職員宿舎があることを踏まえ、各家庭の協力を募り、女性研究者の乳幼児や児童の一時預か

り可能な家庭の発掘、調整、情報提供により、大学教職員の相互扶助体制の整備を目指した取組を検討し、

実施に向けて取組む。 
○県内大学等との連携、協議により、女性研究者の出産、育児等支援でより一層の効果的、効率的な取組を

検討し、実施する。 
○女性研究者支援コーディネータを中心にして、県外から採用となった女性研究者のための出産の場に関す

る情報提供、乳幼児の病気の時の診療に対応できる病院に関する情報提供を実施する。 
○女性研究者支援コーディネータを中心にして、小学校低学年児童を持つ女性研究者支援のために、放課後

子ども教室、放課後児童クラブ、子ども会等の把握、情報提供等を実施する。 
○女性研究者のための介護関係講座を開催する。 
 

④研究の時間と育児等に係る時間の両立の支援 

○育児等により研究時間の確保が難しい状況にあるが、科学研究費補助金等の外部資金申請を目指す者、科

学研究費補助金を確保し研究の中断が好ましくない自然科学系女性研究者に研究活動補助員を配置し、研究

水準や研究内容の向上への積極的な意欲を持つ者への支援、育児等によって研究が中断されることの軽減を

図る。 
○本学の国、自治体、民間助成団体の外部資金情報を提供するシステム（ＦＩＴ）を改善し、各女性研究者

の現在の研究課題、テーマ等に応じた外部資金応募情報が各自の研究室に提供されるようにする。 
○学内の若手研究者の研究活動支援の事業において、女性研究者の取組について一定の割合が支援対象とし

て採択、確保されるように枠を設定する。 

 

︲16︲

第
Ⅰ
部

事
業
概
要
、
計
画
達
成
状
況
お
よ
び
今
後
の
取
組



○若手研究者等を中心に技術交流懇談会を開催し、女性研究者の学内共同研究、共同した取組実施の際のパ

ートナーとのマッチングを図る。 

 
（３）女性研究者支援に対する学内の意識の醸成、女性研究者を目指す者の拡大 

 

①学内教職員の意識改革、啓発活動 

○女性研究者の活動状況把握や環境整備への意識醸成、ニーズ等の把握のために、大学役員、部局長等の大

学運営の意思決定者と女性研究者との意見交換会を開催する。（第一回は平成22年12月を目途） 
○部局長、研究関係のセンター長等への意識調査等を行う。 
○学内メールによる全学的な女性研究者の環境整備アンケートの実施、事業実施に当たっての事前アンケー

ト等をはじめとして女性研究者支援進捗状況の定期的な把握、評価を行い、学内関係者への意識啓発と取組

の効果的・効率的な実施に努める。 
○本年１月の学内女性研究者へのアンケート結果でも、学内の女性研究者同士の交流、連絡等の少なさを指

摘する意見があるため、部局を超えた女性研究者同士の交流・情報交換会を開催することにより、学内の女

性研究者のネットワーク形成を図る。 
○学内の子育て等の情報交換掲示版を設けて、女性研究者をはじめとした関係者の日常的な情報交換、連絡

等を促進する。 
 

②未来の女性研究者の育成、確保 

○本学の自然科学系学生は香川県、岡山県を双璧として中・四国地域出身の者が多いが、就職先は関東、近

畿地域も多い状況にある。本学での女性研究者育成の取組は、地域の研究活動の担い手とともに全国的に活

躍する研究者の育成に資するものと考えられる。 
在学中の自然科学系女子学生の研究者への道の意識啓発のために、本学の各年齢層の女性研究者や学外著名

女性研究者を講師として、理工系女子学生を対象とした女性研究者のキャリアパス等に係る説明・交流会を

開催する。 
○各部局の女性研究者を「女性研究者育成員」として選定し、各部局の女子学生に対して研究活動、日常的

な相談等への対応を図る。 
○「女性研究者」が女性の人生設計において有意義なものであること、就職先やその状況、キャリアパス等

を高校生に理解してもらえるよう、大学のみならず、これまでの産官学連携で取組んできた企業等の現職の

女性研究者等の協力も得て、県内の希望する高等学校等の女子生徒を対象とした出前形式も含めた説明会、

研究体験教室等を開催する。 

 
（４）他大学や研究機関等との連携 

 下記の取組により、本学のみならず地域の他大学、企業、研究機関等の女性研究者支援の機運の上昇、取

組推進へ貢献する（女性研究者支援の「波」を香川県内、四国地域に広げていく）。 
 

①他大学等との意見交換、連絡・調整のための体制整備 

○四国地域の大学長会議において、本事業の紹介や女性研究者支援、育成等に係る方針等について議題提出、

意見交換等を行い、各大学長間での認識を深め、情報共有を図る。 
○県内他大学（四国学院大学、高松大学、徳島文理大学香川校）、研究機関、企業等や県外大学等との連絡、 
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意見交換体制を整備し、効率性や効果の観点から女性研究者の研究環境の整備、向上のために組織的に連携

して取組むことが有意義な事柄を整理、検討し、実施する。 
 

②「瀬戸内・四国圏女性研究者支援シンポジウム」の開催 

○瀬戸内圏、四国地域の国公私立大学の役員、教職員、女性研究者その他関係者、子育て関係者、企業等の

参加を得て、全国的な先進事例の情報共有、各地域・大学等の取組の情報交換・交流、地域に相応しい研究

者支援の在り方の検討、認識を深める。 
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2-3 香川大学女性研究者支援事業一覧と取組の成果 

 香川大学の取組として計画していた事業は以下のとおりであるが、大学内外の関係機関や地域で活動する

民間支援団体との連携を通して、取組予定以上の成果を多数あげることができた。 

 

(1) 学内の女性研究者のための支援体制、組織の整備 

1  男女共同参画推進委員会の設置 2  男女共同参画推進室の設置 

3 
 コーディネータ・技術補佐員の配置 

(コーディネータの相談窓口設置） 
4  女性研究者支援員の決定 

推進体制：学長のリーダーシップの元、男女共同参画推進委員会の体制が整備され、男女共同参画推進室が

中心になって、各部局を巻き込んだ男女共同参画の推進組織を構築し、一定の成果を残すことが出来た。 

 

(2) 研究と出産、育児等の両立支援など、女性研究者に負担がかかりがちな要因を削減 

5 
「育児や介護に取組む教職員への配慮事項」を

全学へ通知 
6 

 支援制度の充実 

（妊娠中の通勤緩和のための駐車場確保等） 

7 
 男女共同参画各種相談 

(コーディネータの相談窓口設置） 
8 

 各部局のメンター相談開設 

(各部局支援員・育成員によるメンター相談及び

情報収集を実施） 

9 

 心理カウンセリング増設 

(女性カウンセラーによる女性のためのカウン

セリングを工学部に設置） 

10 
 「ワーク・ライフ・バランス応援ハンドブッ

ク」学内配布 

11 
 ニュースレターの発行 

（H22.10より20号発行・メール配信） 
12 

 ホームページの開設・更新 

(イベントや育児マップ、介護情報を紹介） 

13 
 啓発資材の配布 

(リーフレット全員配布・相談カード設置) 
14 

 いちご保育園における病児保育の検討 

(ヒアリングやアンケート調査の実施） 

15 

 分散キャンパスの対応 

(医学部・農学部・工学部ｷｬﾝﾊﾟｽ担当の相談職員

の配置） 

16 

講座を通して育児等に関する相談の場を提供 

（教育学部や医学部の研究者を助言者としての

活用） 

17 

 香大っこサポーターの養成と活用 

(学生の託児ボランティアのシステム構築及び

その活用） 

18 

 大学教職員の相互扶助体制の整備 

(大学教職員の家族にむけたファミリーサポー

ト会員登録の依頼） 

19 

 キャリア相談増設 

(女性キャリアカウンセラーによる女子学生の

ための窓口を農学部に設置） 

20 

 病児保育施設等 医療に関する情報提供 

（高松市内の病児保育施設に関する情報提供の

実施） 

21 

 学童保育に関する情報提供 

（学童保育施設に関する情報提供及び関係機関

との連携学習会の開催、アンケートの実施等） 

22 

 介護講座の開催 

（県内の関係機関や学内の研究者を巻き込んだ

学習会の開催） 
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23 

 研究補助者の配置 

(自然科学系及び人文社会科学系の女性研究者

及び研究者の配偶者を持つ男性研究者への研究

補助者の配置） 

24 

 助成金情報の配信 

（女性研究者の研究促進のために女性向けの助

成金情報をFITにより自動配信） 

25 
女性限定公募採用等の女性研究者のための  

スタートアップ研究費の確保 
26 

 女性のための研究交流開催 

（女性研究者の研究促進のために研修会を3回

開催） 

研究支援：研究補助者の配置については、利用した女性研究者の100％が満足したと答えており、継続を希望

している。研究促進に向けての研修会や交流会を開催した。女性研究者向けの助成金情報等のメール配信を

開始した。女性研究者限定公募採用等の女性研究者のためのスタートアップ研究費の支給が可能になった。 

相談体制：各種相談窓口を設置し、女性研究者の抱える様々な問題解決に対応する体制を構築した。また、

学内のハラスメント相談の組織との連携を図った。 

両立支援：実施内容にあげていた事業についてはすべて実施することができた。病児保育施設の情報収集や

要望アンケート等の実施によって、平成24年4月に病児・病後児保育施設の設置が実現した。 

 

(3) 女性研究者支援に対する学内の意識の醸成、女性研究者を目指す者の拡大 

27 

 大学幹部との懇談会 

（Administration Staff Meetingの女性研究者

の参加・国際女性デーに懇談会 RiJiカフェ・学

長カフェを開催） 

28  学部長等へのヒアリングの実施 

29 

 アンケートの活用 

（男女共同参画に関するアンケート・子育て等

に関するアンケート実施） 

30 
 女性研究者の交流・情報交換を目的にしたSNS

の開設 

31 

 キャリアデザイン講座の開催 

(女性の大学院進学や就労の継続を促すための

講座を6キャンパスで実施） 

32  女性研究者育成員の決定 

33 

 女性研究者出前講座 

（女性研究者による女子高生への工学系進路選

択を促す出前講座の実施） 

  

  

幹部との交流：女性研究者と大学幹部との交流を重視し、あらゆる機会を通じて、女性研究者の活躍を紹介

し、採用促進・研究環境の整備を訴える機会を設けた。 

要望の実現：女性研究者へのアンケートを５回実施し、その要望を取りまとめる形で事業を展開し、最終の

満足度調査では、女性研究者の8割から支援に満足という回答を得た。 

次世代育成：女子学生に向けたキャリアデザイン講座を8回開催し、満足度は92.6%と肯定的な評価を受けて

いる。また、高等学校への女性研究者等による出前講座も実施し、平成23・24年度で女子高校生が180名参加

し理解を深めた。 
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(4) 女性研究者が勤務する他大学や研究機関との連携等 

34 
 大学長会議での女性研究者支援等に係る方針

等の情報交換 
35  県内女性研究者支援連絡会の連携 

36 

四国女性研究者フォーラムや中国四国男女共同

参画シンポジウムの共催による継続開催、中国

四国男女共同参画推進連絡会の開催等 

37 
 地域での連携強化 

（四国採択大学合同評価セミナーの開催） 

地域連携：四国地区、中国四国地区の国立大学との連携が、共同宣言や連携会議の設置という女性研究者支

援を裏付ける実働的な成果をあげることが出来た。また、毎年地域を巻き込んだ女性研究者のためのシンポ

ジウムを開催し、延べ249名が参加した。開催内容については満足度93.1%と肯定的な評価を受けている。シ

ンポジウムや連絡会、合同評価セミナー等を通じて地域での協力体制と連携が強化された。 

 

（５）当初の計画以上の事業経費による事業  

1 
 四国内国立５大学による 

男女共同参画推進共同宣言 
2 

 中国・四国地区国立大学  

     男女共同参画推進のための共同宣言 

3 
 中国・四国地区男女共同参画推進連絡会議の

開催及び設置要項の策定 
4 

 中国・四国国立大学男女共同参画基本情報の

共有 

5 

 オープンキャンパス相談コーナー設置 

（工・農学部大学院生の女子高生むけ相談窓口

設置） 

6 

 ロールモデル集による周知 

（女性研究者を身近に感じてもらうためのロー

ルモデル集の発行・学生へ配布） 

7 
 FD･教授会を活用した講座 

（６学部で啓発講座を実施・予定） 
8 

 男女共同参画講演会開催 

（上野千鶴子氏・諸橋泰樹氏・柳田邦男氏講演

会等 著名人による講演会実施） 

9 
 ワーク･ライフ･バランス講座 

(専門家 小室淑恵・渥美由喜氏講演会を実施） 
10 

 ハラスメント予防講座の開催 

(井口博弁護士の講演会実施） 

11 
 子育て支援講座の開催 

(新米パパママ講座として地域に公開） 
12 

 男女共同参画の講義新設 

（全学共通科目「人生とキャリア」に男女共同

参画スポット講義を新設） 

13 
 デートDV予防講座の開催 

(専門家 中島幸子氏による講座） 
14 

 病児移送サービス新設 

(民間の子育てタクシーを利用し、病児保育施設

への移送サービスを提供） 

次世代育成：農・工学部のオープンキャンパスを利用し、女子の理系選択を促すための学生による相談コー

ナーを平成23・24年度と設置した。延べ248名の相談を受け付け、満足度は97.6％と高い評価を受けた。その

際、女性研究者のロールモデル集を1万3千部作成し活用した。 

啓発事業：全19回の女性研究者支援の啓発講座を実施し、延べ1318名の教職員等が参加し、アンケート[回収

数657]によると88.6％の満足度を得た(平成25年3月5日現在)。 

両立支援：要望が強かった子どもの病気の時の支援として、民間の子育てタクシーを利用した病児移送サー

ビスのシステムを構築し、日本初の取組につなげた。また、子育て支援のための講座を学内外の協力を得て

開催した。 
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（６）当初の計画以上の自主経費による事業 

1 

 女性研究者採用促進策実施 

（研究者比率と採用比率の拡大にむけ採用計

画の策定・積極的支援策を展開） 

2 
 病児・病後児保育施設の新設 

(医学部キャンパスに病児保育施設を新設） 

3 

 休日出勤時の無料託児の実施 

(センター入試時等で無料の託児をボランティ

アを活用して実施) 

4 

 短期学童保育 サマースクール開催 

(夏季休業中短期学童保育を医学部キャンパス

において開催) 

5 

 ベビーシッター券の発行 

(自宅で使える民間ベビーシッター派遣の割引

券を希望者に発行） 

6 

 多目的休憩室の設置 

（妊婦の休憩室・授乳室を各部局・男女共同参

画推進室にH22年整備） 

7-1 

 一時保育用託児室の設置 

(男女共同参画推進室に「香大っこルーム」<託

児スペース>をH23年新設） 

7-2 

 個別 一時保育の新設 

(学生サポーター「香大っこサポーター」派遣

による学内一時保育の実施） 

8 

 保育機材の提供 

(簡易型ベビーベットの貸し出し・搾乳機の無

料提供） 

9 

 おしめ交換台をトイレに新設 

（赤ちゃんのためにおしめ交換台を学内トイ

レにH23･24年度３か所整備） 

10 

 図書館内トイレを改装 

（RiJiカフェの要望が実り、急きょ図書館内の

トイレのリフォームがH24年実現） 

11 

小学生のための理科体験講座 女の子応援隊 

(オープンキャンパスを利用し、女子小中学生

にむけて身近な理科体験講座を実施する) 

本学の経費を利用し事業を実施。以下の成果をあげることができた。 

採用促進策：女性研究者の比率を19％にするため、学内経費を使った積極的な採用促進策に繋がった。 

施設設備：アンケート等で出された要望に基づき、オンデマンドに対応するきめ細やかな施設整備を実施し

た。医学部キャンパスに要望が大きかった病児・病後児施設を新設し、既存の保育施設で、病児の対応を可

能にした。 

 

内閣府「共同参画」に取組掲載 ニュースレターVol.11より 
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2-4 各部局での取組のまとめ 

①教育学部での取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育学部における女性研究者は、平成 24年度において20名在籍し、平成 25年 4月には、さらに 1名採用

する予定であり、教育学部教員の 21％を占めることになるが、さらには教育学部では、初めてとなる附属学

校の女性校長が誕生する。教育学部の職務内容からすると、今後も女性研究者の採用については、増員の可

能性も有り得ると考える。また、入試業務等での休日託児の利用度も教育学部の女性教員は高い傾向にあり、

男女共同参画室の取組を積極的に活用している。 

 教育学部生の男女比は、例年 3：7であり、卒業生としても女性が多く、学校教員を中心に教育的人材とし

て社会で活躍している。教育学部では、キャリアデザインとして、次世代の育成のため、学生と年齢の近い

卒業生を招き、女性のキャリア形成のあり方についての研修会も開催した。女子学生からは、身近な先輩の

活躍を目の当たりにし、自分の将来についての夢を持ち、主体的に自己実現することの必要性を強く感じた

ようである。今後も同様な研修を充実させていきたいと考えている。 

 女性研究者の地域貢献として、ロールモデル集の配布や出前講座、さらには、香川大学が新しく始めたサ

テライト講座の講師を担当するなど、地域の活性化にも多大なる役割を果たしている。また、教育学部内の

運営に関しても、基盤整備、広報、学生支援等の重責を担っている。 

 教育学部における今年度の女性研究者の活躍に敬意を表すると共に、来年度のさらなる充実を目指して、

それを支える環境整備に尽力していきたい。              （教育学部長 山神 眞一） 
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②法学部での取組 

 

 法学部では、法学部学生数のうち、40%を女子学生が占め、その進路は公務員や進学など多岐にわたるが、女性教

員数の割合は 16.5％であり、その割合は法学部女子学生数の割合と比べ高いとはいえない。法学部は、第一に女性教

員数の増加を促す努力と現女性教員が働きやすい教育研究環境の充実への援助体制を構築し、第二に主に女子学生

を念頭にキャリア形成に係る情報提供の場を企画し次年度はそれを発展・充実させる計画している。 

第一に、法学部女性教員は、要請を受ける県等の審議会委員活動などやその他社会貢献的活動に従事しているが、

それらの活動時間と教育研究時間とを調整する必要性が強い。その必要性から、法学部は、女性教員に研究補助を付け

たり、学部人事委員会の委員一名を必要的女性教員ポストに定め任命し男女共同参画の視点から女性教員の採用につ

いて信頼できる体制を築いた。来年度は女性教授職数も１名増加することが予定されている。 

第二は、伝統的に法学部卒業生数は男子が多く、昨今女子学生数が増加しても、女子学生の視点に立ったキャリアパ

スやロールモデルに関する情報が必ずしも十分ではない。本年度は、キャリアデザイン講座第1回に法学部OGの講演

会を開催した。来年度以降は法学部開設授業科目「（特）キャリアと法」を新規に開講し、弁護士など法学部卒業生の主な

進路先の分野で活躍中の本学法学部卒業生（ゲストスピーカー数に占める女性の割合も４０％を目標にしている）にキャ

リア意識を育む授業をお願いする。本授業科目の趣旨は一部「キャリアデザイン講座」の趣旨と共通するので、「キャリア

デザイン講座」と同時開講とする。その他、複数の法学部女性教員を中心にして、昼休み時間等を利用し法学部女子学

生が本学部OGから体験談を学び意見交換が気軽にできる機会を設けることを企画検討中である。 

（法学部長 肥塚 肇雄） 
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③経済学部での取組 

 

 

 経済学部は、女子学生の比率が 41％に対して女性教員の比率は 12％と決して高くない（平成24年度５月

時点）。そこで、女性教員の支援のために研究補助者を配置するとともに、次世代研究者の育成のためにキャ

リアデザイン講座や啓発講座を開催したり、女子高生向けにロールモデル集を発行したりするなどの取組を

行っている。また５年間の女性教員の採用計画を立て、女性教員の採用促進に向け取組んでおり、本年度は

計画に従って公募した結果、１名の採用を実現することができた。学部独自の取組としては、男女を問わず

育児・介護期間中の夜間・休日勤務の減免や産育休からの復帰支援のため講義負担の軽減等も行っている。 

（経済学部長 藤井 宏史） 
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④医学部での取組 

 

 

 医学科では病児保育室の開設、病児移送サービスやサマースクー ルの実施、研究補助者配置など、要支援

者からの要望を聞き取り、多様性に対応して取組んだ結果、女性研究者の離職防止・復職支援につながって

いる。今後は事業内容を発展継続させるとともに、研究者のキャリア形成支援、次世代育成事業を充実させ

る予定である。 

 看護学科では、育児・介護中の女性研究者が、病児保育、サマースクール、研究補助者を活用した。経過

中、母や夫を看取り、看護するなど研究者の重要ライフイベントを支えることができ、離職・休職を防止で

きた。また学生には実地説明会による就職支援を行い、全学教職員向けには講演を開催し生き方を考える機

会を提供した。 

（医学部長 森 望） 
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⑤工学部での取組 

 

 

 日本では工学分野、特に本学部の主要な構成分野である土木・電気・機械などの分野では、女性研究者・

技術者が少ない状況にありますが、世界をみれば、これらの分野でも多くの女性が活躍しています。 
 本学部も女性教員・女子学生が少ない状況にありますが、これを打破すべく、上記のポスターにあります

ように様々な取組を行っています。今年度、教員採用にあたって募集要項に、業績及び人物評価が同等の場

合には女性を優先的に採用することを明記するようにしました。また、女性限定の公募採用も行いました。

工学部ではまた、女子学生が主体となって、女子学生及び女性研究者の情報交換の場としてガールズパーテ

ィーを開催しています。今後も、シンポジウムや講座、懇談会等、様々な取組を進めていきます。 

（工学部長 増田 拓朗） 
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⑥農学部での取組 

 

 

農学部では、女性研究者に研究補助者および科研費申請補助員を配置し、研究と育児との両立を支援し、

成果を上げている。男女共同参画啓発講座を２度開催し、女性研究者の育成支援の重要性を理解しあえた。

キャリアデザイン講座を３度開催し、女性研究者を目指す大学院学生にとって本学部卒業の女性研究者の多

彩な経験がロールモデルとして大いに参考になった。オープンキャンパスと収穫祭において、女子院生によ

る相談コーナーを設置し、女子高生に理系進路選択の理解を深めてもらった。これらの活動をロールモデル

集にまとめ、女子学生に配布した。いずれも有意義な活動でアンケート評価も高いことから、次年度以降も

継続する。女子学生の多い農学部にとっては女性教員を増やすことが急務であり、来年度女性テニュアトラ

ック教員の採用を進めることにした。 

（農学部長 早川 茂） 
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３．計画上の目標の達成状況 

3-1 計画上のミッションの達成 

（１）学内女性研究者の比率を本事業終了時点で１９％以上とすること。 

 

下記のとおり、達成目標（１）については、概ね達成している。 

 

達成目標 達成度 

申請時(現況)  １７．１％ 平成２１年５月１日 

採択時(現況)  １８．３％ 平成２２年５月１日 

平成２２年度 達成目標 １７．５％ １７．９％ 平成２３年５月１日 

平成２３年度 達成目標 １８．５％ １８．５％ 平成２４年５月１日 

平成２４年度 達成目標 １９．０％ 終了時点比率 平成２５年３月３１日 

                                          ＊学校基本調査データ参照 

 

（２）自然科学系大学院の女子学生の比率を２５％以上とすること。 

 

下記のとおり、達成目標（２）については、目標を超えて達成している。 

 

達成目標                    達成度 

提案書提出時(現況) 平成２１年５月１日 ２３．９％ 

課題採択時(現況) 平成２２年５月１日 ２４．５％ 

平成２２年度 達成目標 ２３．０％ 平成２３年５月１日 ２７．４％ 

平成２３年度 達成目標 ２４．０％ 平成２４年５月１日 ２８．９％ 

平成２４年度 達成目標 ２５．０％ 平成２５年３月３１日 終了時点 

＊学校基本調査データ参照 

（３）科学研究費補助金に自然科学系女性研究者が全員応募するとともに、採択率が全国平均と同等となる

ようにすること。 

 

本学の自然科学系女性研究者の平成２３年度の応募率は、８２．５％となっている。全員応募になるよう

に、現在、新たにライフイベント等を抱える自然科学系女性研究者に対して、科学研究費補助金の事務的な

補助を行う申請補助員の配置を実施している。なお、本学の女性研究者の採択率は下記のとおり、達成目標

（３）については、概ね達成している。 

 

達成目標                   達成度 

前年平成２１年度採択率 ２４．９％ 平成２２年度採択率 １９．２％ 

前年平成２２年度採択率 ２２．４％ 平成２３年度採択率 ２３．５％ 

＊達成目標は、文部科学省発表の前年採択率を設定 
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（４）事業終了時の育児等を行う女性研究者への支援満足度調査で８割以上から良好な回答を得ること。 

 

「香川大学全学教職員対象男女共同参画要望アンケート」によれば、本学に在籍するアンケートを配布し

た女性研究者123名中、78名が回答を寄せている。(回答率63.4％) その内「子どもがいる」と回答した女性

研究者で、本事業の支援の対象となっている小学生以下の子どもを持つ者は、23名(29.5％)であった。その

対象者に「男女共同参画への現在の取組への総合評価」を尋ねたところ、良好な回答（よいと答えた者10名・

まあよいと答えた者10名）は20名であり、その割合は87.0%となっている。また、「介護を必要とする高齢者

あり」と回答した女性研究者は30名であった。同様に「男女共同参画への現在の取組への総合評価」を尋ね

たところ、良好な回答（よいと答えた者10名・まあよいと答えた者15名）は25名であり、その割合は83.3％

となっている。そして、研究補助者等の主だった本事業の女性研究者支援を利用した者を対象にした追跡ア

ンケートでは、支援を利用した30名の内、24名が回答している。(回答率80%) 個々の支援について満足度を

尋ねたところ、それぞれ利用した複数の支援について、97.8%が満足であると回答している。 

これらの結果にもとづき下記のとおり、達成目標（４）について、概ね達成している。 

 

対象                            満足度 

小学生以下の子どもを持つ女性研究者の満足度 ８７．０％ 

介護の必要とする高齢者を持つ女性研究者の満足度 ８３．３％ 

実際に具体的な支援を利用した女性研究者の満足度 ９７．８％ 
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3-2 中間自己評価 

事業の達成状況が非常に優れている

事業の達成状況が良好である

事業の達成状況がおおむね良好である

事業の達成状況が不十分である

事業のためには重大な改善事項がある

達成 継続 達成目標 継続取組

2
継
続

（１）学内女性研究者の比率を本事業終了時点で19％以上とすること。 女性の採用策の検討

5
継
続

（２）自然科学系大学院の女子学生の比率を25％以上とすること。 一層の進学促進

3
継
続

（３）科学研究費補助金に自然科学系女性研究者が全員応募するとともに、採択
率が全国平均等同等となるようにすること。

自然科学系女性研究者の確
認と一層の研究促進

4
継
続

（４）事業終了時の育児等を行う女性研究者への支援満足度調査で8割以上から
良好な回答を得ること。

満足度調査の実施

達成 継続 本事業の柱 継続取組

4
継
続

（１）学内の女性研究者のための支援体制、組織の整備 相談連絡体制の充実

4
継
続

（２）研究と出産、育児等の両立の支援など、女性研究者に負担がかかり
がちな要因の軽減

病児保育施設満用拡大

4
継
続

（３）女性研究者の支援に対する学内の意識の醸成、女性研究者を目指す
者の拡大

学長との交流会開催

5
継
続

（４）他大学や研究機関等との連携
第4回中国四国男女共同
参画シンポジウム開催

5
継
続

（５）その他　計画に加えて、自主経費で実施した取り組み 休日の託児事業実施

事業中間評価

事業実施の波及効果
＊女性研究者の積極的・意欲的な教育研究活動の発展、パフォーマンス向上は女性研究者の研究水準向上、科研費その他
外部資金の獲得拡大のみならず、男性教員へも刺激となり大学全体の教育研究の活性化に資するものと考えられる。
＊本学のみならず、地域の他大学等の女性研究者の活動の推進に貢献することが期待される。
＊本学で女性研究者が意欲的に勤務できる環境を整備することは、全国からの優秀な女性若手研究者の本学への応募、採
用につながることが期待されるとともに、連れ添う男性の若手研究者も全国から本学又は近隣地域に勤務、住居を移すことが
期待され、地域全体の研究活性化の一助となることも期待される。
＊本学のみならず、全国及び地域での研究活動の担い手となる優秀な女性研究者の量的、質的な育成・確保をもたらすこと
ができる。

科学技術人材育成費　（旧女性研究者支援モデル育成事業）中間自己評価　H24.3.31現在

「香大発、地域ぐるみ女性研究者支援の高波を」（平成２２年度～平成２４年度）

実施期間終了後の取組
　本事業終了時に全学的なアンケートの実施等により各取組の効果を検証し、全学的な支援体制、学内外での連携体制、
個々の取組の改善、本学独自の経費での事業継続を図る。

■　実施期間終了時における具体的な目標に関する評価

■　本事業の柱に関する評価

点数評価基準

5

4

3

2

1
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達成 継続 取組内容 継続取組

5 － 出産・育児、介護、研究活動等に関する学内の第一義的な相談、諸課題の解決支援

5
継
続

地域の病児保育、休日保育、一時預かり可能な機関の適時の情報提供、女性研究者
への情報提供、仲介

4
継
続

学内の女性研究者の相談・助言者との連絡調整 メンター制度の活用

3
継
続

女性研究者関係の競争的資金の情報の収集、提供 研究企画との連携

4
継
続

学内関係者、地域の行政、企業、関係機関、団体等との連携・調整 連絡会・シンポジウム

5 － 学内外の女性研究者支援関係情報の日常的な収集、提供

5
継
続

女性研究者の交流会、中学校・高等学校の女子生徒への説明会等の開催
オープンキャンパス相談会

次世代育成プロジェクト

2
継
続

女性研究者同士をはじめとした部局を越えた共同研究のマッチング、連絡調整 研究交流会の開催

4
継
続

各部局での「女性研究者支援員」を決定し、女性研究者支援の円滑な実施を図るととも
に、部局内での女性研究者からの教育研究業務に係る相談等の中心的役割を担う。

室員会議

4
継
続

学内女性研究者支援関係者、女性研究者のメーリングリスト整備による日常的な連
絡・相談体制を検討し、整備する。

ＳＮＳの活用

メーリングリストの検討

5 －
女性研究者支援に係る関係者との連携、協力体制を構築するとともに、地域の関係機
関の把握、日常的な連絡体制を整備することにより、女性研究者が悩み等を専門家へ
相談すること等が容易になるよう支援する。

　③　女性研究者支援関係者、女性研究者のネットワーク化

■　具体的な取り組み評価

　④　女性研究者支援に係る学内関係者、学外の行政・関係機関・団体等との連絡調整、連絡体制
の整備

　②　各部局での連絡、支援体制の整備

　①　学内本部における女性研究者支援の中核的な担い手、相談・助言等体制の整備

（１）学内の女性研究者のための支援体制、組織の整備

4

4

4

5
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達成 継続 取組内容 継続取組

3
継
続

研究と出産・育児等の両立のため、フレックスタイム勤務制度や時短勤務等のあり方
の検討、改善を図る。

魅力ある制度の検討

5 － 本部で常時活用できる相談の場を整備、確保する。

5
継
続

女性研究者支援コーディネイターが第一義的な相談等に対応する。

4
継
続

各部局での「女性研究者支援員」が研究活動等に係る相談・助言等を行う。 メンター制度の活用

5
継
続

カウンセラー配置、教育学部等の臨床心理士有資格教員、学内の保健管理センターの
相談員の協力、活用による心身、育児等の相談・助言等を行う。

女性のためのカウンセリング、

キャリア相談

4
継
続

教育学部の幼児教育関係研究者の協力を得て、育児・教育に係る相談・助言を行う。 相談連携体制の整備

5 －
必要に応じて女性研究者支援コーディネータが仲立ちとなって、上記の（１）④の関係
機関のネットワークの活用により学内の専門家等への相談等を容易にする。

5 －
冊子形式により着任時及び毎年度に女性研究者支援にかかる学内諸制度、取組等の
総合的な情報提供を行うとともに、ＨＰや学内メールを活用し、定期的な女性研究者支
援情報の提供を行う。

4
継
続

女性研究者の病児保育を本学内で行うことの有効性・必要性、運営のあり方等に係る
調査・検討を行う。

医学部病児保育施設の活用

4
継
続

各分散キャンパスに応じた取組の在り方を検討し、医学部キャンパスについては、現在
の施設内保育所（いちご保育園）の機能充実の可否を中心に検討する。

いちご保育園の定員の検討

5 －
女性研究者支援コーディネータを中心にして、学外の資源の保育に関する適時適切な
情報を一元的に収集し、４カ所の各キャンパスに身近な箇所で保育、託児等が可能な
機関を女性研究者が情報入手・満用しやすくなるようにする。

4
継
続

女性研究者がより満用しやすい状況を確保するため、満用ニーズの取りまとめと関係施
設やそれらの団体等への要望、折衝、調整に一元的に取り組む。

アンケートの継続実施

4
継
続

教育学部の幼児教育関係研究者の育児・教育に係る相談・助言者としての活用、教育
学部学生等の乳幼児のシッターとしての育成と活用、附属幼稚園高松園舎等の保育の
場としての活用などを検討し、実施に向けて取り組む。

香大っこサポーターの活用

3
継
続

近隣に教職員宿舎があることを踏まえ、各家庭の協力を募り、女性研究者の乳幼児や
児童の一時預かり可能な家庭の発掘、調整、情報提供により、大学教職員の相互扶
助体制の整備を目指した取組を検討し、実施に向けて取り組む。

教職員宿舎等の職員の家族へ

の協力要請

4
継
続

県内大学等との連携、協議により、女性研究者の出産、育児等の支援でより一層の効
果的、効率的な取組を検討し、実施する。

連絡会での意見交換

4
継
続

女性研究者支援コーディネータを中心にして、県外から採用となった女性研究者のため
の出産の場に関する情報提供、乳幼児の病気の時の診療に対応できる病院に関する
情報提供を実施する。

医学部の支援員への協力要請

　①　弾力的な勤務時間、教育研究活動の支援

　②　女性研究者への相談等の支援

　③　出産、育児、乳幼児教育等の際の支援

3

4

4

（２）研究と出産、育児等の両立の支援など、女性研究者に負担がかかりがちな要因の軽減
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2
継
続

女性研究者のための介護関係講座を開催する。 医学部の支援員への協力要請

5
継
続

育児等により研究時間の確保が難しい状況にある自然科学系女性研究者に研究活動
補助員を配置し、研究水準や研究内容の向上への積極的な意欲を持つ者への支援、
育児等によって研究が中断されることの軽減を図る。

補助者派遣や満用者範囲の拡

大に関する効果の検証

3
継
続

本学の国、自治体、民間助成団体の外部資金情報を提供するシステム（ＦＩＴ）を改善
し、各女性研究者の現在の研究課題、テーマ等に応じた外部資金応募情報が各自の
研究室に提供されるようにする。

研究企画との連携

3
継
続

学内の若手研究者の研究活動支援の事業において、女性研究者の取組について一
定の割合が支援対象として選択、確保されるように枠を設定する。

研究企画との検討

3
継
続

若手研究者等を中心に技術交流懇談会を開催し、女性研究者の学内共同研究、共同
した取組実施の際のパートナーとのマッチングを図る。

女性が参加しやすい研究交流

会の開催

　④  研究の時間と育児に係る時間の両立の支援4

 

達成 継続 取組内容 継続取組

4
継
続

女性研究者の活動状況把握や環境整備への意識醸成、ニーズ等の把握のために、部
局長等の大学運営の意思決定者と女性研究者との意見交換会を開催する。

学長との交流会

5 － 部局長、研究関係のセンター長等への意識調査等を行う。

4
継
続

学内メールによる全学的な女性研究者の環境整備アンケートの実施、事業実施に当
たっての事前アンケート等をはじめとして女性研究者支援進捗状況の定期的な把握、
評価を行い、学内関係者への意識啓発と取組の効果的・効率的な実施に努める。

アンケートの継続実施

4
継
続

部局を越えた女性研究者同士の交流・情報交換会を開催することにより、学内の女性
研究者のネットワーク形成を図る。

学長との交流会

研究交流会の開催

3
継
続

学内の子育て等の情報交換掲示板を設けて、女性研究者をはじめとした関係者の日
常的な情報交換、連絡等を促進する。

ＳＮＳの活用

4
継
続

在学中の自然科学系女子学生の研究者への意識啓発のために、本学の各年齢層の
女性研究者や学外著名女性研究者を講師として、理工系女子学生を対象とした女性研
究者キャリアパス等に係る説明・交流会を開催する。

各部局キャリアデザイン講座の

開催

3
継
続

各部局の女性研究者を「女性研究者育成員」として選定し、各部局の女子学生に対し
て研究活動、日常的な相談等への対応を図る。

メンター制度の活用

4
継
続

「女性研究者」を高校生に理解してもらえるよう、大学のみならず、企業等の現職の女
性研究者等の協力も得て、県内の希望する高等学校等の女子生徒を対象とした出前
形式も含めた説明会、研究体験教室等を開催する。

複数学部を巻き込んでの実施

4

4

　①　学内教職員の意識改革、啓発活動

　②　未来の女性研究者の育成、確保

（３）女性研究者の支援に対する学内の意識の醸成、女性研究者を目指す者の拡大
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達成 継続 取組内容 継続取組

5
継
続

四国地域の大学長会議において、本事業の紹介や女性研究者支援、育成等に係る方
針等について議題提出、意見交換等を行い、各大学長間での認識を深め、情報共有を
図る。

四国３大学合同外部評価

4
継
続

県内他大学、研究機関、企業等や県外大学等との連絡、意見交換体制を整備し、効率
性や効果の観点から女性研究者の研究環境の整備、向上のために組織的に連携して
取り組むことが有意義な事柄を整理、検討し、実施する。

連絡会での情報交換

5
継
続

瀬戸内圏、四国地域の国公私立大学の役員、教職員、女性研究者その他関係者、子
育て関係者、企業等の参加を得て、全国的な先進事例の情報共有、各地域・大学等
の取組の情報交換・交流、地域に相応しい研究支援の在り方の検討、認識を深める。

第４回中国四国男女共同参画

シンポジウムの開催

達成 継続 取組内容 継続取組

5
継
続

　①　子育てに取り組む教職員のニーズに応じた社会資源を補完するサー
ビスの提供(病児移送サービス・短期学童保育・休日の託児・病児保育施設
の設置等)

病児移送サービス

短期学童保育

休日出勤時の託児

病児保育施設の満用拡大

5
継
続

　②　男女共同参画に関する専門的な情報提供
国立女性会館の専門図書の貸

し出し・展示

5
継
続

　③　子育てに取り組む教職員に向けた環境整備（託児室・おしめ換え
コーナー・妊婦休憩室の整備）

おしめ換えコーナー設置

5
継
続

　④　魅力ある民間講師によるワークライフバランス研修会の開催 管理職へのセミナー開催

5
継
続

　⑤　大学幹部職員と女性教職員・学生との交流会による要望調査（RiJiカ
フェの開催）

寄せられた要望の実現

学長との交流会への展開

5

5 　②　「女性研究者フォーラム」（計画時瀬戸内・四国圏女性研究者支援シンポジウム）の開催

（４）他大学や研究機関等との連携

（５）その他　計画に加えて、自主経費で実施した取り組み

　①　他大学等との意見交換、連携・調整のための体制整備
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3-3 外部評価結果 
（１）四国地域女性研究者支援モデル育成事業採択大学 質問票による調査 

 四国国立5大学では、平成23年2月22日に５大学学長による男女共同参画共同宣言を出すなど、女性研

究者支援育成について、積極的な協働の環境を作り出し、協力を深めてきた。事業外部評価実施に当たり、

四国国立5大学へ協力を依頼し、質問票と言う形で、今までの取組について尋ねた。以下はその結果である。 
 香川大学の取組について、各大学とも育児等の両立支援について高く評価しており、学内の女性研究者の

ための支援体制については，本学を含む他大学としても今後の参考なるとコメントしている。また、取組の

事業継続の必要性について、継続的に展開し、事業を拡充することが、連携大学にとってモデルとなり、社

会的な影響も大きいことが指摘されている。そして、四国国立5大学の連携の大きな成果である「共同宣言」

については、宣言を学内外に公表することで、男女共同参画の推進がトップの意思によるものであることが

示され、優秀な女性研究者の数の拡大や推進のバックアップとして効果的であったとの回答があった。 
 連携の場として、四国女性研究者フォーラム（四国内5国立大学にて共催）の継続が求められており、「共

同宣言」にもとづく四国の大学全体の男女共同参画の推進を進めるべく、情報の発信や意見交換、研究や経

験交流の実施を求める意見が出されている。次回の平成25年度には、高知大学での開催が決定している。 

 
①香川大学の女性研究者支援モデル育成事業の取組について 

（１）香川大学の取組についての評価できる点 

徳島大学 女性研究者支援のための取組を数多く実施され、ほぼ目標を達成されていること 

鳴門教育大学 ①女性研究者支援コーディネータの配置－専門的な知識のもとに支援が得られる。 
②女性研究者支援員の配置－女性研究者の立場からの意見や支援が得られる。ロールモデ

ルとしても参考となる。 

愛媛大学 ①学内の女性研究者のための支援体制、組織の整備 
②出産、育児、乳幼児教育等の際の支援 
③研究活動補助者の配置 

高知大学 ①国立大学男女共同参画推進共同宣言の採択をリードしたこと 
②平成24年のポジティブアクション策案作成への取組 
③病児移送サービス・学部学生託児ボランティア等の育児支援の取組 
④出前講座・ロールモデル集など「未来の女性研究者の育成、確保」の取組 

（２）香川大学の取組についての継続すべき事業 

徳島大学 女性研究者の負担要因の軽減に向けての支援はこれからも継続が必要と考えます。次世代

育成のための活動も継続すべきと思われます。 

鳴門教育大学 先駆的な取組として，可能な限り継続していただきたい。特に学内の女性研究者のための

支援体制については，本学を含む他大学としても今後の参考となる。 

愛媛大学 ①学内の女性研究者のための支援体制、組織の整備 
②出産、育児、乳幼児教育等の際の支援 ③研究活動補助者の配置 
④学内教職員への啓発活動 ⑤未来の女性研究者の育成、確保 

高知大学 （1）であげたすべてについて、継続的に展開し事業を拡充されることは、本学にとって

モデルとなりますし、社会的な影響も大きいことと思います。 
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（３）四国大学の連携の可能性 

徳島大学 国公私立大学間の情報交換のための集まりや、フォーラム開催など 

鳴門教育大学 今後も男女共同参画に関する情報を発信いただき，必要に応じて意見交換できる体制が有

り難い。 

愛媛大学 女性研究者支援関係者、女性研究者のネットワークの継続・拡充 

高知大学 ①「共同宣言」にもとづく四国の大学全体の男女共同参画の推進 
②男女共同参画についての研究交流、経験交流 

 
②四国及び中国四国国立大学男女共同参画推進共同宣言について 

（１）宣言以降、影響があったこと 

徳島大学 徳島大学では平成 21 年に男女共同参画推進を重要課題とし、学長より「徳島大学男女共

同参画宣言」が行われました。従って活動しやすい状況ですが、共同宣言以降はさらに学

内外にむけて活動しやすくなったと思われます。 

鳴門教育大学 共同宣言を学内に対しても公表しており，男女共同参画に対する明確な実行目標が謳われ

ていることから，本学職員の意識が高まったものと思われる。 

愛媛大学 優秀な女性研究者の数の拡大について、「愛大式ポジティブアクション」の実施とも関連

して、平成23年度において2名の女性教員の採用があった。 

高知大学 学長による共同宣言により、本学の男女共同参画の推進がトップの意思によるものである

ことが示され、推進のバックアップとして効果的であったと思います。 

（２）各大学の男女共同参画の取組状況 

徳島大学 事業は目標達成に向かい、ほぼ計画通り進んでいます。学内環境整備も進んでいます（女

性職員休憩室新設、学内保育スペース確保など） 

鳴門教育大学 ・男女共同参画推進のため，平成 23 年度に実施したニーズ調査を基に，効果的な意識啓

発，支援制度の周知に努めるとともに，本学に必要な施策を検討している。 
 ①ニーズ調査結果の周知，分析，②職員の休日出勤に伴う託児サービスの試行 
・女性教員の採用に関して「鳴門教育大学における女性大学教員の割合を引き上げるため

の積極的改善措置（ポジティブ・アクション）」を策定し，女性教員の割合の増加に努め

ている。 

愛媛大学 男女共同参画の取組を、多様な構成員が持てる能力を最大限に発揮できる取組と捉え、女

性研究者の育成、高齢者雇用の推進、障害者雇用の推進と合わせて一体的に取組むことと

し、そのための組織として、平成 24 年 4 月にダイバーシティ推進本部を設置し、全学体

制で推進している。 

高知大学 ①平成22年 アンケートとワークショップを通じた全学意識調査 
②平成23年3月 男女共同参画推進委員会・同専門部会設置 
③平成24年8月 「女性研究者活動支援事業」採択決定  
現在、男女共同参画室等設置準備 
④専門部会により、女性教職員の勤務について、男女のワークライフ・バランスの実態に

ついてのヒヤリング調査中、育児・介護制度周知のためのリーフレット作成（10月発行予

定） 
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③四国女性研究者フォーラム及び男女共同参画シンポジウムについて 

（１）四国女性研究者フォーラム（四国内 5国立大学にて共催）の継続について 

徳島大学 四国地区全体の意識向上のために、今後もフォーラムを継続していく必要があると考えま

す。 

鳴門教育大学 継続されることが望ましい。 

愛媛大学 今後とも継続することが望ましい。 

高知大学 研究交流・経験交流のため、継続に賛成いたします。 

（２）中国四国男女共同参画シンポジウム（本年度香川大学担当）の担当について 

徳島大学 担当大学の決め方を申し合わせる必要があります。 
・本支援事業の採択順にする（同年に複数大学が採択された場合はどうするか） 
・中国地区と四国地区で交互に持ち回る  など 

鳴門教育大学 職員を配した男女共同参画推進室を有するなど，先駆的に活動を行っている総合大学で担

当をお願いしたい。 

愛媛大学 中国、四国という順番で回していく。 

高知大学 本学でも組織化されたのちに担当可能と考えております。 

（３）第２回「男女共同参画における中国・四国地区大学間連携に関する検討会議」で話題にしたい事項 

徳島大学 「女性研究者研究活動支援事業」終了後の事業継続について 

鳴門教育大学 男女共同参画及び大学間連携の趣旨を教職員に徹底する方法について意見交換を行いた

い。 

愛媛大学 運営費交付金が年々削減されていく中で様々な支援策を実施するための原資の確保や利

用者負担のあり方について話題にしていただきたい。 

高知大学 多様な教職員・学生が活躍できる大学の環境づくりに向け、どのような仕組づくり、環境

改善が必要か 
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（２）四国地域女性研究者支援モデル育成事業採択大学 合同評価セミナー評価結果 
香川大学の本取組について、四国地域女性研究者支援モデル育成事業採択大学である、徳島大学、愛媛大

学の協力を得て、すでに事業を終えている、日本女子大学、宮崎大学、広島大学の担当者を講評者に招いて、

合同評価セミナーを開催した。以下はその結果である。 

 

目的：女性研究者支援モデル育成事業の採択を受けた四国地域の大学が、それぞれ実施した取組、連携して

行った取組について合同で評価を行い、継続に向けて事業の精査を行うことで、今後の女性研究者支

援及び男女共同参画事業の展開や四国地域での連携に向けての方向性を確認し、意見交換を通して深

め合う機会とする。 

 

開催日時 平成 24年 9月 12日(水) 11:00～16:00 

開催場所 第一会議室(本部棟 3階) 

参加者 21名(理事 3名含む) 

評価者 小舘香椎子先生（日本女子大学名誉教授・JST男女共同参画主監） 

伊達紫先生(宮崎大学清花アテナ男女共同参画推進室長)  

坂田桐子先生（広島大学男女共同参画推進室長） 

壽 卓三先生（愛媛大学女性未来育成センター長 副学長） 

 

評価方法：香川大学の女性研究者支援モデル育成「香大発 地域ぐるみ女性研究者支援の高波を」について、

資料に基づき説明を行い、評価者と共に事業の効果、継続の妥当性、必要性等について意見交換

を行った。また、取組について、別紙評価シートの記入を依頼し、評価者に５段階評価のスコア

と評価コメントをもらった。なお、コメント欄には、今後の継続すべき具体的事項、課題等も記

入を依頼した。なお、自己評価については、平成２４年３月３１日に実施した科学人材育成費(旧

女性研究者支援モデル育成事業)中間自己評価のスコアを参照した。 

 

 

  

* 評価スコア 

 ５：事業の達成状況が非常に優れている 

 ４：事業の達成状況が良好である 

 ３：事業の達成状況がおおむね良好である 

 ２：事業の達成状況が不十分である 

１：事業のためには重大な改善事項がある 
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評価シートスコアまとめグラフ 

①項目別評価  

 

②評価者 個人別評価 
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③各委員からの評価コメント（委員名仮称：A～D） 

 

(a) 学内支援体制・組織の確立 自己評価 ４ 

Ａ委員 
評価 

４ 

学長の主導のもと、推進体制が創られており評価は出来るが、実際の活動が一部の教

員に限られているようにも見受けられた。 どこの機関でも学内支援体制の実運用に

ついては、苦慮するところであるが、大学人としての当然の職務と考えて、共有し、

連携していく事が、継続へ向けての課題でもあろう。確立された組織運営の工夫も求

められる。 

Ｂ委員 
評価 

５ 

学長直下に組織化されているため、トップダウンの効果が出やすいのではないかと 

positiveに評価した。 

Ｃ委員 
評価 

４ 

男女共同参画推進委員会が部局長で構成されている点や、各部局に女性研究者支援

員、育成員を配置している点などはとても効果的だと思う。 

Ｄ委員 
評価 

４ 

長安副室長が各学部を回って話をしていることは有効だと思う。このプロジェクト後

に長安副室長の役割はどうなるのだろうか、と思う。 

 

(b) 研究と育児等の両立支援 自己評価 ４ 

Ａ委員 
評価 

５ 

女性研究者のための支援体制の充実、特に病児輸送タクシーによるサービスの発案と

実行、課題であった病児保育施設の新設などが実施されていることは、高く評価でき

る。近隣大学のモデルとして有効であろう。当日直接対話をさせて頂いた、支援を受

けている女性教員の方たちの明るく前向きな姿勢に、研究補助者の配置が精神面も含

めた力強い環境改善をもたらしていることが実感できた。科研費の採択率の向上など

が、具体的な成果として得られている。 

 さらに、研究補助者がこの体験から、新たな目標を持ち、活躍の場への挑戦を果た

せるような人材育成のサイクルが支援を受けた研究者によって生まれることも期待

したい。 

Ｂ委員 
評価 

４ 

病児移送サービスの実施は有効に機能しているようだ。一方で「子供が病気の時には

親が看てあげられる」という働き方、つまりチーム体制での仕事を推進していくのも

重要だと言う意識もある。 

Ｃ委員 
評価 

５ 

香大っこサポーターや教職員の相互扶助体制の整備・病児移送サービスなど学内の人

的資源を有効活用するだけでなく、学外（地域）とも効果的に連携できている点が、

とてもよいと思う。 

Ｄ委員 
評価 

５ 

病児保育施設、子育てタクシーという取組はユニーク。休日の託児も有効だと思う。 
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(c) 学内の意識の醸成と女性研究者の育成 自己評価 ４ 

Ａ委員 
評価 

３ 

当日の評価委員会は参加者限定であったようであるが、既に終了され優れた評価を得

られている広島大学、宮崎大学の推進責任者が参加されていたので、学内教員（特に

リーダーである教授）の参加が欲しかった。学内意識の構築は、国予算措置のマイナ

スなどもあり厳しい状況にあると思われるが、浸透に向けた活動がより望まれるよう

に感じた。 

女性研究者の採用・育成も地道に続けていく必要があり、専門分野を超えて育成のた

めの意見交換の場（サイエンスカフェの常設など）若手を巻き込んだ仕組みも必要で

あろう（一種のデモンストレーション）。 

Ｂ委員 
評価 

５ 

教授会を利用して啓発活動を行うことはよいアイディアだと感じた。理事クラスのト

ップは女性教員が少ないことに危機感を持っているが、教授の間では温度差が大き

い。地方大学で女性教員を募集してもなかなか数が集まらないという悩みは？ 

Ｃ委員 
評価 

４ 

学長との交流会、Ｒｉｊｉカフェなどは環境整備への意識醸成に効果的だと思う。た

だ、女性の科研費採択率向上などを目標としておられるので、両立支援以外で女性研

究者の研究の向上やエンパワメントを図る取組があってもよいように思う。例えば、

女性研究者の研究発表を中心とした交流会や、資金獲得セミナー等など。 

Ｄ委員 
評価 

４ 

持続性をどう担保するのかが少し不明。 

 

(d) 地域との連携 自己評価 ５ 

Ａ委員 
評価 

５ 

四国女性研究者フォーラムの開催、香川県内高等教育機関の連携などを積極的に進め

ていることは、高く評価される。今後も継続されることを期待する。 

また、地域と連携した次世代育成に向け、大学が所有する科学技術の大型機器や人材

を活用した出前事業などの試みがなされているのか、またその実態をうかがいたいと

思った。 

Ｂ委員 
評価 

４ 

四国および中国・四国のコミュニティーは今後ますます進展することを期待する。 

Ｃ委員 
評価 

５ 

今回の合同評価セミナーもそうですが、地域の大学間の連携がとてもよく図れている

と思う。連携による具体的な成果が示せると、さらに評価が上がるのではないかと思

う。 

Ｄ委員 
評価 

４ 

大学と地域との関係の必要性が少し不明。 
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(e) 総合評価（ミッションステートメント含む） 自己評価 ４ 

Ａ委員 
評価 

４ 

女性の採用促進をのぞいて、ミッションステートメントは実現されていると判断でき

た。学長を中心とした体制が良く整備されている。 
しかし、わずか数時間の滞在では、公表されている具体的な活動を十分に把握するこ

とは難しかった。 
感想としては、会の性格からか支援を受けている若手の教員から、事業終了後の担い

手の中核としての熱気が十分に伝わってこなかった。この事業の継承に関しては、予

算的な措置はもちろん、意識のある教員の確保も重要であろう。残りの半年間の一つ

の課題である。 

Ｂ委員 
評価 

４ 

ミッションステートメントの数値目標は、ほぼ達成できるのではないかと期待でき

る。今後段階を上げていくことも重要。 

Ｃ委員 
評価 

４ 

独自性のある各種取組があり、全体的には目標を達成しておられると思う。ミッショ

ンステートメントの 1に関しては、是非無理なく継続できるような女性教員採用促進

システムを構築されると良いと思う。もともと貴学の女性教員比率は高い方だと思い

ますので、特に理工農系や上位職の女性の採用促進にターゲットを絞っても良いのか

もしれない。 

Ｄ委員 
評価 

４ 

ビジョンの循環図が明確である。 

 

④各委員の講評 

講評者代表  小舘 香椎子 先生（JST男女共同参画主監 日本女子大学名誉教授） 

 香川大学の取組について、いろいろと伺い、非常にたくさんのことをきめ細かく実施して、成果も上げ

ているということ、感慨を持って聞かせてもらった。特に病児保育、学童保育の問題を具体化して市の行

政までを動かす形にまでもっていったことは素晴らしい。日本女子大学のプログラムで、支援を受けてい

た当時の准教授が「育児をしているから休みなさいといって時間を作ってもらうよりか、継続支援をして

くれているということが何よりもありがたい」と言っていた。そういう意味で病児保育、学童保育の問題

に対する解決策をこういう形で具体化していることは素晴らしい取組であると感じた。  研究補助者につ

いて、支援される研究者は成果として論文の数も上がった、科研費もたくさん取得できるようになったと

あり、それ自体は素晴らしい。しかし、逆に支援している側が支援することによって得たものが具体的に

あるのかどうか、は気にかけて聞いていた。例えば、学部の学生が研究者を研究上支援することによって、

自らも大学院に進学し、研究者になる道を選択したというような事例、あるいは修士の学生で最初は博士

はとてもハードルが高いと思っていたものが、ぜひ博士課程に進学したいというようになった、というよ

うな具体事例が挙げってくれば、まさに良い形の人材育成になる。つまり、好循環が生まれるような支援

システム、補助者を作る必要があるのではないか。男性研究者も研究補助支援の恩恵を間接的であれ受け

ていて、女性研究者を支援する過程で、女性ばかりが支援されて、ステップアップをしていくのではない、

というケースを学内で示していくと、学内は活性化し、前向きな雰囲気の中で事業が進み、終わった後の

支援にもつながるだろう。経済的問題もとても大きいが、学内の非常に多くの教員の理解がないと推進で

きない。成果を示す際に支援をしている人たちがそこから得た何か、具体的に大学院進学というのではな
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くても、自分のライフスタイルや考え方がこういう形で変化したなどの事例をわかりやすく示すのが良い

のではと思う。 

 また、女性研究者の採用目標を上げているが、女性研究者の人数を増やすとともに、リーダーの育成が

非常に大切で、具体的には職階のトップである教授の比率を上げていくことは、非常に重要である。採用

比率だけでなく、昇格を図っていくことも大事な意味を持つ。そういう意味で科研費の採択率を上げるこ

とも重要である。女性研究者の採択率は応募比率とほぼ同じだが、女性研究者の採択総額は男性研究者と

比べると格段に差があり、基盤研究 A、Bといった大型の科研費に応募する率が少ないから、採択率も少な

い。これは、つまり、女性のリーダーで大きなプロジェクトを作り研究を展開することができない、とい

うことで、そういう意味でも、職階を上げていく試みは必要だ。 

 本日、香川大学の若手教員が子育てをしながら研究を続けているのを拝見し、心強く感じた。意見交換

の中でもいろいろな声が聞かれたが、このプログラムの私立大学の採択率は極めて少ないのが現状である。

身近なところで日本女子大学は教授を含めて担当のコマ数は前期６コマ、後期６コマ（１コマ：90分）に

加えて大学院の担当、ゼミの担当はその外という状況でとても多い。その他の私大でも、少なくとも４コ

マぐらいは担当時数として当たり前だろう。そのため、このようなプログラムに積極的に学内で取組むに

は厳しい状況にある。産休・育休の時の代替教員も、担当の６コマのうち半分ぐらいは大学から非常勤講

師を雇用するが、後は所属学科で対応しなさいという非常に寂しい状況があり、これは大きな問題と思っ

ている。今年初めに名古屋大学の助教の先生から「産休・育休に入るが、自分の授業科目など、担当して

いるもの全部を非常勤で変えていただくことができていない、どこかの大学で良いシステムを作っている

ところがあれば紹介してほしい」と連絡があった。あの名古屋大学でさえもそのような状況である。POか

らの回答も「具体事例は知りません」ばかりで、この問題についてはいろいろな機会に声を上げていくこ

とが大事である。今後は、女性研究者、女性教員の存在が大学にとって非常に意味があるというようなこ

とを具体的な活動の中で示していくことが大学側の支援を引き出すことにつながると思う。 

 

講評者 伊達 紫 先生  (宮崎大学清花アテナ男女共同参画推進室長) 

香川大学あるいは四国の連携というところで話を伺って大変感銘を受けた。短期間でこれだけまとまっ

た取組をされていることと、愛媛大学を含め、いろいろな多様性を持つ大学の取組をそれぞれ持ち寄って

連携し合ってなお、さらに進めていこうというところは非常に良いことと思った。特に子育てタクシーに

委託している病児移送サービスの話を聞いて、少ないニーズでも、数ではなくて必要性のある、必ずなく

てはならないところがあるのだと感じた次第。 
宮崎大学は22年度で事業が終了し、その後継続してやっているものなどを紹介したい。 

１：学内での部局長に報告していただくシンポジウム 

事務局長、部局長、センター長が年１回全員集まって、各部の女性研究者比率の現状を職階も入れて説

明し、去年と比較しどうだったか、どういう工夫をしたのか、部局長自身の口から発信してもらっている。

こういうことを来年はやっていきたいと女性研究者支援事業を行って、なおかつそれを各部局にばらまく

形で、種を成長させてほしいという願いから継続している。 
２：研究補助者制度 

支援者側に何かモチベーションを高めるようなことがあったか、そのような視点で見てみたいと思った。 
３：次世代育成について 

３月の高校入試の日程を狙って女子学生のためのサイエンス体験実習を実施（今年で４年目）。部屋が発
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足した当時から県の教育委員会などと密に連携をして連絡を取り合っていたのでその効果もあってか、宮

崎県内の女子高校生 200 名ほどの応募があった。担当講座も１０講座あり、２日間の体験実習を続けて

いる。男女共同参画と推移していく流れの中で残すべきか、どうか考えたが、200名来てくれて、毎年来

てくれる子もいるので、推進室と名前が変わっても続けていきたい、ここにも予算をつけたいとやらせて

いただいている。このことがいつの日か実を結ぶことを願っている。 
４：今年新規の事業 

キッズサマースクールを１０日間実施。１０講座の先生方が講座を開講していただいて、小学校１年生

～６年生まで預かった。学長とランチ、副学長とおやつというプログラムには学長も副学長も自発的に来

てくれた。直接そういうことに接していただくことによって、子育ての大事さや子どもたちの本当の姿を

ライブで見ていただいたのでよかったと思う。親へのアンケートを回収し、この取組を評価していきたい

と思う。 
５：メディカルダイバーシティプログラム 

プログラムを立ち上げて、復帰・出産・育児、あるいは１０年キャリアが途絶えた方などを受け入れる医

学部の臨床の枠を作る予定（通称；アテナ枠）。今後はキャリアが途絶えないことをサポートしていけた

らと思っている。 

 

講評者 坂田 桐子 先生（広島大学男女共同参画推進室長） 

どれも良く考えられている。特に優れていると思ったのは保育に関係する支援で、充実している。病児

移送サービスは地域の資源を効果的に使う、うまく連携していくという意味でも工夫のある良い取組だと

思った。また、託児ルームで民間の託児サークルと連携しているところも良いと思った。推進体制で男女

共同参画推進委員メンバーを部局長で構成しているところが良い。広島大学においても女性研究者支援モ

デルから加速プログラムまで取り組んできて、部局長を巻き込んでいく、協力していくことが重要だと実

感しており、効果的な体制と思った。 
 女性の採用促進で、香大はもともと女性比率が高いが、理系分野の比率は高くないので、増加するよう

なシステム作りが課題。目標値を達成するためのプレッシャー、インセンティブを作るのがいい取組なの

ではと思われる。広島大学では各部局の採用目標値の設定、それの達成度の公表でかなりプッシュしてい

るほか、女性採用のためのポイントを配分するというやり方で仕組みをつくっている。 
さらにリーダー格の女性の育成も課題。関係するところで科研費の獲得率を上げるための取組として広島

大学で効果的と思ったのが、女性向け研究資金獲得セミナーで、力を入れてやっている。これは一過性の

ものではなく、３回連続セミナー形式で研究計画書の書き方を実習しており、大型科研を獲得した先生に

講師を依頼して、ただテクニックだけでなく研究者としての心構えまで話をしていただいて非常に好評で

ある。実際、セミナー受講者は科研費獲得率が非常に高い。また、広島大学の女性研究者と男性研究者の

科研費獲得率を比べると女性研究者の方が高く、効果のある取組と言える。現在、若い受講者が多く、基

盤 C に通ることが課題なので、今後は大型をとるのにはどうしたらよいかという内容にシフトしたいと考

えている。 
 研究補助者の配置については支援者側にもメリットというところで、広島大学でもそのようなシステム

を作った。研究者を支援する心構えを講義して、講義受講者に支援をしてもらっている。内容のニーズと

人材のマッチング作業で支援室が大変だったが、学生は研究者の世界が良く分かると同時に、やっていけ

るということがわかって、研究に対する意欲が出たという人もいて効果的なシステムであった。モデル育
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成事業終了後は全学移行してフェニックスアシスタント制度という制度を作った。その制度により、研究

補助だけでなく、様々な仕事を学生にさせようという動きになり、研究補助の配置については発展した形

で継続している。研究補助者に限って言うと研究補助者を雇用する経費は部局と交渉中である。加速プロ

グラムを実施している理工農系を抱える部局は女性研究者を採用するのにポイントを援助してもらう状態

で、自分たちが女性研究者を取ると決めたのだったら、こういう環境も自分たちで整える必要があると、

研究補助者を雇用するところの援助、補助を部局長の採用経費から捻出したらどうかとプッシュしている。

それに応えてくれる部局も徐々に出てきて、部局長の採用経費から補助する動きになりつつある。 
 

  
 
 

講評者 壽 卓三 先生（愛媛大学女性未来育成センター長 副学長） 

充実した取組だと思う。このプロジェクトが終わったあと、どう愛媛大学の中で継続していくのが課題

で、香川だけでなく四国の大学で協力していきたい。学長同志も攻防、防衛を共有しているので我々も共

有しながら学長交渉（特に経費面）も課題としていきたい。 
 香川大学では推進委員会委員が各部局長で組織されているが、愛媛大学ではもともとこのシステムだっ

たが、これをやめてダイバーシティ推進室という形に組み替えていった。部局の垣根を低くして、全学組

織という形で学長を中心とした、部局長を除外した組織づくりをしている。部局の垣根を低くしていく必

要があると思うが、そのために部局長を巻き込むほうがいいのか、あるいは別の方法があるのか、その部

分を香川大学と協議していきたい。 
 様々な形でこのシステムができて、協力していただくことで職員の先生方の仕事が増えてしまったが、

同時にそれ以上に研究支援ということでサポートを受けており、実績のあることがなされているという形

になってきている。しかし、その部分は経済的基盤がないとできないことなのでそこの予算をどういう形

で、どれぐらいの金額を捻出してもらえるかが課題である。 
 研究補助者については、支援者を学生にすると学生教育にもなるとあるが、愛媛大学では一般の方をお

願いしたいという需要があり、その傾向に流れている。そう言った中をある種の次世代育成のサイクルを

回していくという形で言えば全学的にも説得性がある。単に女性研究者を育てるだけでなく、そのことが

同時に学生の教育にもなり、次世代育成になるという論理は強い論理になり、依頼する先生方にもそこの

ところを理解してもらうようにしなければ全学的な予算を確保するのは厳しい。 
 今後、知恵をお互いに共有していこうと思っている。 
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４．事業期間終了後の取組 
4-1 今後の男女共同参画の取組課題 

 本学の女性研究者支援モデル育成事業「香大発、地域ぐるみ女性研究者支援の高波を」は、実施期間終了

時の平成24年度末までに当初の目標を達成するとともに、計画上の具体的な取組を完遂する。 
 本事業の発足当初に図１の学長直轄の推進体制が敷かれた。学長、男女共同参画担当理事ならびに各部局

長等で構成される男女共同参画推進委員会とその直下の実務組織である男女共同参画推進室を中心とした推

進体制である。これにより、数多くの事業の遂行に必要な連絡・依頼等は、男女共同参画推進室より、直接、

部局等に一斉にメイル配信され、全教職員への周知を図ることが容易であった。また、部局長等に直接、各

取組の実施に必要な支援・依頼をすることも容易であった。この推進体制については、外部評価の各委員か

らも高い評価を頂いている。 
 しかし、本事業終了後の課題は、本事業で効果が高く継続が必要と判断される取組をいかにして本学が継

続させていくかである。本学予算で引き続き男女共同参画推進事業を継続することについては、平成24年9
月 27 日の役員会において承認された。特に、本事業の達成目標の一つである女性研究者在職比率 19%は、

事業終了後は19%以上とする事を各学部の目標とすることが承認され、事業終了後も継続して取組むための

女性研究者の採用に向けた具体的な方策が承認された。この方策により、女性研究者在職比率が低い部局に

対しては、目標値を掲げさせ女性研究者採用に対して積極的に取組ませることが可能となった。 
 一方、効果が高く継続が必要と判断される取組の中には、各部局が主体となって進めるべき取組が数多く

ある。平成 22 年度に女性研究者支援モデル育成事業を終えた宮崎大学では、事務局長、部局長、センター

長が年1回全員集まっての男女共同参画シンポジウムを開催し、各部局等の1年間の男女共同参画の取組の

報告を部局長が自ら行っているとのことであった。本学においても、平成 24 年 11 月 30 日に開催した第 4
回中国四国男女共同参画シンポジウム（本学担当）のポスターセッションでは、各部局長の指示のもとで作

成された男女共同参画の取組紹介パネルが展示され、当該

部局の教員による説明が行われた。この部局ごとの取組の

紹介は、参加者の多くから高い評価を頂いている。 
 事業終了後は、本学も宮崎大学のように部局長自らが部

局の取組を報告することによって各部局の構成員に部局の

進むべき道を示すことが必要であろう。年に1回は本学に

おいても男女共同参画シンポジウムを開催し、大学と各部 
局との連携、部局間の交流を深め、着実且つ効率的な事業

を進めたい。また、男女共同参画に関わる大学全体にわた

る幅広い課題のみならず、小学校・中学校・高校との連携

による次世代育成、育児・介護・雇用・地域振興等の課題

に対しては、男女共同参画推進委員会と男女共同参画推進

室が連携を強化して骨太の事業推進計画を策定・実施して

いく所存である。 
                          図1 事業推進体制 
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4-2 男女共同参画推進事業の実施に伴う女性研究者採用促進について 

 平成24年9月27日の役員会において承認された女性研究者の採用にむけた具体的な方策を以下に示す。 
 ※予算措置ならびに男女共同参画推進体制の継続については平成25年1月17日の役員会において承認。 

（１）新規に取組むこと 

採 用 段 階  

 

①目標を達成していない部局については、「女性優遇」を公募要項に明

記する。(公募への明記) 

平成24年度実施 

文面例〉「香川大学では、男女共同参画社会基本法の趣旨に則り、業績（研究業績、

教育業績、社会的貢献、人物を含む）の評価において同等と認められた場合には、

女性を優先して採用します。」 

②目標を達成していない部局は、可能な限り５か年ごとの採用計画と目

標値を立て、全学的に、目標達成を進める。(採用計画と目標値の設定) 

平成25年度実施 

③女性テニュアトラック制度を新たに設け、希望する学部に対して、テ

ニュア教員の採用を支援する。 
（「香川大学教員のテニュアトラック制に関する規程」第５条による） 

平成25年度実施 

優秀な若手研究者をテニュアトラック教員（助教，講師）として選抜採用、5年程度

の任期付雇用形態で自立した研究者として経験を積み、審査後、テニュア教員として

採用する。また「テニュアトラック普及・定着事業」〈文部科学省〉への応募を検討

するが，採択されなかった場合でも，スタートアップ研究費として，部局に上限100

万円，研究者個人に上限100万円の研究費を給する。 

なお，上記以外の取扱いについては，「香川大学教員のテニュアトラック制に関する

規程」を適用する。 

インセンティブ 

④優秀な女性研究者を採用する場合は、現在検討中のポイント制につい

ては除外する。ただし、除外期間は5年以内とする。 

平成24年度実施 

相当の教育研究歴を持つ優秀な女性研究者を採用する場合には，役員会の承認を得た

上で，ポイント制（H24 年度中は雇用上限数）とは別に採用できることとする。た

だし，採用から5年以内には，当該部局のポイント対象教員とする。 

⑤女性研究者の定着とスムーズな研究着手のために、女性を採用した部

局には、上限 100 万円、研究者個人には研究分野に応じて上限 100 万

円の研究費を支給する。(女性研究者研究助成） 

平成25年度実施 

リクルート 
⑥新規採用する女性研究者の情報を確保するための旅費支給を検討す

る。(調査費用の確保） 

平成25年度実施 
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（２）継続して取組むこと 

採 用 段 階 

⑦後任補充申請の条件として、引き続き、「女性限定公募」を存続する。             

ただし、ポイント制導入時には廃止。 
（「人件費適正化計画」の不補充緩和策の継続） 

平成24年度実施 

〈香川大学〉：工学部 平成 25 年度後任補充に女性限定公募への実施に伴い、助

教の採用を承認 

事業の継続 

⑧男女共同参画推進室の継続を実現する。（コーディネータ等の継続配置） 平成25年度実施 

男女共同参画推進委員会及び男女共同参画推進室を現行通り存続させることとし、男

女共同参画推進室コーディネータ（特任教授）の再任と事業の継続を承認 

 
4-3 平成 25年度以降の取組 

 平成 25年度以降の取組を以下に示す。 

（１）継続する取組 

推進体制 男女共同参画推進委員会、男女共同参画推進室の継続とコーディネータ・技術補佐員の配置、 
女性研究者支援員・育成員の配置(名称変更も検討) 

両立支援 研究補助者の配置（人件費を確保）、香大っこサポーターの養成・活用、短期学童保育の検討、

休日出勤時の託児事業の継続実施、施設設備の整備(休憩室・おしめ換えシートの設置等)、保

育施設・病児保育施設の運営、病児移送サービスの運営、相談によるワンストップサービス 

次世代育成 オープンキャンパス時の相談コーナーの設置、キャリアデザイン講座の実施、女性研究者によ

る高校出前講座 

広報啓発 ニュースレターの発行、ホームページの運営、制度及び配慮事項の通知、啓発資材の配布、教

授会を利用した啓発講座、全学共通科目スポット講義、ワーク・ライフ・バランス講座、セク

ハラ・パワハラ防止講座、デートDV予防講座、大学幹部とのカフェの開催 

研究促進 女性向け助成金情報の配信、女性のための研究交流会の開催 

採用促進 女性限定公募、公募要綱への女性優先の記載、女性採用未達成部局の採用計画の提示 

地域連携 四国女性研究者フォーラム、中国四国男女共同参画シンポジウム共同開催、、中国四国男女共

同参画推進連絡会（課題の協議、各大学の男女共同参画基礎シートの共有）、香川県女性研究

者支援連絡会(事業の共有、情報交換)の継続開催 

調査研究 アンケートによるニーズ調査 

 

（２）精査する取組 

相談対応 キャリア相談(キャリア支援センターで継続)、カウンセリング(保健管理センターで継続) 

窓口設置 各キャンパスで巡回相談（男女共同参画推進室で対応、医学部についてはWLB支援室） 

 

（３）新たに始める取組 

採用促進 女性限定テニュアトラック、女性優遇のポイント制、女性採用部局へのインセンティブ経費支

給、女性採用部局へのスタートアップ研究費の支給（いずれも上限100万円） 
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第Ⅱ部 

事業実施報告 

 

 





１．学内の女性研究者のための支援体制、組織の整備 

 

1-1 学内本部における女性研究者の中核的な担い手、相談・助言等体制の整備 
①男女共同参画推進室の設置 

 香川大学幸町キャンパス内に、男女共同参画推進室 
が新たに設置された。 

 
設 置 日：平成22年10月1日 
設置場所：幸町キャンパス北5号館1階 
室  長：高木健一郎 理事（労務担当） 

 副 室 長：宮内健二 教授 (平成22年10月1日 
    ～平成23年3月31日) 

  長安めぐみ 特任教授 コーディネータ兼務   
    (平成22年10月1日～現在) 
  石井 明 教授 (平成24年1月1日～現在) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成23 

 
 

 

男女共同参画推進室案内ポスター 

平成22年度学長による開設式の様子 

平成23年度 

男女共同参画推進室スタッフ 
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②コーディネータ及び事務補佐員の配置 

 
 計画のとおり、下記のように男女共同参画推進室に平成22年10
月よりコーディネータと技術補佐員を配置した。 

 
コーディネータ 
配 置 日：平成22年10月1日 
氏  名：長安 めぐみ 
職  階：特任教授 
職  名：副室長 
資  格：社会福祉士                    

 
職務内容：女性研究者に対するワンストップサービスとして次の業務を行う。 
     １．出産、育児、介護、研究活動等に関する相談・支援 
     ２．地域における保育関係機関の情報収集、女性研究者への情報提供 
     ３．学内外とのネットワークづくり 
     ４．女性研究者の交流会、高等学校等への説明会等の開催 
     ５．女性研究者同士の共同研究のマッチング等 

 
技術補佐員配置状況 

 採用期間 業務 

深田 由佳 平成22年7月1日 
～平成23年7月31日 

コーディネータ補助業務一般 
ホームページ・ポスター作成等 

川田 靖子 平成23年7月19日～現在 コーディネータ企画補助等 

佐々木美奈 平成23年4月1日 
～平成24年11月10日 

ホームページ・ポスター作成等 

小野 由美恵 平成23年7月1日 
～平成24年8月31日 

医学部・農学部・工学部巡回相談員 
病児移送サービス受付担当 

堀家 久仁子 平成23年8月1日～9月30日 コーディネータ補助業務 

岡田 敏子 平成24年3月1日～3月31日 ホームページ・ポスター作成等 

香西 里紗 平成24年4月1日～現在 ホームページ・ポスター作成等 

松田 多恵 平成24年9月1日～現在 コーディネータ補助業務 

 
 コーディネータを配置することで、女性研究者支援の環境整備の中核的な役割を担い、女性研究者の相

談・支援利用の助言等の体制が整備された。また、技術補佐員の配置によって、ホームページやニュースレ

ター等での情報発信が可能となり、イベント等のポスターや各種啓発資料の作成などを通じて、学内外にむ

けて、女性研究者支援について幅広く周知を広げることが出来た。たくさんのイベント等の運営についても、

コーディネータや男女共同参画推進室のスタッフが中心になり、男女共同参画推進室室員の協力の下、運営

実施することができた。 

 
 

平成24年度 

男女共同参画推進室スタッフ 

︲54︲

第
Ⅱ
部

事
業
実
施
報
告



1-2 各部局での連絡、支援体制の整備 

 
①女性研究者支援員・育成員の配置 

 各部局の長の推薦を受け、女性研究者支援員・育成員を配置した。任期は1年とした。女性研究者支援員

は、本部と各部局との女性研究者に係る連絡、情報提供、女性研究者の意見の取りまとめ、相談業務を行い、

女性研究者育成員は、部局の女子学生に対して、研究活動、キャリアパス等の相談、各種イベントの開催を

行った。平成22年度は、女性研究者支援という目的を意識してか、各部局より女性のみが選考され支援員・

育成員を担当した。しかし、両性による男女共同参画の視点に立った事業の企画・運営が求められるという

室員会議の決定を受けて、平成23年度・24年度は、男性の女性研究者支援員が加わり、両性で取組むこと

になった。 

 
 

女性研究者支援員 

部局 平成22年度 平成23年度 平成24年度 

教育学部 

時岡 晴美 教授 松井 剛太 准教授 岡 晋平 教授 

片田江 綾子 准教授 片田江 綾子 准教授 青山 夕夏 教授 

        松本 博雄 准教授 

経済学部 
松岡 久美 准教授 朴 恩芝 准教授 松岡 久美 准教授 

後任 朴 恩芝 准教授         

法学部 平野 美紀 准教授 平野 美紀 准教授 平野 美紀 准教授 

医学部 

名越 民江 教授 名越 民江 教授 清水 裕子 教授 

塩田 敦子 准教授 塩田 敦子 准教授 窪田 泰夫 教授 

    上野 正樹 准教授     

森上 純子 助教 森上 純子 助教 森上 純子 助教 

農学部 野村 美加 准教授 京 正晴 教授 別府 賢治 教授 

連合法務研究科 柴田 潤子 教授 柴田 潤子 教授 柴田 潤子 教授 

工学部 伊丹 絵美子 講師  石井 明 教授 石井 明 教授 

 
 

女性研究者育成員 

部局 平成 22年度 平成 23年度 平成 24年度 

教育学部 
小方 朋子 准教授 風間 喜美江 教授 風間 喜美江 教授 

片田江 綾子 准教授         

経済学部 松岡 久美 准教授 朴 恩芝 准教授 松岡 久美 准教授 

法学部 平野 美紀 准教授 平野 美紀 准教授 平野 美紀 准教授 

医学部 森上 純子 助教 森上 純子 助教 森上 純子 助教 

農学部 
杉田 左江子 准教授 杉田 左江子 准教授 野村 美加 准教授 

野村 美加 准教授 後任野村美加 准教授     

工学部 石川 善恵 助教 中島 美登子 助教 野々村 敦子 准教授 
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② 男女共同推進委員会の設置 

 大学本部に、学長、担当理事の下に「男女共同参画推進室」を設置し、女性研究者支援の方針、取組に

ついて、学長以下の関係者からなる「男女共同参画推進委員会」において検討等を行った。本委員会の大き

な成果として、女性研究者の採用促進を積極的に進めていくため、学部長へのヒアリングの内容を受けて、

「女性教員の採用・登用・研究着手に向けた具体的な施策」が協議され、役員会に提案された。 

  
男女共同参画推進委員会メンバー 

 職 名 ・ 氏 名 適用条項 

委員長  長尾学長 第４条第１号 

男女共同参画担当理事  高木理事（労務担当） 第４条第２号 

部局長 

 山神教育学部長 

第４条第３号 

 肥塚法学部長 
 藤井経済学部長 
 森医学部長 
 増田工学部長 
 早川農学部長 
 板倉地域マネジメント研究科長 
 新井連合法務研究科長 

機構長 

 有馬教育・学生支援機構長 

第４条第４号 
 板野研究推進機構長 
 阪本図書館・情報機構長 
 大平産学官連携推進機構長 

副室長 
長安男女共同参画推進室副室長 

コーディネータ 第４条第５号 

石井男女共同参画推進室副室長 

 

 
男女共同参画推進委員会の開催状況 

時期 参加者 議事 

平成22年10月17日 
第１回男女共同参画推進委員会 

学長他15名 基本理念・基本方針 
教職員への配慮事項 

平成23年3月1日 
第２回男女共同参画推進委員会 

学長他13名 取組方針 

平成23年11月22日 
第３回男女共同参画推進委員会 

学長他11名 新学長体制における推進事業取組説

明 

平成24年5月14日 
第４回男女共同参画推進委員会 

学長他15名 女性教員の採用・登用・研究着手に向

けた具体的な施策 

平成25年3月予定 
第５回男女共同参画推進委員会 

 女性研究者研究活動支援事業の成果

報告と事業継続に向けた計画提案 
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1-3 女性研究者支援関係者、女性研究者のネットワーク化 

 
①男女共同参画推進室員会議の開催 

 各部局から選出された女性研究者支援員及び育成員、男女共同参画推進室室長、副室長、室員によって構

成される男女共同参画推進室員会議を定期的に開催した。本事業の実施にあたり、本部、各部局との連絡調

整、情報提供の円滑な実施を図り、各部局の要望を取りまとめ協議を行った。 

  
男女共同参画推進室員会議の開催状況 

時期 参加者 議事 

平成22年10月14日 
第１回男女共同参画推進室員会議 

19名 
○基本理念・基本方針・事業計画案（要望多数） 
○女性研究者支援モデル育成事業概要 
○他大学訪問調査報告 

平成23年2月15日 
第２回男女共同参画推進室員会議 

11名 
○本年度事業報告  
○事業の来年度の取組方法・事業内容・推進体制 

平成23年4月27日 
第３回男女共同参画推進室員会議 

19名 

○女性研究者支援モデル育成事業実施内容 
○女性研究者採用状況 
○平成23年度女性研究者支援員育成員について  
○平成23年度取組方針 会議の持ち方について 

平成23年7月8日 
第４回男女共同参画推進室員会議 

16名 

○オープンキャンパス相談コーナー設置  
○ロールモデル集の作成 看護学科研修会の開催  
○短期学童保育の開催  
○高松市への学童保育年齢延長の要望  
○シンポジウム開催  
○啓発講座  
○女性研究者の採用促進  
○研究補助員の募集 
〇香大っこサポーターの運用  
〇事務補助員の派遣の検討  

平成23年10月6日 
第５回男女共同参画推進室員会議 

10名 

○休日出勤時の学内託児試行事業  
○子育てタクシーを利用した病児移送サービス  
○子育てアンケート  
○キャリアデザイン講座開催  
○啓発関連成果物  
○高松市に対する学童保育年齢延長の要望  
○平成23年度事業計画について 

平成23年11月15日 
第６回男女共同参画推進室員会議 

9名 

○第3回男女共同参画推進委員会  
○学童保育の設置  
○最終年に向けての方向性  
○学生向け男女共同参画講座  
○かがわ教育男女共同参画フォーラム   
○女性研究者次世代育成プロジェクト出前講座 

平成23年12月21日 
第７回男女共同参画推進室員会議 

12名 

○平成24年度実施事業計画  
○次世代育成の取組拡大  
○研究補助者公募要領の見直し  
○単身赴任手当の制度化   
○推進室の体制及び会議の持ち方  
○ワーク・ライフ・バランス講座  
○事業報告 
○病児移送サービス等の両立支援制度の活用促進 
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平成24年2月15日 
第８回男女共同参画推進室員会議 

15名 

○研究補助者申請選考  
○女性研究者増員に向けたテニュアトラックの導入  
○第4回中四国男女共同参画シンポジウム開催  
○単身赴任手当のアンケート調査  
○3/8国際女性デーイベント  
○ハラスメント相談体制の整備  
○育児に関するアンケート報告  
○ﾜｰｸ･ﾗｲﾌ･ﾊﾞﾗﾝｽ講演会についての報告 
○女医の集いについての報告  
○第2回四国女性研究者ﾌｫｰﾗﾑについての報告  
○ハラスメント相談員研修会についての報告  
○各学部長ヒアリングについての報告 

平成24年4月26日 
第９回男女共同参画推進室員会議 

21名 

○平成23年度事業報告  
○平成24年度事業計画  
○第4回中四国男女共同参画シンポジウム開催  
○女性研究者の増員策への推進室からの事業提案  
○病児移送サービス  
○ロールモデル集  
○Rijiカフェについての報告  
○幸町キャリアデザイン講座についての報告 

平成24年6月29日 
第10回男女共同参画推進室員会議 

18名 

○各学部キャリアデザイン講座実施計画  
○オープンキャンパスでの相談コーナー設置  
○サマースクールの開催  
○四国女性研究者支援モデル育成事業採択大学合同評 
 価セミナーの開催  
○第2回ワーク・ライフ・バランス講演会  
○教授会を利用した啓発講座開催  
○病児保育施設の利用範囲拡大のお願い 

平成24年10月16日 
第11回男女共同参画推進室員会議 

13名 

○平成24年度後期の事業  
○第4回中四国男女共同参画シンポジウムでの発表  
○農学部啓発講座の日程変更  
○学長との交流会の実施  
○意見聞き取り 
○満足度調査のとりまとめ  
○12月の室員会議の実施 

平成24年12月25日 
第12回男女共同参画推進室員会議 

16名 

○今後の事業日程  
○平成25年度以降の男女共同参画推進事業 
○予算の確保へ  
○事業報告に向けて  
○支援満足度調査の実施と記載方法  
○平成24年度の事業実施  
○全学に対する男女共同参画要望アンケート作成実施  
○女性研究者採用促進策について報告  
○第4回中四国男女共同参画シンポジウムについて  
○外部評価報告  
○今までの取組についての意見聞き取り 

平成25年3月4日 
第13回男女共同参画推進室員会議 

15名 
○女性研究者研究活動支援事業の成果報告  
○次年度以降の男女共同参画事業の方向性について 
○女性研究者採用促進策の実施について 
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②全学メールの配信 

 女性研究者支援及び男女共同参画に関する事業の案内について、全学メールを利用し、72通を配信し周知

した。情報を常時、全学教職員の手元に届けることが出来たため、男女共同参画事業の推進に繋がった。 

  
配信状況（平成 24年 2月現在） 

1 2010/10/28 「研究補助者の配置による研究支援事業」の公募について 

2 2010/11/2 ニュースレターvol.1 

3 2010/11/24 男女共同参画推進にかかわる緊急アンケート 

4 2010/12/8 センター託児の実施について 

5 2010/12/9 ニュースレターvol.2 

6 2010/12/16 四国女性研究者フォーラムの参加について（依頼） 

7 2010/12/24 ベビーシッター育児クーポン発行について 

8 2011/1/17 「研究補助者の配置による研究支援事業」の公募について 

9 2011/1/20 フォーラム、ニュースレターvol.3、四国女性研究者SNS 

10 2011/1/21 農学部キャリアデザイン講座開催、農学部女子学生キャリア相談 

11 2011/2/25 
ニュースレターvol.4、全学研修会「安心して働ける・学べる安全な環境づくり」、四国

内国立 5大学による男女共同参画推進共同宣言 

12 2011/3/4 全学研修会「安心して働ける・学べる安全な環境作り」について 

13 2011/3/10 ニュースレターvol.5、全学研修会「安心して働ける・学べる安全な環境作り」について 

14 2011/4/12 ニュースレターvol.6、休養室整備、女子学生・女性研究者のためのカウンセリング 

15 2011/5/9 全学研修会「安心して働ける・学べる安全な環境作り」 

16 2011/5/24 ニュースレターvol.7、香大っこサポーター養成講座、休養室整備 

17 2011/6/7 全学研修会「安心して働ける・学べる安全な環境づくり」 

18 2011/6/15 平成 23年度「男女共同参画週間」の実施について 

19 2011/7/4 初心者マークのパパママ講座開催について 

20 2011/7/12 児童サマースクール「医学部探検隊」・ベビーシッター割引券 

21 2011/7/20 ニュースレターvol.9、児童サマースクール「医学部探検隊」 

22 2011/8/29 全学研修会「女性研究者の科学論文作成への道」・男女共同参画推進講演会 

23 2011/9/5 ニュースレターvol.10、幸町啓発講座、医学部啓発講座、住友生命の助成金について 

24 2011/9/13 幸町啓発講座のご案内 

25 2011/9/27 育児に関するアンケート依頼 

26 2011/10/7 育児等に取組む教職員の休日出勤時の学内託児試行事業について 

27 2011/10/14 育児等に取組む教職員の休日出勤時の学内託児試行事業について（追加募集） 

28 2011/10/30 幸町キャンパス学生向け男女共同参画講座のご案内 

29 2011/11/7 休日等の入試時に託児 

30 2011/11/18 学生向け男女共同参画講座・かがわ教育男女共同参画フォーラムのお知らせ 

31 2011/11/25 上野千鶴子氏講演会「学生向け男女共同参画講座」 

32 2011/12/14 入試時の託児申込み締切について 

33 2012/1/4 ワーク・ライフ・バランス講座のご案内 
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34 2012/1/25 
ニュースレターvol.11、ワーク・ライフ・バランス講座、平成 24年度上期研究補助者配

置事業 

35 2012/2/3 入試時の託児事業について 

36 2012/2/14 入試時の託児申込みについて（追加募集） 

37 2012/2/21 理事カフェについて 

38 2012/2/23 ニュースレターvol.12、理事カフェ 

39 2012/2/29 理事カフェについて（当日出席できない方向けアンケート送信） 

40 2012/3/1 理事カフェ 最終案内 

41 2012/3/13 理事カフェ開催報告、親子イベント情報掲載について 

42 2012/3/19 ニュースレターvol.13、RiJiカフェ アルバム、竹村和子先生追悼遺作展 

43 2012/4/4 竹村和子先生追悼遺作展開催のご案内 

44 2012/4/13 幸町第１回キャリアデザイン講座開催のご案内 

45 2012/5/1 病児移送サービス、幸町第１回キャリアデザイン講座報告 

46 2012/5/23 
ニュースレターvol.14、病児移送サービス説明会、女性研究者向け外部資金情報につい

て 

47 2012/6/5 平成 24年度「男女共同参画週間」の実施について 

48 2012/6/6 無料託児付き病児移送サービス説明会について、便利なアプリの紹介 

49 2012/6/12 幸町第 2回キャリアデザイン講座開催のご案内、香大っこサポーター募集中 

50 2012/6/27 
ニュースレターvol.15、平成 24年度ベビーシッター割引券発行中、幸町第 2回キャリア

デザイン講座 

51 2012/7/4 キャリアデザイン講座 WEEK（幸町・工学部・農学部） 

52 2012/7/13 
児童サマースクール「宿題をやっつけよう」実施、親子イベント情報更新中、キャリア

デザイン講座 

53 2012/7/20 サマースクール申込受付スタート 

54 2012/7/25 
ニュースレターvol.16、サマースクール申込締切間近、平成 24年度下期研究補助者配置

事業公募開始 

55 2012/8/8 
ワーク・ライフ・バランス講座開催、平成 24年度下期研究補助者配置事業、科研費申請

補助員応募受付中 

56 2012/8/17 休日託児事業実施予定に伴うファミサポ会員募集について 

57 2012/9/3 四国地域女性研究者支援モデル育成事業採択大学 合同評価セミナー 

58 2012/9/13 ニュースレターvol.17 

59 2012/9/20 ワーク・ライフ・バランス講座申込み受付中 

60 2012/10/2 
平成 24年度科研費申請補助員配置について、休日託児事業実施予定に伴うファミサポ会

員募集について 

61 2012/10/5 
男女共同参画推進事業 外部評価報告会実施について、第 4 回中国四国男女共同参画シ

ンポジウム 

62 2012/10/12 
育児等に取組む教職員の休日出勤時の学内託児試行事業について、幸町第 3 回キャリア

デザイン講座、デート DV防止研修会 

63 2012/10/17 男女共同参画 柳田邦男氏講演会 
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64 2012/10/19 ニュースレターvol.18 

65 2012/10/24 休日出勤時の学内託児申込み（追加募集） 

66 2012/11/14 休日出勤時の学内託児申込み（追加募集） 

67 2012/11/22 ニュースレター 特別号配信 

68 2012/12/10 センター試験出勤時の学内託児申込み募集 

69 2012/12/20 ニュースレターvol.19 

70 2013/1/16 全学教職員対象 男女共同参画要望アンケート 

71 2013/2/4 デキル男性のための介護講座 

72 2013/2/12 学長とトーク「café Seigo」の開催、ニュースレターvol.20 

 
③女性研究者SNSの開設 

 四国の女性研究者の日常的な交流の場として、SNS「四国女性研究者フォーラム」を平成 23 年 1 月に開

設した。第1回四国女性研究者フォーラムにおいて、パンフレットに掲載し参加者に広報した。また、香川

県女性研究者支援者連絡会においても、同様に案内をし、周知を図った。（3-1⑤SNSの活用を参照） 
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1-4 女性支援に係る学内関係者、学外の行政・関係機関・団体等との連絡調整、連携体制の整備 

 

①学内の関係機関との連携 

 女性研究者支援および男女共同参画の推進事業を実施するにあたり、学内の関係機関と連携を図った。各

機関との連携の中で、全学的な取組体制が構築できた。各部署からの要望を通して、計画以上の成果をあげ

ることができた。 
学内の関係機関との連携 

部署 機関・担当者 連携の成果 

アドミッションセンター 
真鍋芳樹 教授 
山崎裕正 准教授 

オープンキャンパスにおける女性学生のため

の相談コーナーの設置、女性研究者ロールモ

デル集の作成及び配布、高校への出前講座等 

キャリア支援センター 
杉本洋一 客員教授 
秋本裕子 キャリアカウンセラー 

就職支援グループリーダー 

キャリアデザイン講座の内容の検討、キャリ

ア支援センターとの協力体制づくり、農学部

キャリア相談の実施 

保健管理センター 
鎌野寛 教授 
杉岡正典 講師 
工学部 保健管理センター 

工学部の女性のためのカウンセリングの実

施、心理相談の持ち方等 

研究企画センター 
宮内健二 教授 
学術部長 井上明夫教授 
研究協力グループリーダー 

女性のための科学技術研究助成金の説明会の

開催等、女性のテニュアトラックの導入につ

いて、研究推進について 

社会連携・知的財産 

センター 
研究協力グループ社会連携チーム 産学連携企業への研修会の案内 

人事グループ 
ハラスメント相談員 
人事グループリーダー 

相談員研修会の共同開催、セクハラ研修会へ

の参加要請、ハラスメント相談員への男女共

同参画推進室コーディネータ参画 

教育学部人間発達環境 

課程 
宮前 淳子 准教授 

デート DV 予防啓発講座、デート DV に関す

る講義の実施、ハラスメント相談員スーパー

バイズの開催等 
教育・学生支援機構   

大学教育開発センター 
生涯学習教育研究センター 

 

葛城浩一 准教授 

山本珠美 准教授 

男女共同参画の全学共通科目でのスポット講

義の導入等 

就学支援グループ 就学支援グループリーダー 
男女共同参画の全学共通科目でのスポット講

義の導入等 

インターナショナル  

オフィス 

板野俊文インターナショナルオ

フィス長   
正楽 藍 講師  

留学生の子どもの保育園入園手続き等 

学生生活支援グループ 学生生活支援グループリーダー 託児ボランティアの登録、保険の利用等 

医学部ワーク・ライ

フ・バランス支援室 
ワーク・ライフ・バランス支援室 

阪井 眞利子 室長 

サマースクールの開催、病児移送サービスの

運営、病児保育施設の設置、医・工・農学部

への巡回相談員の配置等 
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②地域の行政・関係団体との連携 

地域の関係行政や関係機関、民間団体等との連絡調整、連携体制を整備した。関係者を総合的に把握する

ともに、日常的な連絡・紹介体制を整備することで、女性研究者の専門的な相談に対応できるようにした。 
地域の行政・関係団体との連携 

分類 関係行政他 連携内容 

男女共同参画 

香川県総務部県民活動・男女共同参画課 
観音寺市政策部男女共同参画推進室 
丸亀市人権課男女共同参画室 
さぬき市政策課（男女共同参画係） 

男女共同参画に関する情報提

供、協力体制、講師派遣等 

 
男女共同参画推進協議会へ協力 

労働関係 香川県商工労働部労働政策課 
ﾜｰｸ･ﾗｲﾌ･ﾊﾞﾗﾝｽ導入ﾏﾆｭｱﾙ編集委

員、企業表彰選考委員 

人権問題 高松法務局 人権擁護委員研修会講師派遣 

保育所関係 
高松市健康福祉局こども園運営課 
三木町住民生活課 子育て支援係 

保育所入園に関する情報提供 

一時保育関係 

高松ファミリー・サポートセンター 
託児ボランティアあゆみ 
公益社団法人香川県シルバー人材センター連合会 

生活協同組合コープかがわコープおたがいさま高松 
高松丸亀町商店街振興組合託児所かめちゃんルーム 

休日の出勤時の託児事業等 
休日の出勤時の託児事業委託 
一時保育に関する情報提供 

学童保育関係 
高松市健康福祉局子育て支援課 
高松市教育局生涯学習課 
三木町教育総務課 

学童保育に関する情報提供、 
学童保育学習会の開催 

病児・病後児 
保育施設 

トビウメ小児科医院病児保育室「子どもの家」 
香川医療生活協同組合 へいわこどもクリニッ

ク病児保育「はとぽっぽ」 
西岡医院病児保育室「レインボーキッズ」 
小林内科小児科病児保育室「すこやかルーム」 
はらこども園 病後児保育室 

病児移送サービス受け入れ施設 
病児保育に関する研修会協力 
病児保育に関する情報提供 

地域の子育て支援 
ＮＰＯ法人 わははネット 
ＮＰＯ法人 パルネット香川 

わははひろば高松(子育て広場) 
民間学童保育「アフタースクー

ル香川」 

介護情報 

香川県健康福祉部 長寿社会対策課 

各市町の地域包括支援センター 

高齢者の総合相談窓口 

介護保険制度、介護講座の開催 
介護に関する相談 

企業関係 
一般社団法人香川経済同友会 
高松商工会議所 
四国経済連合会 

研修会の後援申請、案内 
研修会講師に関する情報提供 
情報誌の取材対応 

研究機関 
独立行政法人 農業・食品産業技術総合研究機構 

近畿中国四国農業研究センター 
独立行政法人産業技術総合研究所四国センター 

研修会講師派遣 
シンポジウムの講師派遣依頼 
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２．研究と出産、育児等の両立支援など、女性研究者に負担がかかりがちな要因を削減 

 

2-1 魅力ある制度づくりにむけて 
①妊娠時の通勤緩和 

 男女共同参画推進室を通じて、妊娠中の自動車の通勤の緩和措置を制度化し、全学にむけて通知した。 

  
②教育研究活動等と育児等を両立させていくための配慮事項の通知 

 平成22年10月18日の男女共同参画推進委員会において、「本学教職員が教育・研究等と育児等を両立さ

せていくための配慮について」検討し、決定した配慮事項について全学にむけて通知した。 

 

③諸手当の検討 

 女性研究者にとって、必要な諸手当について男女共同参画室員会議において協議した。他大学で取組まれ

ている「ひとり住まい手当」(単身赴任手当)に関心が集まったが、男女共同参画の視点において、手当に男

女格差が出ることについて議論がなされ、結局、制度化には及ばなかった。本学では、アンケートによると

3 割の女性研究者が単身赴任の環境で就労しており、単身赴任手当への要望は高いことから、今後も取組ま

れている大学の動向を見守りつつ、検討を続けていく。 

 
【男女共同参画推進室】自動車入構許可申請に係る通勤緩和措置の取扱い通知メール 

 
平成23年9月28日 

職員各位 
                                男女共同参画推進室 

 
【お知らせ】妊娠中の方へ：自動車での入構許可について 

 
このことについて、医師診断による妊娠中の通勤緩和が必要な者については、距離を問わず自動車

での入構許可を申請できることとなっております。対象の方は、各所属部署の入構担当者に申請され

る際、「母性健康管理指導事項連絡カード（写）」を添付のうえご相談ください。 

 
本学教職員が教育・研究等と育児等を両立させていくための配慮について 

 
平成23年3月1日 

 
香川大学男女共同参画推進委員会 

 
 香川大学では男女共同参画推進の基本方針に基づき、教職員が教育・研究等と育児等(介護も含む)
を両立させていくために、本学では、下記の事項に関して配慮していくこととする。 
 
○ 勤務への配慮                          
① 本部、部局等が開催する会議で育児等に取組む教職員が参画するものについて、夕方17：30以降はでき

るだけ開催しないこと。 
② 育児等に取組む教職員より申し出があった場合には、教育・研究活動以外の業務負担の軽減に努めるこ

と。              
③ 育児等に取組む教職員がやむを得ない事情により会議の欠席・早退・遅刻、業務の代替等を求める場合

にはできる限りの配慮を行うこと。（授業・会議の時間帯調整、代理出席の配慮、出席を強制しないなど）                                                                                                                                                                          
 
○入試業務への配慮                        
育児等に取組む教職員に対する入試業務における監督等の配置については、できる限り当該教職員の意向に

対応すること。 
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2-2 女性研究者の相談等の整備 

 
①男女共同参画相談（オリーブハート相談）の実施 

男女共同参画推進室において、女性研究者や女子学生に対してコーディネータが主に相談を受け付け、対

応した。電話やメールでの問い合わせから始まり、面談に繋がるケースも多く、研究や仕事と育児等の両立

に関する情報提供や必要な機関への連携・調整を図った。相談窓口の周知に向けて、相談カードを作成し、

各部局や図書館等に配布した。学生による男女共同参画に関する情報提供の依頼も多く入っている。 
忙しい女性研究者にとって、育児や保育に関する情報提供は欠かせない。満足度調査においても、男女共

同参画関連の相談の定着を願う割合は、女性研究者全体の2割と高くなっている。 

 
男女共同参画相談（オリーブハート相談） 

期間 平成22年10月1日～現在 

相談方法 電話やメール及び面談による相談 

相談対応 コーディネータ 長安めぐみ 

主訴 

保育園の入園に関する相談、学童保育の預かり時間や対象年齢について 
病児保育の実施状況について 出産に伴う病院等の情報提供 
研究補助者の配置について 男女共同参画に関する情報提供 
市民団体や行政の活動やイベントの相談 学内の支援に関する情報提供 
子どもの一時預かり、託児ボランティアの活用について 
セクシュアルハラスメント・パワーハラスメント、デートDV 

 
②女性研究者支援員・育成員によるメンター相談 

 部局内での女性研究者からの教育研究業務に係る相談等の中心的な役割を果たすために、女性研究者支援

員・育成員のメンター相談の体制を整備した。全学への周知の前に、男女共同参画室員会議の開催を利用し

て、メンター研修会を実施した。 
 

メンター研修会の実施 

目 的 

メンターとは、研究や教育業務、職場や学校での悩み、キャリアプラン、仕事や学業とプライベ

ートの両立などに関して、メンターである先輩の助言者が、メンティである後輩の相談者との対

話により解決を模索する方法である。各部局より推薦された女性研究者支援員・育成員が、女性

研究者をはじめ学部教員・学生・大学院生等に対して、男女共同参画や女性研究者支援に関する

情報提供や相談を行うにあたり、二次被害を防止し、安全で安心な良好な関係構築に向けて、傾

聴についての基礎的な研修会を実施する。 

 

日 時：平成 23年 4月 27日（水）15:00～16:00 

会 場：第３会議室 

講 師：中川恵利子先生（工学部心理カウンセラー） 

内 容：ワークショップ【参加型研修】 

参加者：各学部女性研究者支援員・育成員 14名 
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研修会の様子 

 

メンター相談の流れ 

①相談希望者が男女共同参画推進室に申し込み、説明を受ける。 

②支援員・育成員の先生方のリストからメンターを指名。 

③メンター担当者に推進室から依頼。 

④相談者が直接メールで連絡を入れ、相談日時を決定。 

⑤面談を行う。継続を希望する場合は、メンターに直接連絡。 

⑥推進室は、メンターから相談の終了・継続の状況のみ報告を受ける。 

＊研修終了後、ホームページやワーク・ライフ・バランス応援ハンドブック、ニュースレターにて広報 

 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 

「女性研究者育成員による相談対応」について 

自分も女性研究者の一人であることから、女性研究者育成員の役割について考えてみた。自分自身は、女

性だから研究活動に支障があると思ったことはないが、もし、女性であるが故に研究を続けていくことが不

安に感じている人がいるならば、相談することが出来る窓口があることは心強いかもしれない。不安に感じ

る人の意見を集約し、問題点を分析し、環境改善を目指すことは有効な解決方法の一つだと思う。 
                           （工学部女性研究者育成員 野々村敦子） 

 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 
メンター制度って何？ 導入している企業が多いらしいですが、制度が形骸化しているとも聞きます。私

などは全く聞き慣れない言葉です。調べてみると「プライベートや職場の悩み問題全般に関して相談する」

ということだそうです。しかしこのようなことを見ず知らずのメンターに相談するでしょうか？ 身近な人

に相談しているのではないでしょうか。仮に相談を受けたとしてもメンターは上手く相談に応じることがで

きるでしょうか。深刻な相談を受けた場合、メンター自身が思い悩むことはないのでしょうか？ 
とは言っても、着任して間もない若手研究者がメンターにサポートしてもらえれば心強いかもしれません。

メンター制度の目的、役割を明確にして、香川大学らしいメンター制度の設立を願っております。 
                       (農学部女性研究者支援員 野村美佳) 

 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
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③学内の専門家による相談・助言体制 

 平成22年11月～平成25年3月 工学部において、「女性のためのカウンセリング」を実施した。 
(工学部カウンセリング担当カウンセラー 中川恵利子) 

１．工学部でのカウンセリングの状況 

① 利用人数と男女比 

(i) 実人数とのべ人数 (ii) 男女比 

・22年度（10月～3月）   12名（のべ33名） 
・23年度（4月～3月）    22名（のべ101名） 
・24年度（4月～2月20日） 23名（のべ110名） 

・22年度（10月～3月）   約７：１ 
・23年度（4月～3月）   約３：１ 
・24年度（4月～1月）   約４：１ 

② 相談内容 

・研究・教育（授業について，論文執筆について等） 
・キャリア形成（就職について，将来について，進路について等） 
・人間関係，ハラスメント（友人関係，家族関係，異性関係，学内の人間関係等） 
・精神的な悩み（対人不安，将来への不安，研究や授業についての不安等） 
・身体的な悩み（精神的な悩みからくる身体症状，睡眠について等） 
・その他（生活全般，自分自身の性格等） 
・職員・教員とのコンサルテーション 

２．相談活動について 

工学部は男子学生が多いので，当然だが利用の比率も男子が多い。推進室設置当初，「男性が多い学部だ

からこそ，工学部に女性をサポートする女性カウンセラーを」と考えて工学部に行く事になった。相談を

定着させ，安定した相談活動をするためには，毎週相談するように計画し相談活動を開始した。しかし，

女性との直接の相談は，2年半の間で教職員とのコンサルテーションを含め57名中11名と数の上では少

ない。人数的には設置の目的を果たしてしていないように感じられる。しかし，男子学生や男性教職員を

サポートすることで，間接的に女性をサポートしている事に繋がっていた事があった。 
相談件数は，22年度と23年度を比較して，日数は倍だが，件数は約3倍に増えている。24年度も2月

20日現在で23年度の相談人数を超えた。23年度も24年度も，前年度からの継続ケースもあり，新規ケ

ースも増えた。増加した理由１つは，アナウンス方法にあったと思う。男女共同参画推進室のカウンセラ

ーは1人だが，相談室利用については大学の相談室利用の方法と分けずに「週2日，2人のカウンセラー

が来ている。どちらを利用しても構わない」と毎月の相談日をメールでアナウンスされたからだと考える。

その際，男性カウンセラーと女性カウンセラーがいる事とどちらも選べるということも言われているが，

カウンセラーの性別は，自分から相談を希望して来る学生にとってはこだわりがなかったようだ。他者か

らの紹介の場合には「女性には女性カウンセラーの方が良いのではないか」という場合があったので，「ど

ちらも選べるようになっていた」のが，相談件数増加の理由の2つ目ではないかと考える。 
男女ともに複合的に悩んでいる人が多く，特に人間関係がうまく作れずに学習面や生活面でのストレス

を解消することが難しい学生が多いと感じる。その発端は，大学に入学してからのものと，それまでの対

人関係力や個人の性格が由来しているものとに分けられるように思われる。相談内容に男女差は感じなか

った。 
23年度と24年度は，他学科からの相談があった。遠くても利用があったのは，1つには推進室が取組

んでいる「ハラスメントに関する講義」等が効果的だったことがあげられる。2つ目は，自分の学習の場
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と相談の場を分けることで，それぞれの場で安心感を得られるように相談者自身が選べる環境に合ったか

らだと思われる。複数の場所に相談室を設けたことの利点・効果だと考える。 

３．相談内容 

○相談室からみた「男女が共同して参画する社会」とは・・・ 

工学部に限らず，大学生の多くが18歳～24歳と青年期・成人期である。青年期の心理的課題は「自分

は何のために生きているのか」と言った自己の存在理由を探している時期であり，心身ともに自己のコン

トロールが難しく，葛藤を抱きやすい時期と言われている。生活環境や学習システム，人間関係が新しく

なり，ストレスが増え，それまでの自分のストレス対処方法では解決が難しい事もある。成人期の心理的

課題は「親密性の獲得」であり，自分とは異質の存在を共感し共存する事がテーマであるといわれる。相

談を受けていると，個々人の育ってきた環境や初回相談時の年齢は異なっても，その人その人で心理的課

題に向き合っていると感じる。 
工学部に進学してくる女子学生は，全学生の約1割である。その中で学習に取組むことこそがジェンダ

ーフリーではないかと思う。＜相談活動＞の所でも書いたが，相談内容等で男女差を感じたことはない。

男女関係なく，お互いを思いやる事や相手の立場に立って考える事が大切だと感じる。相手の立場に立つ

時に，性別の違いから見えてこない視点はあるので，それを十分に話を聞いたり，相手に伝えたりできれ

ば少しはストレス量が違っていたのではないかと，ハラスメントの相談を受けた時に感じる事が多かった。 
 ジェンダーに関する相談や考え方は，よく《草の根活動》ともいわれるし，今や女性だけの問題ではな

い。よって，男女を問わない継続した定期的な講義と，相談についてのアナウンスと相談室配置のそれぞ

れの継続が，より良い状況を作るのではないかと考える。 
 今後も，男女がより協力して協働していける社会に近づけるよう，自己研鑚と相談活動を続けられたら

と思う。 

 
④相談のネットワーク体制づくり 

 本学の女性研究者支援では、学内の関係機関との連携があげられる。相談についても、保健管理センター

の保健師やカウンセラー、キャリアセンターのキャリア相談員、各部局のハラスメント委員、男女共同参画

推進室のメンター教員、教育学部の臨床心理士資格を持つ教員等とネットワークを組みながら相談に対応し

た。特筆すべきことは、相談者はいろいろな機関に相談を持ちかけていることである。相談者本人の口から

いくつかの学内の相談窓口の名称が出ることが多くあった。そこで、学生等については本人に了承を得た上

で、他の機関の相談員と連携をとって解決に向けて調整を行った。また、女性に起こりがちなセクシュアル

ハラスメントや性的なトラブルを伴う相談については、特に、秘密の保持と相談者の安全に配慮しながら、

関係機関で連携し、万全な体制で臨むことが出来た。 
 ハラスメント相談が多数男女共同参画推進室にも入ることから、平成 25 年度から正式にコーディネータ

が相談員として名前を連ねることになり、ハラスメントの身近な相談窓口が固定した形で男女共同参画推進

室に一つ増えることになった。 
平成 25 年度以降は、女性研究者テニュアトラック制度も導入されることから、各部局内の女性研究者支

援員・育成員によるメンター相談が大きな役割を果たす。また、女性限定公募において採用された研究者に

ついても同様である。本事業の成果を基に、平成 25 年度には、改めてメンター制度の目的、役割を明確に

整理していく必要がある。             （男女共同参画推進室コーディネータ 長安めぐみ） 
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2-3 出産、育児、介護等の際の支援 

 
①ワーク・ライフ・バランス応援ハンドブックの発行 

 女性研究者が利用できる諸制度を紹介する冊子「ワーク・ライフ・バランス応

援ハンドブック」を男女共同参画推進室員の協力の下に作成した。育児休業や看

護休暇の取得手順や出産・育児に備えた休暇プランの立て方、上司や周りの人々

が配慮しなくてはならない事項等を具体的に掲載し、全学の教職員に配布した。

また、医学部については、別に補完する案内を作成した。 

 

 
②ニュースレターやホームページによる広報 

(i)ニュースレター・オリーブハート発行 

ニュースレター・オリーブハートを原則1か月に1回発行し、女性研究者支援や男女共同参画に関するイ

ベントや支援についての周知を図った。ニュースレターの配信は、全学メールを利用し全職員にメールで配

信した。なお、図書館・学生相談窓口・各部局窓口には、学生と外部の方用に、印刷したレターを設置した。 

 
ニュースレター発行状況 

 
Vol. 1 2010.11.1発行 
男女共同参画推進室開設（男女共同参画推進室って

何するところ？，愛称＆ロゴマーク募集）、研究補

助者配置（試行）追加募集、カウンセリング開始、

ワーク・ライフ・バランスを大切に、推進室担当者

から 
 
Vol. 2 2010.12.8発行 
四 国 女 性 研 究 者 フ ォ ー ラ ム 開 催 決 定 、

Administration Staff Meeting実施、センター入試

時の託児を実施、コラム（経済学部 岡田徹太郎准

教授）、推進室担当者から一言 
 
Vol. 3 2011.1.17発行 
四国女性研究者フォーラム、男女共同参画推進室 

愛称・ロゴマーク決定、研究補助者配置事業、農学

部キャリアデザイン講座開催、センター試験託児に

ついて、ベビーシッター割引券交付 

 
Vol. 4 2011.2.23発行 
農学部キャリアデザイン講座開催、全学向け講演会

「安心して働ける・学べる安全な環境づくり」、さん

かくバッチ、コラム（教育学部 松本博雄准教授）、

アンケート結果報告 
 
Vol. 5  2011.3.10発行 
四国女性研究者フォーラム開催報告、四国内国立５

大学による男女共同参画推進共同宣言、次世代の女

性研究者への思い（工学部 石井明教授）、学習会「豊

かな学童保育の可能性」、全学向け講演会「安心して

働ける・学べる安全な環境づくり」、第2回男女共同

参画推進委員会、宮内副室長異動のご挨拶 
 
Vol. 6 2011.4.12発行 
休養室整備、研究補助者配置事業、学童保育学習会、

「SOKUS」の活動について、研究者をめざす、勤務

への配慮事項について、WLB応援ハンドブック 
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Vol. 7 2011.5.18発行 
全学研修会について、メンター相談はじめます、研

究者をめざす、男女共同参画推進室員会議、香大っ

こサポーター養成講座 
 
Vol. 8  2011.6.22発行 
香大っこサポーター養成講座、男女共同参画推進週

間、図書コーナー設置、香大っこサポーター養成講

座報告、研究者をめざす、県内女性研究者支援連絡

会、ベビーシッター割引券 
 
Vol. 9  2011.7.12発行 
児童サマースクール、全学研修会実施報告、香大っ

こサポーター養成講座、研究者をめざす、看護学科

研修会、ベビーシッター割引券 
 
Vol. 10  2011.9.1発行 
児童サマースクール、全学研修会報告、幸町参画研

修会、オープンキャンパス相談コーナー 
 
Vol. 11  2012.1.25発行 
ワーク・ライフ・バランス制度について、香大っこ

ルーム開設・便利な休暇制度、学生向け啓発講座（上

野千鶴子さん）、インタビュー（小豆島ガール）、各

キャンパスでの啓発講座、教授会を利用した啓発講

座、次世代育成キャリアデザイン講座、出前講座・

相談コーナー、かがわ教育男女共同参画フォーラ

ム、研究促進 全学研修会、中・四国国立大学共同

宣言、第2回四国女性研究者フォーラム、内閣府の

冊子「共同参画」に掲載、工学部石井明教授 副室

長就任、ワーク・ライフ・バランス講座 
 
Vol. 12  2012.2.22発行 
RiJiカフェ、アンケート、病児移送サービス、WLB
講演会、第 2回女性研究者フォーラム、HP リニュ

ーアル 
 

 
Vol. 13  2012.3.19発行 
竹村和子遺作展、RiJi カフェ、病児移送サービスの

登録 
 
Vol. 14  2012.5.23発行 
推進室利用案内、病児移送イベント案内、幸町キャ

リアデザイン講座開催報告、男女共同参画支援員・

育成員紹介 
 
Vol. 15  2012.6.27発行 
男女共同参画週間、キャリアデザイン講座開催、香

大っこサポーター募集中、研究補助者公募開始、ベ

ビーシッター券発行中、女性教員を増やす理由 
 
Vol. 16  2012.7.24発行 
9/26 WLB 講座、キャリアデザイン講座、科研費申

請補助員派遣、女性研究者SNS、児童サマースクー

ル募集、研究補助者下期募集開始 
 
Vol. 17  2012.9.11発行 
ロールモデル集、児童サマースクール、オープンキ

ャンパス、イクメン研修会 
 
Vol. 18  2012.10.19発行 
柳田邦男講演会案内、WLB講演会報告、デートDV
防止研修会、女性医師の集い、合同評価セミナー、

出前講座、休日出勤時の託児事業 
 
Vol. 19  2012.12.20発行 
デートDV防止研修会、男女共同参画シンポジウム、

男女共同参画推進体制継続、香大っこサポーター、 
柳田邦男講演会、幸町キャリアデザイン講座、次世

代育成出前講座 
 
Vol. 20  2013.2.12発行 
介護講座、研究補助者募集、セクシュアルハラスメ

ント研修会、幸町研究者研究交流会、センター入試

時の託児 
Café Seigo Open！ 
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(ii) ホームページの作成・更新 

 男女共同参画推進室の最新の情報をホームページに掲載し、女性研究者にとって必要な支援情報を更新し

た。保育園や学童保育等の情報が検索できる「子育てマップ」や香大っこサポーターの登録フォームも掲載

し利用者の利便性を図った。アイコン等をわかりやすく楽しめるものに工夫した。 
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(ⅲ) SNSの活用 

 SNS「四国女性研究者フォーラム」を開設 
平成 23 年 1 月に女性研究者のネット上の交流スペース SNS「四国女性研究者フォーラム」を開設した。

第 1 回四国女性研究者フォーラムにおいて、四国各県から集まった女性研究者に案内を行った。現在、20
名の登録者があり、13のコミュニティを開設している。 課題としては、女性研究者に対象を特化したこと

で、事務職員や男性研究者、学生等を除いた形で運営をしている。女性研究者はなかなか時間的な制約があ

り、頻繁な書き込み等の積極的な利用に繋がっていない。事業終了にあたり、開設の継続は決定しているが、

だれでもが気軽に参加できる男女共同参画に関するSNSへの改修を計画している。 

 
SNSの登録説明とコンテンツの紹介画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

︲72︲

第
Ⅱ
部

事
業
実
施
報
告



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③病児に関する支援 

 女性研究者の病児・病後児保育を本学内で行うことの有効性・必要性、運営の在り方等について、男女共

同参画推進室では、平成 23年 11月に子育てに関するアンケートを実施し、実態や要望の集約を行った。ま

た、病児保育施設の設置には時間を要するため、民間タクシーを利用した病児移送サービスを発案し、制度

として平成 23年 11月より登録を開始した。（5-1⑭民間タクシーを利用した病児移送サービスの実施を参照） 

医学部附属病院のワーク・ライフ・バランス支援室との連携が実り、平成 24年 4月医学部キャンパス内に、

病児・病後児保育施設が設置された。（5-2②病児・病後児保育施設の設置を参照） 
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④保育に関する情報提供 

 コーディネータが相談対応するにあたり、関係機関と調整し情報提供を行った。連携先は以下の通りであ

る。女性研究者のみならず、留学生の大学院生や男性教員からの保育所への入園等の相談も受け付けた。特

に遠方から転勤や入学でやってくる県外の女性研究者や大学院生等にとって、身近な相談窓口が学内にある

ことの意味は大きい。 

 
保育に関する情報入手先 

連携先 連携内容 

高松市健康福祉局こども園運営課 保育園入園にかかる情報 保育園情報、入園手続き、保育園の受

け入れ情報等 三木町住民生活課 子育て支援係 保育園入園にかかる情報 

高松市健康福祉局子育て支援課 病児保育に関する情報 
病児・病後児保育施設情報、病児保育

施設利用登録等 

 
⑤分散キャンパスの対応 

 本学は、4か所の分散キャンパスに分かれており、各キャンパスは市街地(幸町キャンパス)、市街地郊外（工

学部）、町村部（農学部）、近隣民家が存しない場所(医学部)とそれぞれ立地条件が異なる。各キャンパスの

女性研究者のニーズや対応すべき取組のあり方に対応すべく、平成24年11月の病児移送サービスの開始に

合わせて、技術補佐員を医学部・農学部・工学部の巡回相談員として、医学部に配置した。巡回相談員は、

各キャンパスでのイベントの調整や研究補助者の業務管理、病児移送サービス、アンケートの集約等で各キ

ャンパスにおいて活躍した。課題としては、男女共同参画推進室から離れたところでの単独の業務になるた

め、連絡調整に手間がかかった。将来的には、ワーク・ライフ・バランス支援室に担当者を配置し、男女共

同参画推進室との調整を図ることが望まれる。 

 
⑥ワンスストップサービス機能 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
○ワンストップサービスの利点と効果 

2-2女性研究者の相談等の整備 ①男女共同参画相談（オリーブハート相談）の実施で示した通り、男女共同

参画推進室のコーディネータの相談業務における役割は大きい。常に常駐しているので、予約なしの急な電

話相談にも対応ができ、面談につなげることが出来た。保育園の入園や学童保育の受け入れは、転勤者や復

職者にとって、スムーズな教育研究業務のスタートには欠かせない。また、病児の対応は思いがけない時期

に対応しなくてはならず、単身で子育てに取組む多くの女性研究者にとって、負担が大きい。そのような状

況の中で、様々な個人的な問題について、丁寧に状況を聞き取り、問題解決を一緒に図ってもらえることは、

女性研究者にとって大変心強い。インターネット等で情報収集はできるものの、リアルタイムの保育園の空

き状況等は、直接行政の窓口や個々の保育園に連絡し相談し手間をかけて情報を得る必要がある。忙しい女

性研究者にとって男女共同参画推進室の個別の相談は、両立する上で、便利なサービスとなった。また、大

学の既存の窓口ではいずれも対応しきれなかったという点でも効果があった。相談者にとって、ほんの一時、

少しの手助けを得ることで、精神的にも負担が軽減することが相談の中で見て取れ、小さな子どもを抱え、

慣れない土地で研究と子育てを両立するためには、欠かせないサービスであることがわかった。 
 (男女共同参画推進室コーディネータ 長安めぐみ) 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
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⑦ 香大っこサポーターの養成・活用 

 香川大学で子育てに取組む女性研究者の支援の一環として、学生による託児ボランティア「香大っこサポ

ーター」の養成を行った。本学は教育学部があり、保育に関心を持つ学生が多い。休日出勤時やサマースク

ール等の一時保育の託児に対応できる人材を育てるべく、専門の講師を招いて、6回の講座を開催した。 

 
平成 24年度サポーター養成講座 実施内容 

日程 時間 科 目 担当者 

6月1日(水) 12:30～ 香大っ子サポーターの活動と個人情報の保持 
男女共同参画推進室 

長安コーディネータ 12:50～13:40 講座①仕事も家庭も、安心して続けるために 

13:50～14:25 講座②子どもの発達とあそび 香川大学教育学部 
松本博雄 准教授 

6月29日(水) 13:00～14:00 講座③大学研究者の仕事と研究そして暮らし

  
香川大学農学部 

野村美加 准教授 

14:10～15:40 講座④子どもと楽しく安全に過ごすために 託児ボランティアあゆみ  

梶ヶ谷真知子さん 

7月6日(水) 13:00～14:00 講座⑤共稼ぎ家庭のイクメンパパのとりくみ 香川医療生活協同組合 
法人本部組合員活動部 
岸本大助さん 

サポーター養成講座の様子 

 
○サポーターの登録フォーム 

 サポーターの登録を簡易なものにするために、平成 23 年度に登録フォームを作成した。講座を受講した

学生に、個人情報の入力をお願いし、サポートについての希望を尋ねている。 
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サポーター養成講座履修・登録状況 

開催日 学生 職員 一般 DVD 

平成 23年度 

6月 1日 7名 11名   

8名 6月 29日 8名 7名 4名 

7月 6日 5名 5名 1名 

平成 24年度 

 適時受講       7名 

1月 11日 

（フォロー講座） 
2名 1名   2名 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

○香大っこサポーターの養成と活動の現状 

 人が学ぶ上で、どんな場で学ぶのかということは、学びの内容に決定的な影響を与えます。このことを大

学教育の文脈で言いかえれば、学生にどんな学びの場を提供できるのかというかたちで言い換えることがで

きるでしょう。 

大人の思い通りに動くわけではない「子ども」についての学びを深める上では、座学に加え、実際に子ど

もと向き合う経験が大きな手応えとなります。そのような意味で、男女共同参画推進室によって平成23年度

より準備された「香大っこサポーター」の活動は、本来の目的である育児支援を超えて、学生にとって有益

な学びの場として成り立つ可能性をもった活動だと感じます。平成23年度は8名、24年度は7名と、まだその

数は多くはありませんが、教育学部だけではなく、経済学部や法学部、農学部の学生からなる多様な仲間で、

夏のサマースクールやセンター入試の託児、一時保育等に力を尽くしてくれました。 

 男女共同参画推進室の活動のねらいは、狭い意味での女性支援や育児支援ということではなく、それも含

めて大学にかかわるすべての人が豊かに過ごせるよう支えることだと考えます。つまり、参画推進室の活動

は、香川大学の構成員一人ひとりに関係すると同時に、私たち一人ひとりがアイデアを出して創り上げてい

くものです。香大っこサポーターによる一時預かりの活動は、産声をあげたばかりゆえ、保険の問題や保育

スペースの問題など、これから解決せねばならない問題があることも確かです。とはいえ、何事も形になる

には一定の時間がかかるもの。課題を前向きに出し合いながら、育児支援と学生の学びを有機的に切り結べ

る可能性をもった「香大っ子サポーター」活動を、少しずつ育てていきたいものです。今後ともご支援のほ

どよろしくお願い申し上げます。 

(教育学部女性研究者支援員 松本博雄) 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

香大っこサポーター養成講座を通じて、学生のサポーターが女性研究者の置かれている現状を知り、支援

の必要性を理解することができた。育児と仕事の両立を支援する社会資源（託児施設・病児保育等）の実践

に触れ、実際に育児に取組む女性研究者や企業の男性社員から子育てと仕事の両立の体験談を聞く中で、学

生自身のワーク・ライフ・バランスの意識啓発に繋がった。平成23年度は8名、平成24年度は7名の学生がサ

ポーターとして登録した。また、「初心者マークのパパママ講座」として本講座を受講した教職員にとって、

子育ての問題を共有する機会になり、ワーク・ライフ・バランスについて学内にむけて周知する機会となっ

た。問題としては、チラシ等を多数配布し広報に努めたが、学生の参加が伸びなかった。学生が教職員のための

託児をイメージしにくかったことも影響した。平成24年度からはＤＶＤ受講も実施し利便を計っている。実際、子

どもにかかわった学生からは、とてもいい経験になったという前向きな感想が寄せられている。大学の関係者の子

どもを構成員が暖かく見守っていく体制作りの一助となった。（男女共同参画推進室コーディネータ 長安めぐみ） 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
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○サポーターの活用 

 登録した香大っこサポーターの活用の場として、本学経費で行っている休日出勤時の託児があげられる。

民間サポーターの託児ボランティアあゆみと協働で、センター入試時の託児を体験した。また、夏季のサマ

ースクールでも、小学生の子どもたちの宿題や遊び相手をした。長時間の保育となると学生の負担が大きい

ので、できる限り交代制にし、子どもも学生も安心な保育を心掛けた。 

 
○フォローアップ講座                                           平成 25年1月 11日 

 センター入試をまえに、託児を手伝う予定のサポーターにむけて、フォローアップ講座を実施した。事前

に DVD 受講をしていた学生であるが、実際の講座を通して具体的な新たな学びがあった。子どもの気持ち

になって接すること。預かる予定の子どもたちの好みに合わせて、遊びを準備しておくこと。何より安全に

預かり時間を過ごすことなど、経験豊かな民間の託児ボランティアの興味深い話に耳を傾けていた。 

 
 

 

⑧ファミリーサポートの広報 

 本学の近隣に職員宿舎があることを踏まえ、職員の家族

に協力を募り、女性研究者の乳幼児や児童の一時預かりの

可能な家庭の発掘、調整、情報提供することが、事業計画

に盛り込まれていた。 
 子どもの一時預かりにあたり、保険等の怪我の保障が問

題になるため、公的な機関であるたかまつファミリーサポ

ートセンターの制度を利用し、教職員の家族に登録に関し

て情報提供と協力をお願いした。 
 現在のところ申出はないが、今後も定期的な声掛けを続

け、職員間の自助の関係づくりを作って行きたいと考えて

いる。 
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香大っこサポーター養成講座 開催報告 ニュースレターvol.8より 

 

香大っこサポーター養成講座 開催報告 ニュースレターvol.9より 
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香大っこサポーター募集記事 ニュースレターvol.15より 

 

⑨キャリアカウンセラーによる相談 

平成２３・２４年度農学部において、女子学生のための

キャリア相談を特設で年６回実施した。 

本学農学部は女子学部生が半数を占めており、平成 24

年度の農学研究科の女性比率は 38.3%と順調に高くなって

きている。本事業のミッションである自然科学系の大学院

進学を促すための働きかけの一つとして、キャリア支援セ

ンターの協力を得て、女性カウンセラーによるキャリア相

談を実施することとした。 

学部生が進路を考える上で、身近な先輩のロールモデル

に触れるキャリアデザイン講座とキャリア相談は、キャリ

アパスを形成する上で、重要な働きかけであると考える。

試行的に実施した農学部のキャリア相談については、平成

25年度からは、キャリア支援センターの相談の中に組み込

む形で、同じ女性のカウンセラーによる継続的な相談を計

画している。 
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⑩出産・育児に関する医療情報の提供 

 ホームページ上に「子育てマップ」を作成し、女性研究者が保育園や小学校、学童保育等の施設を検索し

易くしたが、それに加え、病児・病後児保育施設の情報も掲載した。また、女性研究者支援員・育成員には、

教育学部の障害児教育の専門の者や医学部医学科、看護学科の医療の専門の者もいるため、気軽に出産等の

病院について尋ねる等の情報提供が可能になった。 

当初の事業計画では、医療情報の提供が内容に盛り込まれていたので、ワーク・ライフ・バランス応援ハ

ンドブックの編集に際して、医療情報を掲載するかについて、男女共同参画推進室室員の中で議論した。そ

の中で、医療情報については、個々人の選択や判断に当たるものである、この病院がいいと安易に薦めるわ

けにもいかない、個人医院を含めると医療情報は膨大になる等の意見が出された為、ハンドブックへの医療

情報の掲載は差し控えることになった。なお、相談の場面では、コーディネータが情報を集め、相談者から

の希望があった場合には、情報提供し対応することになった。 

 

⑪学童保育に関する情報提供  

社会資源学習会「豊かな学童保育の可能性」報告 

「豊かな学童保育の可能性」というテーマで学習会を男女共同参画推進室と医学部ワークライフバランス

支援室の共催で実施した。学童保育は、地区や施設によって制度も異なり特色がある。施設によっても取組

もさまざま。今回は、岡山県学童保育連絡協議会より角野いずみ副会長と青野雅世事務局長にお出でいただ

き、先進的な保護者参加型の学童保育の取組について学習を深めた。また、近隣の市町村からも担当職員に

参加いただき、現在の高松市・三木町の学童保育の状況、

平成 25年度の「子ども子育てシステム」導入後の制度改変

にむけて、国の動き等についてご助言いただいた。 

 

日時：平成 23年 3月 15日(火)16:00～18:00 

場所：香川大学医学部管理棟４階会議室１ 

参加：ワーク・ライフ・バランス支援室室員・相談員、男 

女共同参画推進室室員 18名(男性 3名女性 15名) 

 

○「学童保育の全国の動きと制度について」 

青野雅世先生 岡山市政田ポプラくらぶ指導員 岡山県学童保育連絡協議会事務局次長 

 学童保育が始まったのは1948年、やっと「放課後児童健全育成事業」として法制化されるまで 50年掛か

った。2007年には厚生労働省が「放課後児童クラブガイドライン」を策定、しかし、この基準に至らないク

ラブがたくさんあり「最低基準」に位置づけられなかった。2010年「子ども・子育て新システムの基本制度

案要綱」が発表され、介護保険的な給付制度が検討されている。親が安心して働き続けるために生まれた学

童保育は、働く親を支えることで家庭全体を支える。子どもの健全な育成を図ることは変わることのない役

割である。学童保育は親のがんばりなしでは、充実に向かわない。かつて学童保育の子どもたちは「昼間の

兄弟」と呼ばれていた。子ども同士が安心できる生活の場で成長し合うために、保護者が主体的に関わるこ

とが必要である。単に安全確保や学習支援、遊びがあればいいというものではない。新システム導入にあた

り、民間参入した際、だれが監督し、だれが責任を取るのか。取組を守れるのかを見守っていく必要がある。 
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「学童保育の豊かな取組実践に学ぶ」 

角野いずみ先生 津山市北小ひなづるクラブ指導員岡山県学童保育連絡協議会副会長 

保護者の願いで始まった学童保育。新システムが導入されることを懸念している。学童保育は地域福祉の

子育て支援の一つである。子どもたちの生活の場であり、命を育て成長させていく場である。子どもたちが

行きたい「楽しい毎日」の中、ありのままの自分を受け止めてくれる大人、友だち、時間が放課後に保障さ

れている。今の子どもたちは忙しく“たまにはゆっくりしたいんじゃ”という声もよく聞きく。子どもは喧

嘩することもあるが、子ども同士がしっかり思いをぶつけあった後、「みんなつらかったんだね」とそのまま

を受け止めてやると、気持ちを改め、関係を修復する育ちを見せてくれることもある。たくさんの OB や

OB の保護者が取組に参加している。保護者会は親が

楽しまなくちゃという感じ。高学年の継続利用を認め

ており、4 年生からの高学年活動は、学年ごとの野外

活動を重視している。地域の祭りに参加し、翌日はゴ

ミ拾いをする。天文台へ泊りがけで出かける。35キロ

の長距離のサイクリングに挑戦する。外部の野外活動

アドバイザーの方などにも協力してもらっている。 
(続いて取組のDVD視聴)子どもたちも、かかわる大

人も生き生きとした笑顔で活動していた。 
 

○参加者からの質問「高松市と三木町の取組について教えてほしい」 

 ☆助言者 高松市子ども未来課 石原敏滋 係長 

 子ども未来課は、民間の学童保育に補助金を出している。新規の事業所はない。NPOが１つと個人でさ

れているところ、あとは保育園が運営してる。小学校6年生まで受け入れており、時間19:00までと柔軟。

夏休みの希望が多く、利用は平日の倍くらいになっている。また、児童館で実施している放課後児童クラ

ブを管轄している。こちらは小学校3年生までで登録制で定員がない。時間は放課後から18:00まで。 
 ☆助言者 高松市教育部生涯学習課 長門 等 係長 

各小学校区の留守家庭児童会の学童保育を管轄している。

対象は1年生～3年生。時間は18:00までで保護者の迎えが

原則。3月に申請登録してもらい、待機児童が全体の20％と

いう状況。余裕のあるところと過密しているところがある。

夏休みのみの利用や長時間延長などの希望も寄せられている

が、なかなか人員や施設の関係で応えられない状況。平成25
年度から6年生まで受け入れる方向性が出されているが、課

題は大きい。 
 ☆助言者 三木町教育総務課 田岡和代子 副主幹兼係長 

 三木町の学童保育は、空き教室や校内プレハブ、近くの公共施設などを使った8クラブがある。平成22
年度は180名程度の児童が利用し、長期の休業中の利用は50名程度であった。対象は1年生～3年生。時

間は放課後～18:00 まで。休業中は 8:30 から。朝早くから預かってほしいという希望が多いため、施設に

よっては代替職員を入れて朝の受け入れをしているクラブもある。4 年生以降の利用の希望について、全

町民対象にアンケートを取ったところ、年間では26名、休業中は66名の希望があった。今後、希望の取

組を実現し進めていく予定である。 
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○制度を動かす一助となった女性研究者支援の取組 

 平成23年3月15日に実施した学童保育に関する学習会は、香川大学近隣の高松市、三木町の学童保育担

当者を招き、高学年の受け入れを実施している先進地域の保育担当者の実践報告を共有した。参加者は、高

学年のリーダーが主体的に活躍する縦の関係を重視した豊かな保育の有り様に感動した。それは、行政の担

当者も同様であった。そして、質問で出された、三木町の市民アンケート結果に基づき、高学年の受け入れ

を平成23年度から実施するという情報は、高松市の担当者は知らなかった様子であった。この議論の中で、

4 年生の春以降は、学童保育の受け入れがないことを、親はとても不安な思いで過ごしていることを直接訴

えることができた。また、その後も、学内で「子育てに関するアンケート」を実施し、学童保育に関する 4
年生以降の保育と延長保育の希望を取りまとめ高松市に届けた。その結果を受けてではないが、時代の要請

もあり、平成24年度から高松市においても、4年生の受け入れが認められ、7時までの延長保育も可能にな

った。行政を交えた学習会が制度を見直すきっかけに繋がったと思われる。 
(男女共同参画推進室コーディネータ 長安めぐみ) 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 
安心・安全な子どもの居場所を～みんなの輪を広げて～ 

学習会講師 岡山県学童保育連絡協議会 元事務局次長 青野 雅世 氏  

 
 香川大学での学童保育学習会やアンケートでの要望の集約が市の行政に届けられたことで、保育時間の

延長や高学年の受け入れへの制度改善の一助になったことをうれしく思っています。 
 子ども達が巻き込まれる悲しい事件・事故のニュースは途切れることがありません。どうしたらよいの

か、親として、子ども達の成長の現場に立つものとして悩みは尽きません。 
 乳幼児期・学童期は、子ども達が自分の花を咲かせるための根っこを育てる大事な時期です。学童期に

は、そろそろ小さなかわいい芽が膨らんで来る頃でしょうか。 
 しっかりとした根っこが無くては、後からどんなに肥料を与えても、大きく丈夫な花は育ちません。そ

んな子ども達の大事な時期に、安心・安全な育ちの場所を…との願いで作られたのが学童保育です。親が

安心して働けるという事は、その家族を支える基本です。 
 学童保育に関係するみなさんの頑張りで、その事業は拡充を続けています。でも、安心・安全な育ちの

場を…という願いには、まだまだ遠いのです。保護者の働き方は時代の要請から多様化しています。職場

環境も厳しさを増しています。家族の有り方も多様化しています。子ども達は、その中に身を置くしかあ

りません。 
 私たちは、どうしたら子ども達の笑顔を守れるのでしょう。保護者は、指導員は、互いに協力し情報交

換し知識を蓄え、それを力にして手を携えて、これからも一つひとつ拡充していくしかありません。仲間

を作り、仲間と共に一歩一歩です。 
 子ども達は、しっかりとおとなの背中を見ています。そこから発せられる言葉を聞いています。仲間と

一緒に確実に前に進むおとなの姿を頼もしく思い、憧れを持って見守ってくれます。そして子ども達は、

しっかり私達を応援してくれます。そんなおとなの姿は、自ずと子ども達の発達モデルになっていきます。 
子ども達が自尊感情を育てて、素敵な自分だけの花を咲かせていくように、私達は慌てず諦めず、しっか

り子ども達の隣にいて、その笑顔のために、これからもみんなで力をつけて行きましょう。 
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⑫介護講座の開講 男女共同参画 男性のための介護講座 

女性研究者を家庭で支えるパートナーに介護の参画を促す目的で介護講座を開催し

た。計画では女性研究者向けの講座を企画していたが、男性に向けての介護講座の必

要性を訴えるアンケート等の声に反映して、本講座を実施した。今後、連携を深める

べき香川県長寿社会対策課の担当者にも登壇をお願いし、男性教職員が多い工学部に

おいて、講座を実施した。 

 
目 的： 我が国の75歳以上人口の割合は現在10人に1人の割合であるが、2030年には5人に1人、2055
年には4人に1人になると推計されている。そのような超高齢化社会では、介護は女性だけの問題ではなく、

男性も引き受けて行かなくてはならない。働き盛りの40代～50代のリーダー世代の介護負担増は、職場に

も大きな影響を与えると言われている。これからやってくるであろう男性介護時代にむけて、今回は、男性

教職員の多い工学部で講座を開催し、男性教職員における介護への参画と仕事や研究の両立問題について、

講師を招き、情報提供する機会とする。なお、一般市民および近隣の企業の方にも広報を実施し参加を呼び

掛ける。 

 
日 時：平成25年2月21日（木）16:00-17:30 
講座名：「できる男性のための介護講座」（介護男性を応援したい女性も大歓迎）  
講 師：香川県健康福祉部 長寿社会対策課保険者指導グループ課長補佐 門田 滋 氏 

香川大学医学部看護学科 清水裕子 教授との対談 
場 所：香川大学工学部6号館3階 6301室 
参加者：香川大学林町キャンパス教職員及び全学職員、近隣の企業の方 30名(男性18名) 

 
感 想：講座参加者の3割が実際に介護を要する家族を抱えており、本講座については、91.3％が満足と答

え、介護に関する情報を専門家から聞きたいという要望が強かった。 
・介護保険が社会にいかに役立っているかが分かった。要介護認定を受けた時のサービスが理解で

きたので、ある程度の安心が得られた。 
・介護保険の認定申請について、初めて知りました。勉強になった。 
・直接介護する人はいないが、周りの状況から少し気になっていた。 
・今日は介護における様々なサポート等を聞くことができて良かった。 

など、良好な回答が多かった。初めての男性向け講座を実施したが、介護に関する関心度は高く、今

後は本講座を全学によびかけ定期的に開催を計画していくことになった。 
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男性の介護者はすでに30%に達するとの報告がある。今日、市民生活における介護の負担は大きな社会問

題であると同時に、女性に過剰な負担とされてきた介護も、男女共同参画の時代になった。今日の介護課題

は、男性による介護、おひとり様介護など多岐にわたる対応が必要になってきたことである。今回は、多く

の男性の参加者をえて、男性ならではの介護の「事情」を共有した。制度的支援について香川県長寿社会対

策課保険者指導グループ門田様からの講話をいただき、看護学心理学の立場から、介護のポイントを応答形

式で解説した。特に息子と母親の関係での介護の特徴、疾患由来の介護の特徴、「そばにいる見守りの介護」

と「手続き刺激としての声かけ」によるアプローチ、記憶を補う介護のポイント、薬物療法の考え方などに

ついてやり取りを行った。認知症が介護者の認知の枠組みにより困難になる状況を回避するため、正しい知

識と関係の結び方を今後のヒントとして共有した。          
(医学部女性研究者支援員 清水裕子) 

 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 
 

 

 
男女共同参画 男性のための介護講座の講師所感 

香川県健康福祉部 長寿社会対策課保険者指導グループ 

門田 滋 課長補佐 

 

当初のご依頼の内容は「男性のための介護講座」ということでしたので、具体的な介護方法、介護サー

ビスを使うための手続き等が最初に頭に浮かびました。しかし「介護」をするということは、相手の人生

そのものに関わる面が大きいことから、人生という長期スパン、価値観という精神面に踏み込んだ大きな

話になってしまいました。 

参加者のみなさまは、具体的には実務的な知識を得たいのだろうと思ったので、その部分は資料形式で

まとめ、意見交換の場で話す機会があるだろうという予想でした。結果的には、意見交換が認知症に大き

くシフトしてしまったこと、大学の勤務形態が議論の中心となったことから、私共にあまり出番がなく、

資料の構成に難があったのかなと少し反省しております。 

いずれにしても、私共は、住民対象の講座を開催する際には、たくさんのことを一度に伝え切ろうとせず、 

 １．ともかく相談先を持つ 

 ２．最初の窓口を知る 

 ３．一人で抱え込まない 

 ４．任せっ切りはだめ 

程度のことが伝われば、ほぼ成功だろうと思っています。そういう意味では、ある程度の役割は果たせた

のかなと思っています。 
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2-4 研究の時間と育児等に係る時間の両立の支援 

 

①研究補助者の配置 

 平成 22 年度 10 月より出産・育児及び介護（以下「出産・育児等」という。）と両立させつつ、優れた研

究活動を行おうとする自然科学系女性研究者に対して、研究補助者（研究業務を補助する者）を配置した。

出産・育児・介護等の事由に要する時間中も当該研究の進捗を図り、当該女性研究者の研究を支援すること

を目的とし、研究補助者制度を開始した。支援期間は半年と定め、週 30 時間を上限として（当該年度の申

請数・予算に応じて調整）研究補助者を雇用する費用を補助した。最終年度の平成 24 年度には自然科学系

に限らず、すべての分野の女性研究者および配偶者が大学等で研究に従事している男性研究者にも、女性研

究者の支援につながるということで支援対象を拡大して実施した。 
(a) 研究補助者制度の実績 

利用者の内訳                     支援要件 

(b) 研究補助者の配置による成果 
研究補助者を配置することが、研究の促進につな

がったのか。この問いに対して、研究補助者を配置

する前と配置した後の同じ月数の研究業績を遡って

調査した。回答した16名の研究者の業績（論文数、

著書数、特許出願数、特許登録数、外部資金獲得件

数、受賞数、学会等発表数、これらの総数）を次頁

の表と図に示す。表中の灰色の網掛は、配置後に業

績数が増加した項目である。論文数と発表等が増加

した者がそれぞれ 7 名(44%)、12 名(75%)。なにか

しらの業績が増加した者が、15名(94%)であった。  
一方、図は、各業績についての配置前後での業績

数の変化状況である。配置することによって各業績

とも悪化する者は少なく、逆に短期的な成果として

現れる学会等の発表件数が増加した者は14名(88%)、
また、科研費等の外部資金獲得件数が増加した者は

5名(31%)と、配置事業の成果が確実に挙がっている

ことが読み取れる。 
 これらの成果に基づいて、本学では女性研究者研

究活動支援事業が終了した後も、研究補助者の予算

を獲得し、配置事業を続けていくことを決定した。 

職位 2010 2011 2012 

教授 5 8 8 

准教授 3 5 5 

講師 1 1 2 

助教 2 3 3 

計 11 17 18 

支援要件 2010 2011 2012 

出産・育児 3 9 10 

介護 3 4 4 

単身赴任 4 3 2 

委員会負担 1 1 2 

計 11 17 18 

平成25年度配置募集のポスター 
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研究補助者配置前後の業績状況 

 

研究補助者配置前後の業績の変化 

 

0

2

4

6

8

10

12

14

16

人
数

増加

変化なし

減少

A 前 9 2 0 0 4 0 26 41
准教授 後 1 0 0 0 4 1 20 26

B 前 2 0 0 0 0 0 5 7
講師 後 4 0 0 0 1 0 12 17
C 前 4 0 0 0 2 0 7 13

教授 後 4 0 0 0 4 0 18 26
D 前 12 2 0 0 7 0 14 35

教授 後 3 3 0 0 7 0 27 40
E 前 1 0 0 0 0 0 0 1

准教授 後 4 1 0 0 2 0 2 9
F 前 3 1 0 0 1 0 4 9

教授 後 5 0 0 0 1 0 7 13
G 前 3 0 0 0 0 0 5 8

助教 後 3 0 0 0 1 0 8 12
H 前 1 0 0 0 1 0 1 3

教授 後 7 1 0 0 0 0 7 15
I 前 1 0 0 0 1 0 4 6

教授 後 4 0 0 0 1 0 7 12
J 前 3 0 0 0 6 0 13 22

教授 後 3 0 0 0 6 1 13 23
K 前 2 0 0 0 2 0 7 11

准教授 後 7 1 0 0 0 0 7 15
L 前 0 0 0 0 0 0 0 0

教授 後 1 0 0 0 0 0 4 5
M 前 2 0 0 0 4 0 4 10

教授 後 2 0 0 0 3 0 14 19
N 前 3 1 0 0 4 0 0 8

講師 後 1 0 0 0 1 0 0 2
O 前 1 0 0 0 0 0 4 5

助教 後 0 0 0 0 0 0 6 6
P 前 2 1 0 0 0 0 0 3

教授 後 0 1 0 0 1 0 2 4
前 49 7 0 0 32 0 94 182
後 49 7 0 0 32 2 154 244

8

合計 309

総数配置 著書
特許出

願
特許登

録
外部資

金
受賞 発表等

13

12

9

9

氏名 論文

28

21

21

16

14

13

配置月
数

30

30

28

28

28
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 (c) 研究補助者配置による効果 

 研究補助者を配置している研究者は、研究、家庭、精神的効果について、下記のように答えている。 

 

 
 前ページの研究補助者の利用前後の業績状況を見てみると、発表等社会的な貢献がぐんと増加しているこ

研究への効果 

 「データ整理」等にかかっていた時間を「データ分析」にかけることができ、

分析が進んでいる。 

 秋の圃場でイネの形質調査、収穫作業を補助してもらい、体力的にも非常に助

かった。また、平日に効率的に研究を行う時間も確保できるようになった。 

 厚生科研や科研挑戦的萌芽研究を申請することができた。 

 論文 1 報を書き上げ、さらに共同研究している研究者の論文作成時（計 3 報）

において議論に参加することができた。 

 該当テーマは分属学生のテーマではなく新規なテーマであったため研究補助者

の採用があったからこそできたテーマである。 

 看護師免許を有する補助者により、患者の受診状況に合わせてのデータ収集が

可能となり、データの取りこぼしがなくなる。 

 データ分析を探索的に進め、その成果を国内学会で 6 演題発表し、批判的考察

を収集できた。 

 研究室の研究資料は常にデータ保存や整理が必要であり、教育活動のため手つ

かずの状態になりがちだが、補助者により整理され、日常の研究活動スペース

を確保することができた。 

 本制度によって仕事の継続と研究の続行ができ、キャリアを積むことができて

います。 

家庭への効果 精神的効果 

 夜に行う研究業務が減少し、8時には帰宅し、

子どもの世話をすることができた。また自分自

身の健康も守ることができた。 

 「手伝ってくれている」という安心感は「仕

事と育児を可能な限り両立させたい」という

気持ちの支えとなっている。 

 研究と介護が可能となりました。 
 研究補助者がいることにより、心に余裕がで

き、教育・研究に費やす時間を確保できてい

る。 
 夫婦ともに大学の研究者をしていると、どうし

てもどちらかが高松にいることができない期

間が生じるが、研究補助者がいることにより、

私自身もこちらの仕事を依頼し子どもの送り

迎えに行くことができたし、妻も私に補助者が

ついていることにより、外国での仕事に出かけ

てそれをやり遂げることができて大変ありが

たかった。 

 補助者にどこを任せるかを考える必要が出

てきたため、仕事を計画的に進めるようにな

り、全体的に少し余裕のあるスケジュールに

なってきたと思います。育児中は子どもの突

発的な用事（病院等）に対応する必要がある

ため、多少の余裕が生活自体をスムーズにし

てくれると実感しています。また、任せられ

るところを補助者に任せることによって、集

中して仕事に取組むことができ、育児にも幾

分かは精神的余裕をもつことができるよう

になってきたように思います。 

 限られた時間内に研究の進展をみることがで

きた。また、それにより家事、育児や学校行事

への参加も無理なく行うことができた。 
 研究活動の進展がスムーズになり、その分、余

裕を持って日常生活を送ることができること

により、落ち着いて子どもと過ごすことができ

たと思っている。 

 精神的に研究補助者に依頼できる準備内容

があるという余裕から生まれる発展性は見

逃せないと思う。 
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とが見て取れる。調査にあるように、「研究補助者がいることにより、心の余裕」「手伝ってくれているとい

う安心感」といった精神的な効果も大きい。保育や介護等に取組む研究者に尋ねると声をそろえて「時間が

ない」と訴えるが、研究補助者はその時間を確保する上で有効である。その結果、研究が捗り、結果が引き

出され、評価につながり、モチベーションが上る。「余裕から生まれる発展性」へと展開している。また、夫

婦で研究者をしているカップルにとって、男性側に研究補助者をつけることにより、保育園の送り迎え等の

家庭への参画が進んだという家庭へのプラス効果も現れた。そして、本学では、介護についても研究補助者

をつけているが、教授クラスの大学運営にかかわる女性研究者が、多忙な業務と研究そして家族の介護を両

立させるためにも、研究補助者がサポートすることが力になっている。 

 

【研究補助の成功事例】 

 

 

 

 

 

  

 

(d) 研究補助者への効果 

研究補助者として女性研究者等に配置されていた方を

対象に、平成25年1月30日に、男女共同参画推進室に

おいて、グループでヒアリングを実施した。日頃、別々

のキャンパスで、それぞれの研究者の支援に当たってい

るため、一堂に会することは初めてであり、研究補助者

自身も、情報交換が出来たことを喜んでいた。 
ヒアリングの中で、研究補助という仕事を通して研究

者の生活を実感し、研究に対する姿勢や考え方を学んで

いる様子が見て取れた。また、研究補助者にとって研究

内容に対しての理解を深めると同時に、新しい視野を広 
げる機会となっていた。子育てからの復職の女性も多く、

自身のキャリア形成にも好影響を与えている。女性研究者

の現状や苦労を知り、物理的な研究支援だけでなく、女性

研究者のエンカレッジにも繋がっており、相互に実りの多

い取組となっている。 

 

 
公募回数 利用者数 

雇用された

補助者 

H22 2回 11名 16名 

H23 2回 17名 22名 

H24 2回 18名 21名 

雇用された研究補助者の数 

30代 育児休暇復職後、研究補助者をつけた自然科学系研究者 

出産後、育児休暇より職場復帰。1歳と4歳の子どもを抱えて、研究・教育活動と育児の両立に行きづま

っていた。研究補助者の制度が出来たので配置を申請。卒業生の補助者が 2年間支援に着いた。それを機

会に、科学研究費助成事業を申請。見事採択された。研究への自信も付き、補助者の応援もあり、計画的

に研究が進められ、いい結果が出せている。 

 50代 介護理由による研究補助者の利用事例 
 管理職の業務とたくさんの科学研究費助成事業を抱え、単身赴任で週末自宅に帰り、自身と夫の親の介

護を抱える女性研究者。研究補助者が着くまでは、学会の案内の封筒を開けて見る元気もなかったが、研

究補助者を利用し、学会の仕事や地域貢献のための講演会等に取り組む意欲が出てきた。新たな科研費も

獲得し、著書も多数出版。介護との両立も健全な状態で取り組めている。 
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【研究補助者の成果事例】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②FITによる研究助成金情報の配信 

 国・自治体・民間助成団体の外部資金情報を提供するシステム FITを改善し、各女性研究者の現在の研究

課題、テーマに応じた学部資金応募情報が各自の研究室に提供されるようにした。毎週月曜日に更新され、

メールでの情報が希望者に自動配信される。このシステムは大変好評で、満足度調査においても、女性研究

者からも定着への希望が出されている。 

30代女性 (2年半の支援経験 専業主婦⇒復職) 

香川大学を卒業し、附属病院で勤めていたが出産を機に退職した。今回、補助者の仕事で復職した。慣れ

た大学で、先生の手伝いが出来たので安心して働くことができた。患者さんへのインタビューや分析、学

会発表の準備、模擬患者など貴重な体験をすることができた。学会発表も体験した。先生には大学院進学

を薦められている。チャンスがあったら挑戦したいと思えるようになった。 

20代男性（1年の支援経験 学部学生⇒大学院進学） 

同じ学部の先生でもまったく知らない分野の研究を体験することが出来た。ドイツ語の翻訳などまだまだ

未熟な点もあったが、研究の深いところを知ることができた。大学院に進学し研究者をめざしているので、

励みになったし、支援にあたり規則正しい生活で、作業時間の管理も上手になり、見事希望通り合格した。 

 20代女性 (1年間の支援経験 大学院生⇒就職) 

先生と同じ研究分野だったので、研究の手伝いがとてもいい経験になった。発表の場にむけての準備や事

後のアンケート、講義の準備過程などにかかわることが出来た。女性として前向きな働く姿勢を見ること

もでき、4月からの就職に向けて、今後に生かせるいい経験となった。 

40代女性 (2年半の支援経験 専業主婦⇒復職) 

他大学の農学部を卒業したが、結婚してからずっと専業主婦だった。補助者の仕事で初めて社会復帰した。

時間が週10時間と短かったので、家族にも迷惑をかけずにスムースに仕事を続けることが出来た。若い

先生や学生に囲まれとても刺激があった。生き生きと働く先生の頑張る姿を見て、ちゃんとしなきゃと気

持ちが前向きになり、生活を見つめ返すきっかけになった。また学びたいという向上心を持つことが出来

たと思う。 

40代女性 (2年半の支援経験 専業主婦⇒復職) 

専門分野は全く異なり、初めての研究分野だった。丁寧に研究方法等について教えて頂けた。国際学会の

発表に向けて英語の発表の準備を手伝ったりして、自分の能力を十分発揮する機会をもらうことが出来

た。先生の研究を通して、生きることの意味や命の大切さを改めて教えられた。個人的には、親の介護と

いう共通点もあり、同じ働く女性としていつも先生に支えてもらい励ましてもらい、色々と最新の情報を

教えていただいた。研究を補助することを通して、仕事のやりがいを実感して働くことが出来た。 

教職員各位 

【香川大学研究助成情報サイト FIT からのお知らせ】 

この度, これまで停止しておりました助成金情報のメールが配信されるようになりました。 

今後, 毎週月曜日の AM 8:00 にメール配信機能を設定してあるユーザには助成金情報を配信します。 

女性の方には, 今後, 男女共同参画推進の観点より, 女性に関する助成金情報も加えて配信されます。 

どうぞご活用ください。メール配信機能は以下のページから配信の有無の設定を行うことができます. 

 - http://fit.kagawa-u.ac.jp/index.cgi?action=LOGIN 

何か不明点や疑問点があれば下記にご連絡ください。それでは宜しくお願いいたします. 

香川大学 学術室研究協力グループ 研究助成担当 
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③女性研究者の研究助成 

 女性研究者にとって、新たな職場でのスムースな研究着手への支援は、女性が採用後に速やかに力を発揮

し、研究を発展させていくために不可欠である。子育てや介護負担を抱える女性のハンディキャップに配慮

し、本学では、新たに女性研究者の研究助成について平成 25年度より取組むことになった。 

女性研究者の採用にむけた具体的な方策の各部局へのインセンティブの一環として「女性研究者研究助成」

を実施する。女性研究者の定着とスムーズな研究着手のために、女性を採用した部局には、上限 100万円、

研究者個人には研究分野に応じて上限 100万円の研究費支給を検討する。該当部局より、研究費の利用計画

を提出し、その内容に応じて金額を決定するものである。 

 

④研究促進のための研修会開催 

 研究と子育て等の両立をめざす若手の女性研究者を対象に、研究促進を目的とした研修会を開催した。 
当日は、看護学科の若手の研究者や研究をめざす大学院生が集い、一つのことを情熱を持って極めていくこ

と、ステップを大切にして高度な研究に他の研究者と共同で挑戦していくことについて深めた。 

  
 目 的 女性研究者の科学研究費等の外部資金獲得など、研究成果につなげる意識の醸成・研究技術の向

上を図る。  
 対 象 医学部看護学科及び希望する全学教職員、 希望する大学院生、医学部付属病院医療スタッフ 

 

期日 講演タイトル 講師 参加者 

平成23年8月3日 研究へのアジェンダ あけぼの会 
ワット隆子 会長 

29名(女性27名・男

性2名) 
大学院生6名含む 

平成23年9月9日 女性研究者の科学論文作成へ

の道 
東京大学大学院 
医学系研究科健康科学 

上別府 圭子 准教授 

22名(女性20名・男

性2名) 

 
参加者のアンケート(17名回収)によると、講演後、全員が、論文作成にむけての興味や理解が深まり、今

後活用できると答えており、満足度の高さを示していた。研修会以降、参加した若手の女性研究者が科学研

究費助成金に挑戦し獲得するなど、成果が形になって表れた。 

 
感 想 ・知識や研究はやはり人のためにあるという基本に返らせてもらえた。 

・モチベーションが上がった。 
・研究を進めていく時のヒントをいただいた。 
・先生のプライベートなお話も交え、女性研 
 究者としてのあり方を学ばせて頂いた。 
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全学研修会報告より 女性研究者の科学論文作成「看護学研究のホップ・ステップ―チャレンジ」 
 

東京大学大学院医学系研究科家族看護学分野 
 准教授 上別府圭子 先生 

 
上別府先生は、長年病院等で臨床心理研究を進めて来られまし

た。出産や転勤を機に、看護学の学位も取られ、心理と看護のダ

ブルライセンスで、新たな研究の視点で取り組まれています。今

回は、若い研究者の方々にむけて、臨床に基づく研究法と科学論

文作成・科研費申請の基礎を具体的にご教示いただきました。 
臨床心理学を『甘えの構造』の土居健郎先生の元で学んだ。「臨

床を10年やってからものを言え」というのが先生の教えだった。

結婚後も病院の臨床を続けた。夫の転勤で一時別居をしたが、そ

の後、兵庫の女性センターの立ち上げに加わった。再び夫が転勤した時、センターの相談の仕事を続けるた

め再び別居となった。出産と転勤の間に学位を取った。博士課程の時に、指導教官に「あなたは現場に行き

たいのか、後方に下がって研究がしたいのか？」と尋ねられ、臨床がしたいと答えた。現場にいるとき、向

き合った典型的な「産後うつ」の方の事例を論文にまとめた。最初は1事例だったが、その論文が恩師との

出会いに繋がり、それが認められ、厚労省の科研に繋がった。私の研究は症例からいつも始まっている。児

童虐待の周産期からの予防も、小児がんの長期の予後ケアもそうだった。その他、依頼原稿も断らずに書い

た、それがまたサブスペシャリティになった。東京大学の現職になり、最初に、大学からの研究費はないと

いうスタンスで、「文房具も自分で買いなさい」と指導された。それが教室にも生きており、大学院生も通る、

通らないにかかわらず積極的に科研を申請していく積極的な姿勢が育っている。卒業後の教え子たちも現場

で力を発揮し次々と成果を出している。チャレンジを続けることが何より大切だと思う。 

 
質問：先生は、どのように研究と子育てを両立してきたのか？ 
子育て中に大事なのは「自分は研究を続けていくんだ」という信念のようなもの。私は第2子を出産した

後に、学位を取った。その題材も自分の妊娠・出産についてだった。思い続けることで次につながっていく。

両立という点では生活は大変。評価といっても「がんばってるね」と言ってくれる人は少ない。男性の先生

の「いいんじゃないの、家庭に入れば」という思いもわかる。夫の母には「保育園がかわいそう」と言われ

る。職場でも「（保育園の迎えの）時間だ」と帰らないといけないなど、ネガティブフィードバックばかり。

子どもの笑顔だけがたよりだった。本当に続けていこうという気持ちがあったから、4 時に起きてでも仕事

を始めてしまうことができた。夜中に子どもがブランケットを持ってやってきてわきで寝ていたこともある。

批判的だった家族や母も、保育見学や保育園の送り迎えを積極的にしてもらう中で、保育園で楽しそうに暮

らしている孫たちを認めてくれた。そして、行く先々で地域の人々に本当に助けられた。困るのでみんなに

サポートをお願いする。その中で、研究を続ける環境が整ってきた。今回の発表原稿を夫が読んで、「僕のこ

とが書かれていない」と嘆いていた。もちろん夫の支えも大切だった。 
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３．女性研究者支援に対する学内の意識の醸成、女性研究者を目指す者の拡大 

 

3-1 学内教職員の意識改革、啓発活動 
①大学幹部と女性研究者との意見交換 

 女性研究者の活動状況の把握や環境整備への意識醸成、ニーズ等の把握のために、大学役員と部局長等

の大学運営者と女性研究者との意見交換会を開催した。初回は、Administration Staff Meeting に女性研究

者が参画し、各自が意見を述べた。そして、次年度は、できる限り多くの女性研究者や女性職員に参加を促

すために、国際女性デーを記念した大学理事と交流するカフェを開催した。女性研究者、女性職員、学生に

大変好評であった。参加者からの要望が直接伝えられ、平成 24 年度には、図書館のトイレの改修が理事の

判断で実現した。また、本年度は、「学長とトーク Café Seigo」と銘打って、学長・副学長・理事・監事と

女性研究者等の交流会を開催した。 

 

時期 講座 参加管理職 女性の参加 

平成 22年 11月 20日 
Administration 

Staff Meeting 

学長、役員、副学長、 

部局長等 60名 
女性研究者及び職員 8名 
男女共同参画推進室副室長1名 

平成 24年 3月 8日 
理事とトーク 

RiJiカフェ 
理事 4名、学部長 3名 

女性研究者及び職員、学生53名 
男性教職員 14名 

平成 25年 3月 6日 
学長とトーク

Café Seigo 
学長、副学長、理事、 
監事参加 

女性研究者及び職員、学生45名 
男性大学幹部12名 

 
 

 
学長とトークCafé Seigoでの優秀な女性研究者の表彰及び歓談の様子 

︲92︲

第
Ⅱ
部

事
業
実
施
報
告



②部局長へのヒアリング 

本事業の速やかな目標達成にむけて女性研究者の積極的な採用を進めるべく、6 学部長に対して、室長で

ある高木理事、副室長の石井教授と長安コーディネータの3名で、計画通りヒアリングを実施した。第1回

目のヒアリングで集約した要望を男女共同参画推進委員会において協議し、女性研究者の採用にむけた具体

的な方策としてまとめた。また、この具体的な方策案について、再び副室長2名が学部長の元を訪ねて、意

見聴取と調整を行った。そして、女性研究者の採用促進への具体策は9月役員会において承認され、11月の

教育研究評議会において決定された。男女共同参画推進室の平成 25 年度の継続についても、その具体策の

一環として決定された。 

 
 

女性研究者の採用促進に向けた男女共同参画推進室長によるヒアリング 

時期 学部 課題 要望 

平成24年2月3日15:00 農学部長 女性研究者の数の増員 女性のテニュアトラック 

平成24年2月17日11:00 法学部長 女性の採用基準への配慮 女性と男性の業績評価方法 

平成24年2月17日15:00 医学部長 女性医師の育成 女子学生への対応 

平成24年2月24日9:00 経済学部長 女性採用のインセンティブ ポイント制導入への不安 

平成24年2月24日10:00 工学部長 女性研究者の定着に向けて 女性の相談窓口の確保 

平成24年3月2日10:00 教育学部長 男女共同参画の推進 休日の託児の実施 

 

 

女性研究者の採用に向けた具体的な方策についての意見聴取 

時期 学部 具体的方策への意見 5か年の採用計画 

平成24年6月11日13:00 工学部 女性限定公募実施の障壁とメリット 〇 

平成24年6月12日11:00 経済学部 ポイント制と女性限定公募 〇 

平成24年6月12日11:30 教育学部 達成部局の男女共同参画のメリット 目標達成 

平成24年6月12日12:45 法学部 子育て中の女性研究者への配慮 保留 

平成24年6月19日13:30 医学部 特別に女性を優遇する意向はなし 目標達成 

平成24年6月20日15:30 農学部 積極的に女性テニュア導入を検討 〇 

 

女性研究者採用のための具体的方策（案） 
①目標を達成していない部局については、「女性優遇」を公募要項に明記 
②目標を達成していない部局は、可能な限り５か年ごとの採用計画を立てる。 
③女性テニュアトラック制度を新たに設ける。 
④女性採用促進に有効なポイント制について検討 
⑤女性研究者のスタートアップ研究費の支給 
⑥採用部局へのインセンティブ経費の支給 
⑦後任補充申請の条件として、引き続き、「女性限定公募」を存続。 
（「人件費適正化計画」の不補充緩和策） 
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③環境改善のアンケートの実施 

 女性研究者支援を実施するにあたり下記のようにアンケートを実施し、制度に結びつけた。アンケートは、

インターネットのシステムを利用したが、なかなか周知が広がらなかった。平成 25 年 1 月の「全学教職員

対象男女共同参画要望アンケート」については、対象者である女性研究者への配布分は、質問紙による調査

票を利用し、回収数を伸ばすことができた。全体の女性研究者の63.4%が回答を寄せている。直接、要望や

現状を訴えることが可能なアンケート調査については、今後も継続して実施への希望が強い。 
 

アンケート調査の実施状況 

時期 調査名 制度の実現 

平成22年1月 
(事業事前調査) 

「女性研究者支援に関するメール調

査」 

＊女性研究者へ一斉メール 

男女共同参画推進室の設置・コーディネータ

の配置・両立支援等の計画づくりに利用 

平成22年11月 

「男女共同参画推進にかかる緊急ア

ンケートについて」(全学)、 

回収数126 （内女性研究者25名） 
＊インターネットによるアンケート

システムを利用 

研究補助者・無料休日出勤時の託児・大学直

営の病児保育室・科研費申請補助者・保育室

の設置・ベビーシッター券の発行・長期休業

中の学童保育・学生の託児ボランティア・授

乳・妊婦休憩室・おしめ交換シート・キャリ

ア相談等 

平成23年 
9月-10月 

「育児に関するアンケート」 (全学) 
回収数581 (内女性研究者13名) 
＊インターネットによるアンケート

システムを利用 

学内の病児保育施設の設置・高松市学童保育

の時間延長と学年の拡大・長期休業中の学童

保育等 

平成24年2月 

「理事へのお願いアンケート」 
（理事カフェ参加者・欠席者） 
回収数42 （内女性研究者17名） 
＊インターネットによるアンケート

システムを利用 

図書館トイレの改修・教育学部の環境改善 
研究補助者制度の継続・男女共同参画推進室

の継続・休日の託児の継続・ハラスメントの

予防対策 

平成25年１月 

「男女共同参画推進室支援利用者満

足度調査」(支援利用者のみ) 
回収数24 (内女性研究者21名) 
＊質問紙による調査 

事業継続の要望 
研究補助者の配置 
休日出勤時の託児の実施 
学童保育の開催 
病児・病後児施設の利用拡大 

平成25年1月 

「全学教職員対象男女共同参画要望

アンケート」(全教職員) 
回収数1455 内 研究者回収数343 
(内女性研究者78名) 

女性研究者78名の要望の多い事業 
ベスト３  
第1位 病児保育施設 
第2位 休日出勤時の託児 
第3位 一時保育用託児室 
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「子育てに関するアンケート」報告（一部抜粋） ニュースレターvol.12より 

この他、病児移送サービスや学内の病児・病後児保育施設の利用の希望等を尋ねている。 
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④部局を超えた女性研究者の交流 

 本学は４つの分散したキャンパスに女性研究者が点在している。なかなか研究・教育業務の中で、女性同

士が出会う機会は少ない。本取組において、女性研究者が出会う場の設定が求められた。RiJiカフェや学長

とのトークなどを通して、他学部の女性研究者同士が出会い交流を深める機会も見られ、共同研究に繋がっ

た。平成 25 年 3 月 27 日には、全学の女性研究者に声を掛け、研究交流会を計画している。しかし一方で、

なぜ女性だけの交流を重視するのか？という声も上がっており、自然な形で男性も交えた研究交流を望む声

も強い。 

 
⑤SNS等の活用 

 SNS「四国女性研究者フォーラム」を開設 

平成 23 年 1 月に女性研究者のネット上の交流スペース SNS「四国女性研究者フォーラム」を開設した。

第 1 回四国女性研究者フォーラムにおいて、四国各県から集まった女性研究者に案内を行った。現在、20
名の登録者があり、13のコミュニティを開設している。 課題としては、女性研究者に対象を特化したこと

で、事務職員や男性研究者、学生等を除いた形で運営をしている。女性研究者はなかなか時間的な制約があ

り、頻繁な書き込み等の積極的な利用に繋がっていない。事業終了にあたり、開設の継続は決定しているが、

だれでもが気軽に参加できる男女共同参画に関するSNSへの改修を計画している。 
 

第 1回四国女性研究者フォーラムパンフレット SNS紹介部分 
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3-2 未来の女性研究者の育成、確保 
①キャリアデザイン講座の開催 

 本事業において、女子学生に対して大学院進学や研究者への道をめざすことを促すためのキャリアデザイ

ン講座を平成22年度より5学部が主催し8回開催した。全講座を通して、延べ260名が参加した。アンケ

ート回答した136名中、72名が大変参考になった、54名が参考になったと答えており、その満足度は93 ％
となっており、キャリアデザイン講座について肯定的に受け止めている。 

 
目的：女子学生の進路選択の幅を広げ、自身のキャリアデザインに取組む機会にする。 

多方面で活躍される身近な先輩からの多彩な経験談をお聞かせいただき、女性として多様なライフス

テージを踏まえて、新しい分野に挑戦し主体的に選択し自己実現を果たすキャリア形成のあり方につ

いて、ロールモデルならびにキャリアパスを示すことを目的とする。 

 
各部局の開催状況 

時期 講座名 学部 参加人数 

平成23年

2月22日 

第 1 回農学部キャ

リアデザイン講座 

竹橋明香氏（アストラゼネカ株式会社） 
三谷奈見季氏（岡山大学資源植物科学研究所） 
國土祐未子（独立行政法人農業・食品産業技

術総合研究機構） 

22名（女子学生17名・

教職員5名） 

平成23年

10月27日 

第 2 回農学部キャ

リアデザイン講座 

工藤りか氏(（株）四国総合研究所バイオ研究

部副主席研究員) 
宮本蓉子氏(日本たばこ産業株式会社葉たば

こ研究所研究員) 

53 名（女子学生42 名、

男子学生5名、教職員6 
名） 

平成23年

11月28日 

第１回工学部キャ

リアデザイン講座 

坂東未来氏((有)藍色工房代表取締役) 
尾形優子氏(株式会社ミトラ代表取締役) 
永野利枝氏(利庵一級建築士事務所代表) 
近藤純子氏(東洋炭素株式会社代表取締役会長) 

23 名(女子学生 
10 名・男子学生5 名・

教員6 名・一般2 名) 

平成24年

4月25日 

第 1 回幸町キャリ

アデザイン講座 
(法学部) 

バーカー尚子氏（Greenpoint Technologies） 

34 名（女子学生 26 名 
男子学生4名 教員3名

関係者１名） 

平成24年

7月17日 
第２回工学部キャ

リアデザイン講座 
小川賀代氏 
（日本女子大学理学部数物科学 准教授） 

28 名(男子学生 14 名
女子学生14 名) 

平成24年

7月18日 

第 2 回幸町キャリ

アデザイン講座 
(経済学部) 

井原 理代 
（NHK 経営委員・香川大学名誉教授） 

39 名（学生 32 名、教

職員4 名、一般3名） 

平成24年

7月19日 

第 3 回農学部キャ

リアデザイン講座 

下村 幸子 氏（三菱化学メディエンス株式会

社 創薬支援事業本部 治験センター研究員） 
柏野美帆 氏 （岡山大学資源植物化学研究所 
特別契約職員助教） 

22 名（女子学生１２

名、男子学生１名、一般

２名、教職員７名） 

平成24年

10月24日 

第 3 回幸町キャリ

アデザイン講座 
(教育学部) 

倉岡杏名氏（太陽社） 
北条沙織氏（ホテルクレメント）  
頼富友香氏（香川トヨタ自動車㈱ レクサス

高松） 

39 名（学生３０名、教

職員９名） 
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第 1回農学部キャリアデザイン講座           平成 23年 2月 22日 

 
 
 
 
 
 
第 2回農学部キャリアデザイン講座           平成 23年 10月 27日 

 
 
 
 
 
 
第 1回工学部キャリアデザイン講座            平成23年 11月 28日 

 

 
第 1回幸町キャリアデザイン講座             平成24年 4月 25日 

 

 
第 2回工学部キャリアデザイン講座            平成24年 7月 17日 
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第 2回幸町キャリアデザイン講座             平成24年 7月 18日 

 
第 3回農学部キャリアデザイン講座            平成24年 7月 19日 

 
第 3回幸町キャリアデザイン講座            平成 24年 10月 24日 

 

 
 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 
 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 
 

女性のキャリアデザイン講座について 

キャリア支援センター 副センター長 杉本洋一 客員教授 
キャリアとは単に職業に関連する事柄を指す狭い概念ではなく、それを含む生涯にわたる個々人の生き

方にまで敷衍される広い概念である。その意味で、平成２４年度に開催された計８回にわたるキャリア講

座は、参加者に生き方の視点やヒントを提供する場になったと思う。とくに結婚・出産・育児というライ

フ・イベントに着目したとき、女性の立場に立ってロールモデルを紹介したり経験知を共有する場をつく

ることは、潜在的なニーズに応えるものと言えるだろう。そして、実際に参加した人は、気づきを得ただ

けでなく元気も得たのではないだろうか。事務局には様々な苦労もあると思われるが、是非、この取組を

続けていっていただきたい。 

︲99︲

第
Ⅱ
部

事
業
実
施
報
告



＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 
農学部キャリアデザイン講座の開催について 

 
 農学部では、キャリアデザイン講座を年１回ずつ、計３回行った。農学部卒業生および農学研究科修了生

で、現在、女性研究者として民間企業や公的研究機関などで活躍している方々を2、3名ずつ講師に招いた。

自身の学生時代の卒業論文研究、修士論文研究への取組や進路を切り開くための活動、卒業後から現在にか

けての研究活動と生活などを語っていただくとともに、現役女子学生へのアドバイスをいただいた。この講

座には、理系研究者を目指す女子学生が多数参加し、熱心に講演を聞くとともに、懇談の時間を利用して、

先輩にリケジョライフに関わる様々な質問をぶつけていた。参加学生は、この講座にかなり満足していたよ

うで、このことはアンケート結果にも表れている。アンケートでは、女性研究者の仕事の魅力を知るととも

に、女性研究者のロールモデルとして大いに参考になったとの回答が多くみられた。この講座は、女性 
研究者を目指す学生にとって大変有意義なものと評価されるので、今後も継続されることを心から望む。 

 (農学部女性研究者支援員 別府賢治) 

 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 
工学部キャリアデザイン講座について 

 
 工学部第１回キャリアデザイン講座 女性経営者とトークしよう！では、県内企業 4 社 4 名の女性経営者

をお迎えしてのキャリアデザイン講座を実施した。参加者は学生、教職員、近隣の企業人併せて 23 名であ

った。企画側としてはもっと大勢の学生に参加してもらいたかった。しかし、各経営者の基調講演後の各経

営者を囲んでのグループ討論ではとても活発な意見交換となった。講座のタイトルである「女性経営者とト

ークしよう！」は、普段はできないことであるが、学生にとっては、将来の進路を考える上で非常に大きな

刺激となったようである。参加された女性経営者にとっても学生をはじめ様々な年代の方々とのトークは有

意義な楽しいひと時であったようである。このような講座をきっかけとして、学生らが地域の企業に関心を

持ち相互の交流が深まることを期待したい。    
（工学部女性研究者支援員 石井明） 

 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 
法学部担当 第 1回幸町キャリアデザイン講座について 

 
 キャリアデザイン講座第 1 回として、平成 24 年 4 月 25 日 13 時から 15 時まで約 2 時間、キャリアカフ

ェにおいて、「夢をかなえる！決め手はコミュニケーション力」と題し、法学部 OG で、現在はアメリカ在

住の、バーカー・中村・尚子氏にご講演いただいた。卒業後のチャレンジ精神あふれる就職活動、国際結婚、

家庭と仕事との両立、異国の地での子育て。遠い世界の話のようでも、フラットな会場において講師の口か

ら出る言葉は、目の前に現実として現れ、そして、非常に新鮮な響きとなって学生の心に響いたようである。

堅実志向傾向で、安定しているからという理由だけで公務員を希望している女子学生が多くみられる中、進

路選択の幅を広げ、学生たちがキャリアデザインに取組む貴重な機会となった。 
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 インターネット時代となって、多くの情報が溢れている現代においては、どの情報が自分に必要で重要か

を選ぶ力がないまま情報の渦に流されたり、せっかく得られた情報も自分の身におきかえることができなか

ったり、学生たちはかえって混乱しているように思われる。そして、目の前にいる人から直接聞く話、ある

いは友人や家族から聞く話だけを、「身近な話」としてとらえて、自分の世界を狭めているようにも見えるこ

とがある。そのため、今後は、多様なライフステージや経験をお聞きする機会を大学が提供し、学生が新し

い分野に挑戦したり、選択肢を広げたり、主体的にキャリア形成に取組む姿勢のきっかけづくりが必要と思

われる。 
 そのため、来年度から、法学部においては「キャリアと法」と銘打ち、弁護士など、法にかかわるさまざ

まな分野で活躍中の講師（半数は女性）に講義をしていただく授業を開講する予定である。そしてその中の

一コマをキャリアデザイン講座とする。そのほか、昼休みなどに、女子学生が本学部OGから体験談をお聞

きしたり、意見交換ができる気軽な機会を設けることを企画中である。 
（法学部女性研究者支援員・育成員 平野美紀） 

 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 
経済学部担当 第２回幸町キャリアデザイン講座について 

 
講師の井原理代先生には、これまでの研究者・大学教員としての仕事やその過程での仕事と生活の両立の

経験について、また、夢を諦めず自分らしく生きる上での鍵として「精神的自立・経済的自立・社会的自立・

市民的自立」という４つの自立についてお話しいただいた。 
参加者へのアンケートでは、93%の学生が「大変参考になった」「参考になった」と回答した。具体的には、

「女性の社会進出が増加している中で、実際働いている女性の講演を聞ける機会はなかなかない。貴重な講

演がきけてよかった。」「子育てと両立しながら仕事をすすめていくということは、やはり男性よりも大変だ

と思った。これから女性が働きやすい環境が整備されていくことを期待して、自分も就活を行いたい。」「夢

を叶えるためには、まず「自立」することが大事だと改めて気づかされた。自立のための4つのキーワード

を理解して自分なりに自立ができていけば良いと思う。」「夢を叶えるということは自分らしく生きることと

いう言葉に非常に感銘を受けました。自分らしく生きるためには、まず自立することが必要で、共助するこ

とが必要。このことを頭に入れて、これからの就職活動に臨みたいと思います。」といった感想が寄せられた。

また、86%の学生がこのような講座の開催を「ぜひ希望する」「希望する」と回答し、多くの学生がキャリア

デザイン講座の開催に期待を寄せていることがうかがえた。 
本講座の継続により、学生達がさまざまな働き方、生き方をしている先輩達の姿に触れ、視野を広げ、自

分自身のキャリアの歩み方、あるいは生き方をより深く考える機会としてくれることが期待できる。また、

将来的には本講座に参加した学生が講師として登壇し、後輩達に自らの経験を語ってくれるような循環も生

まれるかも知れない。学生と卒業生、そして大学をつなぐ活動としても、本講座は息の長い取組として継続

されることが望ましいだろう。        
 (経済学部女性研究者育成員 松岡久美) 

 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
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＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 
教育学部担当 第３回キャリアデザイン講座について 

 
平成 24 年 10 月 24 日（水）、第 3 回 幸町キャリアデザイン講座「10 代からの就活講座 ～未来を拓く

3 つのレッスン～」が研究交流棟 5 階・研究者交流スペースで開催された。 学生 30 名（教育学部 21 名、

経済学部9名）、教職員9名の計39名が参加した。 
 講師には、教育学部卒業生で、それぞれ異なった業種でご活躍の、倉岡杏名氏(美術科教育卒業・㈱太陽社)、
北条沙織氏(人間発達環境課程卒業・JR ホテルクレメント高松)、頼富友香氏(音楽科教育卒業・香川トヨタ

自動車㈱レクサス高松)の3氏を招いた。 
  山神教育学部長の開会の挨拶に続いて、現在、営業課で勤務されている倉岡氏からは、自分の売りを客観

的に見出す、気持ちを明るく持つ、何か一つ先の自分なりのサービスができるようにこころがけるなど、現

在の働き方や生き方に関してのお話があった。営業企画の仕事を担当されている北条氏からは、与えられた

仕事の中でやりがいを見出した経験や、頑張ったことが評価されたことを例に、人間関係の大切さを話題に

された。頼富氏は、自分の夢をかなえる就活のポイントについてのアドバイスや、仕事での生きがいを見出

すまでのプロセスについて、ご自分の経験をもとにお話になった。三氏のお話には、いずれも自らの仕事に

対するプライドが感じられ、それぞれの職場で生き生きと働くお姿がうかがえた。講座の後半では、3 人の

講師を囲んでグループに分かれ、話しあう時間も設けられ、熱心に質問する在学生に丁寧に答えてくださっ

た。各グループとも和やかながらも活発な交流が行われた。講座後のアンケートでは、全員から「大変参考

になった」または「参考になった」、そしてまたの機会にこのような講座を「ぜひ希望する」「希望する」と

の回答があった。 
 水曜日の午後12：15～14：00という昼食の時間を活用しての初めての試みだったが、開催時間帯につい

ても概ね好評であった。               
 (教育学部女性研究者育成員 青山夕夏) 

 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
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②女性研究者育成員や学生による相談対応 

 農学部・工学部の 8 回のオープンキャンパスで、大学院生等の相談窓口を設け、延べ 248 名（女子 162
名）が相談。アンケート回答した75名中、66名が満足度5点、9名が満足度4点を付けている。満足度は

98 ％となっており、相談窓口を肯定的に受け止めている。質問の内容を見ると農学部と工学部とでは、質

問に違いがあり、前者は入試への不安からか受験教科や勉強の心構えなどが多く、女性の大学院生が丁寧に

時間をかけて不安を払拭したことに満足している。後者は学部の特徴や具体的な研究内容を尋ねることが多

くなっており、各学科の研究の特徴などを大学院生が答える場面が多かった。その点でも、各学科から一人

ずつ相談窓口に出ている必要があった。 
 また、女性研究者は見守るような形で初回の相談窓口に支援者として入ったが、特に、親子で参加してい

る方から学部の教育に対する質問が多かった。 

 
目的：オープンキャンパスを訪れる女子中高生にむけて、女子学生が窓口に立ち、女子中高生が相談しやす

い窓口を設置し、女性研究者の協力のもと、女子学生が女子中高生の相談に応じることで、女子中高

生が自然科学系分野で生き生きと活躍する女性たちに出会い、その自然科学系の学部の様子や研究の

一端に触れることで、進路の選択の幅を広げ、自身の可能性について考える機会とする。 

   
相談対応詳細 

時期 学部 相談対応 相談者数 

平成23年 
8月11日 

農学部オープンキャンパス 
大学院生4名 
女性研究者2名 

50名（女子49名、男子１名、） 

平成23年 

8月11日 
工学部オープンキャンパス 

大学院生4名 
学部生4名 
女性研究者1名 

28名 (女子10名、男子18名) 

平成23年 

10月29日 
工学部オープンキャンパス 

大学院生4名 
学部生4名 

20名(女子10名、男子10名) 

平成23年 

11月3日 
農学部オープンキャンパス 大学院生4名 32名(女子31名、男子 1名) 

平成24年 

8月10日 
工学部オープンキャンパス 

大学院生6名 
学部生2名 

30名（女子12名、男子7名  
 保護者10名 学校関係者1名） 

平成24年 

8月10日 
農学部オープンキャンパス 大学院生4名 

41名（女子：33名 男子：2名  
 保護者6名） 

平成24年 

11月3日 
工学部オープンキャンパス 

大学院生4名 
学部生4名 

14名（女子：6名男子4名  
 保護者等4名） 

平成24年 
11月3日 

農学部オープンキャンパス 大学院生4名 
33名（女子11名 男子2名  
 保護者等20名） 
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農学部オープンキャンパス 

 
工学部オープンキャンパス 

 

 
工学部オープンキャンパス 

 

 
農学部オープンキャンパス 

 

工学部オープンキャンパス 
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農学部オープンキャンパス 

 
 

アンケート結果 

農学部 工学部 

満足度 

アンケート61枚回収 
評価5：55 評価4：6  満足度98 %  

アンケート19枚回収 
すべて評価は5 満足度100 ％ 

質問の内容 

今、必要な学力・やっておきたいこと、 
集中するための方法、文理選択等、 
入学試験について、学部えらび、面接の内容、 
農業試験場、苦手な科目について 

工学部を選んだ理由、 
きっかけ・香川大学にしかない特徴、 
大学での勉強、学部のこと、学校生活、 
アルバイト、サークル・部活動、 
1人暮らしについて、授業は楽しいか、 
就職、各研究室、女子寮のこと、下宿のこと 

感想 

・わかりやすく教えてくれて楽しかったです/とても

楽しくて、有意義でした 
・すごく参考になりました。相談できる人があまり

いなかったのでよかったです 
・文系理系の選択やこれからのことについて考える

参考になりました 
・丁寧に教えてくださったのでとても分かりやすか

った 
・想像していたのとちがっていてよかった 
・実体験からの話だったので自分の将来に直接結び

つくようなことがたくさんでした 

・学校の HP などでは聞くことができないことが

聞けて、非常によかった 
・とてもよかったです。パンフレットではわから

ないことがわかった 
・分かりやすく、説明してくださって、気になる

ことがわかった 
・暮らしやすそうなのでよかったです 
・詳しく教えてくれてよかった。大学選びの参考

になった 
・分からないことが分かったり、香川大学の工学

部について知ることが出来た 
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農学部の学生の相談コーナー設置について 

 
 農学部では、オープンキャンパスや収穫祭において、女子高生に対して香川大学農学部での女子学生の学

習、研究、生活などを紹介したり相談にのったりするコーナーを設けた。毎回、農学研究科の女子院生４名

ほどと女性教員が相談窓口として対応した。多くの女子高生がこのコーナーを訪れ、農学部でのコース選択

や進路（就職や進学）、学生生活などに関して質問し、これに対して女子院生らは丁寧にわかりやすく回答し

ていた。また、農学部で行われている希少糖をはじめとする様々な研究について、その意義やおもしろさを

説明し、女子高生の興味をひいていた。アンケート結果をみると、訪れた女子高生は十分満足していたよう

であり、香川大学農学部の魅力を強く感じ、進学先の候補として大いに認識してもらえたと思われる。また、

同席していた女子高生の親も、これを聞いて大変参考になったと回答している。今後もこの相談窓口を継続

することにより、香川大学農学部進学を目指す女子高生の増加に寄与するものと期待される。 
(農学部女性研究者支援員 別府賢治) 

 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 
 

オープンキャンパスにおける女子大学院生等による相談について       

 
中高校生にとってオープンキャンパスに参加することは自分の近未来の生活を思い描くことができる

貴重な体験となる。一方、現在はスマートフォン等簡単に情報を得ることが可能であるために、ともすれ

ば正確性を欠く情報を信用してしまう事もあり得る。正確な情報を得るためにもオープンキャンパスに参

加し、同性の学生・研究者から具体的に教育・研究・クラブ活動・アルバイト情報など大学生生活に関す

ることを直接相談できるのは非常に重要な機会となる。さらに自分の可能性も確認できる場であり、大学

進学のモチベーションの高揚となる。今後もこの取組を継続していただきたい。 
（アドミッションセンター教授 真鍋芳樹） 
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③女性研究者次世代育成出前講座の開催 

 SSHに指定された高松市立高松第一高等学校の協力を仰ぎ、女性研究者次世代育成に向けて、平成23･24
年度に渡り、出前講座を実施した。2回の講座で女子高校生180名が参加した。教員や保護者も興味を持っ

て参加した。 

 
目的：少子高齢化の中、研究開発分野の研究者の数は年々減る傾向にある。そのような状況の中で、まだま

だ女性の社会進出は遅れており、大学や研究機関に携わる自然科学系の女性研究者の割合は低いものと

なっている。研究の多様性を求めるうえでも本事業は、自然科学系分野で生き生きと活躍する女性研究

者に出会い、その研究の一端に触れることで、進路の選択の幅を広げ、自身の可能性について考え、男

女共同参画の観点から、将来の職場と家庭でのパートナーシップを考える機会にする。 

  
「女性研究者次世代育成プロジェクト出前講座」実施状況 

実施日 講座タイトル 参加人数 
参加 

（アンケート数） 

平成 23 年

12月6日 

女性研究者次世代育成プロジェクト出前

講座「リケジョは輝く～あなたの未来をデ

ザインしてみましょう～」 

中村立子氏(日本女性技術

者フォーラム監事・川崎

市教育委員) 

1年生16名 
2年生21名 

平成 24 年

11月16日 

女性研究者次世代育成プロジェクト出前

講座「あなたの夢が世界を変える～あなた

の未来をデザインしてみましょう」 

菅原香代子氏（日本女性

技術者フォーラム JWEF
運営委員長、東京農工大

の客員教授） 

1年生73名 
2年生67名 
未記入3名 

 

 

開催校としての大きな成果 

高松市立高松第一高等学校  森 雅登 教頭  
 本校は平成 22 年度文部科学省指定のスーパーサイエンスハイスクール（SSH）であり、その研究課

題の一つを「女性研究者・技術者の育成」としています。本校実施の自然科学講演会の講師を女性研究

者にお願いするなど、女子が少しでも研究者・技術者を身近に感じるような取組を実践していますが、

その回数が多いとはいえず大変苦慮していた折に、香川大学から女性研究者次世代育成プロジェクトの

お誘いを受け、本当に助かりました。昨年度の参加生徒は 37 人でしたが、本年度は 2 年生の理系女子

及び 1 年生女子の中で迷っている者を含めて次年度に理系選択を考えている生徒 140 人が参加しまし

た。 
アンケートによると、菅原先生の「夢をあきらめない」というお話に多くの生徒が勇気づけられまし

た。また、松下先生、高原さん、石井先生のお話で、研究者や大学の工学部をより身近に感じ、自己の

将来を具体的に想い描く大変良い機会となったようです。恐らく今回のような機会がなければ、大学に

入学するまで漠然とした理解しかできていないと考えます。 
また、本校女子の理系選択者数が 3・2・1 年生において 65(37.6％)、72(44.7％)、75(45.1％)と、こ

の2年間で着実に増える傾向にあります。これは、SSHの取組に加えて、女性研究者次世代育成プロジ

ェクトによる大きな成果と考えております。今後もこの連携がさらに効果的なものとなるよう工夫して

まいりたいと思います。 
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出前講座に参加して 

 
 今回参加してくれた女子生徒は皆、真剣に聴講していたことが印象的だった。講演後に質問に来た生徒も、

物怖じせず、自身の将来のことを真剣に考えているようであった。一方、女性が家庭を持ちながら社会で活

躍するためには、やはり男性の理解とサポートが必要不可欠である。今後は、このような会の参加を女子生

徒に限定にするのではなく、男子生徒にも間口を広げることで、より一層の女子生徒の活躍に繋がるのでは

ないかと考える。             
  （平成24年度研究紹介担当 工学部 松下春奈） 

 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 
 
 
 

女性研究者次世代育成プロジェクト出前講座の取り組みに寄せて 

 

派遣講師 日本女性研究者フォーラム運営委員長 菅原香代子氏 

 
 中／高校生の早い段階から自分の将来の進路をいろいろと考え、どのような大学や学科に進学するか

を考える機会を提供するこのような試みは、とても意義深く、有用だと考えます。特に女子が理系の進

路を選ぼうとする時に不安になることの一つに、自分の周り（両親、親戚、地域社会）に女性研究者や

技術者として働いているロールモデルがいない、見えないことが挙げられます。それが、将来に対する

漠然とした不安に繋がり、しばしば、本来自分が興味を持っている進路選択を躊躇する原因となること

があります。そして周りの大人から適切なアドバイスを受けることができないままに、結局、あまり興

味がもてない不本意な進路を選ぶ危険があります。今、世界や日本の社会はどんどん変化しています。

そして、女性が社会におけるより重要な一員として、これまではステレオタイプ的に男性の仕事として

考えられてきた理系の研究や技術者の仕事に進出し、大学や企業の第一線で活躍できる時代になりつつ

あります。その背景には、今まで活躍の大きなハンディキャップとなっていた、女性が働くことの時間

的/場所的/社会的な障害の多くが取り除かれ、能力を思う存分に発揮できる環境の整備が挙げられます。 

今回、私が、自身のシステムズエンジニアとしての経験を話し、世界や日本の中心で理系女性が大活躍

していることを伝えている間、130人以上の第一高等学校の女子高校生は目をきらきら輝かせ、本当に

熱心に聴いてくれました。その真剣なまなざしの中に、私は、彼女らの将来に対する大きな希望、夢、

やる気をひしひしと感じとりました。そして、彼女らの中から、将来、日本や世界で大活躍する理系女

性研究者や技術者がたくさん現れることを確信しました。彼女らと、とてもすばらしい時間を共有でき

て光栄です。そして私のお話しが少しでも彼女らのこれからの進路選択に役立てれば幸いです。 
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女性研究者次世代育成プロジェクト出前講座（H23/12/6, H24/11/16） 

 
 女性研究者次世代育成プロジェクト出前講座を高松市立第一高等学校で2年続けて行った。 
1 年目は「リケジョは輝く～あなたの未来をデザインしてみましょう～」と題して、日本女性技術者フォー

ラム監事の中村立子氏に御講演を頂いた。高校生にとっては女性研究者のお話を聞くはじめての機会であり、

物珍しさもあってかNHKの夕方のニュースで放映された。しかし、開催日時が中間試験が終わった午後と

いうこともあり、参加生徒数は1，2年生併せて37名であった。しかし、参加した生徒にとっては目から鱗

が落ちる講演であったようであり、理系の魅力、進路選択、自分自身の可能性に思いをはせた感想が多く寄

せられた。2 年目は「あなたの夢が世界を変える～あなたの未来をデザインしてみましょう」と題して、日

本女性技術者フォーラム（JWEF）の運営委員長の菅原香代子氏に御講演を頂いた。参加生徒は 1，2 年生

併せて143名と約4倍と増えた。1年生は16名⇒73名と大幅に増えた。これは、この時期が文系、理系の

大きな進路選択を考える上で、非常に効果的な機会であること、また、文系、理系に関わらず自分の将来を

考える良い機会であることが、上級生から下級生に伝わった結果ではないかと思われる。この出前講座を続

けていくことが、理系を目指す生徒を増やしたり、将来、女性として働きづつけることの重要性を伝える機

会となるであろう。               
 （工学部女性研究者支援員：石井明） 

 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 
 
第 1回女性研究者次世代育成プロジェクト出前講座（H23/12/6） 

 
 

第 2回女性研究者次世代育成プロジェクト出前講座（H24/11/16） 
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第 2回女性研究者次世代育成プロジェクト開催報告から 
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④ロールモデル集の作成及び女子学生への周知 

当初の計画では予定していなかったが、女性研究者を身近に感じてもらうことを目的に、女性研究者・卒

業生のロールモデル集の冊子を作成した。平成 23 年度は、自然科学系の工学部・農学部を取り上げた。こ

の冊子は、オープンキャンパス時や高等学校の出前講座にて配布したところ、大変好評であり、男女共同参

画推進委員会上で報告したところ、分野を限らず全学部の女性研究者を紹介してほしいという意見に応えて、

平成24年度は6学部1研究科の女性研究者を数名ずつピックアップして紹介した。 
本学の女子学部生に対しても、研究者の進路選択を促すべく学部を通じて配布を実施した。また、全学共

通科目の男女共同参画のスポット講義においても、受講生全員に向けて配布した。女性研究者のキャリアは、 
一様ではなく、個人によって異なっており、色々な道筋があることを伝えるのに、本学の身近な教員という

具体的な事例はとても有効であった。 

 
ロールモデル集の発行状況 

発行日 タイトル 掲載学部 配布数 

平成23年8月 香川大学 
女性研究者・卒業生ロ

ールモデル集 

工学部、農学部 2,486冊 

平成24年8月 香川大学 
女性研究者・卒業生ロ

ールモデル集 
「香大は研究者 

工学部、農学部、教育

学部、法学部、連合法

務研究科、経済学部、

医学部 

7,136冊 
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４．女性研究者が勤務する他大学や研究機関との連携等 
4-1 他大学との意見交換、連絡・調整のための体制整備 

①香川県内女性研究者支援連絡会の運営 

 
平成 23 年 1 月 12 日、香川県内の大学と連携して第１回女性研究者支援連絡会を開催した。年に１度、3

回開催した。県内の各大学や関係機関との女性研究者支援に関する情報交換と連携を深め、本学の女性研究

者支援の機運を男女共同参画の視点に立って、地域の大学に広げていくことをめざしている。 

 
目 的：香川県内の高等教育機関が女性研究者の教育研究と子育て等の両立にむけた支援や研究者をめざす

者の育成について情報交換をする中で、一層の連携を深め、地域に定着し貢献できる人材を育成す

る環境を整えることをめざす。 

 
対 象：香川県内の大学・短大に勤務する女性研究者もしくは、女性研究者の支援にかかわる者、関係機関 

 
成 果： 女性研究者や支援者が集まり、意見を交換する中で、その意見が事業として大きく実現した。支

援連絡会での情報交換を通して、それぞれの各機関の男女共同参画を基軸に、弱いところを補強し、

強いところを強化することにつながった。今後、地域への女性研究者の定着に向けて、連携したプ

ロジェクトにつなげていく可能性も広がっている。密接な女性研究者のグループを創出し、斬新な

取組を展開していくためにも、女性研究者フォーラムや連絡会を活用する必要がある。 
本学が開催した第 1 回四国女性研究者フォーラムや第 4 回中国四国男女共同参画シンポジウム、

男女共同参画に関する講座全般に、女性研究者支援連絡会の諸機関が積極的に参加し、県外の先行

する取組に触れる機会が持てたことも大きな成果となった。 
継続してほしいという希望もあり、来年度以降も連絡会を継続し緩やかなネットワークによる協

力関係を続けていく。 

 
 
 
 
 

連絡会の開催とその成果 

日付 内容 参加機関 

平成 23 年 

1月12日 
第1回女性研究者支援者連絡会開催 

高松短期大学・香川短期大学・香川高等専門学

校 

平成23年 
1月 

SNS「四国女性研究者フォーラム」開設 
四国地域の交流の場として設置 
県内外の女性研究者20名が参加。 
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平成23年 
2月23日 

第1回四国女性研究者フォーラム 

香川大学主催・四国国立大学共催 
香川短期大学・香川高等専門学校・香川県立保

健医療大学・四国学院大学・香川県県民活動･

男女共同参画課・愛媛大学・高知大学・鳴門教

育大学・徳島大学・岡山大学・奈良先端大学・

東海大学・埼玉大学・四国総合研究所・宮崎大

学・立正大学・山形大学 

平成23年 
3月 

HP上に子育てマップ公開 全県の保育・学校施設を網羅 

平成23年 
6月15日 

第2回女性研究者支援者連絡会開催 
高松短期大学・香川短期大学・香川高等専門学

校・香川県県民活動･男女共同参画課 

平成23年 
6月22日 

セクハラ研修会 
高松大学・香川短期大学・徳島文理大学・香川

県県民活動･男女共同参画課・放送大学 

平成 23 年

11月30日 
上野千鶴子講演会 

さぬき市役所・新居浜市役所・香川経済同友

会・高松高等学校 

平成 23 年

12月6日 
次世代育成高等学校出前講座 高松市立高松第一高等学校 

平成 23 年

12月7日 
かがわ教育男女共同参画シンポジウム 

香川短期大学・香川高等専門学校・香川県立保

健医療大学・香川県県民活動・香川県県民活動･

男女共同参画課・高松第一高等学校・高松高等

学校・坂出第一高等学校・古高松中学校 

平成 24 年 

1月27日 
第2回四国女性研究者フォーラム 愛媛大学主催・四国国立大学共催 

平成24年 
2月1日 

ワーク・ライフ・バランス講座 
香川高等専門学校・香川県県民活動･男女共同

参画課・瀬戸内圏研究センター・商工労働政策

課・四国生産性本部・県内企業 

平成24年 
9月5日 

第3回女性研究者支援者連絡会開催 
香川短期大学・香川高等専門学校・ 
香川県県民活動･男女共同参画課 

平成24年 
9月12日 

四国採択大学 合同評価セミナー 
愛媛大学・宮崎大学・広島大学・日本女子大、

全四国国立大学が紙面参加 

平成24年 
11月2日 

第3回四国女性研究者フォーラム 徳島大学主催・四国国立大学共催 

平成 24 年

11月16日 
次世代育成高等学校出前講座 高松市立高松第一高等学校 

平成 24 年

11月30日 
第4回中国四国男女共同参画シンポジウム 

香川大学主催・中国四国国立大学共催 
宮崎大学・岩手大学・佐賀大学・鹿児島大学・

香川高等専門学校・徳島文理大学・ 
福山大学・名古屋大学・香川短期大学 
香川県県民活動･男女共同参画課 
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②四国地域女性研究者支援モデル育成事業採択大学 合同評価セミナーの開催 

本学の事業について、平成24年 3月 31日に中間自己評価を行った後、四国地域国立大学への質問票によ

る調査を実施した。この調査は、本学の事業の一つに組込まれている「他大学や研究機関等との連携のため

の体制整備」を進めるという目的があった。事業を通じて連携を深めてきた四国国立4大学から、本学の女

性研究者支援の取組やフォーラム、シンポジウム開催といった共催事業について、直接意見を聴取した（3-3 

外部評価結果（１）四国地域国立大学への質問票による調査を参照のこと）。四国 5 大学の連携については、

フォーラムの継続開催を望む回答が多く、女性研究者支援関係者、女性研究者のネットワークの継続・拡充

への期待が大きかった。中国四国のネットワークを一層緊密にするためにも、四国圏内の大学間の連携が望

まれるところである。 

平成 24年 9月 12日には、「四国地域女性研究者支援モデル育成事業採択大学 合同評価セミナー」を開催

した（3-4 四国地域女性研究者支援モデル育成事業採択大学 合同評価セミナー評価結果参照のこと）。本合

同評価セミナーには、中国地区の広島大学、九州の大学間連携の先駆けである宮崎大学、最初に女性研究者

支援の取組を開拓した日本女子大学の各事業担当者を迎えるとともに、四国で共に本事業に採択され取組む

愛媛大学の事業者担当者をお招きした。その結果、単なる外部評価にとどまらず、大学間の連携の課題等を

幅広く議論し合う貴重な機会となり、大変有意義であった。 

 

 

大学と一緒に進める男女共同参画社会づくり 

                    香川県 県民活動・男女共同参画課 渡邊 智子 課長補佐 

 

内閣府の調査によると、女性の約３人に１人が配偶者からＤＶ被害を受けたことがあり、また、最近話

題の「デートＤＶ」は１０人に１人が被害者だそうです。 

この「デートＤＶ」については、将来、深刻な夫婦間のＤＶにつながる可能性が高いことから、県では、

大学、高校等と連携して、若い人たちを対象としたＤＶ予防啓発講演会や講師派遣事業を実施しています。 

男女がともに、暴力を受けたり、悩んだりすることなく、その個性と能力を十分に発揮することができ

る男女共同参画社会の実現のためには、大学、企業、ＮＰＯなどの多様な主体が連携、協働しながら取組

んでいくことが必要であり、また、効果的でもあります。 

中でも、教育や学習は、次代を担う若い人たちが男女共同参画を推進し、多様な選択を可能にする礎と

なることから、大学等との連携を図ることは大変重要な意味を持っています。 

このようなことから、かねてより、香川大学男女共同参画推進室におかれては、先のＤＶ対策事業や推

進リーダーの養成等、県の事業に積極的に御協力いただいているところであり、感謝申し上げます。 

また、学内の横断的な男女共同参画の推進はもとより、他機関とのネットワークづくり、特に、「県内

高等教育機関女性研究者支援連絡会議」や「中国四国男女共同参画シンポジウム」の開催を通して、協働

環境の構築に御尽力いただいておりますことに、深く敬意を表します。 

今後も、男女共同参画の視点に立って、香川の未来を拓く人材を育て、地域づくりに貢献されることを

御期待申し上げます。 
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4-2 「瀬戸内・四国圏女性研究者支援シンポジウム」の開催 

 

①四国女性研究者フォーラムの開催 

 当初の計画どおり、四国圏内の女性研究

者の交流を目的として、平成 23年 2月 23

日第 1回四国女性研究者フォーラムを四国

5大学共催で開催した。 

第 1回四国女性研究者フォーラムの参加

者は 91名で、内女性は 58名。県内外の関

係大学から参加も多く学外参加者は 48 名

であった。アンケートによると（回収数30） 

大変参考になったが 6名、参考になったが

23名であり、関心の高さと満足度が伺われ

る結果となった。 

フォーラムを前に四国 5国立大学男女共

同参画共同宣言が出されたことや愛媛大学

の積極的な協力体制によって、平成 23年度

以降もスムーズな形で継続開催が決定した。 

 フォーラムの内容については、各大学に

任されているが、先進的な取組の紹介やパ

ネルディスカッションによる女性研究者の

交流等が盛り込まれており、毎回 100名を

超える参加者を集め盛況に開催されている。 

日頃は出会うことが少ない四国内の女性研

究者同士が、フォーラムや交流会を通して、     四国女性研究者フォーラム開催案内ポスター 

活発に知り合う機会に繋がっている。平成 

25年度は、平成 24年度に女性研究者研究活動支援事業の採択を受けた高知大学による開催が決定した。 

 

四国女性研究者フォーラムの開催状況 

時期   成果 

平成23年2月23日 第1回四国女性研究者フォーラム 香川大学 
共催四国国立大学 

四国国立５大学 
男女共同参画共同宣言 

平成24年1月27日 第2回四国女性研究者フォーラム 愛媛大学 

持ち回りでの開催 平成24年11月2日 第3回四国女性研究者フォーラム 徳島大学 

平成25年度開催予定 第4回四国女性研究者フォーラム 高知大学 
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②かがわ教育男女共同参画フォーラムの開催 

 
 平成23年12月7日、県内の学校関係者に呼び掛け、 
「かがわ教育男女共同参画フォーラム」を開催した。 
女性の次世代育成に長年取組まれてきた日本技術者フォ

ーラムの中村立子氏の基調講演、学内の安心安全な環境

を整備するためのパネルディスカッションを実施した。 
 参加者は 36 名（女性 23 名、男性 13 名）で、アンケ

ート(回収数13)によると、大変よかった5名、よかった

6名となっており、大変高い満足度を示していた。                        
本フォーラムは、中学校・高等学校・高等教育機関 

        かがわ教育男女共同参画フォーラム案内 
の学校関係者がつどい、男女共同参画について語り合う場がないという現場の声に応じて試行的に開催した

ものだが、今後は、関係機関と調整の上、このような場の確保を検討したいと考えている。 
 

ニュースレター開催報告                          
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③第４回中国四国男女共同参画シンポジウムの開催 

 平成24年11月30日第4回中国四国男女共同参画シンポジウムが初めて四国で開催された。（第Ⅳ部 事

業関係資料を参照）県内外の参加者122名(女性78名・男性44名)がつどい、女性研究者支援や男女共同参

画について活発に議論を深めた。基調講演では、女性研究者支援の重要性について、JST男女共同参画主監

の小舘香椎子先生が話された。未だ女性研究者支援の取組が進んでいない高等教育機関からの参加者にとっ

て、意義深い内容だった。また、先進的な取組みとして、香川高等専門学校、岡山大学、広島大学が実践交

流を行い、国立女性教育会館からも情報提供があった。最後に、子育てに取組む両性の研究者が揃い、意見

交換を行った。なお当日「第1回中国・四国地区男女共同参画推進連絡会議」も同時開催された。 

 
目的：中国四国地方における女性研究者支援および男女共同参画を推進し、地域の活性化につなげる。 

 
中国四国男女共同参画シンポジウムの開催状況 

時期 名称 主催大学 成果 

平成 21 年

12月21日 
第1回 
中国四国男女共同参画シンポジウム 
『協働』社会へ！ 
中国四国地方からのアピール 

広島大学 
中国四国地域で初めての男女

共同参画シンポジウムが開

催。 

平成 22 年

12月1日 
第2回 
中国四国男女共同参画シンポジウム 
持続可能社会に向けての男女共同参画 
女性研究者支援モデル事業から見えて

きたもの 

島根大学 

持ち回りでの開催が決定 

平成 23 年

11月11日 
第3回 
中国四国男女共同参画シンポジウム 
女性研究者が活躍する大学～支援ネッ

トワークの強化を目指して～ 

岡山大学 
「中国四国国立大学男女共同

参画共同宣言」 

平成 24 年

11月30日 
第4回 
中国四国男女共同参画シンポジウム 
ともに協働環境の構築へ～中国四国地

域の未来を拓く～ 

香川大学 
第 4 回より中

国四国国立大

学が共催 

中国四国男女共同参画推進協

議会の立ち上げ、男女共同参

画基本情報の調査を実施 

平成25年 
実施決定 

第5回 
中国四国男女共同参画シンポジウム 

鳥取大学 

 

男女共同参画推進の基本情報

を各大学で継続して共有 

 
 
 
 
 

 

 

︲121︲

第
Ⅱ
部

事
業
実
施
報
告



 

第 4回中国四国男女共同参画シンポジウム開催報告より 
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参加人数： 122（学外：63　学内：59　／女性：78　男性：44）
回収数： 45 女性：28 男性：17

20代：3 30代：10 40代：14 50代：11 60代：5 70代：1 無回答：1
学外教員：17 学外職員：14 行政職員：5
学内教員：4 学内職員：4 学内学部生：1

（1）シンポジウムについて

20
21
1
3

（3）感想

・女性研究者のｅｍｐｏｗｅｒｍｅｎｔの為に、大学のリーダーが今こそ力を発揮すべき時であることを感じました。

・具体的で内容の深さがあり、参考になった。Ｐ．Ｄ．Ａに取り入れて、少しでも取り入れていきたい。

・とても具体的で有益な情報をいただきました。

・小舘先生の経験・先見性が発表によく出ている。

・とても良かったです。お話自体が「理工系に進んだら面白そうだ」と思わせるに十分。資料にないパワーポイントが何枚かありました。あのパ
ワポが欲しい。

第4回中国四国男女共同参画シンポジウム

時間：13：20～17：30
会場：かがわ国際会議場

【基調講演】

・非常に内容が濃いと思います。今後の指針となるお話だったと思います。政策を作る、行政の関係者に十分理解して頂きたいと思います。

大変参考になった
参考になった
どちらともいえない

・「何で女性教員30％なのか」そもそもなぜ「男女共同参画」なのかを正しく知ることが出来ました。男性から「ただの女性優遇ではないか」と言
われた時に、きちんと説明できる人を増やしていく事、それが大事なのではないかと思います。

・男女共同参画の全体をまとめていただき、分かりやすかったです。

・男女共同参画の将来行きつくステージを明確に提示して頂き、日頃目標にしている内容が確認できてよかったと思います。

・女性研究者への支援も大切な反面、女性研究者自身のパワーも重要であることがよく分かりました。

・事業終了後の男女共同参画推進(特に女性研究者支援)のあり方に関するヒントをいただき、非常に良かった。

・小舘先生の話は日本全体の状況がよく分かった。

・実体験に基づく貴重な話が聞けた。(厳しい状況の中で取り組んでいる)

・よく分かりました。

・データを交え、現状と今後の方向性について、分かりやすく教えていただくことができた。小舘先生ご自身が非常に精力的にご活躍なさって
おり、その姿自体が１つのロールモデルとして参考になった。

・今では女性研究者育成・支援がスポットを当てられていますが、小舘先生が若手研究者の頃は男性研究者に混ざった大変なご苦労があっ
たと思います。

・女性研究者としてのみならず、働く女性のロールモデル。

・うまくまとめられていて今後の施策の為になります。

・大変参考になった。

・普段生活している中で、あまり触れることのない女性研究者の現状・取組・課題を知ることができ、大変勉強になりました。恥ずかしながら、
技能を持った方がこんなにも不安定な状況にあることを知りませんでした。

無回答

・女性研究者支援の取組のヒントを多くいただくことが出来ました。

・女性リーダーを増やすことで、今の置かれた状況を正すことがなかなか受け入れられないけれど、パイオニアであり続けるしかないでしょう
ね。

・長年、女性研究者を育てていらした小舘先生のメッセージが伝わりました。

・女性研究者支援の必要性と、今後期待される取組がよく分かりました。

・女性研究者としてのロールモデルを目の当たりにした印象である。いろいろな具体的な取組や将来像を知ることができて、本校の男女参画
の取組みに役立てると思う。実践交流の香川高専の取組が分かりやすかった。

0
5
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女性 
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男性 
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参加男女比 
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・子育てと仕事(研究)の両立をどうするか、多くの課題が見えました。

・様々な立場のそれぞれの方が抱える具体的な話が聞けて、問題を身近に感じることが出来ました。それぞれの方が思う解決策も聞けて良
かったです。ワーク・ライフ・バランスの実現の難しさ、教育支援の大切さを改めて感じました。

・多様なメンバーによる話が面白く、また勉強になった。皆さんの本音トークに考えさせられました。

・男性研究者・女性研究者・子育て支援に関わる方の生の声、心の底からの悩みを聞かせていただきました。これらの課題に正面から取組む
ことにより、変革の方向を見出していきたいと思いました。

・実体験を正直に話してくれた点が良かった。それぞれの方が苦労され工夫し子育てされている。

・板倉課長の言われた事ですが、研究者の困り感の中でポイントを絞ってディスカッションした方が良かった。

・丁寧に説明していただき理解が深まりました。

・事業終了後に取組むべき課題と難しさを

・事業終了後の継続というテーマについて、とても参考になった。また、他大学、高専の先進的な取組はとても興味深かった。

・女性研究者の支援について、全国的に国立大学が積極的に取組んでいることに、感銘を受けました。

・各人の工夫で対応しているノウハウを共有できるだけでも、サポートになると思いました。周囲の理解も巻き込んでいくことで次第に良い方
向に行く気がしました。

・若手の女性研究者の求める支援が聞けて良かった！またこのような男性が増えてほしいと思いました。

・働く女性や子育て夫婦にとって元気づけられる内容と思いました。

・テーマが良くなかったと思います。「個人がどう両立するか？」ではなく、「大学で男女共同参画を進めるにはどうすればいいのか？」につい
てのディスカッションを是非聞きたかったと思いました。「大学による支援」について、ほとんど触れられていなくて参考になりませんでした。

・中橋氏の話から行政からではなく、当事者から声を上げて子育ての環境を整えることの必要性を感じた。

・パネリストの人選が良かったと思います。(多様な視点からの話が聞けたので)

・女性研究者が悩む“育児”について男女研究者による“一人子育て・共育て”は、就業環境、意識の改革には大きなインパクトを与えたので
はないでしょうか。

・ポスターによって各大学の取組が目に見えて分かり良かったです。

・大学での取組が詳しく示されており、きめ細やかな取組状況が分かりました。

・実体験のお話は興味深かったです。「男性は5歳児だと思え」が私の身上ですが、やっぱりな…と。(笑）けれど１人が２人になったことで物の
見方が変化したり、広がったりした実感があります。世界には男と女しかおらず、自分と他人しかおりません。子育ても、家庭生活も、１人では
なくて２人で、みんなでしているという気持ちで過ごしていきたいと思いました。

・皆様の貴重な子育て術でお伺いすることができて、大変参考になりました。

・各先生方の苦労した経験を聞くことができ、参考になった。

・槻木先生の話：私の高専にも遠距離夫婦がいました。どちらも夫が妻の近くの職場近くへ去りました。人材流出です。中橋先生の話：お母さ
んの苦労話が切実、共感しました。

・各パネラーの発表が全体の中でバランスが取れていた。現実味があってとても良かった。

・香川大学さんが、各学部の取組みをポスター展示し、客員の先生方も説明に立たれていたのが印象的でした。

・若い方々のパネラーで話題が面白かったです。ただ、個人的な要求を満たすことだけではなく、もう少し具体的な解決策が提案できればさら
に良かったのではないでしょうか。

・香川大学さんが学部ごとにポスターを作り、まとめていらっしゃり大変興味深く拝見しました。

・全国の大学等の取組を見れて知れて良かった。リーフレット・パンフレットがあって持ち帰れて良かった。

・女性研究者のロールモデルを広めていくことの大切さを再認識した。

【パネルディスカッション】

・各大学・学部の取組状況がよく分かった。

・それぞれの大学で課題は何かを明確にし、熱心に取組んでいる様子がよく分かりました。

・ポスターの前で先生たちが立って説明してくれるのは初めて。

・香川大学の各学部の取組を当事者に話していただくことが有意義でした。

・特に香川大学の多様な取組が参考になりました。

・生々しい声が聞けて良かった。ただ、どのように活かしたらよいかが難しかった。研究か子どもか、どちらか一方に重点を置かないと、どちら
もだめになってしまうのでは？２人目は難しいのかな、と思います。任期無しの職に就かないと育児が難しいという点だと思います。

・多岐に渡る話が参考になりました。

・面白かったし、励みになりました。理工系女性研究者をメインにお話されたのが良かった。

・男女共同参画に関する大学や学協会、政策動向の最新情報が分かり、大変参考になった。

・表示場所など内容もよくまとまりがあって良かった。

・他大学の取組が分かって良かったです。(→希望：資料として手元に欲しかったです。印刷してもらえると嬉しいです。)

・多くの大学の取組状況がよく理解できた。理系の女性教員増加は課題であること。

・ポスターをプログラムに印刷したものをいただけると、よりありがたかった。

・他大学の取組がよく分かって大変参考になりました。

【ポスターセッション】

・まだ子どもはおりませんが、結婚して働き方変わりました。子どもができても、今日のような取組を支えに頑張っていきたいと思いますし(研究
者ではありませんが)、子どもが成長して、理系のことを学びたいと思った時に、自由に学べるような社会を作っていきたいです。

・各大学とても分かりやすくまとめてあった。

・どの大学も、取組に力を入れていることが伝わりました。ただ、ポスター前に人がいなかったので、聞きたいことが聞けなかった。

・時間が無かったので拝見するだけで済ませるポスターが多かったように思います。やはり、コミュニケーションがとれるプログラムの方が良い
かと思いました。

・リーダーシップの育成の部分に大変興味を持ちました。小舘先生の御苦労話をもっと伺いたかったです。
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・各参加者のＰＲの場を増やして欲しい。(ｅｘ.１つのテーマに付き、ポスター等で発表できる場など)

・女性のリーダーシップ(研究面、マネジメント面双方で)をどのように育成するか。

・事業終了後の持続的支援の展開について、先行大学の成功例や課題について発表などディスカッションして欲しい。

・理系の方のお話が中心なので(予算の性質上仕方ない側面もあるが)人文社会系の研究者の課題も取り上げてほしい。

・各先生方の率直なお話に、学ぶところが非常に多かったです。本当にありがとうございました。小川先生の話に涙しました。

・先進大学(広島・岡山等)の効果的だった具体的な取組をもっと詳しく紹介してほしいと思いました。

・中国と四国の連携が他の地域から見て「その特色」がうらやましく思えました。継続性を期待します。

・育児・介護の社会化。社会的基盤の構築。(研究者だけの問題解決に留めず、社会的基盤を整えないと、日本の育児負担も少子化問題も
大きな改善は望めないと思いました。)

・学生、大学院生からの視点の男女共同参画について、話を聞くような機会があればよいと思います。

・①ほかの地域とのネットワークをどのようにしていくか。特に女性研究者情報(就業等)の入手の為にも考えていただきたい。②“一人子育て・
共育て”の次は“一人介護・共介護”を中堅女性研究者の為にも取り上げ、ぜひパネルディスカッションをして頂きたいと思います。

・自治体や民間企業の実践、取組の紹介があっても良いと思います。

・様々な立場の方の生き方、取組みは参考にしたいと思います。

・時間が長かったけど、話が濃厚だった。

・直面している問題は何か、具体的に気づかされました。

・子育てをしながら研究等を続けておられるパネリストの皆様のご苦労に、身につまされる思いがいたしました。

・とても参考になりました。継続していってください。

・パネリストの先生方がとても個性的で話に引き込まれました。とても良かったです。

・実体験に基づいた各先生の貴重なお話が聞けて良かったです。子育てしながら働く女性は時間を増やすサポートがあれば強い後押しにな
るという話には、実感として納得です。

・支援研究員制度、民間の取組事例

・やはり本音で語り合えるのが良いですね。本日はありがとうございました。

・産官学の協働について。

・大学間の具体的な連携の検討(年１回のシンポジウムに終わるのではなく)。板倉課長が最後までいてコメントしていたことは評価します。

・実際に大学で男女共同参画を進める中での困難や、それをどう乗り越えてきたのか、について事例を基に聞きたいです。

・女性研究者のテニュアトラックについて。(出産・育児での休業等)

【中国四国男女共同参画シンポジウム全体について、今後取り上げてほしい内容など】

・大学間で連携することにより、初めてできる取組、地域との連携で実現できること。

・とても生々しいそれぞれの方の事例を聞けて、現実の深い問題を目の当たりにすることができた。板倉さんも言っているように、パネリストの
皆様に敬意を表します。本校でもしっかりと推進していくべきとの信念が湧いた。とても有意義でした。

・男女共同参画に取組める立場ではありませんが、お手伝いは出来るかと思いました。

・基盤をどうするか。(「夫は何もできない」前提を変えるべきでは？）、「生活技術力」の向上(衣食住等家事全般とか「男女に限らず介護」も共
通)、「ワークライフバランス」と言っても基本的なワザが身についてなければバランスのとりようがない。「技術→意識の変化」の方を重視すべ
きではないか？「意識の啓発」だけでは限界があると思う（特に日本では）。これからの家庭を持つ若年層の教育が大事だと思う。(「共働きの
１日スケジュール」とか「困ること」「突発的事態」「対応の仕方」とか「１週間の(手抜き）料理献立」とか)。

・大学のみならず、企業や公的研究機関の実態を取り上げていただきたい。

・同じ職場に同じような悩みを持っていた人がいらっしゃったのだと認識した。本当に「研究をやりたい」と思う気持ちを大事に生かすことのでき
る仕組みが出来ることを切に望みます。研究補助員の配置は、ますます大事になると感じる。制度の継続と拡充を希望します。

・香川高専の先生やＮＰＯの方など新鮮な話が聞けて良かった。私も次回はカニが食べたいです。

・中国四国地域の連携の実際を知ることができて良かった。旧帝国大学の取組とは違う、地元に密着した大学の取組をさらに知りたいと思っ
た。

・テーマを大きく変えずに継続して行う方が良いと考えます。
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５．女性研究者研究活動支援の計画以上の取組 

5-1 当初の計画以上の事業経費による事業 

①四国内国立5大学による男女共同参画推進共同宣言 

 平成 23年 2月 22日四国国立大学協議会において、第 1回四国女性研究者フォーラム(平成 23年 2月 23

日開催)に先駆けて、「四国内国立 5大学による男女共同参画推進共同宣言」が宣言された。全国で４番目に

出されたこの宣言文は、女性研究者研究活動支援事業の採択校である香川大学・徳島大学・愛媛大学に留ま

らず、四国国立 5大学の女性研究者支援を推し進め、連携を深めるために大きな役割を果たした。（第Ⅳ部 事

業関係資料を参照） 

 

②中国・四国地区国立大学男女共同参画推進のための共同宣言 

 平成 23年 11月 11日、第 3回中国四国男女共同参画シンポジウムにおいて、「中国・四国地区国立大学男

女共同参画推進のための共同宣言」が岡山大学のリーダーシップのもと宣言された。この宣言の中では、シ

ンポジウムの継続開催が謳われており、これを契機に、平成 24年 11月 30日、第4回中国四国男女共同参画

シンポジウムが初めて四国に渡り、香川大学の主催で開催された。（第Ⅳ部 事業関係資料を参照） 

 

③中国・四国地区男女共同参画推進連携会議の開催及び設置要綱の策定 

平成 23年 11月 11日の岡山大学での準備会を経て、平成 24年 11月 30日、第4回中国四国男女共同参画

シンポジウム当日に、中国四国 10国立大学で構成される「第 1回中国・四国地区男女共同参画推進連携会議」

を本学のリーダーシップのもと、正式に開催した。開催に当たり、来年度以降も継続して本会を招集できる

ように「中国・四国地区男女共同参画推進連携会議の開催及び設置要綱」を策定した。（第Ⅳ部 事業関係資

料を参照） 

 

④中国・四国国立大学男女共同参画基礎情報の共有 

 第 1回中国・四国地区男女共同参画推進連携会議では、中国・四国国立大学の男女共同参画にかかる基礎

情報を毎年集約していくことが確認された。女性研究者支援の取組状況や女性研究者の数等、男女共同参画

に関する情報を公開することは、中国四国地区全体を底上げすることに繋がると考えられる。本事業を通じ

て、採択大学では先進的なモデルとなる事業を数多く展開しており、そのノウハウを未採択の国立大学なら

びに、地域の大学へ伝えていくことは、大切なミッションである。継続して基礎情報が積み上げられていく

ことにより、未採択大学においても、取組が進んでいくことを期待している。（第Ⅳ部 事業関係資料を参照） 

 

⑤オープンキャンパス相談コーナー設置 

 農学部・工学部のオープンキャンパスにおいて、大学院生による女子高校生向け自然科学系の進路選択を

促す相談コーナーを設置した。(3-2未来の女性研究者の育成、確保を参照のこと) 

 

⑥ロールモデル集による周知 

 本学の女性研究者を事例にしたロールモデル集を2回に渡り作成し、オープンキャンパスや学校訪問、高

校への出前講座等で配布し、研究者の進路選択が身近なものであることの周知を広げた。(3-2未来の女性研

究者の育成、確保を参照のこと) 
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⑦FD・教授会を活用した講座 

 平成 23 年度より女性研究者支援の必要性や大学で進める男女共同参画の意義などについての啓発講座を

各部局が中心になって、計画実施した。各部局 1年間で 1講座の実施を男女共同参画推進委員会で取り決め

ている。部局長のトップダウンでの実施になっているため、広報等は各部局が行っている。講座によって、

参加者の多い少ないはあるものの、各部局の自主的な取組として実施内容を検討し、運営が行われることは、

各部局のニーズの把握にも繋がっている。参加者からの反応はいい。 

 

⑧男女共同参画講演会 

 学内に女性研究者支援の機運を広げていくために、関係シンポジウムも含め、男女共同参画をテーマとし

て啓発講座を多数開催した。地域ぐるみの女性研究者支援をめざす本学では、開催する講座は、すべて広報

を通して、一般に公開した。著名人が講師の際には、県内の他大学や一般の市民の参加も多かった。学生か

らチラシを受け取った保護者の参加もあった。 

 

⑨ワーク・ライフ・バランス講座 

本学は、くるみんを取得し、次世代育成支援対策法に基づき行動計画第 3期を策定実施中である。女性研

究者や教職員のワーク・ライフ・バランスを考えるセミナーの開催を計画し、働き方の見直しに対する意識

啓発を行った。 

目 的：香川大学男女共同参画推進基本理念・基本方針、平成 23年度女性研究者支援の取組方針に基づき、

学内の男女共同参画や育児等に取り組む者等のワーク・ライフ・バランスの推進に向けて研修を深める。 

 

平成 24年 2月 1日 平成 24年 9月 26日 

あなたが輝く働きかた 

秘訣はワーク・ライフ・バランス 

イクメンで行こう 

育児も介護も仕事も充実させる生き方 

小室淑恵氏 (株)ワーク・ライフ・バランス社長 渥美由喜氏 厚生労働省 政策評価委員/ 内閣府 男女共同参画 

会議専門委員/厚生労働省『イクメンプロジェクト』委員/ 

101名（女性54名、男性 42名、不明 5名） 50名（女性 20名、男性 30名） 
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⑩ハラスメント予防講座の開催 

セクシュアル・ハラスメントの予防にむけて、年1回ハラスメント相談員の研修も兼ねて、予防講座を開

催した。教職員や学生にとって、安全な職場・学習環境は、安心して修学・就業を続けていくために欠かせ

ないものである。そのため、大学には安全な環境整備に対する配慮が求められ、セクシュアル・ハラスメン

トやパワーハラスメントを未然に防止する責任があると考えられている。 
平成23年6月22日にご講演いただいた弁護士の井口博先生は、多くのセクシュアル・ハラスメント事件

を手掛けて来られた。講演を通して、事例に触れながら、セクシュアル・ハラスメントの定義や規制に関連

する法律、防止措置の責務、組織としての解決法、学生を含めた個々人がリスクを回避するための対応等に

ついてご教示いただいた。本研修会はハラスメント相談員の研修、事務系職員の管理者研修の一つと位置づ

け実施した。セクハラの兆候を見逃さず、迅速に対応すること、二次被害を防ぎ、安全に相談を受けるため

の基礎知識を学ぶことが出来た。 
 

セクシュアル・ハラスメント研修会開催報告 ニュースレターvol.9より 

 

 セクシュアル・ハラスメントの予防については、学内でも関心が高く、井口弁護士の研修会のアンケート

（回収数 92）においても、大変よかった40名、よかった 30名であり、講座への満足度は 76.0％と高かった。 

また、同アンケートにおいて、学内のセクハラ防止の講座実施について尋ねたところ、とても必要 26名、 

必要 49名、と 8割以上が講座の必要性を認めている結果となった。この結果を受け、セクシュアル・ハラス

メント予防に関する講座を年に 1回は実施していくこととした。また、本研修

会を契機に、女性のためのカウンセリングやセクシュアル・ハラスメントに関

する相談窓口を周知する相談カードを作成し、各部局や窓口を通じて配布した。 

相談窓口案内カード 
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研修会の感想から 

・個人の問題でなく、組織として取り組むべき問題である、という点が印象的でした。 

・トップの認識と危機意識があれば、ハラスメントは起きない。ぜったいに起きませんという点が一番

印象深かったです。 

・管理者・上司等は認識不足であると思う。今後もこのような研修を行ってほしい。 

・初めてこのような内容の研修を受けましたが、改めて、知識がないことを知りました。どれだけ、「加

害者とならない」「被害者とならない」という意識は重要であるか、そのためには全学的な研修が必

要であると感じています。 

・今回、アカデミック・ハラスメントという言葉を初めて聞きました。自分が今、大学生であるため、

大学でそのような問題があることを知った。実際に大学の教員が、私生活のストレスを生徒にぶつけ

ているという話も聞いたことがあり、もしかしたら、該当しているかもと感じた。そのような言葉や

知識を知らないということは、被害者と気づかない要因の一つだと思う。まずは、知るということか

ら始めることが重要だと思った。 

 

 

セクシュアル・ハラスメント予防研修会の開催状況 

平成 23年 6月 22日 平成 25年 3月 14日(予定) 

安心して働ける・学べる安全な環境づくり 

～セクハラ・パワハラ・デート DV対応～ 

セクシュアル・ハラスメントのない 

安心安全な環境づくり 

ゆまにて法律事務所 井口博 弁護士 徳島弁護士会 大西聡 弁護士 

126名（女性56名、男性 70名） 法学部の FDとして開催(全学に公開) 
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⑪子育て支援講座の開催 

 平成23年6月から開講した香大っこサポーター養成講座 

の一部を、子育て支援講座として一般にも開放した。育児

休暇明けの女性研究者や育児休暇中の職員、市民の方が赤

ちゃん連れで参加した。学生たちは、実際の赤ちゃんの様

子をみて、とても参考になった様子だった。心配そうに抱

っこさせてもらったり、あやしてみたりしていた。 

 大学構内に初めて子どもを連れてきたその研究者は、本

講座がきっかけになり、その後も違う講座に赤ちゃん連れ

で参加したり、構内をベビーカーで連れて歩いたりできる

ようになった。 

学内を気兼ねなく子ども連れで安心して歩くことができ

る環境や風土づくりも大切である。参加者の数は多くはな

かったが、開講した意味のある講座となった。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

各種啓発講座実施状況 

日時 テーマ・講師 参加数 満足度 場所 
FD

等 

平成 23年 

2月 23日 
第 1回四国女性研究者フォーラム 

91名 

女 性 58

名、男性

33名 

回収数 30 

大変よい 6名 

よい 23名 

満足度 96.7% 

学外  

平成 23年

6月 22日 

安心して働ける・学べる安全な環境づくり～セク

ハラ・パワハラ・デート DV対応～ 

ゆまにて法律事務所 井口博弁護士 

126名 

女 性 56

名、男性

70名 

回収数 92 

大変よい 40名 

よい 30名 

満足度 76.1% 

幸町 SD 

平成 23年 

9月 21日 

どうして男女平等が大学に求められているのか? 

フェリス女子学院教授 諸橋泰樹氏 

34名 

女 性 16

名、男性

18名 

回収数 23 

大変よい 8名 

よい 10名 

満足度 78.3％ 

幸町 FD 

平成 23年 

10月 5日 

大学全体の就労・研究環境改善からみた 

女性医師の働き方 

ＮＰＯ法人イージェイネット瀧野敏子氏 

58名 

女性 23

名、男性

35名 

回収数 34 

大変よい 11名 

よい 18名 

満足度 85.3% 

医学

部 
SD 

平成 23年

11月14日 

工学部啓発講座 教職員のジェンダーバランス

と香川大学の支援制度について 

男女共同参画推進室コーディネータ長安めぐみ 

50名 

女 性 4

名、男性

46名 

回収数 8 

大変よい 2名 

よい 5名 

満足度 87.5% 

工学

部 
FD 
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平成 23年 

11月30日 

“夢みるユメオくんとユメコちゃんへ 

～幸せな人生のつくり方～” 

NPO法人 WAN 上野千鶴子氏 

179名 

女性 123

名、男性

56名 

回収数 119 

大変よい 63名 

よい 48名 

満足度 93.3% 

幸町  

平成 23年

12月 7日 

シンポジウム 
かがわ教育男女共同参画フォーラム 

日本女性技術者フォーラム中村立子氏他 

36名 

女性 23

名、男性

13名 

回収数 13 

大変よい 5名 

よい 6名 

満足度 84.6% 

幸町  

平成 23年 

12月15日 

農学部 教職員のジェンダーバランスと香川大

学の支援制度について 
男女共同参画推進室コーディネータ長安めぐみ 

18名 実施せず 
農学

部 
 

平成 24年 

2月 1日 

ワーク・ライフ・バランス講座 

あなたが輝く働きかた  

秘訣はワーク・ライフ・バランス 

(株) ワーク・ライフ・バランス 小室淑恵氏 

101名 

女性 54

名、男性

42名、不

明 5名 

回収数 54 

大変よい 44名 

よい 8名 

満足度 96.3% 

幸町 SD 

平成 24年

9月 12日 

合同評価セミナー 

支援継続に向けて今 
21名 未実施 幸町  

平成 24年 

9月 26日 

ワーク・ライフ・バランス講座 

イクメンでいこう！ 

育児・介護も仕事も充実させる生き方 

厚生労働省 政策評価委員 渥美由喜氏  

50名 

女性 20

名、男性

30名 

回収数 32 

大変よい 22名 

よい 7名 

満足度 90.6% 

幸町 SD 

平成 24年 

10月16日 

外部評価報告会～次年度以降も男女共同参画推進

事業を充実させるために～ 
17名 未実施 幸町  

平成 24年 

11月 1日 

デート DV 防止全学研修会 デート DV って何？～

お互いを尊重する関係とは～ 

NPO法人レジリエンス 中島幸子氏 

105名 

回収数 86 

大変よい 15名 

よい 59名 

満足度 86.0% 

幸町  

平成 24年 

11月14日 

教育学部啓発講座 一人ひとりを大切にする大学

の環境づくり～男女共同参画から見えてくるもの

～ コーディネータ 長安めぐみ 

73名 未実施 
教育

学部 
FD 

平成 24年 

11月30日 

第 4回中国四国男女共同参画シンポジウム 

JST男女共同参画主監 小舘香椎子氏他 
122名 

回収数 45 

大変よい 20名 

よい 21名 

満足度 91.1％ 

学外  

平成 24年 

12月 6日 

あなたは人生にどんな答えを出すのか 

ノンフィクション作家 柳田邦男氏 

132名 

女性 88

名、男性

44名 

回収数 71 

大変よい 48名 

よい 17名 

満足度 91.5% 

医学

部 
FD 
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平成 25年 

2月 21日 

できる男性のための介護講座 

香川県長寿対策課 門田課長補佐 

香川大学医学部看護学科 清水教授 

30名 

女性 12

名、男性

18名 

回収数 23 

大変よい 6名 

よい 15名 

満足度 91.3％ 

工学

部 
 

平成 25年

2月 21日 

農学部啓発講座 香川大学の今後を見据えた男女

共同参画のあり方～優秀な女子学生の活躍と大学

の活性化～  コーディネータ長安めぐみ 

15名 未実施 
農学

部 
FD 

平成 25年

3月 5日 

経済学部啓発講座 香川大学の今後を見据えた男

女共同参画のあり方～優秀な女子学生の活躍と大

学の活性化～ コーディネータ長安めぐみ 

60名 

回収数 27 

大変よい 7名 

よい 18名 

満足度 92.6％ 

経済

学部 
FD 

平成 25年

3月 14日 

法学部 FD セクシャル・ハラスメントのない安心

安全な職場づくり   大西 聡 弁護士 
- - 

法学

部 
FD 

平成 25年

3月 27日 

香川大学女性研究者研究交流会 in幸町 

アカデミズムにおけるジェンダーの平等 
- - 幸町  

※満足度については、「大変よかった」「よかった」、「大変満足」「満足」のいずれも「満足」として集計した。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 
医学部 FD 柳田邦男氏講演会 

 
 周知が徹底したためか、多くの参加者があった。参加者が中年の管理職あるいはベテラン職員の方々が多

くおられたことは趣旨が十分周知された結果ではなかったかと推察される。この周知方法は、参画室連絡の

後、医学部では職員係から医学部長名でのメール配信、申し込みの部局受付の追加、学部教授会での医学部

長からの参加要請などであった。部局をあげて実施されたことは大変有意義であった。 
 アンケートの結果は、ほとんどが肯定的な反応であり、中でも67%が大変良いという感想であった。この

ことは、講演内容の質的水準の高さであるといえる。つまり、柳田邦男氏の知名度、参加者のニーズへの応

答がベストフィットであったといえる。この企画は、中年を生き抜く人々へのメッセージ力の強さと応答の

受容に特徴があったといえ、男女が共に社会生活に参画するという制度の本来趣旨を支持する企画であった

ことを実証した好企画であったと言える。           （医学部女性研究者育成員 清水裕子） 

 
 

 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
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上野千鶴子氏講演会 開催報告 ニュースレターvol.11より 
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コーディネータによる啓発講座開催報告 ニュースレターvol.11より 

 

【寄せられた感想から】 

○女性研究者の登用に向けての段階的なアプローチは的確であり、説明はとても素晴らしかったです。 

（平成 23年 11月 11日工学部にて実施） 

○とても有意義な講座でした。お世話になりました。今まであまりふれていなかった話題を紹介していただ

いて、本当にためになりました。個人的な意見だけですが、この講座のおかげで、教育学部がもっと働きや

すい、いい職場になったと思います。同じような講座を定期的に実施していただければ、うれしいです。 

（平成 24年 11月 14日教育学部にて実施） 

○託児室の設置をお願いします。これは女性研究者のみではなく男性研究者にも必要な人もいると思います。 

介護休暇を増やして下さい。                 （平成 25年3月 5日経済学部にて実施） 

○「今後を見据えた」という点が重要だと思いました。女性の問題は、女性”だけ”の問題では”ない”と

思います。介護やライフワークバランスなどは、男女問わず、これから考えていかなければならない問題で

す。ぜひ女性の視点から、そうした問題提起をしていただきたいと思います。 

（平成 25年3月 5日経済学部にて実施） 
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瀧野敏子氏講演会 開催報告 ニュースレターvol.11より 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

香川大学の取組に寄せて 

 
ＮＰＯ法人イージェイネット  瀧野敏子 代表理事  

 
香川大学は、全学のみならず四国の他の国立大学をも巻き込んだ規模をもって、3 年間で多くの卓越し

た事業成果を上げられました。これはひとえに女性の力を活用するという香川大学の優れた時代認識と強

い意思に加えて、一方では国立大学法人である香川大学が地域に貢献するために具体的行動を起こさなけ

れば、という使命感が形として現れたともいえるでしょう。 
個々の事業の内容と成果については、女性研究者が両立支援を受けながら研究業績をあげていくために

必要な必須項目が網羅されていてそれらが力強く実現されているのを垣間見ると胸のすく思いがします。 
 さて、インフラができたところで今後の課題はこれらの事業を、取捨選択するにしろ、将来にわたり継

続するための原資を獲得することでしょう。そのためには本支援事業によって力を得た女性研究者の仕事

が香川大学の使命と成長のベクトルに合致するという実感が関係者にひろく共有されることです。事業の

継続と発展を祈念いたします。 
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諸橋泰樹氏講演会 開催報告 ニュースレターvol.11より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

報告書に寄せて                   フェリス女学院大学教授 諸橋泰樹 氏 

香川大学女性研究者研究活動支援事業の完成年度とうかがい、コーディネーターの長安めぐみ特任教

授をはじめ、男女共同参画推進室の精力的な取組に、敬意を表します。言うまでもなく女男平等問題に

「完成」も「終わり」もなく、「永久運動」ですので、“助成金の切れ目が縁の切れ目”とはならぬよ

う、今後の事業の継続と発展を大いに期待いたします。 

香川大学男女共同参画推進室には、2011年秋の教育学部 FD研修でお呼びいただき、参加いただいた

教職員の方がたに、メディアに描かれたジェンダー表象を分析してもらう、ワークショップで進めさせ

てもらいました。ジェンダーが社会的に構築されたものであるように、メディアもまた構築されたもの

ですので、ジェンダーとメディアとは親和性を強く持ち、想像の共同体づくりに一役も二役も買ってい

ます。研修でそのようなお話しをさせていただき、実際にメディア素材を観てもらうことで、何かしら

のお役に立てたのなら幸いです。 

日本の女性をめぐる社会環境は厳しく、女男間の格差を示すＧＧＩ（ジェンダーギャップ指数）は 2012

年現在１３５カ国中１０１位で、最下位レベルにあります。これは、社会の指導的役割を担う層を育て

る責任のある高等教育機関が、女性のエンパワーメントに関してサボタージュしてきた結果でしょう。

世界に通用する知識人・技術者・意思決定者を輩出するためにも、女性の教員、職員、学生、若手研究

者たちをエンパワーすることは急務です。 

最後に、希望を２つ述べさせていたただきます。１つは、全学的なジェンダー論の授業の展開です。

ジェンダー科目群を全学カリキュラム化し、運営委員会ないし後述する研究所が所管し開放科目にし

て、全学の学生にジェンダー教育を実施できればと考えます。２つめは、その、ジェンダー研究所の設

置です。全学部・研究科から派遣された教員が２年任期などで所属、研究と情報発信を行ってはどうで

しょうか。これらは、新たな組織をつくらずとも、推進室をさらに強化することによっても可能かと思

われます。 

冒頭に述べたように、この仕事には「完成」も「終わり」もありません。香川大の名声が高まること

間違いなしの、長く、太くてコシの強い女男平等への取組に、讃岐うどん大好きの東京人がエールを贈

らせていただきます。 

︲136︲

第
Ⅱ
部

事
業
実
施
報
告



⑫男女共同参画の講義新設 

 全学共通科目「人生とキャリア」内に男女共同参画のスポット講義を設置した。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

 昨年度（平成 23年度）、男女共同参画推進室の長安先生にある相談を持ちかけられた。全学共通科目の中

に「男女共同参画」をテーマとした授業を設けられないか、というものであった。私は当時息子を授かった

ばかりで、共働きで育児をすることの大変さを感じていたこともあり、こうしたテーマについて学生に伝え

ることの重要性に非常に共感した。 

諸々の事情から、半期 15コマまるまる授業をするのではなく、既存の授業の中でスポット的に授業をする

ということではどうか、と提案させていただいた。幸い、昨年度（平成 23年度）から必修化されていた主題

A「人生とキャリア」は、「男女共同参画」というテーマとも相性がよいので、ここでスポット的に授業をす

ることを提案させていただいたのである。結局、この案で了承いただき、今年度（平成 24年度）は試行的に、

私と山本珠美教員（生涯学習教育研究センター）の授業で、長安先生に講義していただいた。 

 紙幅も限りがあるので端的に感想を述べると、主題 A「人生とキャリア」の趣旨に照らして「男女共同参

画」をテーマとしたコンテンツは非常に重要な要素であると感じた。しかし、今回の私の授業についていえ

ば、１コマで伝えるには内容が余りに盛り沢山であり、内容を精選する必要があるとも感じた。今後も、男

女共同参画推進室（あるいは長安先生）が時限的な組織（ポスト）なのであるとすれば、その盛り沢山の内

容（今回の授業に限らず、「男女共同参画」をテーマとした場合に伝えるべき内容）を複数のコンテンツに分

解し、主題 Aの担当教員がそれらをカスタマイズして利用できるように整理することが検討されてもよいの

ではないだろうか。男女共同参画推進室にはぜひその任を担っていただきたい。 

（大学教育開発センター 葛城浩一） 
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今年度の主題Ａ「“大学”について考える」１５コマ中、1コマ分を長安先生にお願いし、大学（および卒

業後）における男女共同参画についてご講義頂いた。 

講義の内容は盛りだくさんで、聞き応えのあるものであった。ただし、学生は果たしてどこまで本気で受

け止めてくれただろうか、という疑問がある。授業後に感想を書かせたものの、「模範解答」的なコメントが

多く、本音を語っているというよりは、表面をなぞっているだけにすぎないような印象を受けたのが正直な

ところである。切実さが感じられないと言えば良いか。特にその傾向は男子学生に見られた。（女子学生の方

は比較的自分の問題として真剣に考えているように感じられたが、それはあくまでも筆者の印象である。） 

一コマという時間の制約が一つの要因であろう。自ら持っている「前提」を振り返るには時間が足りなかっ

た。加えて、学校という場においては、男女共同参画はある程度実現されていると言える。一方、社会では

どうか。その実態は、どれほど言葉で説明しても、実際に体験しないことには理解できないものなのかもし

れない。社会の問題であると同時に自らの問題であると考えられるような、教育上の工夫が必要と感じた次

第である。それが難しい課題であることは重々承知しているが。 

（生涯学習教育研究センター 山本珠美） 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
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⑬デートDV防止研修会講座の開催 

平成 24年 11月 1日、幸町キャンパスにおいて、講師に NPO法人レジリエンス代表の中島幸子氏を招き、

学生向け予防啓発講座「デート DVって何？」を開催した。 

女性教職員や女子学生にとって、安全な職場・学習環境は、安心して修学・就業を続けていくために欠か

せないものである。そのため、大学には安全な環境整備に対する配慮が求められ、性暴力（セクハラ・デー

ト DV 等）を未然に防止する責任があると考えられている。デートＤＶの被害者の相談相手は友人であり、

相談を受けた時の対応が重要になっている。学生にむけて、デートＤＶの基礎知識、その予防と対応、被害

者の心理的な影響についてお話しいただいた。講演後、ハラスメント委員及び教職員向けに相談対応のスー

パーバイズもお願いした。 

 

 
 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

デート DVに関する講義について 

近年、夫婦間で生じる暴力（DV）だけでなく、恋人からの暴力（デートDV）が深刻な社会問題として取

り上げられるようになってきた。学生に対する予防教育として、まずはデートDVを正しく理解するための

機会を設けたいと考え、男女共同参画推進室の長安先生に、平成23年度および平成24年度の学校教育相談

学A・B、平成24年度の主題B（人間関係論）において、御講義をお願いした。また、平成24年度の学校

教育相談学 A および教育心理学演習Ⅱにおいて、男女共同参画推進室の協力で、NPO 法人レジリエンスの

中島先生をお招きし、講演をしていただいた。 
学生は、DV という言葉そのものは知っていても、自分自身の行動や感情と結びつけて考えることは少な

く、授業後の感想には「大切な人なのに、傷つけていたことに気づいた」、「苦しんでいる友達がいたら、自

分にできることをしてあげたい」といったものが多くみられた。先生方のお話をきっかけに、デートDVと

いう問題をより身近なものとして捉えなおすことができたのではないかと思う。また、教育学部の学生にと

っては、将来、教員として子どもたちを守るための支援の在り方について考える良い機会になった。たとえ

ば、恋愛関係のなかで生じる多様な暴力に対して、被害者は「自分に悪いところがあるから」と自責的に受

けとめてしまったり、「愛されるためには耐えなければならない」と考えてしまうことがある。こうした被害

者の心理を理解しなければ、適切に対応していくこともできない。長安先生、中島先生が教えて下さったこ

とを忘れずに、尊重しあう人間関係とはどのようなものなのか、子どもたちと共に考え続けて欲しいと願っ

ている。                              （教育学部 准教授 宮前淳子） 

 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
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デートDV防止研修会開催報告 
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⑭民間タクシーを利用した病児移送サービスの実施 

 子育てタクシーを利用して、日本初の病児移送サービスのシステムを構築した。ワーク・ライフ・バラン

ス支援室や女性医師のつどいの意見交換の中で、子どもの急な発熱や長期の病気療養の際、どうしても業務

が休めないという訴えが多く聞かれた。また、平成 24 年度に実施した「子育てに関するアンケート」にお

いても子どもが病気の時に困るといった訴えがあった。 

そこで平成23年11月より、登録した教職員の子どもを男女共同参画推進室がバックアップする形で、研

修を積んだ民間のタクシードライバーの協力を得て、病児施設まで移送するサービスを行うことになった。

全国子育てタクシー協会の全面的な協力を得て、細やかな安全に関する打ち合わせと規定を作成し、登録希

望者と担当者が直接面談を行い、子どもの状況の把握に努めた。 

平成 24 年 4 月に学内に病児・病後児保育施設を開設したが病児移送サービスの継続を希望する登録者が

多く、制度を試行的に続けて運営している。実際の利用ケースは1名と少ないが、女性研究者や女性医師の

セイフティネットとして、役立っている制度である。 

 
 平成 24 年 6 月幸町キャンパスにも、サー

ビスの範囲を拡大した。同月 16 日登録者数

を増やすために、休日の登録説明会を実施し

た。4 名の相談に対応し、3 名の登録に繋が

った。事前の説明と子どもの状況確認を丁寧

にするため、登録に手間取ってしまうことが

本サービスの課題でもある。今後は、病児・

病後児保育施設との連携を視野に入れ、運営

を検討していく必要がある。 
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5-2 当初の計画以上の自主経費による事業 

①女性研究者採用促進策実施 

本学では、平成 22年度にスタートした第 2期中期目標・中期計画において「ジェンダーバランスに配慮し

た採用と登用」を掲げるとともに、本事業では、具体的に数値目標として事業終了時までに女性研究者の比

率を 19％以上にすることを掲げた。そこで、平成 22年 10月 17日開催の第 1回男女共同参画推進委員会に

おいて、下記の通り、業績が同等の場合には、ジェンダーバランスに配慮した採用を行う旨について記載す

ることを決定し、各部局へ通知した。また、ホームページ等の採用情報の頁へも掲載し周知を広めた。 

 一方、平成23年 3月 4日の役員会において、「平成 23年度以降の人件費適正化」の提案があり、教員が

退職した場合は、原則、1 年間の不補充期間を設けることとなった。しかし、女性限定公募については、下

記の通り、不補充を免除し採用を認める旨を通知し、各部局へ女性限定公募への理解を促した。 

 しかしながら、下表に示すように、事業終了時までに女性研究者の比率を 19％以上にするには、さらに一

段と踏み込んだ施策が必要との判断のもと、平成 24年 2月には各学部長への室長、副室長によるヒアリング

を行い、学部の実態や女性研究者増員への可能性を調査した（3-1 計画上のミッションの達成を参照のこと）。 

達成目標 達成度 

申請時(現況)  １７．１％ 平成２１年５月１日 

採択時(現況)  １８．３％ 平成２２年５月１日 

平成２２年度 達成目標 １７．５％ １７．９％ 平成２３年５月１日 

平成２３年度 達成目標 １８．５％ １８．５％ 平成２４年５月１日 

平成２４年度 達成目標 １９．０％ 終了時点比率 平成２５年３月３１日 

                                          ＊学校基本調査データ参照 

 そして、ヒアリングでの要望に基づき、平成 24年 5月男女共同参画推進委員会において、女性研究者採用

促進の具体策の提案が行われた。そして、具体的な方策の一つとして、部局ごとに可能な限り 5か年ごとの

採用計画を立て、目標達成を進めることとし、未達成部局は下記のように女性優遇を公募要綱に明記するこ

ととした。 

 また、平成24年 6月には再度、副室長による各学部長へのヒアリングを行い、女性教員の採用を促進させ

るためのポジティブアクションについての意見収集を行った。その結果はポジティブアクション策として、

平成 24年 9月 27日の役員会に提案了承され、平成24年 10月の教育研究評議会において、最終決定がなさ

れた（4-2 男女共同参画推進事業の実施に伴う女性研究者採用促進を参照のこと）。これらの施策により、

平成 25年度採用について、工学部、経済学部において、本学初の女性限定公募が実現している。 

  

香川大学は、男女共同参画を積極的に推進しており、選考にあたって業績(教育業績、研究業績等)及び人物

の評価等において、同等と認められ場合は、各学部等のジェンダーバランスに配慮して採用します。 

男女共同参画の推進を図る観点から女性研究者に限定して公募する場合は、「教育研究上支障が生じると判

断される場合」と同様の取扱いとして、当該部局長からの申請に基づき役員会の議を経て学長が決定する。 

(文案例)香川大学では、男女共同参画社会基本法の趣旨に則り、業績(研究業績、教育業績、社会的貢

献、人物を含む)の評価において同等と認められた場合には、女性を優先して採用します。 
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女性研究者採用策の実施までの道のり ニュースレターvol.19 (4頁)より 
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平成 24年 5月 12日男女共同参画推進委員会での課題達成に向けた提案 
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②病児・病後児保育施設の設置 

 
病児・病後児保育施設を既存のいちご保育園に隣接して設置 

  
平成 24 年 4 月に病児・病後児保育施設が医学部キャンパスに設置された。これは、長年の女性医師や看

護師の希望によるもので、ワーク・ライフ・バランス支援室や男女共同参画推進室の子育てに関するアンケ

ートの要望に応える結果となった。医学部キャンパス内のいちご保育園に隣接する形で、新設の建物があり、

同保育園と同じ委託業者が運営している。看護師と保育士で病児・病後児の保育を行う。緊急の場合には、

医学部附属病院で対応できることもあり、大変好評である。全学の満足度調査においても、女性研究者が定

着してほしい事業として最上位にあがっている。 

 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 
医学部での取組について 

医学部ではこの3年間で様々な女性研究者支援の取組が実施されました。職員が強く要望していた病児・

病後児保育室が附属病院で本格的に検討され、2012 年 4 月に開設されました。念願の病児保育室ができ、

私もこれまでに何度か利用しました。お部屋は明るくきれいで、とても優しい先生が遊んでくれるので、子

供も喜んで行ってくれます。病気は軽症だけど保育園には行けない、仕事も休めない、そんな時に病児保育

で見てもらえると、本当に安心して仕事ができ助かります。今は医学部地区職員の利用に限定されています

が、大学の全職員が利用できるようになることを強く願っています。また、既存の子供タクシーを利用した

病児移送サービスという日本初の取組が実現しました。これは、「病児保育へ送迎する時間のやりくりに困る

時もある」という意見に対して男女共同参画推進室が対策を検討してくれたものでした。さらにユニークな

取組として大学職員の子供を対象としたサマースクールがあります。将来的には長期休暇中の学童保育を想

定して、まずは短期間で企画したのですが、子供たちが元気すぎて大変でした。男女共同参画のスタッフや

ボランティア学生さんの楽しい企画のおかげで大盛況でした。実施時期の希望としてお盆が挙がっているこ

と、専門業者への外部委託などが今後の検討課題です。 
 女性研究者支援は子育て支援だけではありません。研究支援やキャリア支援など多岐にわたります。いず

れにしても、的確な支援が実行されるには、どのような支援が必要なのかを話し合う場を持つこと、それを

聞き取り迅速にきめ細やかに対応してくれる部門があることが大切だと感じました。 
(医学部女性研究者育成員 森上純子) 

 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
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③休日出勤時の無料託児の実施 

平成22年度より教職員の休日出勤時の託児体制を整備。 
平成23年度より大学学内経費を確保し、無料の託児を10回 
実施した。経費節減と地域資源の利用を広げる目的で、平成 
24年度からは、たかまつファミリーサポートセンターを活用 
した学内託児も試行的に実施した。しかし、長時間の保育に 
ついては、子どもたちの安全の確保のため、経験豊かな民間 
の託児ボランティアあゆみと香大っこサポーターが協力して 
託児を担当した。制度が定着し、幸町キャンパスだけでなく、 
農学部・医学部からの利用も広がった。センター入試時では、 
近隣の薬王寺の協力により、学内施設外での託児が実現した。 
勤務にあたり、保育園の閉園した後や閉園日に苦慮している 

教職員は、休日出勤時の託児事業への関心が強い。全学アンケ 
ートでも本事業は、定着を望む事業の第2位にあげられている。各キャンパスでの実施を求める声もあがっ

ている。希望人数が少なかった為、初年度の平成 22 年度は、残念ながら託児の実施が見送られたが、予算

を確保した平成23年度からは、人数が少なくてもニーズに応える努力を続けている。 

 
目 的：本学において、教職員が入試や大学説明会、教員免許更新講習等で休日に出勤する機会は多い。

また、教職員の共稼ぎの割合は高く、夫婦ともに香川大学に勤務する場合もあり、行事が重なり合

うこともある。保育園等が休みである休日の出勤時、代わりの保育者を探すことは困難であり大き

な負担になっている。休日出勤時の学内託児を試行的に行うことで、「学生及び教職員のライフイベ

ントに対応した支援」を広げ、仕事や教育・研究の両立の負担軽減、安心して働ける職場環境の構

築を行う。 
経 費：平成24年度大学運営特別経費  

 
休日出勤時の託児事業実施状況 

実施日 出勤行事 利用者数（託児人数） 実施者 

平成23年1月15日 
     1月16日 

センター入試 希望者1名のため、や

むなく中止 
教育学部学生ボランティア 

平成23年10月30日 
8:30～17:00（8.5時間） 

学祭 1名(2名) 託児ボランティアあゆみ 

平成 23 年 11 月 26 日

10:30～18:30（8時間） 
推薦入学試験 2名(2名) 託児ボランティアあゆみ 

平成24年1月14日 
7:00~19:00（12時間） 

センター入試 
(1日目) 

2名(2名) 託児ボランティアあゆみ 

平成24年1月15日 
7:00~17:00（10時間） 

センター入試 
(2日目) 

1名(1名) 託児ボランティアあゆみ 

 

平成24年2月25日 
8:00～12:00(4時間) 

一般入学試験 1名(1名) 託児ボランティアあゆみ 
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平成24年10月20日 
14 時 30 分～16 時 30 分

（２時間） 

入試対策セミナー 1名(2名) 高松ファミリーサポート 

平成24年11月3日 
8:30～17:00(8.5時間) 

学祭 1名(1名) 託児ボランティアあゆみ 

平成24年11月23日 
10:30～17:30(7時間) 

推薦入学試験 1名(1名) 託児ボランティアあゆみ 

平成25年1月19日 
7:00～19:30(12時間半)        

センター入試 
(1日目) 

5名(5名) 

 

託児ボランティアあゆみ 

 

平成25年1月20日 
7:00～18:00（11時間)  

センター入試 
(2日目) 

7名(6名) 託児ボランティアあゆみ 
香大っこサポーター4名 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 昨日は、予定していた時間よりかなり遅くなり申し訳ありません。保育をしてくださった方々や担当者の

方にも大変ご迷惑をおかけしました。 無事、ミスコンも終えることが出来、本当に助かりました。心から

感謝いたします。あれから帰り道にいろいろ聞き、楽しい一日を過ごせたことが手に取るように伝わってき

ました。「もっと遊びたかったのに、ママ来るのが早いわぁ。」とまで。紙でいろんな動物を作ったり、ビー

ズでブレスレットを作ったりしたとたくさん見せてくれました。今、一番女の子が喜ぶ遊びを用意してくれ

ていたことに感動しました。 

 子どもが一番驚いた事は、下の子を寝かしつけるのに童謡の《どんぐりころころ》を歌ってくれ、あっと

香川大学託児事業に参画して    

託児ボランティアあゆみ  梶ヶ谷眞知子 代表 
「来週は“センター試験”の託児」と周りの人に話すと、「そういう時代になったのねぇ」と全てのひ

とが受験生のためだと思うようです。私も含めてセンター試験を行うためにはその向こうに試験を支える

人たちがいること、そしてその人たちにも家族があり、幼い子どもたちがいることを忘れてしまっていま

す。 
今年で2年目をむかえたセンター託児の子どもたちも1日目は5名・2日目は7名と増え、また託児を

楽しみにしているお子さんもいてとても嬉しく思っています。今年は四名の学生さんの協力をお願いいた

しました。また事前に子どもたちと長い時間一緒に過ごす心構えをお話しする機会をいただきました。 
託児の場が“親の都合で仕方なく過ごす場”ではなく、“保育所や学校また家庭”とは違う別の楽しい

場所になるように、センター試験の託児は朝7時から夜7時までの長い時間となるので子どもたち一人一

人の生活リズムを大切にしてゆったりと過ごす場になるように、また“遊んであげる”ではなく“一緒に

遊ぶ”そして自分自身も楽しむことをお話ししました。四名の学生さんは一人一人個性豊かで子どもたち

も大喜びで一緒にほのぼのとした時間を過ごしていました。 
ままごと・ブロック・プラレール・折り紙・・・小さな子どもが寝ている間には大きな子どもは工作や

ピタゴラスイッチをしたりと楽しい時間を過ごしました。少し早いお迎えのパパやママに「えぇ～もう迎

えにきたの？早すぎる！まだ遊ぶ」と託児者には最高の褒め言葉をいただきました。 
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いう間に眠りについたことだそうです。私も真似てみようと、夜がんばってみたのですが抑揚が違うらしく

ダメだしばかりで、断念しました。やっぱりさすがはプロだなと思いました。 

 今回初めて託児所を利用させていただいたのですが、下の子がまだ１歳で後追いをしずっと泣きどおしだ

ったらどうしようかと不安でしたが、プロの方の落ち着いた対応に安心して預ける事が出来ました。迎えに

行った時も、本当に楽しかった様子が伝わってきたので、今回利用する事が出来つくづく感謝しております。 

 またこのような休日の託児所を設けてくださった男女共同参画推進室の皆様には心から感謝いたします。

本当にありがとうございました。これからも是非、働くママさんの力になっていただければ嬉しいです。 本 

当にありがとうございました。                       （休日の託児利用者）                                           

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
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④短期学童保育 サマースクール開催 

 

 平成23年度・24年度、医学部キ

ャンパスにおいて、表の通り、短期

学童保育サマースクールを実施した。 
これは、医学部ワークライフバラン

ス支援室との連携の中で、要望とし

て挙げられ実現したものである。 
 経費については、受益者負担であ

るが、平成 24 年度からは学生の謝

金については、寄付金事業支援基金 

教育活動支援事業費より捻出している。平成 25 年度以降も、予算を確保し希望に応えて実施を検討して行

く。 
平成24年度の実施状況 
保育時間：８：００～１７：３０（受付 ７：４５ 遠方のキャンパスからの迎えの場合１８：００） 
場 所：看護学科学生自習室及び学生ホール 
対 象：香川大学の教職員の子ども 小学校1年生～4年生 

 参加費：1日1000円 
担 当：主指導者 教育学部特別支援教育大学院生 

     学生ボランティア (香大っこサポーター) 、各サークル学生、看護学科へ学生の応援要請 
     総勢40名の学生が運営協力 
 昼 食：食堂使用 児童が自分で注文して、受け取るシステムで行うことを食堂側にはお願い。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実施日  利用者数 

H23年8月18日～ 
H23年8月19日 

児童サマースクール 
医学部探検隊 

合計延べ49名 
（18日22名、 
19日27名） 

H24年8月20日～ 
H24年8月24日 

児童サマースクール 
しゅくだいを 

やっつけよう 

合計延べ39名 
（20日8名、21日8
名、22 日 9 名、23
日7名、24日7名） 

お楽しみタイム： 
1日目 理科･ものづくり教育研究会（科学体験） 
2日目 メルシー笑クラブ（手品） 
3日目 ダブルダッチ（なわとび）、ダンス部 
4日目 コールエスポワール（アカペラ） 
5日目 クローバーズ（チアリーディング） 
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 ホームページより 2011.08.18-19 児童サマースクール「医学部探検隊」 開催報告 

  
平成２３年８月１８日（木）・１９日（金）７：３０～１８：３０、医学部看護学科の実習室をお借りして、学内の初めて

の試み、児童サマースクール「医学部探検隊」を開催し、教職員の小学生の子ども達が 18日22名・19日27名参

加しました。この事業は、医学部附属病院ワークライブバランス支援室が主催し、男女共同参画推進室が共催し

計画実施しました。ボランティアとして、香大っこサポーターと医学部看護学科、医学科の学生、総勢 20名が協力

してくれ、医学部ならではの専門的な体験ワークショップを実施することができました。 

 初日は、子どもたちは緊張した面持ちでしたが、名札を作ったり班の旗を作ったりするお楽しみ会ですっかり仲

よくなりました。宿題タイムの後に、あこがれの学食での昼食。めいめいがお金を握りしめ、好みのメニューを注

文していました。午後には、アカペラサークル「エスポ」や障害児サークル「ひばり」の学生さんが楽しい歌やゲー

ムの企画を提供してくれました。おやつは、お楽しみのかき氷でご機嫌でした。パパママ体験では、松本看護師

長の指導の下、赤ちゃんの人形の重さを当てたり、だっこやおんぶで重さを確かめたりした後、おしめ交換を体験

しました。小さな紙おしめに苦戦しながら、男の子も女の子も丁寧におしめをあててあげていました。 

 二日目は、農学部 応用生物科学科 生物資源生産学の松本由樹先生による食育教育「いのちをいただくという

こと」のお話を聞きました。現在、博物館で実施している「“おいしいお肉の向こうには”展」の内容をコンパクトにし

て教えていただきました。 

 しっかり考え体験する内容に、大きな子も小さな子も考えさせられたようです。午後の医療体験では、循環器の

先生が、実際のエコーを体験させてくださいました。また、地域医療教育支援センターの先生が人体模型を使って

詳しく体の仕組みを説明してくださいました。子ども達は、大人用の白衣を着て聴診器を身に着け、実習用の人形

を使って心臓や肺、胃の音を聞いてみました。その後、高学年は、病理部の見学をしました。大きな電子顕微鏡で

組織を観察したり、お話を伺ったりしました。医学部の学生ボランティアさんも協力してくれました。 

 最後は、すいか割りをして修了式をして終了しました。子ども達は口々に「たのしかった！」「学生リーダーがや

さしかった」と感想をもらしていました。長時間の保育でしたが、子どもたちは事故もなく楽しく有意義に過ごすこと

ができました。ご協力いただいた学生さん、教職員の皆様、ご参加いただいた皆様、ありがとうございました。 
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⑤ベビーシッター割引券の発行 

 平成 23 年度よりベビーシッター割引券の発行 

を自主経費で行った。利用料が 1 日 1700 円割り

引かれる。リピーターの女性研究者は、上手にベ

ビーシッターの協力を得ながら、小学校入学の「6
歳の壁」の時期を乗越えることができた。実際の

利用は少ないが、いざというときのための備えと

して、問い合わせが大変多いサービスでもある。 
要望に応えて、来年度以降も継続をする。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

ベビーシッター割引券の案内マーク       ベビーシッター割引券紹介ポスター（平成 23年度） 

 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 
ベビーシッター割引券の発行について 

現在小学校1年生の子供のベビーシッターを月に4回程度利用しています。初めて利用したのは、子供が

幼稚園年長の時でした。利用する前は，シッターサービスに不安もありましたが、「保育サポートひまわり」

からきてもらったシッターさんは、子どもの気持ちを考えて、そして事故がないように配慮しながらお世話

をしてもらっており、安心して任せています。私が仕事を続けながら子育てをする強力なサポートであり、

今や不可欠の存在となっています。 
 両親が仕事をしていると、子供が一人で居なければならない時もあります。そのような時には、自宅で一

緒に過ごしてもらって、宿題をみてもらったり一緒に折り紙で遊んだり、子供も安心して過ごしているよう

です。 
 また、習い事の送迎も大変です。今は、スポーツがやりたいという子供の希望に合わせて、教室の送り迎

えをお願いしています。おかげで子供もスポーツを楽しむことができます。 
 そして、急な仕事の時に、シッターさんにお願いすることができる安心感があります。場合によっては、

すぐにシッターさんをお願いすることが難しいこともありますが、「保育サポートひまわり」では、常にどな

たかを派遣して頂くことができ、この点でも安心です。 
 このように安心していつでもお願いできるシッターサービスの利用は、やはり経済的にも負担が少なくな

いところ、シッター補助券を利用できることで、経済的負担は随分緩和され、とても助かっています。 
                          (連合法務研究科女性研究者支援員 柴田潤子) 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
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⑥多目的休憩室の設置 

 平成 23 年 4 月 1 日、学内の各

部局に妊婦が休憩できる女性のた

めの多目的休憩室を設置した。 
今までは、育児休業復帰後に搾

乳をする場所もなく、トイレで絞

っている職員も居たが、やっと気

兼ねなく、使える部屋が整備され

た。(自主経費にて、ソファーやパ

ーテーション、机等を整備。) 

 
⑦個別一時保育の新設 

 平成 24年 10月より男女共同参画推進室の部屋を一部パーテーションで仕切り、施錠可能な託児のできる

託児スペース（香大っこルーム）を確保した。サポーターの養成を受けた学生が、1 時間 500 円の有償ボラ

ンティアで短時間の子どもの預かりをする。事業実績はまだ少ないが、非常勤の女性研究者等からの問い合

わせが多い。また、学会等で大学を使う際には、申請をすれば、託児ボランティアやベビーシッター、ファ

ミリーサポートのスタッフ用に託児室を貸し出している。 

 

ニュースレターによる託児サービスの広報  ニュースレターvol.19より 

 
 
⑧保育機材の提供 

 平成 24 年度から自主経費で、保育機材の提供・貸出も実施している。女性研究者が子どもを連れてきた

際に使用できるベビーベッドやマットレス、毛布、おもちゃ、プレイマット等を貸し出している。また、育

児休業復帰後学内で利用できるように、搾乳機の提供も行っている。男女共同参画推進室が設置されてから

の女性研究者の出産ケースはまだ数例と少ないが、大学院生等からの希望も寄せられている。 
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⑨おしめ交換台をトイレに新設 

 平成 24年 3月に、幸町キャンパスの多目的トイレに赤ちゃん用のおしめ交換台を設置した。平成 24年度

も学内経費を確保し、幸町キャンパスと農学部キャンパスに設置の予定である。 

 

⑩図書館内トイレを改装 

 平成 24年 3月 8日に開催した大学幹部との交流会「RiJiカフェ」において、女性教職員から訴えがあった、

図書館のトイレは急きょ改修が決定した。 

 

トイレの改修を告知したニュースレターvol.13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑩図書館男女共同参画専門図書コーナーを設置 

 学内に男女共同参画を周知していくために、平成23年6月23日からの男女共同参画週間を契機に、図書

館内に男女共同参画専門図書コーナーを設置した。図書館中央のメインの書棚にコーナーを設置し、定期的

な入れ替えをしながら、情報提供を行っている。 

 
目的：「男女共同参画社会基本法」の公布・施行日である平成11年6月23日を踏まえ、毎年6月23日から

29日までの1週間を「男女共同参画週間」としている。この機会を利用し、男女共同参画社会基本法

の目的や基本理念について啓発を行うために、本学図書館を会場に男女共同参画に関係する国立女性

教育会館の所蔵図書を展示・貸出し、学生・教職員の男女共同参画の意識の醸成を促す。 
内容：国立女性教育会館より図書２００冊を借り受け、男女共同参画コーナーを特設し、図書の展示貸出を

行う。男女共同参画週間以降も、常設で男女共同参画コーナーを設置する。 
経費：学内経費 
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男女共同参画専門書の貸し出し状況 

年 月 貸出冊数 

平成23年6月 9 

平成23年7月 10 

平成23年8月 0 

平成23年9月 1 

平成23年10月 2 

平成23年11月 17 

平成23年12月 4 

平成24年1月 26 

平成24年2月 14 

平成24年3月 2 

平成24年4月 0 

平成24年5月 2 

平成24年6月 8 

平成24年7月 19 

平成24年8月 6 

平成24年9月 1 

平成24年10月 16 

平成24年11月 14 

平成24年12月 12 

総計 163 冊 

 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 
香川大学男女共同参画推進室と香川大学図書館（中央館）の連携により、平成23年6月23日より図書館

中央館2階に男女共同参画図書コーナーを設置しています。独立行政法人国立女性教育会館から男女共同参

画に関する図書を年2回、1回あたり200冊お借りし、展示しております。なお、カウンターにて貸出（貸

出期間は2週間）も可能になっております。 
実際に平成23年度は85冊、平成24年度も12月までに78冊貸出を行っており、利用者に興味をもって

利用されています。来年度以降も男女共同参画推進について、利用者に関心を高めていただけるよう、サー

ビスを続けていきたいと思っています。           
（学術室情報図書グループ 政井茂樹) 

 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
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⑪小学生のための理科体験講座の女の子応援隊 

平成24年8月10日、工学部のオープンキャンパスを利用した「オープンキャンパス夏休み自由研究女の

子応援隊」を実施した。これは、小学生の女子に理科の体験を楽しくさせる取組で、学内の源内ネットワー

クの協力のもとに実施した。パスタを作るときのとろみの有無を実際に調理して体験するものだったが、20
名に近い小学生が楽しそうに参加した。 

 

女の子応援隊実施報告 ニュースレター vol.17より 
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アンケート調査報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





香川大学教員、職員、香川大学附属病院教員、職員　（総数　2,706名）。

2013年1月16日(水)～2013年1月31日(水)

回答数　1,455名　（全教職員　2,706名、回収率53.8％)

問1、性別

全教職員 研究者 職員
女性 892 78 814
男性 563 265 298
無回答 0 0 0

1455 343 1112

問2、年代

全教職員 研究者 職員 女性研究者
７０代 2 0 2 0
６０代 54 30 24 2
５０代 241 81 160 19
４０代 380 119 261 25
３０代 462 109 353 30
２０代 311 2 309 1
無回答 5 2 3 1

1455 343 1112 78

香川大学　全学教職員対象　男女共同参画要望アンケート　調査報告

女性研究者研究活動支援事業の終了年にあたり、全学教職員を対象に要望アンケートを実施し、本学の男女共同参画
の取組事項について、要望や満足度を集約し、終了年以降の事業推進の参考にする。

2013年1月16日、個別に無記名自記式アンケート用紙を各部局を通じて配布。1月末までに学内便で回収。全学教職員
に対して、アンケート実施に関する協力メールを一斉送信し、各部局長・研究科長への協力依頼文書、教授会でのアン
ケート配布を依頼。

無記名で個人が特定されないように配慮し、回答はすべて統計的に処理しプライバシーに配慮した。調査結果を全学
メールを通じて、全教職員に公表した。
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問3、雇用形態

全教職員 研究者 職員

常勤 1164 343 821

非常勤 286 0 286

無回答 5 0 5

1455 343 1112

問4-1、職種(職階)

全教職員 研究者 職員 女性研究者
教授 125 120 5 13
准教授 92 87 5 16
講師 28 26 2 5
助教 86 83 3 28
助手 12 8 4 7
附属学校教員 59 0 59 0
病院助教 18 18 0 9
事務職員 332 0 332 0
技術職員 114 0 114 0
医師 31 0 31 0
看護師 499 0 499 0
その他 54 0 54 0
無回答 5 1 4 0

1455 343 1112 78

問4-2、所属(研究者のみ)

全教職員 女性研究者
医学部 122 39
教育学部 24 6
経済学部 34 12
工学部 62 5
農学部 33 2
法学部 24 4
病院 13 0
機構・地マネ・連合法務等 16 5
無回答 15 5
計 343 78
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問5、専門分野(研究者のみ)

全研究者 女性研究者
人文社会科学 91 24
自然科学 171 27
その他 48 15
無回答 33 12
計 343 78

問6、配偶者の有無

参考：

全教職員 研究者 職員 女性研究者 9.9%
同居する配偶者がいる 806 232 574 38 61.5%
別居する配偶者がいる 89 49 40 16 29.6%
いない 547 58 489 23 69.2%
無回答 13 4 9 1 18.5%
計 1455 343 1112 78 85.7%

問7-1、子どもについて

全教職員 研究者 職員 女性研究者
いる 769 223 546 35
いない 653 116 537 42
無回答 33 4 29 1
計 1455 343 1112 78

問7-2、子どもの人数
全教職員 研究者 職員 女性研究者

１人 215 68 147 13
２人 396 109 287 17
３人 130 31 99 5
４人 10 6 4 0
５人 2 1 1 0
無記入・無回答 18 8 10 0

771 223 548 35

　　　女性研究者別居率
　　　女性研究者既婚率
　　　男性研究者別居率
　　　男性研究者既婚率

　　　全教職員別居率
　　　全教職員既婚率
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問8-1、介護について
介護の有無 １人 ２人 ３人 ４人 未記入

介護の必要あり 143 121 17 5 0 0
今後、介護の必要あり 356 125 151 36 20 22
いない 963
無回答 30
介護の必要あり（1～3人） 2

教職員一人あたりの介護を要する高齢者の数（現在＋将来） 1.7人

女性研究者一人あたりの介護を要する高齢者の数（現在＋将来） 1.7人

男性研究者一人あたりの介護を要する高齢者の数（現在＋将来） 1.5人

問8-2、介護や看護の手助けの有無

全教職員 研究者 職員 女性研究者
いる 634 115 519 34
いない 553 171 382 28
無回答 268 57 211 16
計 1455 343 1112 78
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香川大学 
全学教職員対象 
男女共同参画要望アンケート 
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問9、男女共同参画推進室が取組んだ(取組んでいる）項目について

関心がある項目 参加した項目の満足度
第１位　　病児保育施設 第１位　　デートＤＶ予防講座
第２位　　休日出勤時の託児 第１位　　メンター相談
第３位　　一時保育用託児室 第３位　　男女共同参画各種相談

0% 20% 40% 60% 80% 100%

40、地域での連携強化 

39、女性研究者採用促進策 

38、助成金情報の配信 

37、女性のための研究交流 

36、研究補助者 

35、ベビーシッター券の発行 

34、保育機材の提供 

33、支援制度の充実 

32、個別一時保育 

31、病児移送サービス 

30、サマースクール 

29、休日出勤時の託児 

28、図書館内トイレの改装 

27、おしめ交換台 

26、多目的休憩室 

25、一時保育用託児室 

24、病児保育施設 

23、キャリア相談 

22、心理カウンセリング 

21、メンター相談 

20、男女共同参画各種相談 

19、両立支援の情報提供2 

18、両立支援の情報提供1 

17、啓発資材の配布 

16、ホームページ 

15、ニュースレター 

14、ロールモデル集 

13、女性研究者出前講座 

12、ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ相談ｺｰﾅｰ 

11、男女共同参画講座新設 

10、子育て支援講座 

09、デートDV予防講座 

08、キャリアデザイン講座 

07、アンケートの活用 

06、シンポジウムの開催 

05、FD・教授会での講座 

04、大学幹部との懇談会 

03、セクハラ予防講座 

02、WLB講座 

01、男女共同参画講演会 

参加した取組の満足度 

よい まあよい あまりよくない よくない 無回答 0 100 200 300 400 500 600

40、地域での連携強化 

39、女性研究者採用促進策 

38、助成金情報の配信 

37、女性のための研究交流 

36、研究補助者 

35、ベビーシッター券の発行 

34、保育機材の提供 

33、支援制度の充実 

32、個別一時保育 

31、病児移送サービス 

30、サマースクール 

29、休日出勤時の託児 

28、図書館内トイレの改装 

27、おしめ交換台 

26、多目的休憩室 

25、一時保育用託児室 

24、病児保育施設 

23、キャリア相談 

22、心理カウンセリング 

21、メンター相談 

20、男女共同参画各種相談 

19、両立支援の情報提供2 

18、両立支援の情報提供1 

17、啓発資材の配布 

16、ホームページ 

15、ニュースレター 

14、ロールモデル集 

13、女性研究者出前講座 

12、ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ相談ｺｰﾅｰ 

11、男女共同参画講座新設 

10、子育て支援講座 

09、デートDV予防講座 

08、キャリアデザイン講座 

07、アンケートの活用 

06、シンポジウムの開催 

05、FD・教授会での講座 

04、大学幹部との懇談会 

03、セクハラ予防講座 

02、WLB講座 

01、男女共同参画講演会 

関心がある項目 
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定着を望む取組 女性研究者が定着を望む取組
第１位　　病児保育施設 第１位　　病児保育施設
第２位　　休日出勤時の託児 第２位　　休日出勤時の託児
第３位　　一時保育用託児室 第３位　　一時保育用託児室

0 100 200 300 400

40、地域での連携強化 

39、女性研究者採用促進策 

38、助成金情報の配信 

37、女性のための研究交流 

36、研究補助者 

35、ベビーシッター券の発行 

34、保育機材の提供 

33、支援制度の充実 

32、個別一時保育 

31、病児移送サービス 

30、サマースクール 

29、休日出勤時の託児 

28、図書館内トイレの改装 

27、おしめ交換台 

26、多目的休憩室 

25、一時保育用託児室 

24、病児保育施設 

23、キャリア相談 

22、心理カウンセリング 

21、メンター相談 

20、男女共同参画各種相談 

19、両立支援の情報提供2 

18、両立支援の情報提供1 

17、啓発資材の配布 

16、ホームページ 

15、ニュースレター 

14、ロールモデル集 

13、女性研究者出前講座 

12、ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ相談ｺｰﾅｰ 

11、男女共同参画講座新設 

10、子育て支援講座 

09、デートDV予防講座 

08、キャリアデザイン講座 

07、アンケートの活用 

06、シンポジウムの開催 

05、FD・教授会での講座 

04、大学幹部との懇談会 

03、セクハラ予防講座 

02、WLB講座 

01、男女共同参画講演会 

定着を望む取組 

定着項目 優先項目 

0 10 20 30

40、地域での連携強化 

39、女性研究者採用促進策 

38、助成金情報の配信 

37、女性のための研究交流 

36、研究補助者 

35、ベビーシッター券の発行 

34、保育機材の提供 

33、支援制度の充実 

32、個別一時保育 

31、病児移送サービス 

30、サマースクール 

29、休日出勤時の託児 

28、図書館内トイレの改装 

27、おしめ交換台 

26、多目的休憩室 

25、一時保育用託児室 

24、病児保育施設 

23、キャリア相談 

22、心理カウンセリング 

21、メンター相談 

20、男女共同参画各種相談 

19、両立支援の情報提供2 

18、両立支援の情報提供1 

17、啓発資材の配布 

16、ホームページ 

15、ニュースレター 

14、ロールモデル集 

13、女性研究者出前講座 

12、ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ相談ｺｰﾅｰ 

11、男女共同参画講座新設 

10、子育て支援講座 

09、デートDV予防講座 

08、キャリアデザイン講座 

07、アンケートの活用 

06、シンポジウムの開催 

05、FD・教授会での講座 

04、大学幹部との懇談会 

03、セクハラ予防講座 

02、WLB講座 

01、男女共同参画講演会 

女性研究者が定着を望む取組 

定着項目 優先項目 
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問10、男女共同参画推進に向けた取組への総合評価

女性研究者①： 別居する配偶者がいて子どもがいる(該当7名)

女性研究者②： 別居する配偶者がいて子どもがいない(該当9名)

女性研究者③： 50代・60代(該当21名)

女性研究者④： 20代・30代・40代(該当56名)

女性研究者⑤： 小学生以下の子どもを持つ(該当23名)

女性研究者⑥： 介護を要する高齢者(現在・将来)をもつ(該当30名)

問11、ジェンダーによる格差

全教職員 
全女性研究

者 
女性研究者

① 
女性研究者

② 
女性研究者

③ 
女性研究者

④ 
女性研究者

⑤ 
女性研究者

⑥ 

無回答 327 8 1 0 3 5 1 5

よくない 29 1 0 0 0 1 0 0

あまりよくない 134 4 0 0 0 4 2 0

まあよい 748 46 1 8 14 32 10 15

よい 217 19 5 1 4 14 10 10

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

100%

総合評価 

全教職員 男性研究者 女性研究者 男性職員 女性職員 

無回答 121 18 3 29 71

ない 281 53 9 72 147

あまりない 558 103 29 103 323

ややある 375 67 27 68 213

ある 120 24 10 26 60

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

ジェンダーによる格差 
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管理職、例えば理事のうち女性は○人と予め決めておくべきである。部局においても目標人数・割合を定めるべきであ
る。そうでないと、女性教職員の採用、管理的職種への登用は現状より良くならないと考える。（女性・40代・教授）
女性テニュアトラック制度のような積極的な登用策が必要（男性・40代・准教授）
人選に女性管理者が関与する体制が必要（男性・40代・事務職員）
即戦力としての優秀な女性職員を確保するため、意欲のある非常勤職員に対する採用試験制度（所属長推薦→筆記試
験→面接等）を導入してはどうか。（広島大学等では既に実施）(男性・50代・技術職員)
介護・看護・子どもなどで、長く家を空けられないため出張等がむずかしい。このような事情を考慮した採用・登用を検討
してもらいたい。（女性・30代・講師）
女性は出産・育児があるため、どうしても“空き期間”が生じてしまう。現在のような、働いた年数＝管理職登用のチャンス
有、ではなく、本人の能力が管理職への道を開けるような制度が望ましい。現時点で女性の事務職員の課長がいない事
は相当、世の中からも遅れている事態だと思う。(女性・30代・事務職員)
スウェーデンでは女性が出産や育児のため、職場から遠ざかっている期間、もし出産や育児がなければ、この女性はこ
れだけの業績を残して昇進していただろうという仮定に基づいて昇進させなければならないと定められているそうです。
現実に存在する業績での登用のみではジェンダーによる格差はなくならないでしょう。（男性・30代・助教）
家庭の事情もあり、全ての人が登用を希望していない、個人の意向を尊重すべき(男性・30代・事務職員)
女性職員が管理職を望まない理由についてきちんと調査すべき。女性採用に際して、子育てや介護の取組を評価すべ
き。（女性・50代・教授）
夜勤勤務ができなければ常勤になれないという条件はどうかと思う。家庭の事情もあるので条件を考えてほしい。（女性・
30代・看護師）
男性、女性といった考えでは無く、フェアーな評価に基づく登用が行われれば良い（男性・30代・事務職員）
チャンスは平等に与えられるべきですが、特定ジェンダーを登用するために何らかの方策を行うのは誤りだと思います。
（男性・50代・教授）
役員が、管理職・係長登用の男女格差を認めていないので、具体的方策には、よい意見があっても意味はない。この
先、数十年は格差はなくならない。管理職登用制度は、今のままでよいとは思う。（女性・30代・事務職員）
常勤と非常勤で待遇に差がありすぎるように思います。どちらかというと女性を優先的に常勤採用し、育児短時間勤務制
度や看護休暇なども取得できるよう制度的に優遇してはいかがでしょうか。男性は非常勤だが残業等で金銭的に優遇し
ていれば問題ないのでは？非常勤で子育て中の女性は年休もカツカツで、常勤の男性は使いきれないくらいある状態。
同じ仕事をしているのに不平等感があります。（女性・30代・事務職員）

長期的に女性管理職を育てるという視点が必要でしょう。(女性・50代・教授)
事務職員に女性管理職はおらず、ロールモデルがない。まず、これを作ること。（本人の意向もあるので簡単ではないと
思うが・・・）(女性・30代・事務職員)
全学的あるいは学部内行政に目を向けることができる学内委員等に登用して、全体を見る目を養う（女性・40代・准教
授）
職員が先輩職員から指導や助言を受けやすい環境の整備。 (女性・30代・看護師)

産休・育休等の制度を取得しやすいよう環境整備をより行っていく。（遠慮しての取得ではなく、堂々と取得できるような）
産休・育休等を取得しても、不利にならないような仕組みが出来たら良いと思われる。(女性・20代・事務職員)
職員が育児休暇など制度を利用する場合には、各部署における業務分担、業務計画の見直し、必要に応じて代替職員
を確保する、時間短縮中の職員がいる場合は、職員の人数と仕事に応じて人員を期間限定で増員するなど制度を利用
しやすい環境の調整。(女性・30代・看護師)
出産・育児中の職員に対する十分なバックアップ（保育施設、勤務時間など）(男性・40代・助教)
産休・育休の制度があっても、その間の職員の補充がなければ、結局休みをとりにくくなる。短期間の職員補充制度が出
来るとよいと思う。(女性・30代・助教)
産休や子育ての際にほかの教員の負担が過重にならないように方策を考える必要がある。(男性・40代・准教授)
フレックスタイムの更なる導入と管理職の意識改革(男性・40代・講師)
病児保育のシステムをもっと簡単にしてほしい。利用者が増えるようにすべきだと思う。（女性・30代・技術職員）
病児保育の増設。感染症も（インフルエンザ、ノロなど）みてもらえないと、日勤帯も仕事ができない。（女性・30代・医師）
介護休暇の制定をぜひ入れてほしい。（女性・50代・附属学校教員）

問12、新たに導入してほしい取組や制度(総数115件、抜粋して掲載)

　

介護をしている職員に対する支援制度（女性・50代・事務職員）
職員の親で、介護が必要な人を預かってくれる施設を設置してほしい。(女性・30代・看護師)
親の介護が必要になった時のための宅老所の新設。今後親の介護のため退職する人が増える可能性があるため宅老
所の設置が望ましいと思われる。（女性・50代・技術職員）

未就学児を養育している人だけでなく、小学生の養育中も勤務や休暇の制度があれば助かると思いました。(女性・30
代・看護師)
乳幼児時期（保育園時代）への支援を充実させたら小学校低学年の場合も支援するようにしてはどうですか?今思えば、
小学校入学が働く母親にとってひとつのハードルでした。（女性・40代・准教授）
幸町にて子供児童学童のようなスペースがあるとよい（女性・40代・事務職員）

問11-2、女性教職員の採用・登用のための具体策(総数138件、抜粋して掲載)

採用・登用のあり方に関連した回答 

人材育成に関連した回答 

介護に関連した回答 

子育て支援に関連した回答 

子育て支援・働きやすい環境整備に関連した回答 
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夏休みのサマースクールを拡大して、長期休みの学童保育をつくってほしいです。高学年でも１人で１日留守番させるの
は心配です。学校の学童保育は低学年中心です。よろしくお願いします。(女性・40代・助教)
いちご保育園の収容人数を増やして、学童保育を設置してほしい。 (女性・30代・看護師)
夜間保育の日数を増やしていただきたい（現状では１回/Wのみ）。休日保育もできるようにしていただきたい。（女性・50
代・看護師）
無休の２４時間保育（女性・40代・看護師）
恒久的な託児施設の整備(男性・40代・准教授)
男性の育児のための就業時間の変形(男性・30代・附属学校教員)
乳幼児を持つ母親の自由な勤務(男性・60代・教授)
女性職員が産前・産後休暇に入った時、業務を補うために非常勤職員（時間給）を雇用するがそれの負担は部局になっ
ているのは、どう考えてもおかしいと思いますので、全学で負担して頂けるよう制度を見直してほしい。予算のない部署
は育児休業に入るまで職員が補充されないルール！って、直接的な表現をしますが、出産という大変喜ばしいことなの
に、出産する女性職員が残された職員に業務の負担を掛ける負い目を持たせるのはどう考えてもおかしいと思います。
(男性・40代・事務職員)
男性育休を最初は必ず取るように仕向ける。(男性・30代・医師)
男性の育児活動参加に対してもう少しいろいろなサポート作りをしてもらいたい。女性へのサポートばかり目立ち、男性
の育児活動へは特に支援らしきものが無い。(男性・30代・助教)
各キャンパスでの休日の入試業務での託児(女性・40代・講師）
育児と仕事の両立のために、特定のキャンパスだけでなく、すべてのキャンパスにおいて施設面での改善に取り組んで
いただきたい。(女性・20代・事務職員)

子育て・介護、看護を行う職員が中心となり仕事を行う新しい場(ex附属病院→健診センターや人間ドッグ担当部など)が
あるとよい。上記の職員むけに家庭で利用できるサービス、家事の代理(ヘルパーさんやサポーターさん)者の情報を提
供して欲しい(男女共同参画室が中心となり利用条件など職員のニーズにあわせた要望で契約するなど)(女性・30代・助
教)

現実問題として、女性には役割（育児、介護、家事等）が男性より多いと思われるため、その辺に配慮した配置（人事）を
行っていただくか、もしくは代替要員がすぐに用意出来るよう常に気を配る等、出来るならありがたいと思います。（女性・
20代・事務職員）

女性の管理職ポストを設定してほしい。将来的には女性の管理職が増えてきた段階で設定は解除してもよいから。(女
性・30代・事務職員)
男性職員から女性向きのものが多いとの声があったので、介護等の中高年男性が参加できるものをもう少し取り入れて
欲しい。(女性・40代・事務職員)
女性への研修・啓発も必要であるが、同時に、また、それ以上に男性、夫、上司への研修、啓発、条件整備も重要であ
る。(男性・70代・その他)
残業時間削減の取組、業務量の削減の取組(男性・30代・事務職員)
女性ポスドクに対する支援(採用促進) (男性・50代・教授)
「ワークライフバランス」と言っているが、優遇されているのは、子育て中の看護師のみで、常勤で働いている人のワー
ク・ライフ・バランスが全くない。スタッフ間でのメンタル面に影響が出はじめている。（女性・20代・看護師）
研究補助者制度の拡充により、より研究内容が深めれられるよう、支援と継続して頂きたいのが希望です（女性・年代不
明・教授）
非常勤職員に対する待遇改善。同じ大学の構成員として尊重して、積極的に使える制度を増やすべき。きちんと要望を
吸い上げるシステム（オンブズマン等）を整備すべき。（女性・50代・教授）
新たに導入するより今行っていることをきちんと維持してください。（女性・50代・教授）

問13、男女共同参画への要望、推進室への意見(総数135件、抜粋して掲載)

若手教員には任期付きの教員も多いが、任期中の産休・育休がマイナスの評価につながらないようにしてほしい（男性・
30代・准教授）
まだ、小学生の子どもを育てている中で、午後7:00をこえるような会議の有り方はどうなのか、男性発想と思われることが
多々有ります。そのようなこともないように取り入れた企画をお願いします。（女性・40代・准教授）
産休・育休で長期間休む教員の業務（授業だけでなく）を代わって行う要員を非常勤でいいので雇用できる制度があると
良い。（同僚が産休・育休をとったことのある立場として。また今後可能なら子どもを授かりたい立場として。）（女性・30
代・講師）
妊娠・出産・育児について、職場全体からもっと理解して欲しい。（中略）管理職研修などで、意識の改革をはかって欲し
い。よろしくお願い致します。（女性・30代・事務職員）
いちご保育園（病児）使いにくいです。前日からの予約、診断書など。風邪などは朝になってわかるので、対応してほし
い。（女性・30代・看護師）
休日だけの託児ではなく、大学の中に保育園を作ってほしかった。（女性・30代・事務職員）
休日託児事業についてですが、例えば先日のセンター試験の預かり時間ですが、7：30～となっていました。しかし、事務
職員は７時集合なので、利用が難しいと感じました。もし利用したい状況になった時、困るなあ、と思いました。取組自体
は大変ありがたいものだ、と思っていますので、配慮いただけると助かります。（男性・30代・事務職員）

研究補助者の予算が減額になると伺いました。少ない時間でも補助者のサポートは大変貴重です。長く続けていただき
たい。（女性・30代・講師）
「介護」という条件で、長期にわたり研究補助者を配置していただいたことに感謝いたします。今後も、育児・介護者への
支援を継続して頂ければと思います。(女性・50代・教授)

その他 

子育て支援に関連した回答 

研究補助者の配置に関連した回答 
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研究補助者の配置、サマースクールなど、大変お世話になっています。今後もよろしくお願いします。子どももおかげさま
でだいぶ大きくなりましたので、こちらも協力できることがあればと思います。（女性・40代・助教）

各キャンパス間で、施設や取組の格差があってはならない。たとえば、「30サマースクール」は非常に良い取組だと思う
が、幸町キャンパスでは行っていないのか?（男性・30代・准教授）
各部局によっては制度の活用のしやすさに差がある面がある。どの部局（キャンパス）でも同じ支援が受けられることが
望まれる。（女性・50代・教授）
医学部キャンパスのいちご保育園および、病児・病後児保育室を他学部でも利用できるようにしてもらいたい。（女性・40
代・准教授）
同じ女性なのに、常勤職員と非常勤で利用できる制度に差があるのはなぜでしょうか？ （女性・30代・准教授）
すべての部局で平等に保育施設が利用できるようになれば素晴らしいと思います。（女性・30代・事務職員）

女性だけでなく、育児等に携わっている男性も同様に支援して欲しいと思います。（女性・40代・事務職員）
男女共同参画とはいえ、ほとんどを女性ターゲットにしている。現代においては、育児に積極的な男性も増加しており、男
性へのイベントの企画・育児相談（カウンセリング）制度作りなど（間接的に女性をサポートする）男性から見たサポート体
制にも力を入れて頂きたい。このアンケート自体、女性の・・・が多いですよね。（男性・30代・技術職員）
女性への取組が多いが、男性の育児についての取組など、両方にとって働きやすい環境を目指す必要があると思う。
（男性・20代・附属学校教員）
女性重視が過度になり、男性が逆差別を受けないようにしてほしい。（男性・30代・医師）

ハラスメントに関して学生が入りやすいシステムや施設（女性・40代・教授）
対象が教員・研究者だけのように見えるがそれでいいのか？中期計画にしても、事務職員に女性管理職はいないまま。
本当に積極的に登用する気があるのか疑問（事務はどうでもいいという意識がすけて見える・・・）（女性・30代・事務職
員）
制度・企画があまり知られていない。各制度ごとの利用率・効果の検証は実施しているのか。その結果も公開した方がい
いのでは。（女性・40代・事務職員）
数年前に比べると、男女共同参画推進室が設置されて、男女共同参画に向けてかなり進んだという印象があります。
色々と企画され、行われているので、今後も継続していただけるとありがたいと思っています。（女性・20代・事務職員）
全ての内容が女性視点で書かれており、そういったことにジェンダーを感じるが、いかがなものか。（男性・30代・看護師）
女性教員に負担をかけないように、男女参画事業を推進していただきたい。（男性・50代・教授）
男女共同参画は大賛成です。ただし、結婚・妊娠・出産などにおけるそれぞれの部署でのマンパワー不足などの問題
を、紙面の上だけでなく、現場において解決できる、あるいはできているのかどうかを評価するシステムが必要だと思わ
れます。（男性・40代・講師）
働きはじめてから知ったが思った以上に様々な制度があり驚いた。ただ、なかなかそれを充分に活用できていないので
はもったいないなと思うので、私も子供を持つ身になったら積極的に活用していきたいと思う。（女性・30代・准教授）
大学は教育・研究を行うところです。男女共同参画室ではなく、男女共同参画を教育・研究する部署へ発展させることが
必要と考えます。予算・人員が少ない中で、総合的な事業を展開するのではなく、何を根本にするのかを考えるときと思
います。男女共同参画が進んでいる北欧との比較を行うといいと思います。保育や介護体制がキーワードのように思い
ます。（女性・50代・教授）
学生の間にも男女について固定的な考えの者が多いです。参画推進室による在校生向けの講座ももっと多人数向けの
ものがあると良いのでは?（女性・30代・准教授）
今後も継続して推進活動して欲しい。この事業は最低10年程度は継続しないと結果が表れにくく継続することが重要で
ある。（男性・30代・教授）

キャンパス・職域等による利用可能な制度の格差是正に関連した回答 

男性に向けた取組に関連した回答 

その他 

 アンケート調査の結果、本学の男女共同参画の推進に向けた取組については、全教職員、女性教

員ともに概ね好評な結果が得られた。しかしながら、ジェンダー間の格差については他教職員に比べ、

女性教員のほうが強く感じる傾向が見られた。 
 定着を望む取組として、全教職員、女性教員の双方で、病児保育施設、休日出勤時の託児、一時保

育用託児室が上位項目となっていた。また、女性教員では、研究補助者の配置が優先度の高い項目

として位置づけられていた。 
 問11-2以降の設問の自由記述欄には、総計388件のアイデアや意見・要望が寄せられ、男女共同参

画の推進に向けた取組に対して、本学構成員の多様性を反映してさまざまなニーズや考えが存在す

ることを確認できた。本報告書では、自由記述については紙幅の関係から抜粋した意見のみ掲載する

事となったが、今後は寄せられた個々のアイデアや意見・要望を精査し、より多くの構成員の期待に応

えられるよう、本学の男女共同参画の推進に向けた取組の改善に役立てていく予定である。 
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サマースクール通信 H24.8.20～24 
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学生ボランティア募集のポスター 

参加者募集ポスター 
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   香川大学男女共同参画推進に関する規程                        
 
目次  

第１章 総則（第１条）  
第２章 男女共同参画推進委員会（第２条－第７条）  
第３章 男女共同参画推進室（第８条－第１８条）  
第４章 その他（第１９条）  

 附則  
 
   第１章 総則  
 （趣旨）  
第１条 この規程は，香川大学（以下「本学」という。）において，男女共同参画の推進に必要な組織その他

必要な事項を定めるものである。  
２ 本学における男女共同参画の推進については，この規程によるもののほか，関係法令及び本学の学内諸規

則に定めるところによる。  
 
   第２章 男女共同参画推進委員会  
 （設置）  
第２条 本学における男女共同参画推進に関する重要な事項を審議するため，香川大学男女共同参画推進委員

会（以下「委員会」という。）を置く。  
 （審議事項）  
第３条 委員会は，次に掲げる事項を審議する。  

(1) 男女共同参画の推進に係る基本方針に関すること。 
(2) 男女共同参画の推進施策の企画及び立案に関すること。 
(3) 男女共同参画の現状分析，評価及び改善に関すること。  
(4) その他男女共同参画に関すること。  

 （組織）  
第４条 委員会は，次に掲げる委員で組織する。  

(1) 学長  
(2) 学長が指名する理事 １人  
(3) 各学部長 
(4) 地域マネジメント研究科長及び香川大学・愛媛大学連合法務研究科長 
(5) 学内共同教育研究施設の長のうちから学長が指名する者 
(6) その他学長が必要と認めた者  

 （委員長）  
第５条 委員会に委員長を置き，学長をもって充てる。  
２ 委員長は，会務を総理し，委員会を代表する。  
３ 委員長に事故があるときは，前条第1項第2号の理事が，その職務を代理する。  
 （委員会）  
第６条 委員会は，委員長が招集する。  
２ 委員会は，委員総数の過半数の委員が出席しなければ，会議を開き，議決することができない。  
３ 委員会の議事は，会議に出席した委員の過半数で決し，可否同数のときは，委員長の決するところによる。  
４ 前項の場合において，委員長は，委員として議決に加わる権利を有しない。 
 （委員以外の者の出席）  
第７条 委員会が必要と認めたときは，委員会に委員以外の者の出席を求め，意見を聴くことができる。  
 
   第３章 男女共同参画推進室  
 （設置）  
第８条 本学において、委員会の方針に基づき男女共同参画を推進する具体的な業務を行 うため，男女共同

参画推進室（以下「推進室」という。）を置く。  
 （業務）  
第９条 推進室は，次に掲げる業務を行う。  

(1) 男女共同参画を推進する施策の企画，実施及び調整に関すること。  
(2) 男女共同参画に係る外部機関との連携に関すること。  
(3) 男女共同参画に係る情報収集及び広報活動に関すること。  
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(4) 委員会に関すること。  
(5) その他男女共同参事業の推進に関すること。  

 （職員）  
第１０条 推進室に，次の職員を置く。  

(1) 室長  
(2) 副室長  
(3) コーディネーター 
(4) 女性研究者支援員  
(5) 女性研究者育成員  
(6) その他の職員  

 （室長）  
第１１条 室長は，第4条第1項第2号の理事をもって充てる。  
２ 室長は，推進室の業務を総括する。  
 （副室長）  
第１２条 副室長は，コーディネーターをもって充てる。  
２ 副室長として，前項の職員に本学の専任教員の中から室長が指名した者を加えるこ とができる。 
３ 副室長は，室長を補佐する。  
 （コーディネーター）  
第１３条 コーディネーターは，男女共同参画を推進する業務を処理する。 
２ コーディネーターは，特任教授として，学長が選考する。  
 （女性研究者支援員）  
第１４条 女性研究者支援員は，主に女性研究者を支援する業務を行う。 
２ 女性研究者支援員は，本学の専任教員の中から，その者が所属する部局の長の推薦に基づき，室長が指名

する。  
 （女性研究者育成員）  
第１５条 女性研究者育成員は，主に女性研究者を育成する業務を行う。 
２ 女性研究者育成員は，本学の専任教員の中から，その者が所属する部局の長の推薦に基づき，室長が指名

する。  
３ 女性研究者育成員は，女性研究者支援員と兼ねることができる。 
 （研究補助者）  
第１６条 推進室に，出産・育児・介護にかかわる女性研究者の研究補助を行うため，研究補助者を置くこと

ができる。  
２ 研究補助者は，経歴により博士研究員，リサ－チ・アシスタント又は技術補佐員と して，室長が選考す

る。  
 （カウンセラ－）  
第１７条 推進室に，本学女性研究者の研究・キャリアに関する相談等に対応するため，カウンセラ－を置く

ことができる。  
 （事務）  
第１８条 推進室に関する事務は，給与福利グループにおいて処理する。  
 
   第４章 その他  
 （その他）  
第１９条 この規程に定めるもののほか，男女共同参画に関し必要な事項は，委員会の議を経て，学長が別に

定める。  
 
   附 則  
１ この規程は，平成２２年１０月１日から施行し，平成２６年３月３１日限りでその効力を失う。 
２ この規程の失効後は，委員会及び推進室の設置意義，審議内容及び委員構成等について見直すものとする。  
 
   附 則  
 この規程は，平成２５年２月１日から施行する。ただし，第４条第５号の規定は，平成２５年４月１日から

施行する。 
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香川大学教員数と女性比率の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校基本調査票学生教職員等状況表より男女共同参画推進室　転記

男 女 男 女 比率 男 女 比率 男 女 比率 男 女 比率 男 女 比率 男 女 比率 男 女 比率 男 女 比率 男 女 比率 男 女 計 比率

学長 1 1 0 1

教授 59 7 10.6 11 0 0.0 27 1 3.6 36 8 18.2 3 0 0.0 42 0 0.0 36 0 0.0 18 1 5.3 15 1 6.3 247 18 265 6.8

准教授 23 11 32.4 8 3 27.3 16 5 23.8 27 5 15.6 4 1 20.0 24 2 7.7 14 1 6.7 13 0 0.0 15 2 11.8 144 30 174 17.2

講師 1 0 0.0 0 0 0.0 5 0 0.0 7 1 12.5 28 1 3.4 2 1 33.3 2 0 0.0 0 0 0.0 5 3 37.5 50 6 56 10.7

助教 0 0 0.0 0 0 0.0 0 0 0.0 50 30 37.5 68 21 23.6 5 2 28.6 2 1 33.3 0 0 0.0 4 0 0.0 129 54 183 29.5

助手 0 0 0.0 0 1 100.0 0 8 100.0 0 0 0.0 0 0 0.0 0 0 0.0 0 0 0.0 0 0 0.0 0 0 0.0 0 9 9 100.0

合計 1 83 18 17.8 19 4 17.4 48 14 22.6 120 44 26.8 103 23 18.3 73 5 6.4 54 2 3.6 31 1 3.1 39 6 13.3 571 117 688 17.0

学長 1 1 0 0

教授 57 8 12.3 9 0 0.0 24 1 4.0 38 8 17.4 3 0 0.0 42 0 0.0 38 0 0.0 17 1 5.6 15 1 6.3 243 19 262 7.3

准教授 20 12 37.5 10 4 28.6 21 5 19.2 25 5 16.7 8 1 11.1 23 1 4.2 16 2 11.1 14 0 0.0 17 2 10.5 154 32 186 17.2

講師 2 1 33.3 0 0 0.0 2 0 0.0 6 1 14.3 25 1 3.8 3 1 25.0 1 0 0.0 0 0 0.0 6 4 40.0 45 8 53 15.1

助教 0 0 0.0 0 0 0.0 0 0 0.0 55 30 35.3 68 28 29.2 4 2 33.3 3 1 25.0 0 0 0.0 4 0 0.0 134 61 195 31.3

助手 0 0 0.0 0 1 100.0 0 8 100.0 0 0 0.0 0 0 0.0 0 0 0.0 0 0 0.0 0 0 0.0 0 0 0.0 0 9 9 100.0

合計 1 79 21 21.0 19 5 20.8 47 14 23.0 124 44 26.2 104 30 22.4 72 4 5.3 58 3 4.9 31 1 3.1 42 7 14.3 577 129 706 18.3

学長 1 1 0 0

教授 56 11 16.4 10 0 0.0 25 2 7.4 40 8 16.7 3 0 0.0 44 0 0.0 37 0 0.0 18 1 5.3 13 2 13.3 246 24 270 8.9

准教授 23 9 28.1 11 4 26.7 21 4 16.0 27 5 15.6 8 0 0.0 22 2 8.3 17 3 15.0 11 0 0.0 15 2 11.8 155 29 184 15.8

講師 2 1 33.3 0 0 0.0 0 0 0.0 5 1 16.7 23 1 4.2 4 1 20.0 2 0 0.0 0 0 0.0 5 4 44.4 41 8 49 16.3

助教 0 0 0.0 0 0 0.0 0 0 0.0 54 27 33.3 71 27 27.6 5 2 28.6 3 0 0.0 0 0 0.0 4 0 0.0 137 56 193 29.0

助手 0 0 0.0 0 1 100.0 0 8 100.0 0 0 0.0 0 0 0.0 0 0 0.0 0 0 0.0 0 0 0.0 0 0 0.0 0 9 9 100.0

合計 1 81 21 20.6 21 5 19.2 46 14 23.3 126 41 24.6 105 28 21.1 75 5 6.3 59 3 4.8 29 1 3.3 37 8 17.8 580 126 706 17.8

学長 1 1 0 0

教授 52 11 17.5 10 0 0.0 24 2 7.7 39 8 17.0 4 0 0.0 41 0 0.0 38 0 0.0 19 1 5.0 13 2 13.3 240 24 264 9.1

准教授 22 8 26.7 10 4 28.6 21 4 16.0 26 5 16.1 8 0 0.0 21 2 8.7 18 3 14.3 9 0 0.0 13 2 13.3 148 28 176 15.9

講師 4 2 33.3 0 0 0.0 0 0 0.0 5 1 16.7 26 1 3.7 4 0 0.0 1 0 0.0 0 0 0.0 5 4 44.4 45 8 53 15.1

助教 0 0 0.0 0 0 0.0 0 0 0.0 53 28 34.6 65 30 31.6 6 2 25.0 3 0 0.0 0 0 0.0 4 0 0.0 131 60 191 31.4

助手 0 0 0.0 0 1 100.0 0 7 100.0 0 0 0.0 0 0 0.0 0 0 0.0 0 0 0.0 0 0 0.0 0 0 0.0 0 8 8 100.0

合計 1 78 21 21.2 20 5 20.0 45 13 22.4 123 42 25.5 103 31 23.1 72 4 5.3 60 3 4.8 28 1 3.4 35 8 18.6 565 128 693 18.5

香川大学大学院学生数と女性比率の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校基本調査票学生教職員等状況表より男女共同参画推進室　転記

男 女 比率 男 女 比率 男 女 比率 男 女 比率 男 女 比率 男 女 比率 男 女 比率 男 女 比率 男 女 比率 男 女 比率 男 女 計 比率
1年次 19 33 63.5 4 2 33.3 4 1 20.0 18 7 28.0 0 9 100.0 107 10 8.5 35 21 37.5 29 3 9.4 14 1 6.7 230 87 317 27.4
2年次 21 29 58.0 6 5 45.5 8 3 27.3 16 10 38.5 0 15 100.0 85 4 4.5 43 24 35.8 31 5 13.9 21 5 19.2 231 100 331 30.2
3年次 18 8 30.8 12 1 7.7 24 14 36.8 54 23 77 29.9
4年次 39 16 29.1 15 2 11.8 54 18 72 25.0
5年次 19 1 5.0 19 1 20 5.0
合計 40 62 60.8 10 7 41.2 12 4 25.0 91 41 31.1 0 24 100.0 192 14 6.8 46 4 8.0 78 45 36.6 60 8 11.8 59 20 25.3 588 229 817 28.0
1年次 17 25 59.5 8 2 20.0 3 3 50.0 12 12 50.0 1 7 87.5 126 10 7.4 51 27 34.6 33 4 10.8 15 3 16.7 266 93 359 25.9
2年次 24 30 55.6 7 4 36.4 7 2 22.2 19 9 32.1 0 19 100.0 104 10 8.8 36 22 37.9 29 3 9.4 13 1 7.1 239 100 339 29.5
3年次 16 8 33.3 7 0 0.0 25 14 35.9 48 22 70 31.4
4年次 34 18 34.6 12 1 7.7 46 19 65 29.2
5年次 22 1 4.3 22 1 23 4.3
合計 41 55 57.3 15 6 28.6 10 5 33.3 81 47 36.7 1 26 96.3 230 20 8.0 41 2 4.7 87 49 36.0 62 7 10.1 53 18 25.4 621 235 856 27.5
1年次 18 35 66.0 4 4 50.0 3 5 62.5 17 6 26.1 2 28 93.3 114 16 12.3 38 30 44.1 22 6 21.4 8 2 20.0 226 132 358 36.9
2年次 19 24 55.8 10 3 23.1 6 3 33.3 12 12 50.0 1 19 95.0 137 10 6.8 48 26 35.1 34 4 10.5 12 3 20.0 279 104 383 27.2
3年次 21 11 34.4 8 1 11.1 20 4 16.7 49 16 65 24.6
4年次 35 14 28.6 7 0 0.0 42 14 56 25.0
5年次 21 1 4.5 21 1 22 4.5
合計 37 59 61.5 14 7 33.3 9 8 47.1 85 43 33.6 3 47 94.0 251 26 9.4 36 2 5.3 86 56 39.4 56 10 15.2 40 9 18.4 617 267 884 30.2
1年次 16 21 56.8 4 3 42.9 3 7 70.0 23 14 37.8 0 9 100.0 110 15 12.0 32 15 31.9 26 7 21.2 4 1 20.0 218 92 310 29.7
2年次 25 38 60.3 5 4 44.4 5 5 50.0 19 6 24.0 2 36 94.7 118 15 11.3 39 29 42.6 28 6 17.6 8 1 11.1 249 140 389 36.0
3年次 12 14 53.8 12 1 7.7 18 3 14.3 42 18 60 30.0
4年次 38 20 34.5 8 1 11.1 46 21 67 31.3
5年次 17 0 0.0 17 0 17 0.0
合計 41 59 59.0 9 7 43.8 8 12 60.0 92 54 37.0 2 45 95.7 228 30 11.6 37 2 5.1 71 44 38.3 54 13 19.4 30 5 14.3 572 271 843 32.1

香川大学学部学生数と女性比率の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校基本調査票学生教職員等状況表より男女共同参画推進室　転記

男 女 比率 男 女 比率 男 女 比率 男 女 比率 男 女 比率 男 女 比率 男 女 比率 男 女 計 比率

1年次 71 143 66.8 102 71 41.0 193 134 0.0 61 42 40.8 6 55 90.2 238 28 10.5 78 86 52.4 749 559 1308 42.7

2年次 72 138 65.7 107 63 37.1 187 128 0.0 57 42 42.4 6 55 90.2 240 26 9.8 81 89 52.4 750 541 1291 41.9

3年次 71 153 68.3 108 63 36.8 195 137 0.0 59 34 36.6 12 59 83.1 238 44 15.6 88 74 45.7 771 564 1335 42.2

4年次 88 165 65.2 137 70 33.8 257 130 0.0 56 38 40.4 6 58 90.6 356 24 6.3 119 74 38.3 1019 559 1578 35.4

5年次 0.0 0.0 0.0 66 31 32.0 0.0 0.0 0.0 66 31 97 32.0

6年次 0.0 0.0 0.0 68 36 34.6 0.0 0.0 0.0 68 36 104 34.6

合計 302 599 66.5 454 267 37.0 832 529 38.9 367 223 37.8 30 227 88.3 1072 122 10.2 366 323 46.9 3423 2290 5713 40.1

1年次 62 145 70.0 105 66 38.6 185 128 40.9 75 33 30.6 5 57 91.9 227 41 15.3 92 76 45.2 751 546 1297 42.1

2年次 72 144 66.7 101 71 41.3 194 132 40.5 66 46 41.1 6 55 90.2 234 26 10.0 79 87 52.4 752 561 1313 42.7

3年次 72 140 66.0 114 65 36.3 188 132 41.3 55 38 40.9 8 67 89.3 254 28 9.9 80 90 52.9 771 560 1331 42.1

4年次 83 162 66.1 143 72 33.5 275 161 36.9 61 35 36.5 10 55 84.6 331 45 12.0 111 76 40.6 1014 606 1620 37.4

5年次 0.0 0.0 0.0 54 37 40.7 0.0 0.0 0.0 54 37 91 40.7

6年次 0.0 0.0 0.0 67 31 31.6 0.0 0.0 0.0 67 31 98 31.6

合計 289 591 67.2 463 274 37.2 842 553 39.6 378 220 36.8 29 234 89.0 1046 140 11.8 362 329 47.6 3409 2341 5750 40.7

1年次 71 135 65.5 93 69 42.6 163 139 46.0 69 38 35.5 6 55 90.2 249 28 10.1 73 81 52.6 724 545 1269 42.9

2年次 62 144 69.9 104 66 38.8 185 128 40.9 85 37 30.3 5 57 91.9 227 39 14.7 92 76 45.2 760 547 1307 41.9

3年次 73 145 66.5 107 75 41.2 193 137 41.5 61 43 41.3 6 61 91.0 248 27 9.8 79 86 52.1 767 574 1341 42.8

4年次 98 152 60.8 160 76 32.2 269 144 34.9 54 38 41.3 8 66 89.2 360 34 8.6 106 95 47.3 1055 605 1660 36.4

5年次 0.0 0.0 0.0 61 35 36.5 0.0 0.0 0.0 61 35 96 36.5

6年次 0.0 0.0 0.0 54 37 40.7 0.0 0.0 0.0 54 37 91 40.7

合計 304 576 65.5 464 286 38.1 810 548 40.4 384 228 37.3 25 239 90.5 1084 128 10.6 350 338 49.1 3421 2343 5764 40.6

1年次 75 136 64.5 86 75 46.6 175 136 43.7 62 46 42.6 6 54 90.0 226 43 16.0 75 87 53.7 705 577 1282 45.0

2年次 72 135 65.2 93 69 42.6 162 139 46.2 81 45 35.7 6 54 90.0 245 28 10.3 71 81 53.3 730 551 1281 43.0

3年次 63 143 69.4 108 69 39.0 190 128 40.3 80 33 29.2 5 68 93.2 232 41 15.0 94 76 44.7 772 558 1330 42.0

4年次 98 153 61.0 151 79 34.3 267 152 36.3 57 41 41.8 6 61 91.0 334 29 8.0 97 90 48.1 1010 605 1615 37.5

5年次 0.0 0.0 0.0 54 38 41.3 0.0 0.0 0.0 54 38 92 41.3

6年次 0.0 0.0 0.0 61 35 36.5 0.0 0.0 0.0 61 35 96 36.5

合計 308 567 64.8 438 292 40.0 794 555 41.1 395 238 37.6 23 237 91.2 1037 141 12.0 337 334 49.8 3332 2364 5696 41.5

学長 教育学部 法学部 経済学部 医学部 附属病院 工学部 農学部 大学院 機構系 合計

平成２１年度
(H２１．５)

平成２２年度
(H２２．５)

平成２３年度
(H２３．５)

平成２４年度
(H２４．５)

教育学研究科 法学研究科 経済学研究科 医学系研究科 医学系研究科看護学専攻 工学部博士前期 工学部博士後期 農学部 地域マネジメント研究科 連合法務研究科 合計

医学部看護学科

平成２１年度
(H２１．５)

平成２２年度
(H２２．５)

平成２３年度
(H２３．５)

平成２４年度
(H２４．５)

教育学部 法学部 経済学部 医学部医学科

平成２１年度
(H２１．５)

平成２２年度
(H２２．５)

平成２３年度
(H２３．５)

平成２４年度
(H２４．５)

工学部 農学部 合計
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女性研究者による優れた教育研究活動の推進への支援に努めます 

～四国内国立５大学による男女共同参画推進共同宣言～ 
 
 

私たち四国に位置する国立５大学は、地域に根ざした大学として、特色ある
世界水準の教育研究を推進するとともに、地域の発展の基盤となる人材の育成、
文化芸術、産業、医療等の振興、充実への貢献に努めています。 
男女共同参画基本法制定以来１０年を経て、産業構造の変化とともに、女性

は社会経済活動等に積極的に参画し、性別にかかわらず活躍の場を広げていま
す。特に急速な少子高齢化が進む四国地域では、女性の一層の参画が社会・経
済活動等の維持・発展で不可欠となっています。 
このような中、私たちは、女性研究者、女子学生の積極的な活動は、多様な

視点や発想を取り入れ、教育研究活動を活性化し、組織としての創造力を発揮
する上で極めて重要であり、より多数の優秀な女性研究者、学生が意欲的に教
育研究に取り組むことが各大学、ひいては四国地域の今後の発展に大きく寄与
すると認識し、全国の才能溢れる女性が四国の地にいざなわれ、この地で活躍
することを強く期待します。 
 このため、私たちは、各大学において女性が教育研究において一層活躍でき
る環境を重点的に整備するとともに、次世代を担う女子学生の育成に努力し、
さらに、古来より遍路道で結ばれた四国における大学、研究機関、地方自治体、
企業、市民との連携を強めることにより、男女ともに個性と能力を発揮できる
大学と社会の実現に貢献することを宣言します。  

 
〈私たちの重点的な取組〉 
１．優秀な女性研究者の数の拡大を目指し、教員公募において全国からの女性 

  研究者の応募を期待し、優秀な女性研究者を積極的に登用すること。 

２．女性研究者の優れた教育研究の取組を積極的に支援すること。 

３．男女共同参画の視点に立った教育・研究環境及び就業体制を確立すること。 

４．大学の構成員の教育・研究・就業と家庭生活との両立を支援すること。 

５．女性のキャリア形成と次世代の育成にかかる取組を充実すること。 

６．大学運営における意思決定過程での女性の積極的な参画を推進すること。 

７．男女共同参画の推進にむけた大学をはじめとする関係機関のネットワーク 

  を構築すること。 

 
平成２３年２月２２日 

                                 
徳島大学長     香川 征 

                                鳴門教育大学長  田中 雄三 
                                香川大学長     一井 眞比古 
                                愛媛大学長     柳澤 康信 

                              高知大学長     相良 祐輔 
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中国・四国地区国立大学 

男女共同参画社会，すなわち全ての個人が持つ資質・能力を発揮できる社会

の実現は，我が国の発展にとって重要かつ喫緊の課題です。中国・四国地区の

10 国立大学は，高等教育・研究機関として，地域発展の重要な先導を担い，

学術研究の一層の進展及び有為な人材育成に貢献する責務を負っています。 

これまで私たちは，男女共同参画社会の実現を目指して女性研究者支援や男

女共同参画に関する意識啓発等，活発な取組を推進してきました。今後とも特

徴ある取組を継続し，一層発展させていくとともに，次の５項目を実行してい

くことを宣言します。 

 

 
一  大学構成員の女性比率の向上に努め，かつ意思決定過程への女性の参画 

機会を拡大すること 

一 大学構成員が持てる資質・能力を最大限発揮できる教育・研究及び就労 

環境を整備・充実すること 

一 男女共同参画の視点に立った人材育成を推進すること 

一 男女共同参画社会実現への取組において，シンポジウム等を継続開催し，

地域との協力・協働を進めること 

一 男女共同参画社会実現に向けて，地区内での大学間の相互交流と連携を 

一層深化させること 

平成２３年１１月１１日 

鳥取大学長    能 勢 隆 之  

島根大学長    山 本 廣 基  

岡山大学長    森 田   潔  

広島大学長    浅 原 利 正  

山口大学長    丸 本 卓 哉  

徳島大学長    香 川   征  

鳴門教育大学長  田 中 雄 三  

香川大学長    長 尾 省 吾  

愛媛大学長    柳 澤 康 信  

高知大学長    相 良 祐 輔 

男女共同参画推進のための共同宣言 
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中国・四国地区男女共同参画推進連携会議設置要綱 
 
  （設 置） 

第１条 中国・四国地区の国立大学法人等（以下「国立大学法人等」という。）の男女共同参画を推

進するために，「中国・四国地区国立大学の男女共同参画推進のための共同宣言（平成 23 年 11 月

11 日）」に基づき， 中国・四国地区男女共同参画推進連携会議（以下「連携会議」という。）を

設置する。 
 
  （目 的） 
第２条 連携推進会議は，国立大学法人等の男女共同参画を担当する者が，男女共同参画推進に関

する研究・協議を行うことにより，男女共同参画に係る特徴ある取組を継続し，さらに発展・推

進させることを目的とする。 
 
  （組 織） 
第３条 連携会議は次に掲げる者をもって組織する。 
(1) 国立大学法人等の男女共同参画を推進するための組織、委員会等の代表者 
(2) その他国立大学法人等の機関の長が推薦する者 
 
  （研究・協議事項） 
第４条 連携会議は、次に掲げる事項を研究又は協議する。 
(1) 男女共同参画における大学間の連携に関すること。 
(2) 男女共同参画の推進に係る情報提供や意見交換に関すること。 
(3) 男女共同参画社会の実現に向けた活動や研修会等に関すること。 
(4) 中国四国男女共同参画シンポジウムの開催に関すること。 
(5) その他連携会議の目的を達成するために必要な事項に関すること。 
 
  （開催及び開催機関） 
第５条 連携会議の開催機関は原則、中国四国男女共同参画シンポジウムの開催機関とする。 
２ 連携会議は、原則として中国四国男女共同参画シンポジウムの開催に併せて年１回開催する。 
 
  （庶 務） 
第６条 連携会議の庶務は、開催機関において処理する。 
 

  （経費の負担） 

第７条 出席者の旅費（交通費、滞在費等）は、出席者の所属する国立大学法人等の負担とする。 

 
  （その他） 
第８条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項については別に定める。 

 
  附 則 
 この要綱は、平成２４年１１月３０日から施行する。 
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中国・四国地区国立大学男女共同参画基礎情報 (H24.10現在）

1 大学名 鳥取大学 島根大学

2 女性教員比率(%)
　H24.5現在 15.0％ 16.8％（H24年5月）

3 女性研究者研究活動
　 支援事業等種別 女性研究者研究活動支援事業 女性研究者支援モデル育成

4 タイトル なし 地方から開く女性研究者の未来 in 島根（H20年～H22年）

5 支援の主な対象 全分野 全学

6 中心組織
　（担当教職員数）

組織名：鳥取大学男女共同参画推進室
(専任教員1名・兼務教員7名・事務1名・兼務事務７名）　計16
名

男女共同参画推進室（さぽっと）【専任事務（補佐員）1名】
ワークライフバランス支援室(医療職対象)【専任事務（補佐員）
1名】

7 育児・介護サポート

○　育児支援
医学部附属病院に保育所を設置。夜間・深夜保育及び病児・
病後保育に対応。
○　育児・介護による休業前の面談制度・休業中の情報提供
制度

○ 学内保育所
保育時間7:30～20:00，終夜（お泊り保育），一時保育
○ 病児・病後児保育
○ 学童一時保育
○ 育児・介護のための就業制限（短時間勤務）等
○ 育児支援・介護支援の情報提供

8 研究サポート

○　研究支援員制度
リサーチ・アシスタント又は技術補佐員を雇用し，研究支援員と
して子育て・介護中の研究者に配置

○ 両立支援のためのPC端末等貸与制度

9 キャリアサポート

○附属病院のワークライフバランスセンターにおいて，ロール
モデルの紹介，交流会の実施，語学教室の開催などの取り組
みを実施
○同センターにおいてメンター養成講座を開講。6名のメンター
に任命書を交付

○ ロールモデルパンフレットの配布
○ 教養科目「人と職業」・「キャリアデザイン」における外部講
師によるロールモデル・キャリアデザインの紹介
○ 相談制度利用の促進

10 採用システム
○教員公募の際に女性教育研究者の積極的な応募を歓迎す
る旨記載している

○ 教職員公募要項への「本学は，『男女共同参画社会基本
法』の趣旨にのっとり，男女共同参画を推進しています。」の文
章明記
○ 各学部等の女性教員の在職率・採用率に応じたインセン
ティブ経費の配分

11 ワーク・ライフ・バランス

○ノー残業デーの設定
○附属病院にワークライフバランス支援センターを設置し，夕
食持ち帰りサービス，イクメン塾開催等の取り組みを実施

○ 仕事と家庭の両立支援制度（妊娠・出産・育児・介護）の情
報提供，各種制度の利用及び休暇取得促進等の呼び掛け
（ホームページ・メールマガジン）

12 女子学生サポート

○　女子学生のための企業見学会
キャリアセンターと連携して研究職を身近に感じてもらうための
企業見学会を実施
○　女性研究者を招いてのセミナーの実施

○ 島大女子会（女子学部生と女子大学院生の交流会）

13 地域連携

○鳥取県男女共同参画センターと連携しての啓発活動
○鳥取市歴史博物館と共催で意識啓発のためのパネル展開
催

○ 自治体等と連携して講座開催（「デートDVをなくすために」・
「憲法とジェンダー」）
○ 島根県男女共同参画センター「あすてらす」及び松江市男
女共同参画センター「プリエール」主催イベントへの参加
○ 島根県との連携による「夢実現進学チャレンジセミナー」の
開催

14 次世代育成・高大連携

○ 各高校・中学校からの本学への訪問時におけるDVD「女子
も理系しよう！島根大学理系に進学すること」上映
○ 県内の高校への進路指導部訪問時，高校から本学への訪
問時におけるロールモデルパンフレットの配布
○ 中高生の進路選択事業（「中学生地域医療現場体験」・「高
校生手術部体験学習」・「夢実現進学チャレンジセミナー」）

15 ジェンダー研究・講座 ○男女共同参画に関する読書ゼミナールの開講（予定）
○ 共通教養科目「ジェンダー～性を科学する～」
○ 男女共同参画推進講演会（テーマ：ジェンダーハラスメント
【予定】）

16 その他

○ 次世代育成支援対策推進法
基準適合一般事業主認定を受け，次世代認定マーク「くるみ
ん」を取得
○　学内ニーズを把握するための女性研究者を対象としたア
ンケート調査の実施

○ さぽっとカフェ（月に1回，昼休みを利用し，教職員・学生を問わず
男女共同参画・ワークライフバランスについての提案や要望の収
集，意見交換を行う。）
○ 「次世代育成支援事業主行動計画」策定
○ 基本文書
「男女共同参画基本理念・基本方針」
○ データ資料集（HP公開）
女性研究者支援モデル育成「地方から開く女性研究者の未来in島
根」事業報告書等
http://gender.shimane-u.ac.jp/doc3/03/
○ 広報活動
ホームページの充実，メールマガジン「さぽっと通信」
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中国・四国地区国立大学男女共同参画基礎情報 (H24.10現在）

1 大学名 岡山大学 広島大学

2 女性教員比率(%)
　H24.5現在 13.9％（H24年5月） 12.9％

3 女性研究者研究活動
　 支援事業等種別 女性研究者支援モデル育成 女性研究者支援モデル育成 ・ 女性研究者養成システム改革加速

4 タイトル 学都・岡大発 女性研究者が育つ進化プラン（H21年～H23年）
リーダーシップを育む広大型女性研究者支援（H19年～H21年）
広大システム改革による女性研究者活躍促進（H22年～H26年）

5 支援の主な対象 全分野 主に理系だが全分野を対象とするものもある

6 中心組織
　（担当教職員数）

ダイバーシティ推進本部男女共同参画室
（専任教員1名、兼務教員11名、兼務事務職員2名、担当事務職
員4名、相談員1名)。

組織名：男女共同参画推進室
(専任教員０名 兼務教員９名 事務５名 兼務事務０名）　計１４名

7 育児・介護サポート

○乳幼児保育施設「なかよし園」
○病児・病後児保育施設「ますかっと病児保育ルーム」
○長期休業期間中の学童保育所「かいのき児童クラブ」
○ベビーシッター利用補助券

○ 学内保育所を2 カ所に設置
○ 長期休業中に学内学童保育(こどもクラブ)を2カ所で開設
○ 病後児保育施設利用料補助事業（利用料の一部を補助）

8 研究サポート ○ 人材登録バンクを設置・活用した研究支援員事業の実施

○ 女性研究者奨励賞の設置(計300 万円)
○ 女性研究者のための研究資金獲得実践セミナー
○ 女性研究者スキルアップセミナー
○ ユビキタス研究環境の整備
○ 新規採用女性教員（加速事業対象者のみ）にメンター教員を配置
○ 学内の女性研究者を対象としたメーリングリストを運営
　　　女性研究者に特化したお知らせ等を随時通知
○理工農系女性教員にスキルアップ支援として学会参加費・英文校閲
費等を補助
○大学経営企画室と連携して女性対象の競争的資金について情報提
供

9 キャリアサポート
○ 女性サポート相談室
○ ＷＴＴ教員を対象としたメンター制度

○ ロールモデルの提示
○ 女性研究者のための相談窓口の設置
柔軟で多様な勤務形態を提案する「キャリア支援担当員」を配置

10 採用システム

○ ウーマン・テニュア・トラック教員制
○教員公募文書にポジティブ・アクションの文言を明記
○部局毎に数値目標設定

○ 教員公募文書にポジティブアクションの明示
○ 女性限定公募を実施（加速事業による採用分の公募に限る）
○ 人件費ポイントの全学調整分のうち3割程度を理工農系女性教員
採用のために確保し，該当部局等に配分（貸与期間最長５年まで。そ
の後は各部局の人件費ポイントで雇用継続する）
○ 各部局等の女性教員採用割合の目標値を決定し，四半期毎に，部
局別の採用割合と女性教員割合を公表
○ 第二期中期目標として，女性教員割合を１４％程度にすることを掲
げる

11 ワーク・ライフ・バランス

○夕方会議の実施状況、年次有給休暇取得の意識および阻害
要因の調査アンケート実施、所定時間外労働削減キャンペー
ン、年次有給休暇の取得促進等

○ 週２日のノー残業デーを平成24年8月に試行し，その結果を
受けて，平成24年10月より実施に移行

12 女子学生サポート

○ 女性サポート相談室
○　次世代女性研究者育成推進事業（おかやまサイエンス・トー
ク、オープンキャンパス参加）への協力を通した自己啓発、ネット
ワーク形成の機会提供

○ 女性研究者と交流会
○定期的に昼食持ち寄りの交流会（Brown Bag Chat）を開催
○ 学生向けテキスト作成（15に再掲）
○女性大学院生メーリングリストの運営

13 地域連携

○ 「市民協働事業」等イベント実施上の協力
○ おかやまサイエンス・トークでの高校との共催
○　委員会等参加

○ 自治体と連携して，護身術などのセミナー等を開催

14 次世代育成・高大連携

○ おかやまサイエンス・トーク（県内の希望する高等学校・中学
校を対象に岡山大学の女性研究者および大学院生が，現在進
めている環境，生命，先端材料などの最先端の研究内容を高校
生・中学生に分かりやすく説明）

○ 女子高生向けのセミナー
　・オープンキャンパス女子高生対象の質問・相談コーナー
　・女子高生のための体験科学講座

15 ジェンダー研究・講座
○　教養教育科目として「プロフェッショナルを目指すあなたへ：
男女共同参画社会のライフ・デザイン」開講(H23より）

○ 教養科目を開講
　「ジェンダーと社会」

16 その他

○ 次世代育成支援対策推進法
基準適合一般事業主認定を受け，次世代認定マーク「くるみん」を取
得
○基本文書
「岡山大学男女共同参画推進基本計画」等
○ 広報活動
ホームページ作成，ニュースレターの発行
○調査結果報告書
「岡山大学の男女共同参画に関するアンケート調査」
「岡山大学における女性研究者支援に関するニーズ調査」
「岡山大学における理系女子大学院生の研究生活の実態およびニー
ズに関する調査」等

○ 次世代育成支援対策推進法
　・基準適合一般事業主認定を受け，次世代認定マーク「くるみん」を
取得
　・「第２期行動計画」を策定し，取り組み中
○ 基本文書
「男女共同参画宣言」「達成目標(ミッションステートメント)」「基本方針」
「行動の目標と行動計画」
○ 調査結果報告書(公開)
「リーダーシップを育む広大型女性研究者支援成果報告書」等
http://www.hiroshima-u.ac.jp/sankaku/houkoku/
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中国・四国地区国立大学男女共同参画基礎情報 (H24.10現在）

1 大学名 山口大学 徳島大学

2 女性教員比率(%)
　H24.5現在 14.5％（H24年5月） 19.2％

3 女性研究者研究活動
　 支援事業等種別 なし 女性研究者支援モデル育成

4 タイトル なし 徳島大学AWA（OUR）サポートシステム（H22年～H24年）

5 支援の主な対象 なし 主に理系(ベビーシッター制度は全教職員対象）

6 中心組織
　（担当教職員数） 男女共同参画推進室（平成24年12月1日設置予定）

組織名：徳島大学AWAサポートセンター
(専任教員３名 兼務教員１名 事務１名 兼務事務０名）
計５名

7 育児・介護サポート

○医学部附属病院保育所
保育時間：7:00～18:30（延長保育（20時まで）あり）
原則として看護職員の利用のためであるが，余裕
があれば医学部の教職員及び学生も利用可
○子の看護休暇を小学校卒業まで利用可
○学校行事のための休暇を小学校卒業まで利用
可

○ 学内保育所（あゆみ保育園）の拡張
○ 育児・介護のための就業制限等について、ハ
ンドブック作成。
○ 徳島大学AWAベビーシッター制度の運用
○徳島大学AWAベビーシッターの養成
○地域の徳島ファミリーサポートセンターとの連携
○ベビーシッター制度ハンドブックの作成

8 研究サポート 特になし

○学長裁量女性研究者プロジェクトによる講師1
名を採用
○研究支援員制度の制定、研究支援員の配置
（女性研究者20名、男性研究者1名）
○外部資金情報の発信

9 キャリアサポート
女性教職員・学生限定のサポート体制は整備して
いない。

○ロールモデル集を発行して,ロールモデルを提
示
○メンター制度の制定・運用
○メンター研修会の開催
○AWAサポートセンターリトリートの開催
○研究支援セミナー開催
○シンポジウム、啓発セミナー開催

10 採用システム
男女の性別を問わず，業績に応じて優秀な者を採
用している。

○ 国籍，性別，ハンディキャップ等の差別の排除
を各部局の教員選考規則に明示

11 ワーク・ライフ・バランス

○子の看護休暇を小学校卒業まで利用可
○学校行事のための休暇を小学校卒業まで利用
可

○ ロールモデルの提示
○メンター制度による相談体制

12 女子学生サポート 女子学生のための就職相談会の実施
○ キャリアデザインセミナーの開催
○ ロールモデル集の配布
○メンター制度ハンドブックによる広報

13 地域連携 特になし
○ベビーシッターに関する徳島ファミリーサポート
センターとの連携
○四国女性研究者フォーラムの開催

14 次世代育成・高大連携 特になし

○徳島県立高等学校への出張講義
○徳島県立中学校への出前実験
○「科学実験フェスティバル」へのブース出展によ
り、幼児・小学生・中学生への実験提示

15 ジェンダー研究・講座

○共通教育科目：「社会学」
○経済学部専門科目：「ジェンダー論」
○医学系研究科（博士前期）専門科目：「ジェン
ダー保健学特論」

16 その他
男女共同参画推進室（平成24年12月1日設置予
定）

○ 女性研究者ランチ交流会開催
○ 学内女性研究者ネットワーク構築
○ 次世代育成支援対策推進法
○ 基本文書
　　「男女共同参画宣言（基本方針）」
○ 広報活動
　　ホームページの充実，センターブログの開設
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中国・四国地区国立大学男女共同参画基礎情報 (H24.10現在）

1 大学名 鳴門教育大学 香川大学

2 女性教員比率(%)
　H24.5現在 21.1％（H24年5月） 17.6％（H24年5月）

3 女性研究者研究活動
　 支援事業等種別 － 女性研究者支援モデル育成

4 タイトル － 香大発，地域ぐるみ女性研究者支援の高波を（H22年～H24年）

5 支援の主な対象 － 全分野

6 中心組織
　（担当教職員数）

男女共同参画推進委員会，
経営企画本部人事課人事労務チーム

男女共同参画推進室（olive・heart）
（専任教員　1名、専任技術補佐員3名）　計4名

7 育児・介護サポート
○　職員の休日出勤に伴う構内託児サービスの試
行

○ 学内保育所
○ カウンセラーによる相談、推進室での育児・介護相談
○ ベビーシッター育児クーポン発行事業
○ 学生サポーター養成（香大っこサポーター）一時保育支援
○ 学生サポーター（香大っこサポーター）一時保育支援
○ 民間タクシーを利用した病児移送サービス
○ 民間託児ボランティアと学生サポーターによる休日出勤時の託児支援
○ 夏季休業中の短期学内学童保育の実施

8 研究サポート

○ 研究補助者配置事業
○ 外部資金申請補助者派遣
○ 外部資金情報の発信
○ 外部資金情報の検索サイトの新設

9 キャリアサポート

○ キャリアデザイン講座の開催（全学全キャンパスにて実施）
○ メンター制度（出張相談あり）
研究分野の選択や研究上の相談に先輩研究者がアドバイス
○女性研究者・卒業生ロールモデル集の発行

10 採用システム ○ 教員公募文書にポジティブアクションの明示

○女性研究者採用にむけた具体的な方策の策定H24.10.19
①目標を達成していない部局については女性優遇を公募要綱に明記する。
②目標を達成していない部局は、可能な限り5か年ごとの採用計画と目標値を立て、全学的に、
目標達成を進める。
③女性ﾃﾆｭｱﾄﾗｯｸ制度を新たに設け、希望する学部に対して、ﾃﾆｭｱ教員の採用を支援する。
④優秀な女性研究者を採用する場合は、現在検討中のポイント制については除外する。（除外
期間5年間）
⑤女性研究者の定着とスムーズな研究着手のために、部局と研究者個人には上限100万円の
研究費支給を検討する。
⑥新規採用する女性研究者の情報を確保するため旅費支給を検討する。
⑦後任補充申請の条件として、引き続き、女性限定公募を存続する。
⑧男女共同参画推進室の継続を実現する。（コーディネーター等の継続配置）
＊目標：女性研究者の在職比率を平成24年度事業終了時点で１９％以上、採用比率を２５％以
上にする。

11 ワーク・ライフ・バランス

○ 時間外会議を開催しないよう配慮
○ 学内会議の業務代替への配慮
○ ワーク・ライフ・バランス講演会の実施（東レ経済研究所渥美由喜氏）
○ 相談室コーディネーターによる相談体制
遠距離介護，研究や学業と子育て両立などの相談に社会福祉士が対応

12 女子学生サポート

○ 農学部キャリア相談実施
○ 学生サポーター（香大っこサポーター）一時保育支援
○ 女性カウンセラーによる相談

13 地域連携

○ 第4回中国四国男女共同参画シンポジウムの開催
（中国四国10大学による共催の実現）
○ 中国四国男女共同参画連携会議（仮称）の運営の支援
○ 四国地域採択大学合同評価セミナー開催
○ 四国女性研究者フォーラムの共催開催
○ 四国女性研究者ＳＮＳ
女性研究者同士の情報交換の場を設定
○ 香川県内女性研究者支援連絡会の開催
○ 学内啓発講座の市民への公開
○ 地域に向け、コーディネータ―の講座講師・審議会委員派遣

14 次世代育成・高大連携

○ 女子学生のためのキャリアデザイン講座（全キャンパスで開催）
○　女性研究者次世代育成出前講座（外部講師・学内女性研究者・学生による高
校への出前講座を実施）
○　オープンキャンパスでの、女子学生による相談コーナー開設
○　オープンキャンパスでの女子小中学生向けの科学体験講座
○　女性研究者・卒業生のロールモデル集冊子の配布
○　男女共同参画コーディネータによる出前講座実施
○ 地域の学童保育への科学講座出前講義

15 ジェンダー研究・講座

○　全学共通科目「人生とキャリア」における男女共同参画のスポット講義開催
○　学生向け「デートDV防止講座」の開催
○　教員向け「相談対応のための助言」研修会開催
○　教授会を利用した女性研究者支援のための啓発講座開催

16 その他
○　「鳴門教育大学における男女共同参画に関する
アンケート調査」の結果報告（学内のみ閲覧可）

○ RiJiカフェ　全学の女性教職員・学生と理事4名との懇談会
要望を取りまとめ、図書館のトイレの改修が実現
○ 次世代育成支援対策推進法（一般事業主行動計画を策定）基準適合一般事
業主認定を受け，次世代認定マーク「くるみん」を取得
○ 基本文書
「基本理念，基本方針」「四国内国立5 大学による男女共同参画推進共同宣言」
○ 広報活動
ホームページの充実，ニュースレターの発行,事業案内を全学全教職員へメール
配信
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中国・四国地区国立大学男女共同参画基礎情報 (H24.10現在）

1 大学名 愛媛大学  高知大学

2 女性教員比率(%)
　H24.5現在 13.2％ (H24年5月)　※専任の女性教員比率（助手を除く。） 16.5％(H24年5月)

3 女性研究者研究活動
　 支援事業等種別 女性研究者支援モデル育成 女性研究者研究活動支援事業

4 タイトル 愛媛大学女性研究者育成プラン（H22年～H24年） 女性研究者研究活動支援事業（H24年～H26年）

5 支援の主な対象 理系（平成23年9月から全分野） 全分野

6 中心組織
　（担当教職員数）

ダイバーシティ推進本部女性未来育成センター
センター長（兼務），副センター長（兼務），専任教員2名，兼務教員13名，
専任技術補佐員2名，事務（兼務）2名

女性研究者支援センター（仮称）
専任教員：２名
事務：２名

7 育児・介護サポート

○ 学内保育所の2 カ所目を新設(平成23年度）
既設保育所も定員を増員（平成24年度）
○ 学内学童保育所
長期休暇中の学内学童保育所を新設（平成23年度）
2か所目も実施（平成25年度）
学生イベントボランティアを活用し子どもたちに「遊び」を提供
○ ベビーシッター制度

○相談室の開設（予定）
　育児と介護の両立についての相談受付と支援情報の提供を行い
○託児所・学童保育・ベビーシッターなどの育児支援事業について
の情報提供（予定）

8 研究サポート

○ 研究支援員制度
出産・育児負担のある女性研究者およびその配偶者である男性研究者
が対象
○ 平成24年度・秋　研究活性化事業[女性研究者支援]

○研究支援員制度の整備及び実施（予定）
○「力仕事サポーター」による支援（予定）
　実験等で使用する重い機械の運搬・操作の補助

9 キャリアサポート

○ ひめルーム相談室（交流室）の運営
・対象を女性教職員，女子学生とし，女性に関する敷居の低い相談窓口
として設置
○ 女性研究者メンター制度の実施
○ 研究活動のためのリーダーシップ養成講座の実施
○ 女性研究者ランチ交流会開催
○ ロールモデル集を発行して,ロールモデルを提示

○相談室の開設（予定）
学部生・大学院生・大学院修了者のキャリアパスに関する相談及
び情報提供を行う

10 採用システム

○ 「教員選考規程」において，性別構成のバランスに配慮し，中長期的に女性の積極的な採用
に努めることを明記
○ 愛大式ポジティブアクション「1プラス0.5」による女性教員の採用促進
専任女性教員(教授・准教授・講師・助教)を採用した場合，助教人件費の2分の1分を，全学経
費から当該学科に支給する
ただし，前任者が男性教員のポスト，あるいは新規ポストに女性教員を採用した場合に限る
支給期間は1年限り
支給された経費は，当該学科において新規採用教員のスタートアップ，非常勤講師の任用など
に有効活用することができる。
1年目2名，2年目6名の女性教員の採用につながった。
○ 女性教員の比率拡大の数値目標設定
全学の専任女性教員の比率をH32年までに現在の12％から20％に引き上げることを目標とす
る
理工農系部局は，専任女性教員の比率をH32年までに現在の6％から15％への拡大を目標と
する
本事業が終了するまでの3年以内に，女性教員比率を全学で14％以上，理工農系部局で 8％
以上に拡大することを目指す。

○教員公募の情報をサイト上で公開する際、高知大学は男女共同
参画を推進しており、女性の応募を歓迎するといった、メッセージと
ともに女性研究者に対する支援内容,ライフイベント期間中の学内
両立支援の情報を提供し、女性研究者の採用を進めるために応募
者を増やす取組を行う

11 ワーク・ライフ・バランス

○ ダイバーシティ(多様性)やワーク・ライフ・バランス等に関する意識改
革
・多様なワーク・ライフ・バランスを紹介する「いいね！ハッピーライフ」
vol.1からvol.4まで発行
・ワークライフバランスに注目したロールモデル集の提示

○管理職に対するヒヤリング調査（予定）

12 女子学生サポート

○ 在学生向けキャリアパス座談会（サイエンスひめこが企画，各学部が
企画等）
○ ひめルーム相談室・メンター制度
○ 理系女子学生グループ「サイエンスひめこ」の活動

○学部生・大学院生と女性研究者の交流会（予定）

13 地域連携

〇 自治体主催のフォーラムのパネリストとして女性研究者であるセン
ター員と派遣，およびポスター展示
○ 自治体と共催して親子科学体験教室「ママとサイエンス」の実施
○ 第３回女性未来育成センター公開シンポジウム「選ばれる魅力ある大
学へ－女性の元気が地域を活かす－」（平成24年12月21日予定）
〇 自治体主催の男女共同参画フェスティバルにて小学生向け実験工作
の実施

○こうち男女共同参画センター等、地域の男女共同参画、及び女
性支援関連機関と連携した男女共同参画の研修会・勉強会（予定）

14 次世代育成・高大連携

○ 女子中高生への理系進路選択支援イベント(平成23年度,平成24年度
実施)
○ 女性研究者やリケジョについてのパネル展の開催
○ オープンキャンパスでの相談ブース設置
○ 出張講義「理系女子学生派遣プログラム」（高大連携プログラム）（予
定）

15 ジェンダー研究・講座

○ 学生向け男女共同参画社会へ向けての意識啓発セミナーや講義
センター員やセンタースタッフによるものとして，教育学部の新入生セミ
ナー，キャリアデザインの１コマ，共通教育科目「“社会力”入門」の１コ
マ，学生支援センター主催「卒業予定者のためのキャリアセミナー」など
で，女性が働くことについて，センタースタッフが講演。

○キックオフシンポジウム実施（予定）
○共通教育科目「男女共同参画社会を考える」講座を開講（予定）

16 その他

○ センター掲示板の活用，だべりんぐタイムの実施
○ 次世代育成支援対策推進法（一般事業主行動計画を策定）
○ 基本文書
「愛媛大学における男女共同参画を推進するための宣言」「愛媛大学に
おける男女共同参画を推進するための提言」「四国内国立5大学による
男女共同参画推進共同宣言」「中国・四国地区国立大学男女共同参画
推進のための共同宣言」
○ 広報活動
ホームページの充実，ニュースレターの発行，メールマガジン「ひめーる」
「ひめこ通信」の配信

○ホームページ等による学内外への情報発信（予定）
○男女共同参画の意識調査（予定）

︲184︲

第
Ⅳ
部

中
国
・
四
国
地
区
国
立
大
学
男
女
共
同
参
画
基
礎
情
報



第 4回中国四国男女共同参画シンポジウム 
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 〒760-8521 香川県高松市幸町1-1 （教育学部北5号館1階）
│T E L│（087）832-1055　　│F A X│（087）832-1057
│ＭＡＩL│ sankaku-room@ao.kagawa-u.ac.jp
│H  P│ http://www.kagawa-u.ac.jp/sankaku/

香川大学 男女共同参画推進室
olive・heart

科学技術人材育成費補助金 

実 施 目 標 
自然科学系
大学院の 
女子学生 
比率２５％
以上とする 

科学研究費
補助金への
全員応募、
採択率全国
平均になる
ようにする 

事業終了時
の育児等を
行う女性研
究者の満足
度８割以上
とする 

アプローチ１  学内の推進・支援体制の整備   
学長による推進体制、基本理念・方針策定 
各学部に、女性研究者支援員・育成員を配置 
育 児 等 に 取 り 組 む 教 職 員 の 負 担 軽 減 

アプローチ３    研究補助支援  
延べ20名の全領域男女研究者に研究補助者を配置(H24年度より） 

研究促進のための研修会開催・科研費申請補助員新設(学内経費） 

アプローチ４  学内意識啓発    
啓発講座の開催・スポット講義の実施 
大学幹部との交流会（RiJiカフェ開催） 

 

アプローチ５   未来の女性研究者育成 キ ャ リ ア デ ザ イ ン 講 座 
次 世 代 育 成 出 前 講 座 
相談ｺｰﾅｰ・ロールモデル集 

【男女共同参画推進室からの情報発信】 

        ワーク・ライフ・バランス啓発ポスター、冊子       ロールモデル集     ニュースレター          シンボルマーク          中間報告冊子        リーフレット、相談カード、ポスター  

 

アプローチ６   学外の連携、連絡体制整備 
県内女性研究者支援連絡会・SNS開設 
第1回四国女性研究者フォーラム継続開催 
かがわ教育男女共同参画フォーラム開催 
四国採択機関合同評価セミナー開催 
 

アプローチ２   相談、保育等の支援  
病児施設新設、日本初病児移送サービス 
妊婦のための休憩室を兼ねた託児室設置 
休日出勤時の託児・ｻﾏｰｽｸｰﾙ開催(学内経費） 

 

アプローチ７   学内の諸制度の検討 
              女性の採用促進 

女性限定公募による採用実現 
採用学部へのインセンティブ 
研 究 ス タ ー ト ア ッ プ 資 金 
女性限定テニュアトラック導入 

 
 

現在女性研究者比率18.5% 

28.9% ｸﾘｱ 

締 め 括 り は 
11月30日(金) 
第4回中国四国 
男女共同参画 
シンポジウム 
香川にて開催 

 

択率 ｸﾘｱ 

大学院生による 
ｵｰﾌ ﾟ ﾝｷｬﾝﾊ ﾟ ｽ 
相 談 コ ー ナ ー 

ひとつひとつ 
つみかさね 

  

は

連
携
の
成
果 

二
つ
の
共
同
宣
言 
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 基調講演に立たれた小舘香椎子氏（（独）科学技術振興機構男女共同参画主監・日本女子大学名誉

教授）は、ご本人が研究者として活躍されるだけでなく、後進の研究者を育てる事にも尽力されて

来られました。また、３人のお子様も研究者の道を歩み、正しく女性研究者のロールモデル。次世

代の研究者を女性研究者が育てる事も重要であるとお話されました。日本の女性研究者の数は世界

と比較できないほど少なく、ライフステージの中で研究を断念せざるを得ない女性が多いこと、そ

の対策として、リーダーのロールモデルを示し、継続的に施策を実施することで、意識改革を行っ

ていくべき、と述べられました。 

 

学長 長尾 省吾 香川県知事 浜田 恵造氏 

ランチ交流会  in アリスイン高松 

開会式 

基盤政策課長 板倉 周一郎氏 

基調講演  

 小舘 香椎子氏（独）科学技術振興機構男女共同参画主監 日本女子大学名誉教授  
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基調講演 
「次はあなたの出番よ！ 
～女性研究者支援事業の意義と事業終了後の継続～」 

小舘 香椎子 氏 
（独）科学技術振興機構男女共同参画主監 
 日本女子大学名誉教授  
 過分なご紹介をいただきまして、恐縮しており

ますが、せっかくの貴重な機会を頂戴いたしまし

たので、ぜひみなさんにお伝えできるところはお

伝えしていきたいと思っております。タイトルは

香川大学の方からいただきまして、それに沿って

パワーポイント構成をしてまいりました。お手元

に配布させていただいた資料には自己紹介のとこ

ろを含めて、公表できない部分を抜いている部分

もございますのでそれはご了解いただきたいと思

います。 

自己紹介 

 私が附属中学から大学まで学び、卒業後教鞭を

とりました日本女子大学は東京の目白にあり、私

立の女子大学としては日本で１番古い大学で、創

立されたのは 1901 年です。私が大学へ進む頃か

ら、その当時は家政学部だったのですが、“理学部

がすぐできるわよ”というようなことを言われ、

期待を持って大学に進学をいたしましたけれども、

やっと 1992 年になって、自分が教員、教授にな

った時に、これも私立女子大学初の理学部ができ

ました。ご存じのように、日本には奈良女子大学

とお茶の水女子大学と 2 つの国立の女子大に理学

部がございますので、女子大としては日本には理

学部のある大学は、現在もたった３つでそのうち

の１つということになります。理学部を設立して

から今年でちょうど 20 年を迎えることになりま

す。今、石井先生からご紹介がございましたけれ

ども、私が研究の基盤としてまいりましたのは

Optics（光学）です。研究を始めたのは実は遅く

て 25 歳の時でした。東京大学の電子工学科で助手

を 5 年間させていただいたのがきっかけだったの

ですが、その時に当時のレーザー、量子エレクト

ロニクスの研究室に所属いたしまして、初めて“研

究っておもしろい”、“光ってなんて素晴らしいの

だろう”と、研究の魅力に憑りつかれました。そ

の後光学をベースに 40 年余り研究をしてまいり

ました。光の特性を生かした身の回りの機器はた

くさんありますが、皆さんが使用されている眼鏡

は光の屈折現象に基づいて、光の進む方向が曲が

るという性質を用いたものです。これに対して、

光が波である性質による干渉・回折現象により、

光を分散したり、像を形成したりすることもでき、

光にはいろいろな特性があります。これらの特性

を生かした１つの例として、ご紹介いただきまし

た国立天文台のハワイ観測所にある『すばる望遠

鏡』の直視型高分解能の分光センサー（グリズム）

も作製しました。当時、東京大学の天文台の家教

授から“小舘さんのところでホログラフィの研究

をやっているのなら、作れるんじゃないの、アメ

リカのベンチャーに頼んで 150 万払ったけど、全

然使えるようなものができてこなかったから、ち

ょっと作製してみてくれないか”と言われ、電磁

波解析プログラムを用いた数値計算による最適作

成条件を求め、学生たちの努力によるものづくり、

開発の結果、高性能なホログラフィック分光セン

サーができました。現在、すばるに搭載されて優

れたデータを取得しております。この例のように、

レーザ光を光源とした光デバイスの設計・作製と

その光エレクトロニクス分野のアプリケーション

研究をやってまいりました。これまでの研究の軌

跡を大きく分けると対象とする方向で４本の流れ

になっております。日本女子大学における 40 年余

りに渡る研究は規模が小さな大学ですが、文部省
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（当時）の科学研究費などをいただきながら、お

かげさまで学生たちと研究を育てていくことがで

きました。理系女性の教育・研究についても、女

子学生たちといろんなことを語り合い、研究を積

み重ねる過程で、彼女たちには社会でどのような

活躍の場があるのだろう、といったことも考えな

がらやってまいりました。もう一つは応用物理学

会、私のメイン学会でございまして、そこでは他

の学会に先駆けて、いち早く男女共同参画委員会

を 2002 年に設立し、女性研究者の連携をはかっ

ています。この委員会が、日本物理学会、日本化

学会に呼びかけ学協会連絡会が発足をしました。

その流れの中で自然に女性の教育・研究について

分野を超えて関わるという非常に貴重な機会をい

ただくことになりました。 
これは当時の小舘研究室の写真で、准教授の研究

室も交えていますが 20 人を超える学生が在籍し

ていました。また、これはよく使う図なのですが、

研究室では光との関連で画像に関する研究もして

いましたので、在籍したすべての学生の顔を全部

重ね合わせて作ってみようということでできた小

舘研究室の平均顔です。卒業生が見ますと自分に

も似ているけど、何かどこか違うねということで

すが、これは研究に対する「遊び心」を体現した

ものといえるかもしれません。幸い研究室には前

向きな女子学生が集まりまして、みんなで知恵を

出しながら研究の成果を共有していくというよう

な形で、おかげさまで、特に理学部ができてから

の 16 年間は、修士・博士課程の学生の存在もあり、

研究を精力的に進めることができたと思っており

ます。卒業生の就職先はここに示す通りですが、

大手企業の研究開発機関が多く、ＩＴ関連の開発

者も結構います。とにかく、やめてしまったとい

う学生、卒業生はほんのわずかしかいません。ほ

とんどが仕事や研究を継続しておりまして、3 人

子どもを抱えて企業や研究機関で働く卒業生が私

を含めて 5 本の指より多いこと、お子さんも 2 人

が平均的です。これはたぶん環境と言いますか、

“彼女が続けているのだから私にもできるわ”と

いうワーク・ライフのバランスがごくあたり前な

状況が不思議なことに出来上がったことにあると

思います。その後、日本女子大学で博士の学位を

取得した学生との共同研究の成果として特許を数

件取得したのですが、大学には産業界との共同研

究を行い特許を取得している教員は少ないので、

学内でもいろいろと検討した結果、大学は TLO
（Technology Licensing Organization、技術移転

機関）は作らないので特許に関しては、教員が個

人で、管理などをおやりなさいということになり

ました。そこで、個人では難しい、特許の維持の

ために、女子大学発のベンチャー（（株）Photonic 
System Solutions: PSS）を設立いたしました。退

職後は、教え子の 1 人が電気通信大学でテニュア

トラックとして研究室を構えておりますので、電

通大の認定ベンチャーとして、継続しております。

設立して 5 年目になりますが、事業としてはこれ

まで進めてきた、光を用いた超高速画像検索シス

テムの装置開発のアルゴリズムをソフト化して、

インターネット上で著作権侵害の検索を音楽協会、

レコード会社、動画協会、テレビ局などを対象に

ビジネス展開しております。 
 
女性研究者の活躍促進・エンパワーメント 

 最近はそういうことをあまり言われなくなった

のかと思うのですが、“女性研究者の活躍の促進な

んて、なぜやるの？”というような質問は平成 18
年に文部科学省が女性研究者支援事業を立ち上げ
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られたときにはかなり身近で聞くことが多かった

ですね。“エンパワーメントのためです”という答

えだけでは、「エンパワーメントとは何なの？」と

いうことになるでしょう。これは理工系女性研究

者、理工系に限定する必要はないのですけれども、

女性研究者が増えることの社会的意義や、女性の

教員を増やしていく時にポジティブアクションを

取るということはどういうことか、ということを

考えるうえで大切なキーワードだと思います。理

工系の女性の数を増やすのは何も自分が積極的に

いろんなことをしなくても、国と大学が施策を作

って取り組めばいいんじゃないのというようなご

意見も多くあった時代もありました。それを今日

の機会にみなさんと一緒にもう一回、振り返って

みたいと思います。 

男女共同参画の現状 

 
 これは先ほど学長先生のお話にあったところで

ございまして、NHK が『クローズアップ現代』の

通常放映時間を延長した形で、日本の今の閉塞状

態は女性が救うのではないか、女性をもっと活用

したらいいのではないかということを放映してい

ました。この番組のポイントには 2 つあったかと

思います。まず、管理職の女性の割合が日本では

大変低い状態で、非常に少ないよということです。

この指摘のベースになりましたのが、ジェンダー

ギャップ指数で、女性は進学率も上がってきてお

りますので教育の機会はある、つまり日本の能力

開発指数は非常に高いけれども、それを生かす環

境整備ができていないということです。2つ目は、

特に政治・経済面で、女性の活躍が進んでいない、

また活躍の場が少ないというようなことが指摘さ

れております。 

 このデータは数年前のものですが、黒で横に走

っていますのは人口の比率でみれば女性も男性も

ちょうど半分、50 のラインのところです。極端に

右肩上がりになっているグリーンのラインは何か

というと、北京オリンピックの後のデータで、北

京オリンピックでは女性がすごく金メダルを取っ

たということで、右肩上がりで非常に昇っていっ

ている数でございます。国が方向性を決めたりす

る審議会の委員はやはり 30％以上は女性でなく

てはと、かなり女性の活用をなさったということ

で 30％を超えています。先ほど板倉課長からお話

がありましたけれども、研究者に関しましては、

これは 2009 年のデータですから 13％と少し右肩

で上がっている、それから医師も上がっています。

ただ、少しずつ少しずつ上がっているのであって、

特に民間企業の課長職相当はまだ 10％に満ちて

いないということです。 
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 これは先ほど板倉課長からお話がございました

ので、省略させていただきますけれども、“働く「な

でしこ」大作戦”は 3 本柱を大きく謳っておりま

して、男性の意識改革が非常に大事であること、

思い切ったポジティブアクションを取る必要があ

ること、それともう一つ、ここですごくはっきり

と謳っていらっしゃるのは、こういうことに対し

て公務員から率先して取り組みましょうというこ

とです。先ほど伺いましたら、文科省の今年の公

務員採用はほぼ男女が同じ比率であったというふ

うに、これがどこまでこの大作戦を意識したもの

かは、かわりませんけれども、省庁はそういう方

向で取り組んでいらっしゃるということの一例で

す。 

女性研究者の今 

 女性研究者の現状はどうなのか、ということで

は、2012 年 8 月 28 日の毎日新聞に載った記事が

こちらに示してあります。板倉課長をはじめ、文

科省の女性研究者支援が非常に後押しをしている

ではないかと思いますけれども、少しずつ大学の

女性教員の採用の割合が伸びてきています。北海

道大学でこのプロジェクトを積極的に引っ張って

いらっしゃる有賀先生に対するインタビュー記事

も載っておりまして、北海道大学は積極的に女性

研究者の採用に取り組んでいるということで、こ

ういう記事が掲載されるということ自体、非常に

前向きな効果があるのではないかと思います。 
 

具体的に言いますと、女性学長の数は 66 で、8.8％、

ただそのほとんどが私立の女子大と短期大学です。

国立大の女性学長は現在、確か 3 名だったと思い

ます。まだ、学長、本当のリーダーが非常に少な

い。それでこちらが教授から助教・助手となって

いますけれども、右に上がっていっているのは、

やはり職階の低いところで教員の女性比率は非常

に高いということです。上昇傾向にあるというこ

とは前向きにがんばっているという実態はおわか

りいただけるかと思います。さらに細かく見ます

と、自然科学系の女性研究者の採用比率は大学で

1 番高く 20％を超えています。企業ではまだまだ

非常に低く、10％に満ちていません。でも、この

値も少しずつ増え続けてはいます。さらに分野別

になりますと、最も低いのが工学部系で一番低く、

高い保健系と比べますと、まだまだ女性研究者の

比率は低いということがわかります。今日はパワ

ーポイントにはしてきておりませんけれども、裾

野の拡大、その分野に進学する女子高生の割合を

上げていかないと、なかなかこの辺が伸びていか

ないのではないかと思っております。よくご存じ

かと思いますが、この数字は、増えているとは言

っても先進国の中では最も低く、後でお話しいた

しますが、韓国の方が後からお先にということで、

日本を抜いて 15％近い比率になっています。韓国

は国としてかなり危機感を感じて、真剣に取り組

んでいるという現状があると伺っております。 
 この辺もよくご存じかと思うのですが、女性研

究者の活躍促進ということで、2011 年の総合科学
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技術会議でかなりいろんな議論がございました。

要するに目標の数値を上げても、それが達成でき

ないのでは意味がないんじゃないかということは

あります。ただ、総合科学技術会議はやはり目標

は必要であろうということで、従来の目標であっ

た理工系分野別の比率をさらにがんばって 30％
とせよという数値が書き込まれました。博士課程

在学中の女子学生の割合と比べると、大学教員の

女性の割合は一段と低いということから考えます

と、女性がいないというのは、実は正しい表現で

はないのです。むしろ、すでに予備軍はかなりの

数いる、こういう人たちを研究者としてどう育成

していくかということになるかと思います。 

女性研究者育成 

 今日の一番の大きいテーマである事業終了後の

継続について、文科省からの経済的支援が切れた

後、私たちは何を考えて女性研究者を育成してい

ったらよいかということですが、これは私なりに

考えたところでございますけれども、「女性研究者

養成システム改革加速事業」プログラムによって

ドンと背中を押されて、それに採択されたという

ことはスタートが切れたということだと思います。

これから香川大学もきちんと成果をおまとめにな

るかと思いますが、いかに継続していくかという

のが、とても大事で、さらにこれを継続していく

ためには、国からの経済的支援が切れたから何も

できない、というのではなくて、それこそ“次は

あなたの出番よ”と個人個人がいかに何ができる

かを一緒に考え、また意識改革を含めた組織を上

げたサポート体制の構築が必要です。中四国のこ

ういった連携シンポジウムも非常に大きな意味を

持っていると思います。あと、もう一つ、今、東

京大学をはじめ、大きな大学も特に工学部を中心

に、女子高生をいかに自分の大学に入学させるか、

関心を持ってもらうということで、オープンキャ

ンパスなどをして、非常に精力的に活動していら

っしゃると思います。つまり、女性研究者、理系

女性の進学というものが、大学のある意味、生き

残りというキーにもなっているのではないかとい

うことで、こういった認識を持ちながら、継続に

向かっていくということが、非常に大事ではない

かと思います。 
 それで、今日のキーワード“次はあなたの出番

よ”ということですが、まずは学長先生の強力な

リーダーシップの下、やはり組織のリーダーであ

る教授の先生方がご自分の問題として捉えて、女

性研究者の育成を是非、担っていただきたいと思

います。先ほど学長先生から非常に力強いお言葉

をいただき、香川大学での継続は非常に順調に進

んでいかれるのではないかと私は伺いながら思っ

ておりましたが、学長や教授の先生方だけではな

くて、研究支援を受けた人、研究補助者を付けて

いただいて、継続をしていらっしゃる方はさらに

上を目指して、このスライドにあるようなことを

具体的に進めていただきたいと思います。 
今日のシンポジウムでも随分事務系の職員の方た

ちが精力的に動いていらっしゃるのを拝見して、

実はすごくうらやましいと思っておりました。と

いうのは平成 18 年、初年度に日本女子大は採択を

されまして、その時、私は現職だったのですが、

うちの大学は、あまり大きな声では申し上げられ

ないのですが、事務系の協力はゼロだったのです。

全く事務系は協力してくれませんでした。つまり

意味もよく理解していただけなかった、大学を上

げての体制がなかなか取りにくかったということ

で、今日、香川大学の具体的なシンポジウムの運
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営などを見て、たぶん継続は力強く進むのではな

いかと拝見しております。 
 それで、研究支援を受けた後はもう、学生も研

究技術者、メンター、オピニオンリーダーとして

ステップアップをぜひ図っていっていただきたい、

研究者としてはイノベーションの推進や教育の能

力をしっかりつけること、マネジメントスキルを

つけて、総合的な高い能力を持った女性研究者に

育っていただくための努力をそれぞれの立場でし

ていただきたいと思っております。若手の研究者

の方が進む道は、例えば研究グループのリーダー

として、あるいは組織のリーダー、具体的にはご

自分がメンターをつけていただいてステップアッ

プを図られたら、今度はご自分がメンターとして

若い研究者、これは女性には限らないと思います

が、メンターとして、そしてやがて組織のリーダ

ーとして、テニュア研究者はやはり、ロールモデ

ル、メンターとしての役割、それから午前中の会

議にもあったのですが、何も理工系を出た人が研

究者の道ばっかりに進まなくても、マルチキャリ

アパスという言葉の示す通り、ドクターを持って

いる人たちが科学ジャーナリストとか、文科省な

ど、あるいは科学の行政官になって、そして科学

的な知識を生かして弁理士として活躍するという

ような非常に多様な道があると思うのです。そう

いうような方向性に向けて是非、この支援と言い

ますか、プロジェクトの中で次のステップとして

目指していただけたらよいかと思います。 
 今後の育成の方向としては、大学のキャンパス

としては、男女共同参画の主流化、“男女共同参画

なんてあたり前だよ”という意識を学内に作ると

いうことと、エンパワーメントへ向けて具体的に

こういったようなことに取り組んで具体化を図っ

ていくということではないかと思います。 
 

 

 

 

男女共同参画の主流化に向けた取り組み 

―女性研究者支援モデル育成プログラムー 

 

 日本の中で男女共同参画社会を目指す動きとい

うのはかなり前から取り組まれてきたのですが、

具体的に女性研究者の環境改善の動きが始まった

のは 2001 年頃ではないかと思っております。文

部科学省は今言ったような女性研究者支援をはじ

め、いくつかの施策を出して具体的に予算化し、

ご支援くださっています。学術会議は第 20 期、新

生学術会議というところで、男女共同参画のため

の分科会を作りまして活動をしておりますし、国

大協、男女共同参画の基本問題専門調査会や、複

数の学会が集まった学協会連絡会など、いろいろ

なところで多様な試みがございます。 

 この図はすでによくご覧になっていらっしゃる

かと思いますが、一番上が、女性研究者の研究活

動の支援、文科省がおやりいただいていること、

それから裾野を広げるための活動、中高生を対象

とした活動、それから日本学術振興会の支援では、

出産・育児で中断した人が現場に復帰するために

RPD と呼んでいますけれども、こういうものも年

度を重ねるにつれてどんどん人数も増えてきてお

ります。JST も研究予算を取られた方に類似の支

援をするというように、女性研究者支援の輪が広

がっております。 
 「女性研究者支援モデル育成プログラム」に話

を戻せば最初は 10 大学しかなかったものが、採択

が 76 の機関にまで広がりました。 
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四国は各県がおとりになっていらっしゃいますし、

これは文科省のご担当の課長をはじめ、局長等い

ろいろなご理解とご支援があったから、広がって

きたもので、すばらしいことと思っております。

昨年度までの実施機関について JSTがまとめた成

果をこちらに示しますが、支援室などを設置して

いるところの比率が非常に高く、100％近いですし、

非常に有効に機能している研究者支援員を配置し

ている割合も 90％近く、1 機関あたり平均 10 人

ぐらいの支援員をつけています。それから保育園、

病児保育の実施率、意識改革としてはシンポジウ

ムとか、セミナーの開催、男女共同参画の宣言案、

推進の共同宣言なども有効かと思います。女性研

究者モデル育成が始まり、先に述べました改革加

速が始まったことで、テニュアポジションについ

ている女性の教員の数は増えています。人口動態

の M 型カーブのお話もございましたけれども、離

職者が減ったということもこれら支援事業の非常

に大きな効果です。つまり出産・育児に対して支

援がなかったら中途で家庭に入らざるを得なかっ

た人が、全体で非常に減少してきている、継続で

きる形態、環境になったということはとても大き

いことです。 
  
 
 
 
 
 
 

これは香川大学のホームページから引っ張ってま

いりまして、香川大学はこういう取り組み内容で、

具体的な取り組みの成果を出していらっしゃいま

す。終了時における目標は一番気になる女性研究

者の比率を終了時点では 19％以上にすると、学長

のお話からも先ほどこの数値は、明らかにされて

いたかと思います。ポスターを拝見すると、目標

として挙げていらっしゃる 4 項目もすべて達成で

きているのではないかという、気がしております。 

 これは今年 9 月時点のもので、愛媛大学、広島

大学の先生方とともに私も参加させていただいた

中間評価です。中間、ですから、まだ、最終のと

ころまでいっていないものではありますが、これ

までのところ、香川大学はかなりバランスのとれ

た事業を展開しているのではないかと、拝見して

おります。 
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 次に気になる終了後の評価です。詳しいものは

ウェブに出ておりますのでご覧いただければいい

と思うのですが、最近の 3 年間、21 年度の終了機

関が 10 機関あって、S 評価はこの年はありません

でした。22 年度も 10 機関ですが、ここでは S 評

価が 3 大学出てきております。この辺のところは

板倉課長の方がお詳しいかと思うのですが、総合

評価で A を取り、終了後の評価で A を取れば S に

いけるかなという、これは私なりの判断です。23
年度も S 評価が 3 機関あります。さらに細分化さ

れた評価が出ておりますけれども、皆さん、意識

改革も含めて具体的な取り組みをなさり、成果が

上がっているようです。今日は、１つだけ、東工

大の例を持ってまいりました。S 評価を受けた東

工大ではどのような感じだったかと言いますと、

目標達成度、システム改革の成果、取組が a、波

及効果、実施体制が両方 s です。s と a があって

も、最後の総合評価が S となっています。評価の

コメントというのは、女性研究者のネットワーク

をすごくしっかり構築したということと、ここに

学長の強いリーダーシップの下で実際、この取り

組みが行われたということが書かれております。

この年は東工大と静岡大学が S を取られておりま

す。この辺の評価についてはウェブに載っており

ますので、そろそろまとめに入られているところ

は少し参考にお読みいただいてもいいかと思いま

す。 
 

エンパワーメントへの取り組み 
 

１．リーダーシップの育成 
 

 具体的にエンパワーメントの取り組み、リーダ

ーシップということで、これは一昨年 SPIE（the 
International Society for Optics and Photonics）
という国際会議が 8 月に米国、サンディエゴで開

かれ、招待講演で行きました時に、聞き取り調査

をしてまいりました。この学会では、すでに 3 人

女性の会長を出しているのですが、スペインのマ

リア・ユスウェル先生ほか会長経験者の方々等、

アメリカ、ヨーロッパ、アジアからきていたいわ

ゆる研究を率いるリーダーに1人30分ぐらいずつ

インタビューをさせていただきました。女性研究

者としてリーダーになっている方々はこれまでの

過程で大変な困難があったと皆さん、口をそろえ

ておっしゃっていらっしゃいました。日本でも問

題になるように、男女の役割に関する社会通念、

子育てとか両親のケアはやっぱり、女性がするん

だよという意識がどうしてもあると、それから職

場でも実力を公平に評価してもらえるまでに時間

がすごくかかること、また、昇進に対しては、女

性はなかなか声がかからないということも回答の

中にでてまいりました。それと男性の研究者、リ

ーダーである男性の研究者にもインタビューをし

たのですが、そもそもインタビューに協力してく

れた男性は、全員ではありませんでしたが、その

ほとんどが働く母親とか妻とか娘をもっている方

で、働く女性に対する理解があったということで

す。そういう方々は当然、女性研究者を育てる原

動力として、個人的な体験や理由を挙げていらっ

しゃいました。海外においても女性研究者のサポ

ートをするのに非常に勇気がいることだとおっし

ゃっている方がおります。日本でも女性研究者を

育てるということに対して少し周囲の目を気にな

さっている男性研究者がまだいらっしゃるみたい

ですけれども、今、文科省で行われているような

事業があるということで、その辺が随時、解消さ
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れていくのではないかと期待しています。こうい

う女性研究者指導者としての体験からも、女性の

メンターがまだ本当に少なかった時代でしたから、

男性リーダー、メンターが存在したことが自分た

ちの今日の道を開く上で非常に大きな影響をもっ

ていたということでした。次世代の科学者を育て

ることの意味を理解してくれるリーダーの存在の

意義は非常に大きいわけです。考え方には、国に

よっても違いがあるのですけれども、アメリカ、

スウェーデン、オーストラリアでは理系女性であ

ることは現状ではあまりマイナスにはならないと、

むしろ、男女を問わず、科学技術に対する関心が

結構下がっていることの方が問題だという意見が

出ていました。日本でも聞かれる問題でもあるか

と思うのですが、理系に進学する女性の割合が高

い国でも、研究者、リーダーまでたどり着かない

で、ドロップアウトしてしまう。それはなぜかと

いうと、将来になかなか見込みが立たないという

ことと、より良い環境を求めて海外に流出する可

能性があるというようなことでした。これは 30
人程度の方にしたインタビューでしたので、もう

少しアンケートとか、今後も調査をしていきたい

と思っていますけれども、女性研究者を育成する

というのは各国でも同じような問題を抱えている

のではないかと思います。 
 リーダー像についても、まだまとめができてお

らず皆さんがやっぱりそうなのねと思うようなこ

としかここでは出ておりませんけれども、やはり

組織だけでなく、社会として女性リーダーを育成

するのは大事ということは繰り返し強調されてい

ました。だからこそ、日本の場合は国を女性が救

うというようなそういう考え方が出てくる中で、

育成が促進されるのではないかと思っております。

具体的な課題としては、女性のリーダーの割合の

向上、ネットワーク形成、指導的立場への積極的

登用、メンター制度、ロールモデルと、もう聞き

なれたことが重要な課題で、問題はこれをどうや

って具体化するかということです。 

２．研究成果の見える化 
（1）～競争的資金への積極的応募～ 
 

 次の課題ですが、先ほど外のポスターを見ます

と科研費の採択率が非常に高くなったということ

でした。これは JSPS にお願いして数字をいただ

いたのですが、女性研究者比率は、応募の数にだ

いたい見合った採択率ですので、応募数が女性研

究者はまだ少ないのではないかと思います。JST
の場合は、戦略的創造研究推進事業の「CREST」
と「さきがけ」が代表的な競争的資金ですが、「さ

きがけ」で 10％程度、「CREST」になると 5％に

満たないのです。JST は応募する女性研究者の数

を増やすためのキャンペーン活動をする必要があ

るのではないかと思います。応募を女性ができな

いかと言うと、決してそんなことはないのではな

いかと思うような数字が出ていまして、最先端・

次世代研究開発支援プログラムで、“30％は女性枠

ですよ”と明示して公募をしましたら、28％ぐら

いの応募があって、応募比率よりかは少し割合が

減りますけど、25％は採択された。つまり、女性

限定、例えば採用に関しても“女性限定のポジシ

ョンです”と言うと非常に応募者が多いのです。

こういう研究費に関してもそういうことが出てき

て、この辺は女性研究者が積極的に超えていかな

きゃいけない課題ではないかと思います。すでに

始められている大学もかなりあると思いますが、

申請書作成の指導だとか、成功事例の紹介、研究

のリーダーがあとに続くものの育成のサポートを

するというようなことも必要ではないかと思いま

す。個人的な例ですけど、私も最初、なかなか科

研費を取れなかったのです。他のテーマで共同研

究をしている東京大学の先生が“これだけ業績に

あるのに、なぜ小舘さん科研費を取れないのだろ

う”とその先生も不思議がっていらした時期があ

ったのですが、採択されはじめたら、おもしろい

ように毎年、継続して採択をされていくという、

この原因はいったい何なのだろうというところも

あるのですが、やはり申請書の書き方、ポイント
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の突っ込み方ということなどが、たぶん意味を持

つのではないかと思います。ですから、あきらめ

ないで挑戦をしていくことが必要ではないでしょ

うか。個人的な経験ですと、日本女子大学は、先

ほど述べたように小さい大学ですから、大学から

支給される研究費の額は少ないので、私はずいぶ

ん科研費に支えられて研究を展開できましたし、

科研費の支援があって、より大型の競争的な研究

資金、たとえば NEDO（独立行政法人新エネルギ

ー・産業技術総合開発機構）や、総務省のスコー

プ（戦略的情報通信研究開発通信制度）などの競

争的資金に採択されるチャンスが得られてきたの

だと思います。ぜひ、まずは科研費を突破口に挑

戦していただきたいと思います。JST では科学技

術に関して積極的に男女共同参画を推進しようと、

今言ったような研究費の採択だけでなく、それに

関わる PO とか、評価委員にも女性の数を積極的

に増やしていこうと、担当部局がそれぞれ具体的

なアイディアを練って、今年度はもしかしたら結

果として出ないかもしれませんが、そういう方向

に向かっております。それからご存知かと思いま

すが、資生堂のサイエンスグラントというのが始

まって、今年で、第 6 回目になりますけれども、

金額的には 100 万円なのですけれども、使途が限

定されない、何に使ってもいい資金です。昨年度

は 10 人の採択に対して 300 人を超す応募があり

ました。先ほどお話申し上げたように、女性限定

だということで、非常に積極的な応募があります。

分野を問いませんので、今日この会場の中にいら

っしゃる女性研究者の方々にも、ぜひ、応募をし

ていただきたいなと思います。こういった女性向

きのグラントがかなりな数ウェブにも紹介されて

おりますので、いろいろチャレンジして下さい。

個人的な紹介になりますけれども、学会には女性

研究者の業績や研究者育成に貢献した人に対する

賞が非常に少ないので、基金を私が出しまして、

応用物理学会の中に、小舘賞なるものを創設しま

した。今年度から化学学会も女性研究者限定で賞

の設立をしているということで、やはり、がんば

る女性をいろんな形で応援していくということも

大切だと思います。 
 

２．研究成果の見える化 
（2）～国際共同研究・交流の実現～ 
 

 それから、研究成果の見える化、特にグローバ

ル化に向けては、国際シンポジウムというような

ことにぜひ応募を積極的にしていただきたいと思

います。これはアメリカ国立科学財団（NSF）か

らの働きかけで、日米シンポジウムというのが日

本の理研で一昨年開かれた際の写真です。共同研

究がこうした交流から生まれるといいねという主

旨で始めたものです。それから次の写真は、北京

で開催された日中の女性科学者のシンポジウムの

際のものですが、ここでわかったことは、中国で

もやはり家庭と仕事の両立は大変な苦労だという

ことでした。それを中国ではどういう形で乗り越

えたかとか、いろいろと意見交換する機会もあり

ますので、こういったことにもチャンスがあった

らぜひご参加をいただけたらというふうに思って

います。一方で、日本から留学する学生数は年々

減りつつあるというような、あんまり前向きでは

ない記事が 11 月 12 日に朝日新聞に載っていまし

て、留学生の数は減っているかもしれませんが、

最近では施策面でも各大学が留学の奨励をするな

どサポートの機運が出てきていますので、是非、

男女を問わず、海外に行っていろいろな体験を積

まれたらいいのかなと思います。 
 
３．学会における活躍 
 

 それからもう一つ、学会活動もというのは情報

交換やまさに“次はあなたの出番よ”ではないで

すが、自分の研究や存在をアピールする、大変良

い機会ではないかと思っております。しかし、ま

だまだ女性が学会の要職、たとえば会長とか副会

長になっている割合は 10％にも足りていない、学

会の役員でも 10％の手前です。学会活動というの
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はネットワークを作る上でも非常に重要なので、

積極的に研究発表だけでなくて、環境とか企画を

作る上にも参加していただきたい。日本学術会議

第 20 期で再生学術会議というところで、女性比率

を 20％と決めましたので、会員が今のところ 20％、

ただ予備軍と言われている連携会議は 15％に満

たないので、これも引き上げられるようがんばっ

ていかなければいけない次の課題かなと思ってい

ます。 
 応用物理学会には人材育成委員会というのがあ

り、理系の人が社会で活躍すれば、理工系に対す

る理解が進んで、研究費の問題とか、いろいろな

研究環境改善につながるのではと、2005 年から

40 年まで、こういう分野や領域にぜひ理系のリー

ダーを作りたい、とロードマップを作りました。

 
実現ができるかどうでしょうか。12 月の衆院選挙

に理工系の人がどれぐらい立候補しているか、ま

た、これまでのシンポジウムでも言ってきたので

すが、理系出身の首相が出ても何も良くならず、

かえって評判を落としただけ、ということもあり

ました。実は以前、菅元総理に会う機会があり、

その時に、東工大の応用物理のご出身なので、“応

用物理のご出身ですね”と言ったら、“僕は応用だ

け残って、物理は忘れた”と言われてしまいまし

た。それでは理工系が期待できるようなリーダー

シップを取っていただけないなと、ちょっとがっ

かりいたしました。 
これは人材育成サブロードマップで、女性があと

30 年の間に、どこまでリーダーになっていけるか

というステップアップを図にしたものです。 

 

４．長期的な取り組み 
 

 大事なのは、あきらめないで長期で継続してい

ろいろな施策をしていくということで、アメリカ

の NSF 等でも助成金を次々と出しながら、かなり

女性研究者を支援しております。先ほど申し上げ

た理研での日米セミナーも NSF から女性の研究

者 20 人以上を日本に派遣をしてくるという基金

を作られております。日本では今一番、アジアの

隣国である中国と韓国を気にするところかと思い

ますが、女性研究者の割合で、日本を後からお先

にと追い抜いていった韓国は第一次、第二次基本

計画を作っておりまして、国全体が重要なイシュ

ーと捉えて推進をしております。つい 10 日ほど前

に日中韓のシンポジウムが今度は韓国でありまし

て、まだお帰りになられたデリゲートの方々から

直接お話を聞いていないのですけれども、かなり

刺激的な韓国での施策について聞いてきたという

ことのようです。“クォータ制を導入する”と韓国

は言っていると。クォータというのは割当制度の

ことで、例えば、四分の一を助成にする、という

ようなそういう施策を導入することに決めたとい

うようなお話も聞いておりますので、この辺は少

し学ばなければいけないところがあるのではない

でしょうか。EU やイギリスもそれぞれのところ

で、何もしないでそんなに女性研究者が増えてい
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ったわけではないということです。継続していろ

いろなことを提案しながら取り組んでいるから今

日があるのではないかと思います。 

まとめ 

 まとめですが、学内での男女共同参画意識の浸

透というのは、先ほど申し上げましたが、ポスタ

ーで拝見しますと、どこの大学でも非常によくお

考えになって具体的なことを進めていらっしゃる

かと思います。日本学術会議は大学評価基準に女

性比率とか男女共同参画がどれぐらい進んでいる

かということを数字として載せるということにつ

いて大きな効果があるのではないかというような

ことについてを提言として出しております。それ

から、現場でいろいろ活動していらっしゃる研究

者にとっては、日常の研究教育活動の他に、男女

共同参画推進のノルマが加わることは非常に負担

であるとおっしゃる場合もあるので、今、経済的

にも厳しい状態なので、こういうノルマの軽減は

難しいかもしれません。でも、そういう活動が学

内的にあるいは人事において評価されるようにす

るという方向性は出せるのではないかと思ってお

ります。エンパワーメントというのは女性研究者

が活躍できる社会、女性が活躍できる社会を作れ

ば絶対未来が見える、特に女性は子どもを育てる

母親になるわけですから、母親がイキイキと社会

で活動するということは家庭全体も非常に前向き

になることは間違いないと思っております。もう

一つ、グローバルな視点と研究者としての視点、

そういう実力もしっかりつけた形の理系女性とい

うのがたくさん育ってくるということが非常に重

要ではないかと思いまして、そのためには、板倉

課長が先ほどおっしゃったように、ぜひ引き続き

文科省をはじめ、こういう女性研究者支援の事業

を継続して、あるいは形を変えて支援を続けてい

ただくということは非常にありがたいことであり

ます。これに関しましては、是非とも継続のお願

いを申し上げたいと思うのですが、もう一つ今日

のテーマで、そういう支援に頼らない、自分にと

って何ができるか、何を目指したら良いのかとい

うことは、かなりご自分たちでできることがある

のではないかということも付け加えておきたいと

思います。そのようなパワーが生まれないと本当

の意味で女性研究者の支援をしていただいた具体

的な成果は出にくいのではないかと思っておりま

す。日本からは女性のノーベル賞学者が出てきて

おりませんので、願うならば、ぜひそういう研究

開発の成果が見える化できれば、女性研究者の存

在、あるいは支援をしてきた成果というものが、

きちんとした形で国民の皆さんにも理解していた

だけるようになるのではないかと。最後にぜひこ

こにお集まりの若い女性研究者、男性研究者も含

めて、日々の努力を今後も続けていただきたく思

います。また、リーダーの方たちはそれを良く理

解して、環境を作ることにお力添えをいただけれ

ばと。今日は学長先生もいらっしゃるので、今後

とも板倉課長がおっしゃったように、ぜひ香川大

学、中四国が、すばらしいモデルとして全国の他

機関や地域を牽引して頂ければと思います。関東

地方は何の連携もできておりませんので、ぜひこ

ういうものを今後作っていけたらと思っておりま

す。ご参考になったかどうかはわかりませんけれ

ども、貴重な機会をいただきまして、またご清聴

をどうもありがとうございました。 
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実践交流 

内田 由理子氏 

香川高等専門学校教授 

坂田 桐子氏 

広島大学副理事（男女共同参画担当） 

大学院総合科学研究科教授 

沖 陽子氏 

岡山大学ダイバーシティ推進本部 

男女共同参画室 室長 

情報提供 

野依 智子氏 

(独立行政法人国立女性教育会館 研究国際室研究員） 

情報提供  

パネルディスカッション  

 大学は一歩先行くロールモデル！～おひとり様育児から共育てのステップへ～ 

「大学における男女共同参画についてのアンケート中間報告」 

 パネルディスカッションでは様々な立場のパネリストの皆様に“おひとり様育児から共育てのステ

ップへ”をテーマに、研究と育児の両立について意見交換の場が設けられました。子育てを夫婦で共

有するために、男性側からは育児の関わり方を発表される一方、女性側は職場や社会に理解を得るた

めにどんな努力をしているか等、研究と育児の両立の難しさが話題になりました。そして、男性が語

る家事奮闘記も大変興味深いものでした。次世代育成に向け、この“難しさ”を解消するためにも、

社会的な支援の充実や職場の理解を広げていくことが求められます。 
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実践交流「香川高専女子キャリア形成支援の取り組み」 
香川高等専門学校 一般教育科教授 内田 由理子氏 

 
 香川高専は高松キャンパスと詫間キャン

パスの両キャンパスが統合してスタートい

たしました。本日は両キャンパスの三つの

取り組みを紹介させていただきます。 
まず、きっかけとなりましたのは、ＪＳ

Ｔで採択されました、中高生の理系支援の

取り組みです。この取り組みは「理系ゴコ

ロのススメ」というプロジェクトで、全国

の６高専（奈良、函館・仙台・呉・香川・

有明）が連携して行いました。理系に対す

るイメージチェンジを図る目的で様々な取

り組みをしました。 
例えば中学生と高専の女子学生と共に、

技術者の職場を探検隊として訪問したり、

中学生と実験やロボット講座に取り組みま

した。８高専の連携のネットワークもあり、

さまざまな取り組みを協働で行い、ノウハ

ウも蓄積されてきました。 
一つ目の取り組みは、前述の取り組みを

基盤としたものです。高専機構特別教育推

進経費に採択され、二年間で「全国高専女

子学生の連携による高専女子ブランドの発

信」プロジェクトを立て、９高専（奈良・

函館・仙台・群馬・富山・明石・呉・香川・

有明）の連携の下に取り組んでいます。 
平成１５年度より、高専を卒業した、特

に女性技術者のキャリア形成に関して研究

しています（平成１５～１７年度科研費「高

専女子卒業生の労働に関する研究」、平成１

９～２１年度科研費「女性技術者のキャリ

ア形成過程に関する実証的研究」、平成２２

～２４年度科研費「女性技術者のキャリア

継続・再構築に関する研究」）。本研究では、

高専創立以来の全国高専女子卒業生に平成

１５～１６年にかけて全国調査を実施しま

した。約１０００名の回答者の就労状況は、 
転職・再就職者も含めて技術職として社

会で就労している者は５割弱でした。この

事実は非常に衝撃的でした。しかも１００

０人のうちの３分の１は無職です。初職継

続者は３分の１、３００名ほどですが、回

答者は２０代３０代が非常に多かったこと

を考慮すると、数年後は辞めるかもしれな

い、そのような予備軍が多数存在していま

す。 
そこで私たちは、女子学生たちに自分た

ちの魅力、自分たちの能力は一体何かをし

っかりと考え再認識し、高専女子のブラン

ドを発信していこうと、本プロジェクトを

打ち立てました。 
仕事を辞めてしまうと、特に技術現場を

一旦離れると日々技術革新が進んでいるた

め、なかなか第一線の現場に戻ることがで

きません。余程の実績、能力、人脈等々が

なければ非常に困難です。しかしながら、

そのことを彼女たちは知りません。「これだ

けの技術や能力があるのだから、一旦子育
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ての為に辞めても、またカムバックでき

る。」と安易に考えています。再就職活動を

してみると、現実に直面します。仕事がな

い、不本意ながら通信販売のコールセンタ

ーの受付、パン屋でのパート、レジ打ち、

路上でのチラシ配りをしている、「こんなは

ずではなかった」と、非常に後悔する声が

この調査に寄せられました。 
私たちは女子学生たちに、高専女子の魅

力、能力をデータブック「高専女子百科」

としてまとめ上げ、広く社会にアピールし

ていっています。女子百科の他に、様々な

講演会を自分たちで企画し、ロールモデル、

キャリアモデルとなる女性技術者の方たち

と毎回交流を深めています。ＨＰ「女子学

生キャリア支援」も作っています。 
http://www.kagawa-nct.ac.jp/girls/supp

ort/index.html 
２つ目の取り組みは、香川高専校長採択

経費で独自に行っているプロジェクトです。

卒業生と在校生をつなげることを将来的に

考えた女子卒業生調査を毎年実施していま

す。卒業生達に在学生に対するメンターに

なってもらえるかと聞いたところ、多くの

卒業生たちがその意思を示してくれました。

このようなネットワーキングを考えながら

の、キャリアモデルの発掘も踏まえた調査

です。 
3 つ目の取り組みは、女子会です。プロ

ジェクトが終わって尻すぼみになってはい

けません。そこで、人材である女子学生の

育成に力を入れていきました。プロジェク

トが終わっても、次の世代へ、先輩から後

輩へつなげ、息の長い活動を展開していき

ます。 
 

最後に、高専女子はユニークで面白い魅

力的な存在です。多くの女子学生のペンケ

ースにはマイドライバーが入っています。

例えばＦＦと言えばファイナルファンタジ

ーを思うかもしれませんが、彼女たちのな

かではフィリップフロップ回路が頭に出て

くる、ラーメンと言えば、食べ物ではなく

ラーメン構造で、テスターと言えば化粧品

ではなく電流チェッカ―なのです。非常に

ユニークなのです。本日のテーマが「とも

に協働環境の構築へ」とあるように、つな

がることが大好きな女子達です。このパワ

ーを、全国の工学系女子とお互いつながり

合ってエンパワーメントし、ぜひともブレ

イクスルーしていきたいと思っています。 
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実践交流「広大システム改革による女性研究者活躍促進」 
広島大学男女共同参画推進室室長 坂田 桐子氏 

 
 広島大学では平成 19 年度から女性研究

者支援事業に採択されまして、それが終わ

りました後、平成 22 年度からシステム改革

加速事業に採択されております。現在、特

に理工農系の女性研究者を積極的に増やし

ていって、尚且つその活躍を促進するとい

う取り組みに力を入れているところです。 
 これが広島大学の男女共同参画とシステ

ム改革の推進体制になっております。シス

テム改革に関わる、特に理工農系の女性研

究者の事に関しては、理系女性研究者活躍

促進プロジェクトで促進しています。この

プロジェクトにつきましては後ほど説明さ

せていただきます。 

 男女共同参画推進委員会と理系女性研究

者活躍促進プロジェクトを、男女共同参画

推進室、人材育成推進室の女性研究者キャ

リアアップ部会、及び大学経営企画室の三

室がバックアップしております。大学経営

企画室は教育・研究関連の情報収集と情報

提供を担当し、人材育成推進室はメンタリ

ングシステムの運営やスキルアップ支援を

担当します。男女共同参画推進室はポジテ

ィブアクション支援と男女共同参画推進委

員会支援を担当しています。 
 広島大学の取り組みの概要ですが、特に

女性研究者活躍促進に関しましては、仕事

と家庭の両立支援をベースにして、ポジテ

ィブアクションとキャリアアップ支援を両

輪で行うという構造になっております。 

 今回は、ポジティブアクション関連では

理工農学分野の女性研究者を増やす取り組

みについて、キャリアアップ支援関連では

昨年度末に作成した女性研究者総覧につい

て、それぞれご説明したいと思います。 
 理工農系女性研究者の採用促進に関しま

しては、先程の理系女性研究者活躍促進プ

ロジェクトで主に計画を立てております。

このプロジェクトは理工農系のスタッフを

抱える部局の部局長で構成されております。

広島大学には 11 の部局がありますが、その

うち理工農系のスタッフがいるのは 9 部局

ですので、部局長のほとんどがこのプロジ

ェクトに参加していることになります。 
広島大学では、全学の方針で、人件費ポ

イントの全学調整分の 3 割をシステム改革

分として女性教員の採用のために確保する

ことが決まっております。そのため、理系
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女性研究者活躍促進プロジェクトで、平成

22 年度から 26 年度の間に、どこの部局が

どのような女性教員を何人採用するかと言

う計画を、平成 21 年度に全て立ててしまい

ました。部局長が話し合って５年分の採用

計画を立て、毎年 4 名程度の理工農系女性

教員を採用することにしております。採用

後 5 年間は全学調整分の人件費ポイントを

使えますが、６年目からは部局の人件費ポ

イントに切り替え、全学調整分のポイント

を返却することになっています。返却され

たポイントで、また新たに女性教員を積極

的に採用するという、ある意味永続的なシ

ステムになっております。 
このシステムのメリットは、部局長が自

分の部局のスタッフの状況を見ながら、相

談し合って無理の無い計画を立てることが

できる、という点にあります。そのお陰で、

現在、女性教員の採用は順調に進んでおり

ます。 
これに加えて、毎年 2 名程度、理工農系

の女性助教を准教授にポストアップするシ

ステムを作っております。これも、准教授

に昇格した最初の５年間は、人件費ポイン

トの全学調整分から昇格に伴う差額ポイン

トを使うことができますが、６年目以降は

部局のポイントに切り替えるというシステ

ムです。実際には、部局から昇格候補者を

推薦してもらい、男女共同参画推進委員会

で、全学調整分の差額ポイントを貸与する

候補者を決定しています。 
事業開始３年目の現在、理工農系の女性

教員は事業実施前と比べまして 12 人増、

1.6 倍となっております。うち准教授が 7
名増ということで、かなり高い率で増えて

いると思います。増やす取り組みとしては

非常に有効に機能していると思います。ち

なみに、人件費ポイント制を取っていると、

こうしたシステムを作りやすいと思います。

ただし、先日の合同シンポジウムで千葉大

学さんと話をしたところ、千葉大学さんで

はポイント制ではないけれどよく似たシス

テムを取っておられるということでしたの

で、ポイント制でなくとも可能だと思いま

す。 
理工農系を中心に女性を増やす取り組み

をしているのですが、文系の女性教員を含

めた全体としても、徐々に女性教員の割合

が増えております。平成 19 年に部局ごとの

女性採用割合の目標値を設定しましたが、

それ以降右肩上がりになっています。青い

部分が理系部局、ピンクの部分が全体です。

今現在、全体で女性教員割合が 12.7％です。

広島大学では、平成 27 年度までに女性教員

の割合を 14％にするという中期目標を立

てておりますので、もう少しで目標に到達

できるという感じです。 
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次に、女性研究者総覧についてです。広

島大学の女性教員は特任を合わせますと

230 名程度、特任ではない女性教員は 186
名おります。女性同士のネットワークづく

りを促進し、女性教員の活躍を地域にアピ

ールしたいという目的で、昨年度に女性研

究者の総覧を作りまして、合計 148 名の女

性教員が協力して下さいました。前半はロ

ールモデルの紹介ページですが、ロールモ

デルとなるような方を 10 数名程度上げま

して、その後は見開き 2 ページに 4 名ずつ

の女性教員を紹介しております。これを見

た女性教員から、「自分の学部には自分と同

じような研究をしている人はいないが、他

の部局にいたと初めて知った」、「勇気づけ

られた」などの反応をいただいております。

女性研究者の活躍を内外にアピールし、ネ

ットワークづくりを推進するためのこのよ

うな取り組みは、これからも地道に続けて

行こうと思います。 
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実践交流「ウーマン・テニュア・トラックで確実に育てる」 
～岡山大学における男女共同参画推進事業～ 

岡山大学ダイバーシティ推進本部 男女共同参画室室長 沖 陽子氏  
 

 岡山大学は平成 21 年度から 23 年度まで文

科省科学振興調整費「女性研究者支援モデル育

成」事業を実施致し、先月、事業成果報告書の

ヒアリングを受けて参りました。 
 岡山大学では「進化プラン（雇用）」と称し、

女性だけを特任助教としてテニュア・トラック

制で雇用し、その後、常勤のポストを確約する

ウーマン・テニュア・トラック（WTT）制度

を考えました。その後、研究サポート体制が必

要になってくるということで、「進化プラン（研

究サポート体制）」の充実、女性研究者がリー

ダー格になっていく「進化プラン（持続性）」

を完結させることを考えました。 
 岡山大学では女性用ではなく、一般的なテニ

ュア・トラック（TT）の取り組みを始めてお

りました。学長選挙があり、平成 23 年度から

役員が替わりましたが、前執行部が平成 20 年

に「異分野融合先端研究コア」で TT 制度を打

ち出していました。その後、我々が後を追った

形で WTT 教員制を構築したということです。

WTT 制度は学外から高く評価されています。

今後もしっかり続けてほしいと支援をいただ

いております。学内におきまして、かなり TT
制度の認識が深まっているところですが、ここ

にも問題がありまして、今後、本制度に対して、

女性に対してのみならず、広い視野から考えて

いきたいと思っております。 
 WTT 制度の位置づけでございますが、中期

目標中期計画で「優秀な若手研究者の確保と育

成」というものを謳っております。そこに女性

教員の増加というものを組み合わせた形で現

在、動いております。 
この「優秀な若手研究者の確保と育成」と言う

のは、「自立的研究環境の整備」に深く関わり

ます。そこに「女性教員の増加」をどのように

組み合わせるかがキーポイントになります。そ

こで、研究支援員の配置、メンター制度を充実

させるということを、現在、強く進めていく方

策を考えているところです。 

 さて、WTT 教員制の推進体制としては、ダ

︲206︲

第
Ⅳ
部

第
４
回
中
国
四
国
男
女
共
同
参
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム



イバーシティー推進本部が平成 21 年に作られ、

その中に男女共同参画室が含まれ、その下部組

織に WTT 事業部門、つまり実際に WTT 制度

を推進していく部門を設けております。その部

門で、毎年、公募の計画を致し、各部局に協力

を求めて公募を実施する仕組みになっており

ます。 

 ここが一番大事なポイントですが、岡山大学

では全学的なWTT人事協議会を作っておりま

して、その下に WTT 教員評価委員会がござい

ます。毎年公募領域の専門家である評価委員を

学内外より集めて評価委員会を構成していま

す。この組織は、WTT 教員候補者選考委員会

であり、その後の業績・活動を評価していく組

織ということになります。今まさしく第 4 期の

公募をしている時期でございます。第 1 次審査

の書類選考、次に第 2 次審査の面接をいたしま

して、WTT 教員評価委員会を経て、最後に

WTT 人事協議会で審議する運びとなります。 
 いままで 3 期分を実施しましたが、色々と考

えながら動いております。第 1 期生はポストを

確保せずに採用しました。部局からの不満が出

ましたので、第 2 期生からは各部局で 5、6 年

以内にポストが空くところに手を挙げてもら

うシステムで公募をしました。第 4 期生は、さ

らに部局の意見を取り入れて、1 次、2 次選考

を部局で実施し、WTT 教員評価委員会で審議

した後、WTT 人事協議会で候補者を決定する

こととし、最後に部局に戻すことにしました。 
 次に、WTT 教員が常勤になるまでのステッ

プですが、年間３名から５名を公募しておりま

して、国際公募も含め、学内外から応募してい

ただいております。今まで１期生、２期生まで

は WTT 期間を３年にしておりました。それで

は短いとの文部科学省の指摘を受けまして５

年で評価するというシステムに変更しました。

１期から３期の実績ですが、１期生４名、２期

生３名、３期生４名と、この３年間で岡山大学

に 11 名の方が赴任された事になります。学外

からが各２名、１名、３名という事なので、学

内と学外のバランスは良く、やや学外からの方

が多いということになります。 
 事業期間が終わりに近づいてきまして、どの

ように軟着陸するかを考えておりましたが、有

り難いことに平成 23・24 年度の文部科学省テ

ニュア・トラック普及・定着事業に採択されま

した。この採択により嬉しいことが生じました。

WTT 制度は岡山大学独自で実施しておりまし

て、勤務に関する労働条件が悪く、メンター教

員から叱られておりました。なんとか改革でき

ないかという事でしたが、TT 普及・定着事業

に採択されましてからは、給料がアップして、

良い待遇で頑張っていただけることになり、彼

女たちのモチベーションも上がっています。 
 次世代育成にもかなり力を入れております。

教養教育科目での講義、次世代育成講演会では

WTT 教員に参加していただいております。「お

かやまサイエンストーク」における研究紹介で

は、WTT 教員と大学院生（女性男性の区別な

く）が高校、中学に出向きまして科学の面白さ

を説明する、というようなこともやっておりま

す。お金をかけずに上手に次世代を育成させて

いただいております。 
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情報提供｢大学における男女共同参画についてのｱﾝｹｰﾄ中間報告｣ 
独立行政法人国立女性教育会館 研究国際室研究員 野依 智子氏 

 
 

 ご紹介にあずかりました国立女性教育会館研究

国際室研究員の野依と申します｡よろしくお願い

致します｡先にｱﾝｹｰﾄについて報告させていただく

前に､国立大学 86 大学の男女研究者に対するｱﾝｹｰ

ﾄにほぼすべての 86 大学の皆さんがご協力いただ

きました｡今日ここにいらっしゃっている中国･四

国地方の国立大学の皆さんに本当にお手数をかけ

る調査だったのですけども､ご協力いただきまし

たことをこの場を借りてお礼を申し上げます｡本

当にありがとうございました｡お陰様でとても回

収率のいいｱﾝｹｰﾄとなりまして､55.4%という近年

まれに見る高回収率でした｡そのことも添えてお

礼を申し上げたいと思います｡そのｱﾝｹｰﾄもまだ現

在中間報告ということで､すべて集計が終わって

おりません｡一応ｱﾝｹｰﾄとして成り立つ 1000 票に

区切りまして､今日は報告させていただきたいと

思います｡この調査は､先程からありますように国

立大学におきましては女性研究者支援事業という

ことで平成 18 年から色々取組まれていて､国立大

学の半分くらいが支援事業を採択しております｡

しかし､公立大学とか私立大学におきましてはま

だまだそういった支援事業に手が届いていないと

ころがたくさんありまして､こういった支援事業

をもっと広げたい｡全国の女性研究者に支援の手

を差し伸べなくてはいけないのではないかという

ことで､まずは男女の研究者の実態を把握したい

ということが最初の目的です｡ 
 ｱﾝｹｰﾄ項目につきましては､そういったことを踏

まえて男女研究者の仕事と生活のﾊﾞﾗﾝｽについて､

大学における男女共同参画意識について､聞いて

おります｡個別の大学で支援事業に取り組んでい

らっしゃる大学は似たようなｱﾝｹｰﾄされていたと

思いますが､国立女性教育会館では 86 大学を横断

的にさせていただきました｡それに加えて､そうし

た支援事業の成果と課題について少し把握できな

いかということで､項目を付け加えさせていただ

いております｡ 
 調査方法ですけども､86 大学の教員数の比率､そ

してそうした支援事業を採択しているかいないか

というところでﾌﾟﾗｽαをしまして､全部で 4940 人

を対象に調査票を送付させていただきました｡各

大学の担当部署に郵送させていただき､担当の方

に任意で男女比とか専門分野のﾊﾞﾗﾝｽ､職位のﾊﾞﾗﾝ

ｽを考慮した上で任意で配布して下さいとお願い

致しました｡返送については教員が直接郵送する

ということで返送いただきました｡9 月 21 日から

10 月 15 日までの期間で 2739 票回収されました｡ 
 まずは基本属性をお話したいと思います｡返って

きた調査票の 29.9%が女性ということで､これは

国立大学の女性教員の比率が 14%くらいですので､

それからいくと高い比率でした｡専門分野につき

ましてはこの調査は理系だけに限らず人文科学､

社会科学､文系にも調査しております｡その中で返

ってきた専門分野を見ると､やはり理系の方が少

し多かったと｡それは国立大学全体の専門分野の

比率と比べましても返ってきた調査票は理系が多

かったということです｡ 
 その中で性別と専門分野を見ると女性が多かっ

たので専門分野も女性の比率が多かった｡教育に

関してはほぼ同等でした。あと､職位ですが､女性

研究者の 7 割が助教､講師､准教授ということで､

教授は 25.8%｡一方男性研究者の場合は 6 割が助

教､講師､准教授､教授が 39.0%､やはり男性の方が

高いと､こういう結果は他の調査でも出ていると
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思います｡ 
 性別にみました専任職についた年齢層というの

を出しております｡25 歳から 27 歳男性の場合は

24.4%が専任職､28 歳から 30 歳が 32%､合わせて

56.4%が 30 歳までに専任職についている､一方女

性は 45.9%が 30 歳までに専任職についていると

いうことで､やはり男性の方が 30 歳までに専任職

につく比率が高いということです｡先ほどちょっ

と話にありましたけれども､女性比率の低い理由

というのも聞いております｡ﾍﾞｽﾄ 3 が家庭と仕事

の両立が困難という理由が 27.8%で一番高い､そ

の次が女性の意識という理由｡しかし女性の意識

の男女比を見ますと､そう答えているのは男性が7
割で女性が3割ということです｡第3位は職場の環

境ということでございます｡ 
 支援事業を採択した大学と採択していない大学

の教員の認識という集計を出しております｡一応

この中間報告 1,000 票のなかで支援事業を採択し

た大学の教員は 582 名で、支援事業を採択してい

ない大学の教員は 417 名でした｡質問項目は｢あな

たの大学で平成 18 年度から取り組まれている 3
つの支援事業､女性研究者支援育成事業､ｼｽﾃﾑ改革

などの事業に取り組んだかどうかをご存知です

か｣ということで､支援事業に取り組んだ､いずれ

の事業も取り組まなかった､取り組んだかどうか

わからないという選択肢を選んでいただきました｡

そうしましたところ､支援事業を採択した大学の

教員の 72.5%は支援事業に取り組んだと認識して

いました｡それに対しまして､支援事業を採択して

いない大学の教員は自分の大学は支援事業に取り

組んでいなかったとはっきり認識している人が

19.2%､取り組んだかどうかわからないと答えた

人が 48.7%､中には 31.4%の人が取り組んだと回

答していますが､ここから言えることはこうした

支援事業にちゃんと取り組んだ大学は教員の中で

その意識化がしっかりされているのではないかと､

認識がちゃんとされているのではないかと言える

のではないかと思います｡ 

 もう一つ､｢補助金の有無で男女共同参画がこの3
年間で進んだと思いますか｣という質問です｡採択

されている大学は大きく進んでいると答えたもの

が 21.6%､少し進んでいると答えたものが 45.9%､

合わせて 67.5%の教員が進んでいると答えており

ます｡それに対して補助金を取っていない大学は

進んでいると答えたものが 8.9%､少し進んでいる

と答えたものが38.8%､47.7%は進んでいると答え

ましたが､その逆を見るとほとんど変わらないと

答えたものが 24.9%､後退していると答えたもの

が 27.1%､合わせて 50%以上の教員が全く変わら

ない､もしくは後退していると答えている｡教員個

別の捉え方によると思いますが､採択事業に取り

組んでいる大学の教員の 7 割近くが進んでいると

実感しているといえるのではないかと思います｡ 
 昨日､今日の日程で国立女性会館では全国の大学

の職員､教員､研究員を対象に同じような大学の男

女共同参画についての研修をしております｡今年

はこちらの事業と重なってしまいましたが､

NWEC では今年で 3 回目､来年は 4 回目もやりま

すので NWEC のほうにもお出でいただきたいと

思います｡ 
 この調査研究は 2013 年度には大学の担当者､個

人の研究者にﾋｱﾘﾝｸﾞをしたいと思っておりますの

で､今後ともよろしくお願いします。3 月には全て

のﾃﾞｰﾀがそろった報告書を発行いたしますので､

ぜひそちらもご覧ください｡ 
ありがとうございました。
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[感想抜粋] 

・特に香川大学の多様な取組みが参考になりました。 

・香川大学の各学部の取組みを当事者に話していただくことが有意義でした。 

・香川大学さんが、各学部の取組みをポスター展示し、客員の先生方も説明に立たれていたのが印

象的でした。 

・香川大学さんが学部ごとにポスターを作り、まとめていらっしゃり大変興味深く拝見しました。 

・大学での取組みが詳しく示されており、きめ細やかな取組み状況が分かりました。 

・丁寧に説明していただき理解が深まりました。 

ポスターセッション  

法学部 医学部 農学部 

経済学部 教育学部 工学部 
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ポスターセッション参加大学 

①鳥取大学 ②岡山大学 ③島根大学１ ④島根大学２ ⑤福山大学１ 

⑥福山大学２ ⑦徳島大学 ⑧岩手大学 ⑨東京学芸大学 ⑩大阪府立大学 

⑪農業・食品産業技術総合研究機構 ⑫首都大学東京  

③ ④ 

① ② 

︲211︲

第
Ⅳ
部

第
４
回
中
国
四
国
男
女
共
同
参
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム



 
⑤ 

⑤ ⑥ 

⑦ ⑧ 

︲212︲

第
Ⅳ
部

第
４
回
中
国
四
国
男
女
共
同
参
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム



 

⑪ 

⑨ ⑩ 

⑪ ⑫ 

︲213︲

第
Ⅳ
部

第
４
回
中
国
四
国
男
女
共
同
参
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム



㉘ 

㉙ 

3/27 3/14 3/6 2/21 1/30 
1/19 

～20 
1/11 12/6 11/30 

11/23 

～24 
11/16 11/14 

11/3 

～4 
11/3 11/1 10/24 10/16 10/1 9/26 9/12 9/5 

8/20 

～24 
8/10 7/19 7/19 7/19 7/18 7/17 6/19 6/19 5/8 

香
川
大
学
女
性
研
究
者
研
究
交
流
会 

ｉ
ｎ 

幸
町
㊷ 

全
学
研
修
会
「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
安
心
安
全
な
職
場
づ
く
り
」
㊶ 

C
afé

 
S
e
igo

㊵ 

工
学
部 

介
護
講
座
「
で
き
る
男
性
の
た
め
の
介
護
講
座
」
㊴ 

研
究
補
助
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
交
流
会 

休
日
出
勤
時(

セ
ン
タ
ー
入
試)

の
託
児
事
業
実
施 

香
大
っ
こ
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
フ
ォ
ロ
ー
講
座 

柳
田
邦
男
講
演
会
「
あ
な
た
は
人
生
に
ど
ん
な
答
え
を
出
す
の
か
」
㊳ 

第
四
回
中
国
四
国
男
女
共
同
参
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
㊲ 

休
日
出
勤
時(

推
薦
入
試)
の
学
内
託
児
事
業
実
施 

女
性
研
究
者
次
世
代
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
二
回
出
前
講
座
㊱ 

教
育
学
部
啓
発
講
座
「
一
人
ひ
と
り
を
た
い
せ
つ
に
す
る
大
学
の
環
境
づ
く
り
」 

休
日
出
勤
時(
学
祭)

の
学
内
託
児
事
業
実
施 

農
学
部
祭
・
工
学
部
祭
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
相
談
コ
ー
ナ
ー 

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
防
止
全
学
研
修
会
㉟ 

幸
町 

第
三
回
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
講
座
㉞ 

外
部
評
価
報
告
会 

研
究
補
助
者
配
置 

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
講
座
㉝ 

四
国
採
択
大
学
合
同
評
価
セ
ミ
ナ
ー
㉜ 

第
三
回
香
川
県
内
女
性
研
究
者
支
援
連
絡
会 

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
「
宿
題
を
や
っ
つ
け
よ
う
」
㉛ 

農
学
部
祭
・
工
学
部
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
相
談
コ
ー
ナ
ー 

全
学
共
通
科
目
男
女
共
同
参
画
ス
ポ
ッ
ト
講
義 

農
学
部 

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
講
座
㉚ 

女
性
研
究
者
・
卒
業
生
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
集
発
行 

幸
町 

第
二
回
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
講
座
㉙ 

工
学
部 

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
講
座
㉘ 

学
校
教
育
相
談
学 

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
ス
ポ
ッ
ト
講
義
開
講 

人
間
関
係
論
特
講 

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
ス
ポ
ッ
ト
講
義
開
講 

全
学
共
通
科
目
男
女
共
同
参
画
ス
ポ
ッ
ト
講
義
開
講 

㉙ 

㉚ 

㉛ 

㉛ 
㉞ 

㉘ 

㉚ 
㉜

㊲ 

㉝ 
㉞ 

㊱ 

㊲ 

㉟ 
㉜ 

㉝ 

㊳ 

㊳ 

㊴ 
㊶ 

㉟ 

㊵ 

㊷

㊱ 

︲214︲

第
Ⅳ
部

香
川
大
学
男
女
共
同
参
画
推
進
の
あ
ゆ
み



⑰ 

4/25 4/4～ 4/1 

 
 

 

平
成
二
十
四
年
度 

3/22 3/8 2/25 2/1 1/30 
1/14 

～15 
12/15 12/7 12/6 12/5 11/30 11/28 11/26 11/14 11/11 11/3 11/1 11/1 10/30 10/29 10/28 10/27 10/18 10/5 10/3 9/28 

幸
町 

第
一
回
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
講
座
㉗ 

竹
村
和
子
先
生
追
悼
遺
作
展
開
催 

研
究
補
助
者
配
置 

ト
イ
レ
に
お
し
め
交
換
台
を
設
置 

Ｒ
ｉ
Ｊ
ｉ
カ
フ
ェ
㉖ 

休
日
出
勤
時
の
学
内
託
児
実
施 

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
講
座
㉕ 

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
ポ
ス
タ
ー
配
布
㉔ 

休
日
出
勤
時(

セ
ン
タ
ー
入
試)

の
学
内
託
児
事
業
実
施 

教
授
会
を
利
用
し
た
農
学
部
啓
発
講
座 

か
が
わ
教
育
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
㉓ 

女
性
研
究
者
次
世
代
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
出
前
講
座
実
施
㉒ 

男
女
共
同
参
画
推
進
室
の
ご
案
内
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
発
行 

幸
町
キ
ャ
ン
パ
ス
学
生
向
け
男
女
共
同
参
画
講
座
㉑ 

工
学
部 

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
講
座
「
女
性
経
営
者
と
ト
ー
ク
し
よ
う
！
」
⑳ 

休
日
出
勤
時(

推
薦
入
試)

の
学
内
託
児
事
業
実
施 

教
授
会
を
利
用
し
た
工
学
部
啓
発
講
座 

中
国
・
四
国
国
立
大
学
学
長
に
よ
る
男
女
共
同
参
画
宣
言 

農
学
部
祭
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
学
生
相
談
コ
ー
ナ
ー 

民
間
タ
ク
シ
ー
会
社
を
利
用
し
た
病
児
移
送
サ
ー
ビ
ス
開
始 

技
術
補
佐
員
を
医
学
部
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
支
援
室
に
配
置 

休
日
出
勤
時(

学
祭)

の
学
内
無
料
託
児
事
業
実
施 

工
学
部
祭
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
学
生
相
談
コ
ー
ナ
ー
⑲ 

香
川
大
学
男
女
共
同
参
画
取
組
冊
子
発
行 

第
二
回
農
学
部
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
講
座
⑱ 

学
内
託
児
室
設
置 

医
学
部
啓
発
講
座
「
大
学
全
体
の
就
労
・
研
究
環
境
改
善
か
ら
見
た
女
性
医
師
の
働
き
方
」
⑰ 

研
究
補
助
者
配
置 

育
児
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
実
施 

⑲ 

 

⑳ ㉕ 
㉓ 

⑰ 
㉑ 

⑳ 

㉒ 

㉓ 

㉕ 

㉗ 

㉖ 

㉔ 

㉗ 

㉖ 

㉑ 

㉒ 

⑱ 

︲215︲

第
Ⅳ
部

香
川
大
学
男
女
共
同
参
画
推
進
の
あ
ゆ
み



⑩ 

⑬ 

⑯ 

9/21 9/9 
8/18 

～19 
8/11 8/3 7/27 7/6 6/29 6/23 6/22 6/15 6/13 6/1 4/27 4/1 4/1 

 
 

 

平
成
二
十
三
年
度 

2/23 2/22 2/10 2/3 1/12 12/1 11/24 11/20 11/1 10/18 10/1 10/1 

 
 

 

平
成
二
十
二
年
度 

幸
町
啓
発
講
座
「
ど
う
し
て
男
女
平
等
が
大
学
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
」
⑯ 

全
学
研
修
会
「
女
性
研
究
者
の
科
学
論
文
作
成
へ
の
道
」
⑮ 

児
童
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
実
施
⑭ 

農
学
部
・
工
学
部
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
相
談
コ
ー
ナ
ー
⑬ 

全
学
研
修
会
「
研
究
へ
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
⑫ 

女
性
研
究
者
・
卒
業
生
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
集
発
行
⑪ 

第
三
回
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
開
催
（
初
心
者
マ
ー
ク
の
パ
パ
マ
マ
講
座
）
⑩ 

第
二
回
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
開
催
（
初
心
者
マ
ー
ク
の
パ
パ
マ
マ
講
座
）
⑨ 

男
女
共
同
参
画
週
間 

関
連
図
書
展
示 

全
学
研
修
会
「
安
心
し
て
働
け
る
・
学
べ
る
安
全
な
環
境
作
り
」
⑧ 

第
二
回
香
川
県
内
女
性
研
究
者
支
援
連
絡
会 

男
女
共
同
参
画
推
進
室
案
内
カ
ー
ド
発
行
⑦ 

第
一
回
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
開
催
（
初
心
者
マ
ー
ク
の
パ
パ
マ
マ
講
座
）
⑥ 

メ
ン
タ
ー
研
修
会
実
施
⑤ 

搾
乳
・
授
乳
・
妊
婦
休
憩
室
を
４
キ
ャ
ン
パ
ス
に
設
置 

研
究
補
助
者
配
置 

第
一
回
四
国
女
性
研
究
者
フ
ォ
ー
ラ
ム
④ 

四
国
内
国
立
大
学
に
よ
る
男
女
共
同
参
画
推
進
共
同
宣
言
③

第
一
回
農
学
部
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
講
座
② 

農
学
部 

女
子
学
生
に
む
け
た
キ
ャ
リ
ア
相
談
開
設 

第
一
回
香
川
県
内
女
性
研
究
者
支
援
連
絡
会 

研
究
補
助
者
配
置 

緊
急
要
望
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施 

A
dm

in
istratio

n
 S

taff M
e
e
tin

g 

工
学
部
に
お
け
る
女
性
研
究
者
支
援
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
設
置 

第
一
回
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会 

研
究
補
助
者
の
配
置 

男
女
共
同
参
画
推
進
室
設
置
① 

⑨ 

⑯ 

⑫ 

④ 

③ 

⑧ 

⑥ 

① 

⑤ 

⑫ 

⑮ 

⑭ 

⑧ 

⑭ 

⑪ 

⑬ 

⑦ 

② 

⑥ 

香川大学男女共同参画推進のあゆみ 

︲216︲

第
Ⅳ
部

香
川
大
学
男
女
共
同
参
画
推
進
の
あ
ゆ
み



 


	表紙
	事業成果報告書-第1章 (1).pdf
	事業成果報告書-第2章
	事業成果報告書-第3章
	事業成果報告書-第4章
	⑬20130303裏表紙



